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ははししががきき

日本モンゴル文化学会、2019年 2月 2日に日本の東京都立大学（元首都大学東京）にて
創立後、既に 7回の研究会を行った。この中、2020年 1から流行した新型コロナウイルス
の影響で、2020 年夏季大会と 2021 年夏季大会は同じくオンラインで開催された。今年
（2022）の冬大会は 12 月 10 日にハイブリッドの形で現場とオンラインで同時に行われ
た。 
日本モンゴル文化学会のこれまでの活動状況は以下の通りである。

2019年 2月 2日、首都大学東京において日本モンゴル文化学会の創立発表会（第１回冬季大

会）。

2019年 5月 12日、「モンゴル研究の新時代・新力量・新探求」をテーマに、東京荒川区民館

で国際シンポジウム。

2019年 7月 20日、大阪市立大学で「日本モンゴル文化学会・第 2回夏季大会」。

2019年 12月 14日、神奈川大学で「日本モンゴル文化学会・第 3回冬季大会」。

2020年 7月 18日、Zoomオンラインで「日本モンゴル文化学会・第 4回夏季学術大会」。

2021年 6月 19日、Zoomオンラインで「日本モンゴル文化学会・第 5回夏季学術大会」。

2022年 12月 10日、東京都江戸川区の総合文化センターと Zoomオンラインで「日本モン

ゴル文化学会・第 6回冬季学術大会」。

日本モンゴル文化学会のこれからの活動については、発表者の応募状況、及び会員の要望を

考慮しつつ検討していきたい。

日本モンゴル文化学会 Email：mglculture@yahoo.co.jp

日本モンゴル文化学会編集委員会 2022年 12月 東京都・船橋市
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都都市市にに移移住住ししたたモモンンゴゴルル族族牧牧畜畜民民のの民民族族的的アアイイデデンンテティィテティィにに関関すするる研研究究

－子供の十二歳の誕生日宴会を事例として－ 
ウルガ（ ）

中国政府は、少数民族地域の環境問題の解決と開発による経済的利益分配を名目に、「西

部大開発」という開発プロジェクトを 2000年より始めた。この「西部大開発」は主にイン
フラ建設と生態保護を中心に進められていて、インフラ建設の面では、鉄道、道路、空港な

どの整備が急速にすすめられており、生態保護の面で天然保護林事業や退耕還林還草（耕

作地を林地や牧地へ戻す政策）などの政策が実施されてきた。 
内モンゴル自治区においては、2002年より「西部大開発」の一環として、「退牧還草」事
業、つまり家畜の放牧を禁止し、放牧地の植生を回復する事業に大々的に着手するように

なっている。これによって、地方政府から地元の牧畜継続が困難と判断された地域での放

牧が禁止され、当該地域の住民を近くの都市に移住させるようになり、たくさんの牧民が

都市で生活するようになった。 
本発表では、中国内モンゴル自治区において、国家の生態保護政策によって都市に移住

してきたモンゴル族の牧民たちを対象として、彼らの中で頻繁に行われている子供の 12歳
の誕生日宴会に焦点を当てて、この宴会の流行した背景と実施状況について明らかにする

ことである。 
宴会とはすなわち、特別な機会に特別な目的をもって人々が集い、特別な食物を飲食す

ることを通じて、参加者同士が互いに交歓しあう集会となっていることである。（渡邊

2004:8）。これまでの人類学において、宴会は「ホスト」による「ゲスト」に対する歓待と
いうよりも、その場で出会った人たちの社会関係の構築について検討されてきた。モンゴ

ルの宴会ともてなしについては、小長谷が接客のために歌う歌のジャンル、歌詞、メロデ

ィーについて詳しく記述するとともに、モンゴルの接客における歌の重要性を指摘してい

る（小長谷 1999）。また、寺尾はモンゴル国の遊牧民を対象に、彼らが移動式住居である
ゲルに他者を迎え入れる歓待という営みの展開を紹介したうえで、この営みは、自己を抑

制することで他者を受容するような身構えに支えられていると述べている（寺尾 2020）。
さらに、阿部は、近年中国の少数民族ハニ族の中で流行している饗宴において、彼らの招

待のやりとりを記述し、饗宴の流行は主催者側への負担の集中を回避するために生成した

ことを指摘した（阿部 2020）。 
こうした先行研究を踏まえ、本発表の目的は中国内モンゴル自治区バインノール市ウラ

ド中旗における国家の生態保護政策によって都市に移住したモンゴル族の牧民たちの宴会

に着目し、彼らが次世代のために行っている「子供の 12歳の誕生日宴会」の実施背景と実
施過程を描き出すことである。また、「子供の 12歳の誕生日宴会」をめぐる民族誌的記述
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を通じて、彼らのこの宴会を契機とした人間関係の構築と民族的アイデンティティの表出

について検討する。 
（総合研究大学院大学・文化科学研究科・博士後期課程） 

 
参考文献： 
小長谷有紀 1991「モンゴルにおける接客技法としての歌――ホストとゲスト」石森秀三
編藤井知昭監修『観光と音楽』民族音楽叢書 6東京書籍、175-206頁。 
渡邊欣雄編 2004『世界の宴会』アジア遊学 61勉誠出版。 
寺尾萌 2020「歓待と親密性:モンゴルの草原におけるゲルと訪問者の迎え入れについて
の考察」『文化人類学』85巻 20201号、092-109頁。 
阿部朋恒 2020「もてなしのポリティクスー中国雲南省ハニ族における饗宴を事例として」 
『文化人類学』85巻 20201号、110-126頁。 
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内内モモンンゴゴルル仏仏教教寺寺院院建建築築にに関関すするる研研究究ににつついいてて

エンケホルワ

内モンゴルとは中国の中の北側に位置するモンゴル自治区であり，現在までも数多くの歴史

的価値の高い仏教寺院建築が残されている。これらの仏教寺院建築の多くがゲルク派のチベッ

ト仏教寺院建築として使用されており，現在の中国の内モンゴル自治区および新疆ウイグル自

治区，そして，モンゴル国，並びにロシア連邦の中のブリヤート共和国，トゥヴァ共和国，およ

びカルムイク共和国など幅広い地域に相当するモンゴル地域のチベット仏教寺院の発祥地でも

ある。また，内モンゴルは位置的関係や政治・宗教環境などにより，内モンゴルの東南に位置す

る中原地域の漢伝仏教寺院建築や西南に位置するチベット地域のチベット仏教寺院建築の影響

を受けながら，発展してきた。そのため，これらの寺院建築には地域性や時代性だけではなく，

寺格的な特徴も多く見られ，内モンゴルにおける仏教寺院建築を建築歴史学の視点から体系的

に研究することは，モンゴルのみならず，東アジアの建築歴史の中でも重要な意味を持つ。 
本稿では，①モンゴル建築歴史について，②モンゴル仏教寺院建築について，③内モンゴル仏

教寺院建築の過去関連研究について，④内モンゴル仏教寺院建築に残されている研究課題につ

いてなど四つの内容からなる。具体的には，まず，今までのモンゴル建築歴史について簡単な概

説を行い，世界建築歴史の中に重要な内容である西洋建築史，東洋建築史，そしてその中の中国

建築史，日本建築史などの内容をモンゴル建築歴史と比較しながら，モンゴル建築歴史につい

て時代と合わせて簡単に説明を行う。そのうえで，モンゴル建築歴史の中に最も重要な内容で

ある仏教寺院建築の発展および歴史背景についての概説を行い，さらに，内モンゴルにおける

仏教寺院建築に関する従来研究について整理を行う。即ち，中国や日本など海外の国々の研究

者が行った研究を時代順に紹介し，今までの研究状況をまとめる。最後に，内モンゴル仏教寺院

建築の研究にまだ残されている課題や展望について触り，今後の関連研究についてより多くの

視点を提供する。 
このような流れで，モンゴル建築歴史の認識を深めさせ，その中の重要な内容である仏教寺

院建築について詳細な紹介を行い，今後のモンゴル建築歴史やモンゴル文化に関する研究発展

に一助になることを目的とする。 

（株式会社・伊藤建築設計事務所）
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タターーララーー菩菩薩薩ののモモンンゴゴルル語語のの名名称称ににつついいてて

－『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』を中心に－ 

テムルン

本発表では、ターラー1菩薩の出生伝説や先行研究の整理した上で、『緑ターラー・白いターラ

ーの礼賛経』[YANG：2000]におけるモンゴル語名前を簡単に整理する。その後、1431年の北京

版の『聖救度佛母二十一種礼賛経』や『仏教辞典』（šasin u toli）のモンゴル語名前と比較する。

ターラー菩薩の起源は観音菩薩の慈悲である。衆生は四苦八苦をはじめとする心身の悩みを持

ち、それを知った観音菩薩は衆生と心をとともに悲しむ。その時の観音菩薩の涙から生まれた

のがターラー菩薩とされる。大きな救済力を持つ観音菩薩ですら救いきれなかった衆生も残ら

ず救済するのがターラー菩薩であり、この信仰はインドで始まった。この信仰がチベットに伝

わると、観音菩薩は二滴の涙を流し、左目からの涙が緑のターラーに、右目からの涙が白いター

ラーに変じたとされた。こうして、チベットやモンゴルに緑のターラーと白いターラーが有名

で、広く知られている。[金岡秀郎 2018：10-11]

先行文献では楊海英が『聖救度佛母二十一種礼賛経』はアルジャイ石窟内の題辞でと 1431年

（明朝宣徳六年）に北京で開版印刷された『聖救度佛母二十一種礼賛経』という二種類がある。

それを自分の公開した[YANG：2000]のテキストと比較した。金岡秀郎がターラー菩薩の起源か

らチベット・モンゴルや日本を含む漢字仏教圏に伝われて状況を述べ、ターラー菩薩と古代の

チベットも秘密な関係を持っていることを論じた。[金岡秀郎;平成 30年]都蘭がチェ・ダミダン

スルンの「ターラー菩薩の叙事詩」という資料を利用して、『ターラー菩薩の叙事詩』が仏教故

事のことをモンゴル英雄叙事詩の書き方で書かれたことを明らかにした[Dulaγan2017：125-130]。

『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』におけるテキスト内容はターラー菩薩が衆生の恐懼、

罪業、闘争などを削除し、貧窮から救脱する。さらに、生活を安定し、各心願を満足させる。21

ターラーについての礼賛が主に姿形と威徳が書かれているが、名前がはっきりしていない。礼

賛経の中に「光」、「蓮華」、「哞音」という言葉がよく出てくる。『緑ターラー・白いターラーの

礼賛経』の名前が 1431年の北京版の『聖救度佛母二十一種礼賛経』に近い。『宗教辞典』におけ

るモンゴル語名前は明らかに漢訳からの重訳である。

（静岡大学・人文社会科学研究科・博士前期課程）

 
1 ①Pātraの音写である鉢多羅の略。銀、白銅などによってつくった扁平な鉢。仏生会に誕生仏の像を
置き、香湯をそそぐなどに用いる器。②tālaの音写，樹の名。③tāraの音写瞳のこと。 密教におけ
る女性の菩薩の名（中村元『仏教語大辞典』下巻、「多羅」の項 東京書籍株式会社、1975）。 
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蒙蒙古古東東部部占占領領期期、、都都邑邑とと居居留留民民社社会会のの研研究究（（満満洲洲里里））

池田 健雄

満洲里は 19世紀まで蒙古名をフルジンブラクと呼ばれ、2・3の蒙古包が点在する地域に過ぎ
なかった。帝政ロシアが東支鉄道の建設基地としたことから、1900年技師・事務員・工夫など百
名以上を送り込み開拓庁を設置し、警備隊の駐屯・支那苦力の移住や露天商の進出などにより、発

展していった2。1913年 2月には満洲里の鉄道付属地に日本人は 19戸、男 39人、女が 77人の計
116 人が居留していた3。日本は 1932 年に清の最後の皇帝・溥儀を皇帝に担ぎ出し、満洲国を建
国した。国の実権は日本が牛耳り、傀儡国家とか偽国家と呼ばれた。南満洲鉄道は 1935年にソ連
より接収した旧北鉄、新京―哈爾濱、満洲里－綏芬河、約 1,700キロの経営を委託され、初年度 3
名の日本人職員を送り込み、逐次増員した。その後、1941年 4月の総人口は 7,373人で日本邦人
（内地人 1,070人、朝鮮人 39人）、ソ連人 142人、白系ロシア人 1,391人、満漢人 468人、ドイ
ツ人 15人、その他 28と他民族都市として発展した。  
日本邦人の多くは、鉄道従業員や官公吏で中心になって居留民社会を築いて行った。鉄道を中心

として発展した鉄道の街でもあった。来満してくる彼らは日本社会より、未知数の満洲国に漠然と

夢を見て、自分達だけが、ソ連との国境の街に来るとは予想していなかったようだ。 

例えば、夜の満洲里で働く飯盛女は閑散とした街では少ない客を奪っていく定めが待っている。

また、夜の街では何時か分からぬが。侘しい満洲里小唄が歌われていた。満鉄社員でも哈爾濱から

900 キロ、斉斉哈爾から 700 キロの満洲里に赴任する車中で不安を覚えた。一方で日本の生活と

変わらぬ状態を維持すべく、日本人商店、日本人小学校、満洲里神社、日本語新聞、映画館に加え

て大相撲の慰問大会まで開催され、居留邦人はある意味で日本に居た時以上に、優雅な生活を過ご

していた。しかし、1945年 8月になると、ソビエト軍が侵攻してきて、在留日本人は命からがら

逃避生活に追いやられた。 

（千葉大学・特別研究員）

2 満洲国通信社編『満洲国現勢』1941年 9月、175頁。
3 外務省通称局『満洲事情第 5巻』大空社、復刻版、1991年、5頁。1913年 2月黒竜江省都督府の調査による。
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－8－ 

現現代代社社会会ににおおけけるるブブリリヤヤーートト語語とと古古モモンンゴゴルル文文字字

Buryat language and old Mongolian writing in modern society  

Innokentii G. Aktamov

The study is devoted to the analysis of the development of the Buryat language in modern conditions. 

The literary Buryat language, like many minority languages, is under the influence of globalization processes 

that lead to a narrowing of the scope of use. Various social institutions, including regional authorities, are 

dealing with this problem. Obviously, the issue should be considered systematically and in different planes. 

In this research, we will consider the prospects for the development of the literary Buryat language based on 

the Old Mongolian writing. Mongolian writing can become a source of vocabulary replenishment, as well 

as raising the status of the Buryat language through expanding its scope. Another factor confirming the 

potential of Old Mongolian writing, its ability to develop in the conditions of modern society, is the example 

of Inner Mongolia. This experience can also be used in the Russian Federation. Moreover, the Buryat 

language had its own script known as Vagindra, the author of which is Agvan Dorzhiev. Unfortunately, today 

this writing is used very rarely. Old Mongolian writing, which does not have dialectal features, today is a 

kind of link between the Mongolian dialects. In our case, it can become a core uniting numerous Buryat 

dialects and serve as a powerful impetus for the preservation and development of the Buryat language. At 

present, the old Mongolian writing has received a new development in the regions of Russia - Buryatia, the 

Irkutsk region, the Trans-Baikal Territory, as well as in Moscow, St. Petersburg and other big cities where 

there is a large representation of the Buryats. Obviously, the interest in the study of Mongolian writing 

reflects the demand of the representatives of the Buryat ethnic group for the preservation and development 

of the literary language and culture in general. Specialists in the field of philology, history, and pedagogy 

need to create conditions for the further expansion of the forms and areas of application of the Old Mongolian 

writing. It need include the creation of textbooks and manuals that allow to study Old Mongolian writing, 

taking into account linguistic norms, adapt language features to modern socio-cultural realities. This work 

is carried out in educational and scientific institutions, language centers, public and religious organizations. 

At the initial stage, this reflected the realities in which the distribution of the Old Mongolian writing in Russia 

took place. Now there is a need to systematize and unify the process, it is necessary to focus the efforts of 

all participants in this process for the benefit of the spread of the old Mongolian writing and the development 

of the literary Buryat language.   

（PhD, Head of Oriental languages translation Center, Institute for Mongolian,

Buddhist and Tibetan studies, Russian Academy of sciences, Ulan-Ude, Russia）
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ののダダググーールル青青年年達達のの革革命命活活動動

1923-1928 оны Дахурын хувьсгалт залуучуудын үйл ажиллагаа

Tsybenov Bazar Dogsonovich

Илтгэл нь 1923-1928 он хүртэлх хугацаанд Мэрсэ, Фүминтай тэргүүтэй Дагуурын хувьсгалт 

залуучуудын үйл ажиллагааг судлахад зориулагдсан болно.Яг энэ он жилүүд нь Өвөр Монголд 

үндэсний эрх чөлөөний хөдөлгөөн ерөнхийдөө идэвхжиж,1925 онд ӨМӨЗО-ны Ардын хувьсгалт 

нам байгуулагдаж,1928 онд Баргын бослого гарч байсан нь мэдэгдэж байна.Зохиогч дараахь 

асуудлыг судлахад гол анхаарлаа хандуулсан:1)Өвөр Монголд хувьсгалт хөдөлгөөнийг 

идэвхжүүлэхэд Мерсегийн 1923 онд Москвад хийсэн айлчлалын үүрэг;2)1923-1925 онд Өвөр 

Монголын Ардын Хувьсгалт Намыг байгуулахад Дагуурын хувьсгалчид оролцсон;3) 1924-1928 онд 

БНМАУ-ын нутаг дэвсгэрт Дагуурын хувьсгалчдын үйл ажиллагаа.4) 1928 оны Баргын бослогод 

Дагуурын хувьсгалчдын оролцоо. Мэрсийн Буриадын нийгэм, улс төрийн зүтгэлтэн Элбэг-Доржи 

Ринчино, Цыден-Еши Цыдыповтой харилцах харилцаанд онцгой анхаарал хандуулсан. Мөн1925 

оны дөрөвдүгээр сард Хятадын жанжин Фэн Юйсянтай хэлэлцээ хийсэн А.Амар тэргүүтэй 

Монголын төлөөлөгчдийн бүрэлдэхүүнд Фуминтай багтаж байсныг зохиогч тэмдэглэжээ. Тэрээр 

Хөлөн Буйр нутгийн уугуул тул энэ бүс нутагт өргөн автономит эрх олгох асуудлыг удирдаж байсан 

нь ойлгомжтой. Үүний зэрэгцээ тэрээр орчуулагчийн хувьд зайлшгүй шаардлагатай 

байсан.Ерөнхийдөө зохиогч Дагуурын ард түмний ойрын үеийн түүх, Монгол, Өвөр Монголын 

түүхтэй холбоотой эдгээр болон бусад асуудлыгтовчавч үзэв.

Мэдээллийн нэг онцлог нь Мэрсэ, Фуминтай хоёрын намтар түүхийн призмээр,эс тэгвээс ОХУ-

ын Холбооны аюулгүй байдлын албаны төв архивт хадгалагдаж буй тэдний мөрдөн байцаалтын 

материалд дүн шинжилгээ хийх замаар олон түүхэн баримтыг авч үзсэн болно. Москвад.1924-1928 

онд Дагуурын хувьсгалчдын БНМАУ дахь үйл ажиллагаа Уран зураачийн төв өргөөний 7 тоот сан 

хөмрөгт хадгалагдаж буй Монголын үндэсний түүхийн архивын материалд голлон авч үздэг.

（Cand.Sci. (Soc.), Associate Professor, Senior Research Associate of the Institute for Mongolian, Buddhist and 

Tibetan Studies, Siberian Branch of Russian Academy of Sciences ）
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－10－ 

多多民民族族環環境境ににおおけけるるブブリリヤヤーートト語語 にに関関すするる研研究究

－The Buryat Language in a Multi-Ethnic Environment－

BADARAEV Damdin Dorzhievich

The history of the development of the Buryat-Mongolian people determined its territorial dispersion. 

In the context of globalization, the processes of cultural assimilation of the Buryats both in Russia and around 

the world are intensifying, national identity and centuries-old traditions are being lost, the unconditional 

translator of which is the Buryat language. The downward trend in the number of Buryats who speak their 

native language continues. Along with a decrease in the level of knowledge of the Buryat language, there is 

a reduction in the scope of the use of the Buryat language, including in the conditions of everyday 

communication of the population at work and at home.

The current state of the Buryat language causes reasonable concern. Back in 2009, UNESCO included 

it in the list of endangered or seriously endangered (depending on the dialect) languages. Ongoing since the 

1990s monitoring of the degree of preservation of the Buryat language in the regions of residence of the 

Buryats in Russia, Mongolia and China showed that over the past decade the problem of rehabilitation and 

salvation of the Buryat language has not lost its relevance. Even more acute is the problem of language 

proficiency among the younger generation of the Buryats, who determine the future of the language and at 

the same time, more than other age groups, are subject to the processes of linguistic assimilation.

The 2020 study is a new stage in the monitoring study of the views and assessments of the residents of 

the multi-ethnic space of the Republic of Buryatia. The questionnaire survey involved 1289 people aged 18 

years and older, living in Ulan-Ude and five rural areas of the republic.

The research results are reduced to the following generalizations:

1. There is a decrease in people who speak the Buryat language, especially in the 21st century - data

from state population censuses in 1989, 2002, 2010 and research results 2015-2020.

2. The problem of preserving and developing the language remains a top priority not only locally, but

in general for the language policy of the regions where the Buryats live.

3. Measures are needed to expand the motivational sphere of language proficiency, which will

contribute to the use of the Buryat language in colloquial speech, a comprehensive development of the 

language environment is required.

4. In the context of the acceleration of globalization processes, the national language takes root even

more as an object of monitoring research and needs special treatment from the authorities and civil society.

（Cand.Sci. (Soc.), Associate Professor, Senior Research Associate of the Institute for Mongolian, 

Buddhist and Tibetan Studies, Siberian Branch of Russian Academy of Sciences)
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モモンンゴゴルル諸諸語語統統一一表表記記・・音音節節とと子子音音連連結結

城吉 一徳

モンゴル語の縦書き「文語」はモンゴル諸語の共通語となっている。文語は５母音音素文字で、近代

文語の発音は７母音にまとめられている。

文語発音について、学者達の膨大な論文があって、互いに必ずしも一致するとは限らないことが多

く、文語発音の難しさを物語っている。その理由の一つとしては、文語発音に多くの語学的音韻変化

があって、「前舌母音」「弱化母音」「半母音」「口蓋化子音」等が形成し、発音が各方言間も差異が存在

しているからである。ここで誕生したのは「半母音で語学変異を表記」する方法で、文語音素５母音体

制を保持しながら発音の違さを表記できるので、モンゴル諸語の発音を統一した一つの音声システム

に格納できたのである。

モンゴル諸語統一表記システムについて、「日本モンゴル文化学会学術会議」第四回の会議で、題

目「モンゴル語の音素表記と発音表記」の発表は半母音で語学変異を表記する初稿である。モンゴル

諸語には３つの近接音「硬口蓋接近音[j]」「両唇接近音[β̞]」「両唇軟口蓋接近音[w]」があって子音特

質であるが、接近音が[i]母音と一体化発音する半母音を【y】【v】【w】で表記する場合、母音特質で、単

独音節形成し母音扱いできることのまとめである。「日本モンゴル文化学会学術会議」第五回の会議で、

題目「モンゴル諸語の統一表記 子音連結」の発表は音節正書法の検討中に発見された子音連結の

法則である。文語音節末子音の発音が rlmngbjhsxcdt 順序だと子音連結され、順序が逆になると必ず

中舌母音を挿入し、音節結成するのである。これが有名な音韻論の音素配列制約で、子音順序がソノ

リティシーケンスの制約となるのである。

上記を踏まえ考案された「モンゴル諸語統一表記システム」についての考え方、思想、課題につい

て今回発表したいと思うが、結論を出すのは未だ早いものが多く御参考になれば幸いである。先ず 

統一表記の 15母音表記の考え方と詳細設定を発表し、諸語ｎ母音表記への早変わり方法と課題の発

表する予定である。次に音素子音設定詳細と発音表記の尾子音、頭子音、諸語子音設定の発表する

予定である。今回の発表は言語学術語をできるだけ避け、教育普及版にする予定である。

本研究の目的はモンゴル語の発音表記を精緻化し、モンゴル語で音声制御プログラムの作成と AI

ロボットの音声制御である。

（株式会社ミツバ 個人研究員）
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－12－ 

ブブリリヤヤーートト共共和和国国ににおおけけるるモモンンゴゴルル文文字字（（ウウイイググルル式式））資資料料のの紹紹介介

サインホビト

2022年の 1月末からロシア語を勉強する目的で、ブリヤート共和国の首都、ウランウデ市に

留学していた。モンゴル研究に置いてブリヤートは欠かせない存在である。そのため、日本の若

いモンゴル研究者ならびモンゴル文字（ここでウイグル式モンゴル文字を指す）研究者の便宜

を考え、ブリヤートに一年間滞在する間、利用しているモンゴル文字の資料とその保蔵施設、利

用方法について簡単に紹介したい。

保蔵施設の紹介：

1.ブリヤート共和国国立図書館（Национальная библиотека Республики Бурятия）

場所：Ербанова, 4 開館時間：土〜木 金曜日と毎月最終の木曜日は閉館

国立図書館は 7階の建物で、その 6階に 20世紀初期のモンゴル文字（印刷本）、ローマ字モ

ンゴル語の本、キリル文字モンゴル語ならびブリヤート方言モンゴル語の本がある。その中多

くが教育関係（教科書、農業や牧畜、機械操作の紹介など）の本であり、ロシア革命（行政関連

の紹介、規定など）や革命功労者（レーニン、英雄など）に関する宣伝、教育の本が多い。

当館の二階にまたモンゴル国と内モンゴルで出版されたモンゴル語の本がある。三階はブリヤ

ートの歴史、文学に関する本が保管されてある。

2.ブリヤート共和国国立公文書館（Государственный архив Республики Бурятия）

場所：Сухэ-Батора, 9;（Народный Хурал Республики Бурятия内）開館時間：月〜木曜日

ここは共和国の資料館で、20 世紀中旬までの行政関連の仕事（規定、保証書、手紙の遣り取り、

民間事案やそれの処理など）社会のあり方に関する第一次資料がある。

3.東方手写本および木版本センターЦентр восточных рукописей и ксилографов）

場所：Улица Сахьяновой, 4Б（Бурятский научный центр）開館時間：火、木曜日より古いモン

ゴル文字の写本（シャマニズムテキスト、仏教経典や寺院文書、歴史ならび法律、文学、言語、

天文、医療など多くの領域にわたる）がある。所蔵テキストのカタログは日本の東北大学北アジ

ア研究センターによって出版されている。

カタログの紹介

1.ロシア科学アカデミーシベリア支部モンゴル学・チベット学・仏教学研究所モンゴル語写本・版本

MI, MII コレクション注釈付目録 Nikolay, Tsyrempilov,Vanchikova, Tsymzhit Purbuevna 2004.12 東北

大学東北アジア研究センター本と資料の紹介（写真で紹介するが、ここでは省略する）

（神奈川大学・歴史民俗資料学研究科・博士後期課程）
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ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 
ᠮᠤᠩᠭᠤᠯᠴᠤᠳ

 
 ᠤᠨ 

ᠠᠷᠠᠳ
 

 ᠤᠨ 
ᠨᠠᠭᠠᠳᠤᠮ 

ᠪᠤᠯᠬᠤ 

《ᠬᠠᠬ ᠠ 
ᠬᠠᠷᠪᠤᠯᠭ ᠠ

》᠂ ᠲᠦᠷᠤ ᠬᠤᠷᠢᠮ  ᠤᠨ ᠵᠠᠩ ᠦ
ᠢᠯᠡ  ᠶᠢᠨ 

《ᠳᠡᠷ ᠡ ᠪᠤᠯᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠪᠦᠭᠡᠵᠢ 
ᠨᠢᠭᠤᠯᠴᠠᠭᠠᠨ

》ᠨᠢ  ᠤ
ᠳᠤ ᠶᠠᠭ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠪᠡᠰᠦ ᠵᠤᠬᠢᠰᠲᠠᠢ ᠵᠦᠢᠯ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

《ᠬᠠᠬ ᠠ ᠬᠠᠷᠪᠤᠯᠭ ᠠ

》

 ᠶᠢᠨ ᠮᠦᠷᠦᠶᠢᠴᠡᠭᠡᠨ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠬᠤᠶᠠᠷ ᠡᠴᠡ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢ ᠬᠦᠮᠦᠨ ᠤ
ᠷᠤᠯᠴᠠᠵᠤ ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠭᠡᠷ  ᠤᠨ ᠬᠤᠶᠠᠷ 

ᠬᠠᠨ ᠠ  ᠳᠤ ᠤ
ᠷᠢᠳᠤ ᠤ

ᠷᠢᠳᠤ ᠡᠴᠡ ᠪᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠯᠴᠠᠵᠤ ᠰᠠᠭᠤᠭᠠᠳ
 ᠬᠤᠪᠤᠭᠤ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠤᠷᠬᠤ 

ᠲᠠᠯᠪᠢᠭᠠᠳ
᠂ ᠡᠭᠡᠯᠵᠢᠯᠡᠨ ᠬᠤᠷᠤᠭᠤ ᠪᠡᠷ  ᠢᠶᠡᠨ ᠨᠢᠰᠤᠯᠠᠨ ᠬᠤᠶᠢᠲᠤ ᠬᠠᠨ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠨᠠᠭᠠᠨ ᠠ ᠰᠠᠭᠤᠭ ᠠ 

ᠬᠦᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠮᠠᠶᠢᠳᠠᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠱᠠᠭᠠᠢ ᠨᠤᠭᠤᠳ
  ᠢ ᠤ

ᠨᠢᠯᠠᠨ ᠬᠠᠷᠪᠤᠨ ᠠ᠃  

《ᠳᠡᠷ ᠡ ᠪᠤᠯᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ

》ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠬᠡᠦᠬᠡᠨ  ᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠡ ᠪᠡᠯᠡᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠳᠡᠷ ᠡ  ᠶᠢ 
ᠬᠦᠷᠬᠡᠨ  ᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ  ᠳᠤ ᠬᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ  ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠬᠤᠶᠠᠷ ᠲᠠᠯ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠭᠡᠳᠤ ᠬᠡᠳᠤᠨ ᠴᠢᠮᠪᠠᠢ ᠵᠠᠯᠠᠭᠤᠰ 

ᠰᠢᠨ ᠡ ᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠠᠪᠴᠤ ᠤ
ᠷᠤᠭᠤᠯᠬᠤ  ᠶᠢ ᠬᠤᠭᠤᠷᠤᠨᠳᠤ ᠪᠡᠨ ᠪᠤᠯᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠳᠠᠭ᠃ 

《ᠪᠦᠭᠡᠵᠢ 
ᠨᠢᠭᠤᠯᠴᠠᠭᠠᠨ

》ᠪᠤᠯ ᠤ
ᠷᠤᠯᠴᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠦᠮᠦᠰ ᠬᠤᠶᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠵᠤ ᠤ

ᠳᠠᠭ ᠠ 
ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠲᠤᠰ ᠪᠦᠷᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠦᠮᠦᠨ  ᠢ  ᠰᠤᠩᠭᠤᠵᠤ ᠥ

ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠬᠦᠮᠦᠰ ᠤᠨ 
ᠡᠮᠦᠨᠡᠭᠦᠷ ᠶᠠᠪᠤᠵᠤ ᠲᠤᠰ ᠪᠦᠷᠢ ᠳᠦᠨᠢ ᠭᠠᠷᠳᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠮᠠᠶᠠᠭ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠭ᠃ ᠨᠥᠭᠦᠭᠡ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ
  ᠤᠨ 

ᠬᠦᠮᠦᠰ ᠪᠦᠭᠡᠵᠢ ᠴᠤᠬᠤᠮ ᠬᠡᠨ  ᠤ ᠭᠠᠷ  ᠲᠤ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ  ᠶᠢ ᠲᠠᠭᠠᠬᠤ ᠶᠤᠰᠤᠲᠠᠢ᠃  
ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ ᠶᠤᠰᠤ ᠵᠠᠩᠰᠢᠯ  ᠤᠳ
 ᠨᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠪᠠ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ  ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ 
ᠬᠦᠭᠵᠢᠯᠲᠡ  ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠤ

ᠷᠭᠤᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠵᠠᠯᠠᠭᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠬᠦᠮᠦᠰ  ᠤᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠢᠳᠡᠪᠬᠢ 

ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠢᠶᠠᠷ ᠠᠨᠠᠢ ᠪᠤᠯᠵᠤ  ᠪᠠᠢᠭ ᠠ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠭᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠮᠠᠲᠸᠷᠢᠶᠠᠯ 

ᠴᠥᠬᠡᠨ ᠲᠤᠯᠠ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠡᠳᠤᠪ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ  ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠤᠶᠤᠯ  ᠤᠨ ᠦ

ᠪ  ᠢᠶᠡᠨ 
ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ  ᠳᠤ ᠵᠤᠬᠢᠰᠲᠠᠢ ᠬᠤᠪᠢ ᠨᠡᠮᠡᠷᠢ ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

(ᠤ
ᠷᠤᠰ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠠᠺᠳᠸᠮᠢ  ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠪᠸᠷᠢᠶ ᠠ  ᠳᠡᠬᠢ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢ  ᠶᠢᠨ 
ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠶᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠪᠠ ᠲᠥᠪᠡᠳ

 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ   ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠨᠭ 
 ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠤᠨᠳᠠᠬᠢᠨ  ᠤ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠪᠠ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠲᠥᠪ) 
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ᠰᠰᠢᠢᠨᠨᠡᠡᠬᠬᠡᠡᠨᠨ  ᠪᠪᠤᠤᠷᠷᠢᠢᠶᠶᠠᠠᠳᠳ
  ᠮᠮᠤᠤᠩᠩᠭᠭᠤᠤᠯᠯᠴᠴᠤᠤᠳᠳ

  ᠄᠄  ᠮᠮᠣᠣᠩᠩᠭᠭᠣᠣᠯᠯ  ᠠᠠᠨᠨᠠᠠᠭᠭᠠᠠᠬᠬᠤᠤ  ᠤᠤᠬᠬᠠᠠᠭᠭᠠᠠᠨᠨ  

       ᠳ᠂ ᠨᠤᠮᠢᠨ᠂ ᠴ᠂  ᠴᠢᠩᠭᠢᠰ 

ᠠᠠᠭᠭᠤᠤᠯᠯᠭᠭ  ᠠᠠ    ᠶᠶᠢᠢᠨᠨ  ᠲᠲᠤᠤᠪᠪᠴᠴᠢᠢ  

ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠯ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠬᠦᠭᠵᠢᠯᠲᠠ  ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠲᠤ 

ᠵᠠᠮ  ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ  ᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠢᠶᠡᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡ  ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠨ   ᠳᠥᠨᠭᠨᠡᠵᠦ᠂ 
ᠦ

ᠶ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ  ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠨ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠪᠦᠲᠦᠵᠦ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ 
ᠡᠴᠡ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠤᠯ ᠥ

ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ ᠤ
ᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠲᠠᠢ᠂ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ  ᠤ ᠪᠡᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠰᠤᠶᠤᠯ 
ᠪᠤᠯᠪᠤᠰᠤᠷᠠᠯ ᠪᠠ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠨᠦᠬᠦᠴᠡᠯ  ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠵᠤᠬᠢᠬᠤ ᠶᠤᠮ ᠃  ᠬᠦᠯᠦᠨ ᠪᠤᠶᠢᠷ  ᠤᠨ ᠦ

ᠷᠭᠡᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ 
ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠰᠢᠨᠡᠬᠡᠨ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠮᠤᠩᠭᠤᠯᠴᠤᠳ
 ᠥ

ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ  ᠦ ᠪᠡᠨ 

ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ  ᠦ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ  ᠶᠢ ᠤ
ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠨ ᠠᠪᠴᠤ ᠂ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠦᠲᠦᠯ  ᠤᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ 
ᠰᠢᠨᠭᠭᠡᠭᠡᠨ ᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠥ

ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ  ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ 
 ᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠢ ᠪᠤᠢ ᠪᠤᠯᠭᠠᠵᠠᠢ ᠃ 
ᠰᠢᠨᠡᠬᠡᠨ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠮᠤᠩᠭᠤᠯᠴᠤᠳ
 ᠰᠢᠨᠡᠬᠡᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠲᠦ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠭᠰᠠᠨ ᠡᠬᠢᠨ  ᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ 
 ᠳᠤ ᠲᠠᠷᠪᠠᠭᠠᠨ ᠳᠠᠬᠤᠯ ᠂ ᠬᠤᠯᠤᠭᠠᠨ ᠠ ᠬᠢᠵᠢᠭ ᠮᠡᠲᠤ  ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠯᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠲᠤ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ  ᠪᠡᠷ 
ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠯᠪᠠᠴᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠷ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠲᠡᠢ ᠯᠠᠮᠠ ᠡᠮᠴᠢ ᠨᠠᠷ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ 
ᠤ

ᠴᠢᠷ ᠥ
ᠪᠡᠰᠦᠪᠡᠨ ᠡᠮ ᠲᠡᠭᠦᠵᠦ ᠂ ᠨᠦᠳᠦᠵᠦ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠡᠮᠨᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠢ 

ᠬᠤᠷᠢᠭᠯᠠᠨ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 1948 ᠤ
ᠨ  ᠤ 8 ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠳᠤ ᠴᠤᠶᠢᠵᠢᠯ  ᠤᠨ 

ᠰᠤᠳᠨᠠᠮ ᠂  ᠴᠡᠷᠡᠩᠳᠠᠰᠢ  ᠶᠢᠨ ᠴᠡᠷᠡᠨ ᠨᠠᠷ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠯᠡᠨ ᠰᠢᠨᠡᠬᠡᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠲᠤ ᠲᠠᠷᠬᠠᠢ ᠪᠤᠲᠠᠷᠬᠠᠢ 
ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠯᠠᠮᠠ ᠨᠠᠷ  ᠢ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠰᠢᠨᠡᠬᠡᠨ ᠰᠦᠮ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ 
 ᠶᠢᠨ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ 
 ᠢ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠪᠠ 
᠃ 

ᠲᠤᠰ 
ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ 

 ᠨᠢ 
ᠡᠮ 

 ᠢᠶᠡᠨ 
ᠥ

ᠪᠡᠰᠦᠪᠡᠨ 
ᠲᠡᠭᠦᠵᠦ 

ᠨᠡᠠᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ ᠳᠥᠭᠡᠨ ᠡ ᠬᠠᠨᠠᠭᠤᠷ ᠃ ᠲᠠᠪᠤᠨ ᠷᠠᠰᠢᠶᠠᠨ  ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠂ ᠤ
ᠭᠤᠨᠤ  ᠶᠢᠨ ᠷᠠᠰᠢᠶᠠᠨ  ᠤ 

ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠂ ᠦ
ᠢᠳᠬᠡᠨ ᠷᠠᠰᠢᠶᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠂ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ  ᠶᠢᠨ ᠷᠠᠰᠢᠶᠠᠨ  ᠤ ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠂ ᠤ

ᠰᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠂ ᠴᠡᠭᠡ 
ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠃ ᠪᠤᠷᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ (ᠰᠢᠪᠠᠬᠤ᠂ ᠰᠡᠪᠰᠦᠯᠡᠬᠦ) ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠡᠮᠭᠡᠭ  ᠢ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠵᠤ᠂ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠳᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠨ ᠂ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠤ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠯ  ᠢ ᠤ
ᠯᠵᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃ 
ᠰᠢᠨᠡᠬᠡᠨ ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ  ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠠᠳ

 ᠤ
ᠳᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ 70 ᠭᠠᠷᠤᠢ ᠵᠢᠯ 

 ᠤᠨ ᠡᠪᠤᠯ ᠵᠤᠨ  ᠢ ᠲᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠦᠭᠡᠳ
 ᠤ

ᠳᠤ ᠰᠢᠨᠡᠬᠡᠨ  ᠤ ᠮᠥᠨᠭᠭᠦᠨᠴᠢᠯᠠᠭᠤ ᠰᠤᠮᠤᠨ  ᠤ ᠲᠦᠪ 
 ᠲᠤ ᠤ

ᠳᠤᠬᠢᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ  ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠪᠠ ᠡᠸᠦᠷᠤᠫᠠ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ  ᠶᠢ ᠤᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ  ᠶᠢᠨ 
ᠬᠤᠷᠢᠶ ᠠ ᠪᠤᠯᠤᠭᠠᠳ

 ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

(ᠤ
ᠷᠤᠰ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠠᠺᠳᠸᠮᠢ  ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠪᠸᠷᠢᠶ ᠠ  ᠳᠡᠬᠢ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢ  ᠶᠢᠨ 
ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠶᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠪᠠ ᠲᠥᠪᠡᠳ

 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ   ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠨᠭ 
 ᠤᠨ ᠳᠤᠷᠤᠨᠳᠠᠬᠢᠨ  ᠤ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠪᠠ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠲᠥᠪ) 
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《《  ᠪᠪᠤᠤᠷᠷᠤᠤᠳᠳᠠᠠᠯᠯ  ᠠᠠ    ᠢᠢᠢᠢᠨᠨ  ᠰᠰᠤᠤᠨᠨᠢᠢᠨᠨ  

》》((  ᠮᠮᠤᠤᠩᠩᠭᠭᠤᠤᠯᠯ  ᠬᠬᠡᠡᠪᠪᠯᠯᠠᠠᠯᠯ  ))  ᠤᠤ  ᠰᠰᠢᠢᠨᠨᠵᠵᠢᠢᠯᠯᠡᠡᠬᠬᠡᠡ  

    ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠠ 

ᠠᠠᠭᠭᠤᠤᠯᠯᠭᠭ  ᠠᠠ    ᠶᠶᠢᠢᠨᠨ  ᠲᠲᠤᠤᠪᠪᠴᠴᠢᠢ  

《 ᠪᠣᠷᠤᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠣᠨᠢᠨ

》( ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠨᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢᠶᠠᠩ ᠤᠨ ᠤ
ᠢᠭᠤᠷ ᠦ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠪᠣᠷᠣᠲᠠᠯ ᠠ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠵᠸᠦ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠢᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠣᠨᠢᠨ 
ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠢ᠂ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠠᠴᠠ 
ᠨᠢᠭᠡᠨ 

ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠢ 
ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠢ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠦᠯᠵᠡᠢ᠃ 

ᠲᠡᠷᠡ 
ᠨᠢ 

ᠮᠥᠨ 
ᠴᠤ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠡᠯᠧᠮᠧᠨᠲ

 ᠪᠥᠭᠡᠳ
 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠤᠰᠢᠲᠠᠢ 

ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ᠃ ᠲᠤᠰ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ ᠣᠷᠣᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠬᠤᠲᠤᠮ 
ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠪᠠ ᠲᠣᠳᠣ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠳᠡᠳᠡᠭ ᠥ

ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠳᠦ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠦ᠂ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ ᠲᠦ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠪᠠᠨ 
ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠵᠡᠢ᠃ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ ᠥ

ᠪ ᠬᠥᠷᠥᠩᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡ

《 ᠪᠣᠷᠤᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠣᠨᠢᠨ

》( ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠨᠠᠷᠢᠪᠴᠢᠯᠠᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠥ
ᠭᠥᠯᠡᠯ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠴᠥᠭᠡᠨ 

ᠪᠠᠢᠵᠤ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠲᠠᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠣᠳᠣ ᠬᠦᠷᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠥᠨᠳᠡᠭᠳᠡᠭᠡ ᠦ
ᠭᠡᠢ 

ᠬᠣᠭᠣᠰᠤᠨ ᠪᠤᠢ᠃ ᠲᠡᠭᠡᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠲᠤᠰ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠤ

ᠯᠠ ᠮᠥᠷ᠂ ᠣᠳᠣᠬᠢ 
ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ᠂ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠨᠲᠤᠰᠢ ᠶᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠨᠢ 
ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠪᠦᠷᠢᠨ ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠢ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠦᠯᠬᠦ ᠳᠦ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠴᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ 
ᠲᠠᠢ᠃ ᠮᠥᠨᠴᠦ ᠲᠤᠰ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠬᠣᠢᠰᠢᠳᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠵᠢᠴᠢ ᠪᠥᠬᠥ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ ᠦᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠯᠠᠪᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠨ ᠡ ᠥ

ᠷᠲᠡᠭ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ᠃ ᠡᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ 

ᠥ
ᠭᠥᠯᠡᠯ ᠳᠤ ᠪᠠᠨ

《ᠪᠣᠷᠤᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠣᠨᠢᠨ

》( ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠤ 1982 ᠣᠨ ᠤ 7  
ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 1  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ 2012 ᠣᠨ  ᠤ 12 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 
31  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯᠠᠬᠢ ᠭᠤᠴᠢᠨ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠭᠣᠣᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ᠂ ᠭᠤᠴᠢᠨ 
ᠵᠢᠯ ᠦᠨ 

ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ 
ᠤ

ᠯᠠ 
ᠮᠥᠷ ᠢ 

ᠮᠥᠷᠳᠡᠨ᠂ 
ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠷᠭ ᠠ᠂ 

ᠪᠠᠢᠴᠠᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ᠂ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠦᠷᠢᠳᠬᠡᠯ ᠦᠨ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠨ᠂ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠡᠭᠦᠰᠦᠯ 
ᠬᠥᠭᠵᠢᠯ ᠦᠨ 

ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠶᠢ 
ᠳᠥᠭᠥᠮ 

ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 
ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ 

ᠥ
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ᠂ 

ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ᠂ 
ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠦ

ᠨᠡᠨ ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠵᠦ᠂ 

《ᠪᠣᠷᠤᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠣᠨᠢᠨ

》 ( ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠢ ᠲᠥᠪ ᠭᠣᠣᠯᠴᠢ ᠪᠡᠷ ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠨ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠠᠯᠳᠠᠰᠢ ᠣᠨᠣᠰᠢ ᠶᠢ 

ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ᠂ ᠬᠣᠵᠢᠮ ᠤᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠢᠶᠠᠨ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠶᠤᠮ᠃ 

(
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ᠰᠰᠢᠢᠨᠨᠡᠡᠴᠴᠠᠠᠭᠭᠦᠦ
ᠶᠶᠡᠡ    ᠶ᠋ᠶ᠋ᠢᠢᠨᠨᠬᠬᠥᠥᠳᠳᠡᠡᠭᠭᠡᠡᠲᠲᠣᠣᠰᠰᠬᠬᠣᠣᠨᠨ  ᠦᠦᠰᠰᠤᠤᠷᠷᠭᠭᠠᠠᠭᠭᠤᠤᠯᠯᠢᠢ  ᠶ᠋ᠶ᠋ᠢᠢᠨᠨ  

ᠪᠪᠠᠠᠭ᠌ᠭ᠌ᠰᠰᠢᠢ  ᠶ᠋ᠶ᠋ᠢᠢᠨᠨᠡᠡᠭᠭᠦᠦᠷᠷᠭᠭᠡᠡᠬᠬᠠᠠᠷᠷᠢᠢᠭᠭᠤᠤᠴᠴᠠᠠᠯᠯᠭᠭᠠᠠ  ᠶ᠋ᠶ᠋ᠢᠢᠨᠨᠲᠲᠤᠤᠬᠬᠠᠠᠢᠢᠥᠥ
ᠭᠭᠦᠦᠯᠯᠡᠡᠬᠬᠦᠦᠨᠨᠢᠢ  

—
—

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯᠤ
ᠯᠤᠰᠪᠠᠥ

ᠪᠥᠷᠮᠣᠩᠭᠣᠯᠣᠷᠣᠨ ᠦᠬᠥᠳᠡᠭᠡ
ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠨᠳᠡᠭᠡᠷᠡ 

ᠴᠠᠩᠴᠢᠩ 

ᠬᠥᠳᠡᠭᠡᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢᠪᠣᠯᠤᠯᠤᠰᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠨᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ

 ᠦᠨᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨᠵᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠭᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠭᠣᠭ᠌ᠴᠣᠭᠠᠪᠣᠯᠣᠨᠠ᠃ᠤ
ᠯᠤᠰᠠᠷᠠᠳ

 ᠦᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠨ
ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨᠦ

ᠢᠯᠡᠰᠲᠦᠲᠤᠢᠯ ᠤᠨᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠵᠦᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ
ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢᠨᠢᠪᠢᠴᠢᠭ᠌ᠵᠢᠭᠠᠵᠤᠬᠥᠮᠥᠨ ᠢᠬᠥᠮᠥᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭᠠ ᠶ᠋ᠢᠡᠭᠦᠷᠭᠡᠯᠡᠬᠦ
 ᠡᠴᠡᠭᠠᠳᠠᠨᠠᠪᠠᠰᠠᠰᠣᠶᠣᠯ ᠢᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠬᠤᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠡᠭᠦᠷᠭᠡᠯᠡᠵᠦ᠂ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨᠠᠵᠤ
ᠠᠬᠤᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ

ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ᠂
ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠤᠨ

ᠴᠡᠴᠡᠭᠯᠡᠯᠲᠡ᠂
ᠨᠡᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ

ᠲᠣᠭ᠌ᠲᠠᠭᠤᠨ
ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠳ᠋ᠤ

ᠣᠷᠣᠯᠠᠭᠤᠯᠵᠤᠪᠣᠯᠣᠰᠢᠦ
ᠭᠡᠢᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠵᠦᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ᠲᠤᠰᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠯᠨᠢᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ
ᠮᠣᠩᠭᠣᠯᠤ

ᠯᠤᠰᠪᠣᠯᠣᠨᠥ
ᠪᠥᠷᠮᠣᠩᠭᠣᠯᠣᠷᠣᠨ ᠤᠬᠥᠳᠡᠭᠡᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢᠪᠠᠷ

ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤᠴᠠᠭᠦ
ᠶᠡ ᠶ᠋ᠢᠨᠠᠬᠤᠢᠪᠠᠢᠳᠠᠯᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ᠂ᠮᠣᠩᠭᠣᠯᠤ

ᠯᠤᠰᠪᠠᠥ
ᠪᠥᠷᠮᠣᠩᠭᠣᠯ

ᠣᠷᠣᠨ ᠦᠬᠥᠳᠡᠭᠡᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨᠪᠠᠭ᠌ᠰᠢᠶ᠋ᠢᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠨᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨᠡᠭᠦᠷᠭᠡ
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭᠠ ᠪᠠᠷᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭ᠌ᠳᠠᠬᠤᠨ ᠢᠶᠠᠨᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ᠂ᠲᠣᠰᠲᠣᠰ ᠤᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠨᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨ
ᠠᠵᠢᠯ ᠦᠨᠳᠤᠮᠳᠠᠬᠢᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠢᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠬᠤᠠᠷᠭᠠᠪᠠᠷᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠵᠦ᠂ᠳᠠᠪᠠᠭᠤᠯᠢᠭᠪᠠ
ᠳᠤᠲᠠᠭ᠌ᠳᠠᠯ ᠢᠨᠢᠳ᠋ᠦᠩᠨᠡᠨᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ᠂ᠬᠣᠢᠰᠢᠳᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨᠳᠤᠮᠳᠠᠪᠠᠨᠡᠯᠡᠲᠠᠯᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ
ᠠᠰᠢᠭ᠌ᠲᠠᠢᠲᠠᠯᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠢᠰᠢᠩᠭᠡᠬᠡᠨᠠᠪᠴᠤ᠂ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨᠦ

ᠷᠡᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠪᠡᠨᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ
ᠵᠣᠷᠢᠯᠭᠠ

ᠲᠠᠢ᠃
ᠴᠠᠭ

ᠦ
ᠶᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ

ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢ
ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ

ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ
ᠵᠢᠭᠠᠨ

ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠠᠭᠤᠯᠭᠠ᠂ᠵᠢᠭᠠᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠠᠷᠭᠠ᠂ᠵᠢᠭᠠᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠬᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠯ᠂
ᠵᠢᠭᠠᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠣᠷᠴᠢᠨᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ᠂ᠰᠤᠷᠭᠠᠨᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨᠣᠢᠯᠠᠭᠠᠭ᠌ᠳᠠᠬᠤᠨ᠂ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ
ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨ

ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭ᠌ᠳᠠᠬᠤᠨ᠂
ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ

ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨ
ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ

ᠴᠢᠭ᠌
ᠬᠠᠨᠳᠤᠯᠭᠠ᠂

ᠨᠡᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠨ ᠤᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡᠵᠡᠷᠭᠡᠠᠭᠤᠯᠭᠠ ᠳ᠋ᠤᠪᠦᠷᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠶᠡᠬᠡᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ
ᠭᠠᠷᠴᠠᠢ᠃ᠡᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡᠵᠢᠭᠠᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠩᠭᠤᠢᠬᠣᠴᠤᠷᠤᠩᠭᠤᠢ᠂ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ
ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨᠪᠠᠭ᠌ᠰᠢᠨᠠᠷᠡᠲᠡᠭᠡᠷᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶ᠋ᠢᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢᠣ

ᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ᠂
ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨᠠᠵᠢᠯ  ᠤᠨᠡᠭᠦᠷᠭᠡᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭᠠ ᠪᠠᠨᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨᠰᠢᠨᠵᠢᠵᠦ᠂ᠬᠥᠳᠡᠭᠡᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ
ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ  ᠶ᠋ᠢᠬᠥᠮᠥᠨ᠂ᠨᠡᠢᠭᠡᠮ᠂ᠭᠠᠵᠠᠷᠵᠦᠢ ᠶ᠋ᠢᠨᠣᠷᠴᠢᠨᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨᠲᠠᠢᠤ

ᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠨ᠂
ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠨᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ᠰᠢᠨᠡᠴᠠᠭᠦ
ᠶᠡ ᠶ᠋ᠢᠨᠰᠤᠷᠭᠠᠨᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨ

ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ  ᠶ᠋ᠢᠨᠠᠬᠢᠴᠠ  ᠶ᠋ᠢᠰᠠᠯᠤᠯᠦ
ᠭᠡᠢᠳᠠᠭᠠᠵᠤ᠂ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨᠡᠯᠡᠲᠠᠯᠠ ᠶ᠋ᠢᠨᠬᠡᠪ
ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠡᠨᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠᠦ

ᠭᠡᠢᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ᠰᠤᠷᠭᠠᠨᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠤᠨᠦ
ᠢᠯᠡᠰᠲᠦ

ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠪᠡᠰᠦᠵᠣᠬᠢᠬᠤᠬᠤᠪᠢᠨᠡᠮᠡᠷᠢᠪᠡᠨᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠬᠦᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ᠃ 

(ᠥ
ᠪᠥᠷᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨᠪᠠᠭ᠌ᠰᠢ ᠶ᠋ᠢᠨᠶᠡᠬᠡᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ 

ᠵᠠᠯᠠᠭᠤᠴᠤᠳ
 ᠤᠨᠤ

ᠯᠤᠰᠲᠥᠷᠥ  ᠶ᠋ᠢᠨᠳᠡᠭᠡᠲᠦᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ) 
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ᠭᠭᠠᠠᠯᠯᠰᠰᠠᠠᠨᠨᠵᠵᠢᠢᠮᠮᠪᠪᠠᠠ  ᠳᠳᠡᠡᠯᠯᠭᠭᠡᠡᠷᠷᠡᠡᠸᠸ  ᠪᠪᠤᠤᠯᠯᠤᠤᠨᠨ  ᠠᠠᠭᠭ  ᠠᠠ  ᠶᠶᠢᠢᠨᠨ  ᠰᠰᠲᠲᠶ᠋ᠶ᠋ᠸ᠋ᠸ᠋ᠫᠫᠨᠨᠤᠤᠢᠢ  
  ᠳᠳᠥᠥᠮᠮ  ᠡᠡ    ᠶᠶᠢᠢᠨᠨ    ᠬᠬᠤᠤᠭᠭᠤᠤᠷᠷᠤᠤᠨᠨᠳᠳᠠᠠᠬᠬᠢᠢ    ᠵᠵᠠᠠᠬᠬᠢᠢᠳᠳᠠᠠᠯᠯ    ᠪᠪᠢᠢᠴᠴᠢᠢᠭᠭ

1  

   ᠴᠡᠷᠡᠨᠥᠸᠠ ᠨᠣᠮᠢᠨ ᠳᠣᠨᠳᠣᠺᠣᠸ᠋ᠨᠠ 

[ ᠲᠤᠪᠴᠢ ᠠᠭᠤᠯᠭᠠ ] 19  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ  ᠦ ᠡᠬᠢᠨ  ᠳᠤ ᠰᠢᠪᠸᠷᠢᠶ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠲᠦ 

《 ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ 

》ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠬᠠᠮᠤᠭ  ᠦᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠱᠠᠳᠤᠨ  ᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭ ᠠ 

1822 ᠤ
ᠨ  ᠳᠤ ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ  ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ  ᠶᠢᠨ ᠢᠷᠭᠡᠳ

  ᠤᠨ  ᠤ
ᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

ᠳᠦᠷᠢᠮ  ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠤᠢ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠪᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠳ
 ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠦ ᠳᠤᠮᠳᠠ 12 ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠤᠨ 
ᠵᠠᠬᠢᠷᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ᠂ ᠡᠳᠡᠨ  ᠦ ᠳᠤᠮᠳᠠᠬᠢ ᠠᠭ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭ ᠠ 1840 ᠤ

ᠨ 
 ᠳᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠬᠡᠶᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠲᠡᠢ ᠯᠠᠮᠠ ᠨᠠᠷ 

ᠲᠡᠷᠡ  ᠦ
ᠶ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠦ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠪᠢ ᠨᠡᠮᠡᠷᠢ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 

ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃   

1Работа выполнена в рамках государственного задания: 
«П

амятники письменности народов России и Внутренней 
А

зии на восточных языках и архивные документы X
V

III –
нач. X

X
Iвв.в

контексте меж
цивилизационного

взаимодействия,

№121031000302-9».
The research w

as carried out w
ithin the state assignm

ent: 
"M

onum
ents of scripts of the peoples of R

ussia and Inner A
sia in 

oriental languages and archival docum
ents of the X

V
III-th and 

early X
X

I-th centuries in the context of intercivilizational 
interaction, 

№121031000302-9".  

[ ᠲᠦᠯᠬᠢᠭᠦᠷ ᠦ
ᠭᠡ ] ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ᠂ ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ᠂ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ᠂ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ᠂ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ 
ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ 

Г
алсан-Ж

им
ба 

Д
ы
лгы

ров 
(1816-

1872 ) ᠴᠥᠭᠡᠯ ᠳᠠᠴᠠᠩ  ᠤ ᠬᠤᠶ᠋ᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠲᠦ ᠯᠠᠮᠠ᠂ 1816 ᠤ
ᠨ  ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠭᠠᠨ ᠠ 

ᠤ
ᠪᠤᠭ  ᠦᠨ ᠵᠠᠶᠢᠰᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠵᠤ ᠶᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠷ ᠪᠦᠯᠢ ᠳᠦ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠲᠡᠢ ᠪᠤᠯᠵᠤ 
ᠲᠥᠷᠥᠭᠰᠡᠨ᠂ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠰᠠᠱᠢᠨ  ᠢ  ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ ᠴᠦᠭᠡᠯ ᠰᠦᠮ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠷ ᠰᠤᠳᠤᠷ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ  ᠶᠢᠨ 
ᠦ

ᠢᠯᠡ  ᠠᠵᠢᠯᠠᠯᠭ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ  ᠶᠢ ᠲᠠᠯᠪᠢᠭᠰᠠᠨ᠂  ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠤᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠪᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ 
ᠰᠠᠨᠰᠺᠷᠢᠲ

 ᠪᠡᠷ ᠲᠥᠪᠡᠳ
 ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠤ

ᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠵᠤ В
агиндра С

ум
ати К

алпа 
Б
хадра Д

ана (V
agindra C

um
ati K

apla B
xadra D

ana) 
ᠢᠩᠭᠢᠵᠦ ᠪᠢᠴᠢᠳᠡᠭ ᠪᠠᠢᠪᠠ᠃ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠨᠠᠮᠲᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ 1864 ᠤ
ᠨ  ᠠᠴᠠ 1872 ᠤ

ᠨ  ᠦ 
ᠬᠤᠭᠤᠷᠤᠨᠳᠤ ᠲᠥᠪᠡᠳ

 ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ᠃ 6 ᠨᠠᠰᠤ ᠡᠴᠡ ᠶᠡᠬᠡ ᠠᠬ ᠠ ᠪᠡᠨ ᠳᠠᠭᠠᠵᠤ 
ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠰᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ᠂ 7 ᠨᠠᠰᠤ ᠲᠠᠢ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ  ᠯᠤᠪᠰᠠᠩ ᠳᠠᠨᠳᠠᠷᠤᠸ ᠥ

ᠪᠡᠷ  ᠦᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ 
ᠲᠠᠢ ᠪᠡᠨ ᠠᠭᠤᠯᠵᠠᠵᠤ ᠬᠠᠮᠤᠭ  ᠦᠨ  ᠠᠩᠬᠠᠨ  ᠦ ᠱᠠᠲᠤᠨ  ᠦ ᠰᠠᠬᠢᠯ 2 ᠠᠪᠴᠤ ᠦ

ᠰᠤ ᠪᠡᠨ ᠬᠠᠢᠴᠢᠯᠠᠵᠤ 
ᠴᠦᠭᠡᠯ ᠰᠦᠮ ᠡ  ᠳᠤ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠰᠤᠷᠴᠤ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ  ᠦ ᠨᠤᠮ ᠰᠤᠳᠤᠷ  ᠢ ᠦ

ᠵᠡᠵᠦ 
ᠤ

ᠩᠰᠢᠵᠤ ᠡᠬᠢᠯᠡᠪᠡ᠃ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠳᠤᠯᠤᠭᠠᠲᠠᠢ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ ᠴᠤᠭᠴᠢᠨ  ᠳᠤᠭᠠᠩ  ᠦ ᠭᠡᠪᠬᠦᠢ ᠪᠤᠯᠵᠤ᠂ 
1846 ᠤ

ᠨ  ᠳᠤ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠲᠦ  ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠰᠠᠯᠠᠭᠴᠢ᠂ ᠯᠠᠴᠠᠪᠠ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠪᠠᠭᠰᠢ  ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠲᠠᠭᠤ ᠵᠢᠭᠠᠯᠲᠠ ᠪᠡᠷ ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠨᠠᠢᠮᠠ ᠲᠠᠢ ᠡᠴᠡ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠨᠤᠮ ᠰᠤᠳᠤᠷ 
ᠤ

ᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠵᠤ ᠳᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ 1833 ᠤ
ᠨ  ᠳᠤ ᠡᠮᠴᠢ ᠯᠠᠮᠠ ᠸᠠᠠᠩᠴᠤᠭ  ᠦᠨ 

ᠭᠤᠶ᠋ᠤᠯᠲᠠ ᠪᠡᠷ 

《ᠤ
ᠪᠢᠳᠢᠰ  ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ  ᠦ ᠨᠥᠬᠦᠪᠦᠷᠢ ᠦ
ᠭᠡ  ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠢᠯᠪᠤᠷᠢ

》

ᠤ
ᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠤᠷᠢ ᠲᠠᠢᠰᠢ ᠵᠢᠭᠮᠡᠳ

 ᠶᠢᠨ ᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠪᠠᠢᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠠᠳ

《ᠬᠠᠰ ᠬᠠᠶᠢᠷᠴᠠᠭ

》

ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠵᠤᠬᠢᠶ᠋ᠠᠯ  ᠦᠨ ᠱᠣ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠪᠦᠯᠦᠭ ᠤ
ᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂  1833 ᠤ

ᠨ  ᠳᠤ ᠪᠠᠭᠰᠢ  ᠶᠢᠨ  ᠢᠶᠡᠨ 

2 ᠰᠠᠺᠢᠯ  ᠦᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ  ᠨᠢ А
гван-Галсан-Л

обсан-Ж
имба (Ж

инба). 
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ᠰᠠᠨᠠᠯ  ᠢᠶᠡᠷ ᠲᠥᠪᠡᠳ
 ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠡᠷᠲᠡᠨ  ᠦ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠦ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠯ 

《 ᠯᠠᠨᠲᠠᠪ 

》

ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠤᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ  ᠢᠶᠡᠨ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶᠢᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ 1870 
ᠤ

ᠨ ᠳᠤ

《 ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠵᠠᠶ᠋ᠠᠭ (ᠳᠦᠷᠢᠮ)

》ᠪᠤᠯᠤᠨ

《 ᠬᠠᠤᠯᠢ  ᠶᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠬᠦᠦ 
ᠰᠠᠩ 

》ᠬᠤᠶ᠋ᠠᠷ  ᠢ ᠤ
ᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠡᠨᠡ ᠬᠤᠶ᠋ᠠᠷ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ

《ᠲᠡᠭᠦᠰ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠲᠦ 
ᠥ

ᠯᠵᠡᠢ ᠬᠤᠲᠤᠭ ᠲᠦ ᠨᠤᠮ  ᠢ ᠠᠷᠪᠢᠳᠬᠠᠭᠴᠢ ᠬᠡᠶᠢᠳ
  ᠦᠨ ᠵᠠᠷᠴᠢᠮᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ 

ᠰᠤᠷᠲᠠᠯ  ᠦᠨ ᠬᠦᠦ ᠰᠠᠩ ᠬᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠬᠦ ᠤ
ᠷᠤᠰᠢᠪᠠᠢ 

》ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠴᠦᠭᠡᠯ ᠰᠦᠮ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ  ᠢ 
ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠸᠠᠨᠴᠢᠺᠤᠸᠠ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ [1] ᠃ 

ᠰᠢᠪᠸᠷᠢᠶ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠲᠦ 

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ 

》ᠬᠠᠮᠤᠭ  ᠦᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ 

ᠱᠠᠳᠤᠨ  ᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ  ᠵᠠᠬᠢᠷᠭ ᠠ 1822 ᠤ
ᠨ  ᠳᠤ ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ  ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ  ᠶᠢᠨ ᠢᠷᠭᠡᠳ

 
 ᠤᠨ  ᠤ

ᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠪᠡᠷ ᠪᠤᠢ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠰᠢᠪᠸᠷᠢᠶ ᠠ  ᠳᠤ 
ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ 18 ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ ᠪᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠳ

᠂  ᠡᠸᠡᠩᠬᠢ  ᠶᠠᠺᠦᠲ
 ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠬᠠᠺᠠᠰ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ  ᠦ 
ᠳᠤᠮᠳᠠ  ᠪᠠᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠳ

 ᠤ
ᠷᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 12 ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠲᠡᠢ ᠪᠠᠢᠵᠦ᠂ 

ᠲᠤᠬᠠᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠂ ᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ 

》(А
гинская степная 

дум
а)᠂ 

ᠠᠯᠠᠢᠷ ᠶᠢᠨ 
(А
ланская 

степная 
дум

а)᠂ 
ᠪᠠᠯᠠᠭᠠᠨᠰᠺ 

(Б
алаганская степная дум

а)᠂ ᠪᠠᠷᠭᠤᠵᠢᠨ  ᠦ  (Б
аргузинская 

степная 
дум

а)᠂ 
 

ᠸᠶ᠋ᠸ᠋ᠷᠭᠤᠯᠸ᠋ᠨᠰᠺ 
(В
ерхоленская 

степная 
дум

а)᠂ 
ᠢᠳᠢᠨᠰᠺ 

ᠦ
ᠨ 

(И
динская 

степная 
дум

а)᠂ 
ᠺᠦᠳᠠᠷᠢᠨᠰᠺ 

(К
ударинская 

степная 
дум

а)᠂ 
ᠬᠦᠳᠢᠨᠰᠺ 

(К
удинская 

степная дум
а)᠂ ᠤ

ᠯᠢᠬᠤᠰᠺ (О
льхонская степная дум

а)᠂ 
ᠰᠡᠯᠡᠨᠭᠭᠡ 

 ᠶᠢᠨ 
(С
елегенская 

степная 
дум

а) 
᠂ 

ᠲᠦᠨᠭᠺᠡᠨᠡ ᠶᠢᠨ 
(Т
ункинская степная дум

а) ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢ  ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ 
(Х
оринская степная дум

а) ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ 1822 ᠤ
ᠨ 

ᠡᠴᠡ 1904 ᠤ
ᠨ ᠪᠤᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭ ᠠ ᠂ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ  ᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ  ᠦ ᠬᠡᠪᠴᠢᠶ᠋ᠡᠨ  ᠳᠣᠲᠤᠷ ᠠ ᠰᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠠᠷᠠᠳ
 

ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ᠂ ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠲᠡᠳᠬᠦᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ  ᠢ 

ᠢᠳᠡᠪᠬᠢᠲᠡᠢ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠪᠠ᠃  
ᠠᠭ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢᠭ  ᠦᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠪᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠳ
 ᠤᠯᠤᠰ  ᠦᠨ ᠵᠡᠭᠦᠨ ᠵᠠᠬ ᠠ  ᠶᠢᠨ 

ᠤ
ᠷᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠲᠦ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠬᠤᠷᠢ  ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠤᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ  ᠦ 

ᠬᠠᠮᠢᠶ᠋ᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤᠤᠷ ᠠ ᠪᠠᠢᠬᠤ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ 800 ᠭᠠᠷᠤᠢ ᠺᠢᠯᠣᠮᠧᠲᠷ   ᠤᠨ ᠵᠠᠢ ᠲᠡᠢ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠡᠴᠡ 

ᠤ
ᠯᠠᠩᠬᠢ ᠬᠤᠪᠢ ᠬᠦᠮᠦᠨ  ᠦ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ

  ᠤᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ  ᠳᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠦᠴᠢᠷ ᠲᠤ 
ᠲᠤᠬᠢᠶ᠋ᠠᠯᠳᠤᠳᠠᠭ ᠪᠠᠢᠪᠠ᠃ ᠡᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ  ᠢ 1840 
ᠤ

ᠨ  ᠳᠤ ᠪᠠᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠥ
ᠭᠡᠷ ᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ  ᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠡᠴᠡ ᠥ

ᠪᠡᠷ  ᠦᠨ ᠤ
ᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠲᠡᠢ 

ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ᠃ ᠵᠢᠱᠢᠶ᠋ᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠬᠤᠷᠢ  ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ  ᠦ ᠲᠠᠢᠰᠢ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ 
ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠳᠠᠭ ᠪᠠᠢᠬᠤ  ᠳᠤ ᠠᠭ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠰᠤᠩᠭᠤᠯᠲᠠ  ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠪ ᠮᠠᠶ᠋ᠠᠭ 

 ᠢᠶᠡᠷ ᠰᠤᠶ᠋ᠤᠯ ᠪᠤᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠲᠡᠢ᠂ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ ᠬᠦᠨᠳᠦᠲᠡᠢ᠂ ᠤ

ᠯᠠᠨ  ᠦ ᠬᠦᠷᠢᠶ᠋ᠡᠯᠡᠯ  ᠢ 
ᠤ

ᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠦᠷᠢᠲᠡᠢ ᠬᠦᠮᠦᠨ  ᠢ  ᠰᠤᠩᠭᠤᠳᠠᠭ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ᠃  
ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ  ᠶᠢᠨ  ᠠᠭ ᠠ  ᠶᠢᠨ

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ

》 ᠳᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ 
ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠤ

ᠷᠤᠰ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ  ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠪᠸᠷᠢᠶ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠶ᠋ᠠᠷᠢ  ᠶᠢᠨ 

ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ᠂ ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠶᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ  ᠪᠠ ᠲᠥᠪᠡᠳ
 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠤᠨ  ᠬᠦᠷᠢᠶ᠋ᠡᠯᠡᠩ ᠤᠨ  ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ 

ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠪᠠ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠲᠥᠪ ᠲᠦ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ Л
А
Ф

 

№6 оп. 1 д. 
6 ᠨᠢᠭᠤᠴᠠ ᠲᠦᠯᠬᠢᠭᠦᠷ ᠲᠠᠢ᠂ ᠦ

ᠷᠭᠡᠨ 14.5 C
M

 ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠨᠢ 14 C

M
 ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠠᠭ ᠠ 

ᠲᠠᠢ 9  ᠰᠢᠷ ᠠ  ᠥ
ᠩᠭᠡ  ᠲᠡᠢ  ᠴᠠᠭᠠᠰᠤᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠬᠣᠶ᠋ᠠᠷ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠳᠤ ᠨᠢ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠠᠷ 

ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠮᠠᠲᠸᠷᠢᠶ᠋ᠠᠯ  ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ [2]᠃ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠡᠪ ᠮᠠᠶ᠋ᠢᠭ ᠨᠢ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠶᠣᠰᠣᠨ  ᠦ 
ᠨᠣᠮᠧᠷ ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠲᠡᠢ᠂  ᠡᠳᠦᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠲᠡᠢ᠂  ᠬᠡᠨ ᠬᠡᠨ ᠳᠦ  ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ  ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠂  ᠶᠠᠮᠠᠷ  ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ  ᠤᠨ 
ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠦᠷ ᠲᠣᠳᠤᠷᠬᠠᠢ ᠳᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠰᠡᠭᠦᠯ ᠳᠦ 
ᠪᠤᠳᠤᠳᠤ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠲᠦ ᠪᠯᠠᠮ ᠠ ᠭᠠᠯᠴᠠᠩᠵᠢᠨᠪᠡ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠭᠠᠷ ᠤᠨ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠲᠠᠯᠪᠢᠵᠤ 
1864 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ 1869  ᠣᠨ  ᠤ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ  ᠶᠢᠨ ᠠᠬ ᠠ  ᠶᠢᠨ 

− 20 −



ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠶᠢᠨ  ᠳᠥᠮ ᠡ  ᠳᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠣᠳᠤ ᠪᠤᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠂  
ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠨᠡᠢᠲᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃ ᠲᠡᠷᠡ ᠦ
ᠶ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ  ᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯ 

ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠡᠪᠴᠢᠶ᠋ᠡᠨ ᠳᠤᠲᠤᠷ ᠠ ᠪᠢᠳᠡᠨ ᠳᠤ ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠬᠦ 
 ᠳᠤ ᠪᠤᠷᠤᠭᠤ ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃  ᠡᠨᠡ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠡᠢ ᠪᠤᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ 
ᠰᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠢᠭ ᠠ ᠪᠤᠢ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠯᠲᠠ  ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤ ᠥ

ᠭᠴᠦ ᠲᠤᠷᠰᠢᠶ ᠠ᠃ 
ᠴᠥᠭᠡᠯ ᠳᠠᠴᠠᠩ ᠤᠨ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠲᠦ ᠯᠠᠮ ᠠ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠡᠢ  ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠤᠴᠢᠷ  ᠠᠴᠠ ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ 

ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ  ᠤ
ᠳᠬ ᠠ ᠶᠣᠰᠤ  ᠶᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠵᠤ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ 
 ᠳᠦ ᠲᠠᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠵᠤ᠂  ᠠᠷᠪᠠᠨ  ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ  ᠤ  ᠮᠥᠷ  ᠲᠦ ᠤ

ᠳᠤᠷᠢᠳᠬᠤ  ᠶᠢ ᠨᠠᠢᠳᠠᠵᠤ᠂ ᠠᠷᠪᠠᠨ 
ᠬᠠᠷ ᠠ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠭ ᠪᠠᠢᠪᠠ᠃  ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ  ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ  ᠶᠢ  ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ 
 ᠳᠦ ᠬᠠ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠲᠦ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷ ᠳᠤᠰᠤᠯ ᠲᠠᠯᠪᠢᠵᠤ ᠭᠠ ᠦ
ᠰᠦᠭ ᠲᠦ ᠲᠠᠯᠪᠢᠳᠠᠭ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ 
ᠦ

ᠭᠡ  ᠶᠢᠨ  ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ
ᠵᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠤ

ᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠭᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠤ
ᠷᠤᠰ ᠦ

ᠭᠡ 
ᠵᠢᠭᠡᠯᠡᠵᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠪᠤᠢ ᠪᠣᠯᠤᠭᠠᠳ

 ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠤ
ᠷᠤᠰ  ᠦᠨ ᠬᠠᠷᠢᠶ᠋ᠠᠲᠤ ᠳᠤ 

ᠤ
ᠷᠤᠭᠠᠳ

 ᠵᠠᠭᠤ ᠲᠠᠪᠢᠭᠠᠳ
 ᠵᠢᠯ  ᠦᠨ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠤ ᠤ

ᠷᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠣᠶ᠋ᠣᠯ ᠲᠡᠢ ᠬᠦᠮᠦᠰ ᠣᠯᠠᠨ ᠪᠣᠯᠵᠤ 
ᠣᠷᠣᠰ ᠦ

ᠭᠡ ᠰᠢᠭᠤᠳ
 ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠳᠡᠭ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ  ᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ᠃  ᠪᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠳ

  ᠤ
ᠯᠤᠰ 

ᠬᠣᠷᠢᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ  ᠤ  ᠭᠤᠴᠢᠭᠠᠳ
  ᠣᠨ  ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ  ᠮᠣᠩᠭᠤᠯ  ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ 

ᠭᠡᠰᠡᠨ  ᠢ ᠳᠤᠷᠠᠳᠬᠤ  ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ᠃  
1865 ᠤ

ᠨ  ᠦ ᠨᠢᠭᠡ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡᠨ  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ  ᠤᠨ  ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ  ᠨᠣᠮᠧᠷ ᠤᠨ 
ᠡᠪᠯᠡᠯᠦᠭᠡ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ  ᠢᠶᠡᠨ ᠴᠦᠭᠡᠯ  ᠳᠠᠴᠠᠩ  ᠤᠨ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠲᠦ ᠪᠯᠠᠮ ᠠ  ᠡᠴᠡ ᠠᠭᠤᠶᠢᠨ ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ 
 ᠳᠥᠮ ᠡ  ᠳᠤ ᠪᠢᠴᠢᠬᠦ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ ᠶᠠᠭ ᠬᠡᠨ ᠳᠦ ᠵᠣᠷᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠵᠡᠭᠦᠨ ᠳᠤᠤᠷ ᠠ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠳᠤ ᠨᠢ 
ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠬᠡᠨ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠳᠤᠷ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠰᠥᠰᠥᠭ  ᠢᠶᠡᠷ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠦ  ᠨᠣᠮᠯᠠᠭᠰᠠᠨ
3 3 

ᠵᠦᠢᠯ ᠤᠨ ᠰᠠᠨᠸᠠᠷ ᠰᠠᠬᠢᠯ ᠠᠪᠴᠤ᠂ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷ ᠠ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠵᠦ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ ᠭᠡᠵᠦ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠵᠤ᠂ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠠᠬ ᠠ ᠶᠢᠨ

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ

》ᠠᠯᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ 

3  ᠤᠭ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠡᠪ ᠮᠠᠶ ᠢᠭ  ᠶᠢ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ᠃

 

ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠯᠠᠮ ᠠ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠰᠠᠬᠢᠯ ᠲᠡᠢ ᠭᠡᠰᠡᠨ  ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠮᠡᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠬᠠᠷᠢᠨ 
ᠬᠡᠨ ᠳᠦ ᠵᠣᠷᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠭᠡᠳ

 ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠶᠢᠰᠦᠨ᠂ ᠲᠠᠪᠢᠨ ᠳᠣᠯᠣᠭ ᠠ᠂ ᠵᠢᠷᠠᠨ 
ᠭᠤᠷᠪᠠ᠂ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠣᠶ᠋ᠠᠷ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠳᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ᠂ ᠶᠠᠮᠠᠷ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ ᠲᠡᠢ ᠪᠤᠢ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠢ ᠲᠠᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠷᠠᠮᠰᠠᠯᠲᠠᠢ᠃  ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠭᠠᠳ

 
ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠡᠢ ᠶᠢ ᠵᠠᠯᠭᠠᠭᠠᠳ

 ᠰᠤᠳᠤᠯᠠᠬᠤ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠲᠡᠢ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃  
1865 ᠤ

ᠨ ᠤ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠣᠷᠢᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠦ ᠡᠳᠦᠷ᠂ ᠭᠤᠴᠢᠨ ᠳᠣᠯᠣᠭ ᠠ ᠨᠣᠮᠧᠷ 
ᠲᠡᠢ᠂ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠯ ᠨᠠᠷ ᠲᠤ ᠪᠠ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠳᠦ᠂ ᠲᠠᠢᠱᠢ ᠨᠠᠷ ᠲᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ᠂ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠡᠢ᠂ 1452 ᠡᠴᠡ 1466 ᠨᠣᠮᠧᠷ ᠲᠡᠢ᠂ ᠠᠬ ᠠ ᠶᠢᠨ

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ

》 ᠳᠤ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠰᠠ ᠯᠡ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠡᠳᠦᠷ 
ᠲᠡᠢ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃1865 ᠤ

ᠨ  ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠡᠳᠦᠷ ᠢ ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ 
ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ᠂ ᠨᠣᠮᠧᠷ ᠲᠡᠢ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠡᠳᠦᠷ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠬᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ 
ᠰᠠᠷ ᠠ ᠡᠳᠦᠷ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠤᠳᠤᠵᠤ ᠪᠤᠯᠠᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠨᠡ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ 
ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠳᠦ ᠵᠣᠷᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ 
ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠢ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠴᠦ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷ ᠠ ᠨᠢᠭᠦᠯ  ᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠬᠦ ᠭᠡᠵᠦ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠤ
ᠳᠬ ᠠ ᠲᠡᠢ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠵᠤ ᠰᠠᠬᠢᠬᠤ 

ᠲᠤᠬᠠᠢ 
ᠲᠠᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠵᠤ 

ᠪᠢᠴᠢᠪᠡ᠃ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠴᠠ 
ᠲᠡᠷᠡ 

ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠠᠷᠠᠳ
 

ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠦ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠮᠡᠳᠡᠵᠦ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ ᠨᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ  ᠳᠦ 
ᠬᠠᠨᠳᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ  ᠦ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠦ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠠᠴᠠ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠵᠥᠪ ᠵᠠᠮ ᠤ
ᠷᠤᠭᠤ 

ᠵᠠᠯᠠᠵᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠵᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠠᠴᠠ ᠮᠡᠳᠡᠵᠦ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ  ᠢ ᠲᠠᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠬᠤ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠳᠤ 

ᠣᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠬᠤ  ᠭᠡᠵᠦ ᠴᠢᠷᠮᠠᠢᠵᠤ᠂  ᠵᠦᠢᠷᠯᠡᠵᠦ ᠲᠠᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠬᠤ ᠬᠡᠪ ᠮᠠᠶ᠋ᠢᠭ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠪᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ 
ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯᠲᠠᠢ᠃  ᠡᠭᠦᠨ  ᠳᠤ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ  ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠡᠢᠮᠦ 
ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠪᠢᠳᠡ ᠪᠡᠷ ᠤ

ᠷᠢᠳᠤ ᠲᠥᠷᠦᠯ  ᠳᠦᠷ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠭᠰᠡᠨ  ᠦ  ᠦ
ᠷ ᠡ ᠪᠡᠷ 

ᠬᠦᠮᠦᠨ  ᠦ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠶᠢ ᠤ
ᠯᠵᠤ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ  ᠦ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠤ

ᠴᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠤᠬᠤ᠂ ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠲᠥᠷᠦᠯ 
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ᠲᠤᠷ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷ ᠠ 4 ᠨᠢᠭᠦᠯ  ᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠵᠦ᠂ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ  ᠢ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠡᠰᠦ ᠬᠤᠢᠲᠦ 

ᠲᠥᠷᠦᠯ ᠲᠡᠭᠷᠢ ᠬᠦᠮᠦᠨ  ᠦ ᠪᠡᠶ ᠡ  ᠶᠢ ᠤ
ᠯᠬᠤ ᠮᠠᠨᠦ ᠦ

ᠨᠡᠨ ᠠᠴᠦᠬᠤ᠂ ᠬᠡᠷᠪᠡ ᠨᠡᠨ ᠨᠠᠰᠦᠨ  ᠳᠤᠷ 
ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠡᠰᠡ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠪᠡᠰᠦ ᠨᠢᠬᠦᠯ  ᠤᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠮᠠᠭᠤ ᠵᠠᠶ᠋ᠠᠭᠠᠨ  ᠳᠤᠷ ᠲᠥᠷᠦᠬᠦ 

ᠮᠠᠨᠤ ᠮᠠᠭᠠᠳ
᠂ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠮᠠᠭᠤ ᠵᠠᠶ᠋ᠠᠭᠠᠨ  ᠳᠤᠷ ᠤ

ᠨᠠᠪᠠᠰᠤ ᠴᠠᠭᠯᠠᠱᠢ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠵᠣᠪᠠᠯᠠᠩ ᠠᠮᠰᠠᠬᠤ ᠠᠨᠤ 

ᠴᠤᠬᠤᠮ ᠠᠴᠤᠬᠤ᠂ ᠲᠡᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠡᠭᠦᠨ  ᠢ ᠡᠷᠭᠢᠴᠡᠭᠦᠯ ᠦᠨ ᠪᠤᠳᠤᠭᠠᠳ
᠂ ᠡᠨᠡ ᠤ

ᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠡᠶ ᠡ  ᠶᠢᠨ 
ᠲᠥᠷᠭᠡᠨ ᠡᠪᠳᠡᠷᠬᠦ ᠡᠴᠡ ᠦ

ᠷᠢᠳᠴᠢᠯᠠᠨ ᠶᠠᠭᠠᠷᠠᠵᠤ ᠨᠤᠮ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠮᠠᠨᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ᠃ ᠶᠠᠮᠪᠠᠷ ᠨᠤᠮ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠪᠤᠢ ᠬᠡᠮᠡᠪᠡᠰᠦ᠂ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ  ᠢ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ  ᠢ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠬᠦᠢ ᠳᠤᠷ ᠦ
ᠷᠢᠳᠴᠢᠯᠠᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷ ᠠ ᠨᠢᠭᠦᠯ  ᠬᠢᠭᠡᠳ

᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ  ᠦ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠰᠢᠮᠦ  ᠶᠢᠨ 

ᠦ
ᠢᠯᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠦᠲᠦᠭᠰᠡᠨ ᠬᠤᠤᠷ ᠠ ᠲᠦ ᠠᠷᠬᠢ

5  ᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨᠢ ᠠᠭᠤᠪᠠᠰᠦ ᠠᠷᠪᠠᠨ 
ᠬᠠᠷ ᠠ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠂  ᠣᠮᠣᠭ  ᠨᠠᠢᠳᠠᠩᠭᠤᠢ  ᠤ
ᠷᠢᠨ ᠲᠠᠴᠢᠶ᠋ᠠᠩᠭᠤᠢ ᠰᠡᠢᠯᠵᠢᠶ ᠡ 

ᠰᠢᠷᠦᠭᠦᠨ ᠦ
ᠭᠡᠰ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠭᠡᠮ  ᠤᠳ

 ᠭᠠᠷᠤᠳᠠᠭ ᠠᠨᠦ ᠦ
ᠨᠡᠨ᠂ ᠡᠢᠮᠦ  ᠶᠢ ᠠᠢᠯᠠᠳᠴᠦ 

ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠦ
ᠨᠢᠳᠡ ᠠᠨᠦ᠂ ᠡᠪᠦᠰᠦᠨ  ᠦ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠷ  ᠢᠶᠡᠷ ᠠᠷᠬᠢᠨ  ᠢ ᠠᠮᠰᠠᠪᠠᠰᠦ ᠮᠢᠨᠦ ᠱᠠᠪᠢ 
ᠪᠤᠰᠤ ᠬᠡᠮᠡᠨ ᠨᠤᠮᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠤᠬᠤ᠂ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ  ᠦ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ  ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠥᠭᠡᠰᠦ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ  ᠦ 
ᠰᠠᠰᠢᠨ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠤ

ᠴᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠨᠤ ᠲᠤᠰᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠤᠯᠤᠯᠲᠠᠢ᠂ ᠢᠳᠡᠭᠡ ᠬᠢᠬᠦ  ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠷᠢᠳᠤ ᠰᠠᠪᠠ  ᠶᠢ 
ᠤ

ᠬᠢᠶ᠋ᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ᠂ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠬᠢᠬᠦ  ᠶᠢᠨ ᠤᠷᠢᠳᠤ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ᠂ ᠰᠢᠯᠤᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ 
ᠴᠠᠢ  ᠴᠢᠨᠠᠪᠠᠰᠤ ᠢᠮᠠᠭᠲᠠ ᠴᠠᠢ  ᠪᠤᠯᠠᠬᠤ ᠠᠨᠤ ᠪᠡᠷᠬᠡ᠂ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠪᠠᠰᠤ 
ᠢᠮᠠᠭᠲᠠ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠪᠤᠯᠠᠬᠤ ᠠᠨᠤ ᠪᠡᠷᠬᠡ᠃  ᠲᠡᠢᠮᠦ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠯᠠ ᠬᠦᠮᠦᠨ ᠦ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠣᠯᠬᠤᠢ  ᠳᠤᠷ ᠠᠷᠪᠠᠨ 
ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ᠃ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦᠢ  ᠳᠤᠷ ᠤ

ᠷᠢᠳᠴᠢᠯᠠᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷ ᠠ 
ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠬᠦᠢ  ᠳᠤᠷ ᠤ

ᠷᠢᠳᠴᠢᠯᠠᠨ ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠲᠡᠪᠴᠢᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ 
ᠲᠡᠢ᠃ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠢ ᠲᠡᠪᠴᠢᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠠᠰᠤ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠨᠢᠰᠸᠠᠨᠢᠰ ᠤᠨ ᠳᠠᠢᠰᠤᠨ ᠢ ᠳᠠᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠯᠤᠮᠤᠢ᠃  
ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠠᠷ ᠠ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠢ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠨ ᠴᠢᠳᠠᠮᠤᠢ᠃  ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠢ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠴᠢᠳᠠᠮᠤᠢ᠂  

4 ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ
 ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠭᠠᠷ ᠠ᠂ ᠠᠮᠰᠠᠭᠤ᠂ ᠤᠯᠭᠤ ᠬᠠ  ᠦ

ᠰᠦᠭ  ᠲᠦ  ᠳᠠᠪᠬᠤᠷ  ᠳᠤᠰᠤᠯ  ᠲᠠᠪᠢᠵᠤ  ᠭᠠ  ᠦ
ᠰᠦᠭ  ᠲᠦ ᠲᠠᠪᠢᠳᠠᠭ 

ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠢᠪᠠ

 ᠭᠡᠰᠡᠨ  ᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨᠲᠠ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠪᠠ
᠃

    

5  ᠤᠭ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠡᠪ ᠮᠠᠶ ᠢᠭ ᠢ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ᠃

 

ᠲᠡᠭᠦᠪᠡᠷ ᠲᠡᠭᠷᠢ ᠬᠦᠮᠦᠨ ᠦ ᠰᠠᠢᠨ ᠲᠦᠷᠦᠯ ᠢ ᠣᠯᠵᠤ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ  ᠬᠦᠷᠡᠬᠦ 6 ᠢᠨᠦ ᠳᠠᠮᠴᠢᠭ 
ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠤᠮᠤᠢ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠪᠡᠷ ᠪᠥᠭᠡᠰᠦ ᠰᠠᠱᠢᠨ ᠪᠠᠷᠢᠭᠴᠢ ᠪᠯᠠᠮ ᠠ ᠨᠠᠷ᠂ ᠰᠠᠱᠢᠨ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢ ᠬᠣᠣᠰᠯᠠᠨ 
ᠲᠡᠳᠬᠦᠭᠴᠢ ᠨᠣᠶ᠋ᠠᠳ

 ᠰᠠᠢᠳ
 ᠨᠠᠷ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠵᠣᠬᠢᠳᠠᠵᠤ ᠡᠪᠯᠡᠷᠡᠨ ᠨᠣᠮ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶ᠋ᠠᠪᠠᠰᠤ 

ᠡᠢᠨ᠂  ᠰᠠᠱᠢᠨ ᠤ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤ ᠤ
ᠪᠠᠰᠢ ᠤ

ᠪᠠᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠭᠡᠯᠦᠩ ᠬᠦᠷᠲᠡᠯ ᠡ ᠰᠠᠨᠸᠠᠷ 
ᠲᠠᠨ ᠲᠥᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤ ᠰᠲᠠᠷᠤᠰᠲᠠ ᠠᠴᠠ ᠲᠠᠢᠱᠢ ᠬᠦᠷᠲᠡᠯ ᠡ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠳᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠨᠠᠷ 
ᠴᠣᠬᠣᠮ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠰᠢᠭᠡᠮᠦᠨᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠱᠢᠨ ᠢ ᠢᠳᠡᠭᠡᠵᠦ ᠠᠪᠤᠷᠠᠯ ᠪᠠᠷᠢᠭᠰᠠᠨ  ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ 
ᠲᠤᠰᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠯᠠ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠬᠣᠣᠷ ᠲᠤ ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠶᠢ ᠠᠮᠢᠨ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠬᠣᠯᠪᠣᠵᠤ 
ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠴᠢᠩ ᠵᠣᠷᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠠᠮᠠ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ

᠂ ᠪᠤᠰᠤ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ  ᠠᠯᠪᠠᠲᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ 

ᠨᠠᠷ ᠲᠤ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠤ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠢ ᠰᠣᠨᠣᠰᠬᠠᠵᠤ ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠮᠥᠷ ᠲᠦ ᠤ
ᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠨ ᠪᠦᠭᠦᠳᠡᠭᠡᠷ ᠠᠷᠪᠠᠨ 

ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠤ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠪᠡᠰᠦ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠵᠦᠭ ᠦᠨ ᠲᠡᠭᠷᠢ ᠯᠤᠤᠰ ᠤᠳ
 ᠪᠠᠶ᠋ᠠᠰᠤᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠰᠠᠨᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ ᠨᠣᠮ ᠤᠨ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠪᠦᠲᠦᠬᠦ ᠢᠨᠦ ᠳᠠᠮᠴᠢᠭ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠢᠯᠡ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ 
ᠲᠠᠢᠱᠢ᠂ ᠵᠢᠷᠭᠤᠭᠠᠨ ᠵᠠᠰᠢᠳᠠᠳᠢᠯ᠂ ᠳᠣᠯᠣᠭᠠᠨ ᠭᠣᠯᠣᠪᠠ᠂ ᠳᠥᠴᠢᠨ ᠰᠲᠠᠷᠣᠰᠲᠠ ᠨᠠᠷ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠬᠣᠶ᠋ᠠᠷ 
ᠳᠠᠴᠠᠩ ᠤᠨ ᠪᠯᠠᠮ ᠠ ᠨᠠᠷ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠦ ᠥ

ᠭᠯᠢᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠳ
 ᠨᠠᠷ ᠤ

ᠪᠠᠰᠢ ᠤ
ᠪᠠᠰᠠᠨᠴᠠᠨ ᠨᠠᠷ ᠪᠦᠭᠦᠳᠡᠭᠡᠷ 

ᠰᠣᠨᠣᠰᠬᠤ ᠪᠣᠯᠲᠤᠭᠠᠢ᠃ ᠰᠣᠨᠣᠰᠤᠭᠠᠳ
 ᠵᠥᠪᠰᠢᠶ᠋ᠡᠬᠦ ᠪᠣᠯᠲᠤᠭᠠᠢ᠂ ᠵᠥᠪᠰᠢᠶ᠋ᠡᠭᠡᠳ

 ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ  ᠪᠣᠯᠲᠦᠭᠠᠢ᠂ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠠᠭᠯᠠᠰᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠤ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠢᠮᠠᠭᠲᠠ ᠲᠡᠭᠷᠢ ᠬᠦᠮᠦᠨ ᠦ ᠰᠠᠢᠨ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠶᠢ 

ᠣᠯᠵᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠥᠯᠭᠡᠨ ᠢ ᠪᠤᠳᠢᠰᠠᠲᠸ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ ᠲᠤᠰᠠ ᠶᠢ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠭᠡᠳ
᠂ 

ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠢ ᠠᠢᠯᠠᠳᠤᠭᠴᠢ ᠲᠣᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ  ᠤ ᠪᠣᠳᠢ ᠬᠤᠳᠤᠭ ᠢ ᠣᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠲᠤᠭᠠᠢ᠃  
ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠪᠠᠰᠠ ᠵᠠᠷᠢᠮ 

ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠦᠮᠦᠨ ᠦ ᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠢ 
ᠵᠢᠱᠢᠶ ᠡ ᠲᠠᠲᠠᠵᠤ 

ᠲᠠᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠵᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠪᠠᠰᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠯᠲᠠᠢ᠃  ᠨᠢᠭᠡ ᠳᠦ ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠪᠠᠷ ᠲᠥᠷᠦ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ 

ᠶᠣᠰᠣᠲᠠᠢ 
ᠲᠤᠯᠠ 

ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ 
ᠬᠡᠷᠬᠢᠬᠦ 

ᠪᠤᠢ 
ᠬᠡᠮᠡᠪᠡᠰᠦ᠂ 

ᠬᠤᠳᠠ 
ᠤ

ᠷᠤᠭ ᠢ 
ᠬᠦᠨᠳᠦᠯᠡᠬᠦ  

ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠠᠴᠠ ᠪᠤᠰᠤ ᠢᠳᠡᠭᠡᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠪᠢᠰᠢᠤ᠂ ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠳᠤ ᠲᠥᠷᠦ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠨᠣᠮᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠦ

ᠭᠡᠢ᠂ ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠦ
ᠭᠡᠢ᠂ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠳᠤᠷ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠵᠠᠩᠰᠢᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠪᠤᠰᠤ 
ᠰᠢᠯᠲᠠᠬᠤ ᠶᠠᠭᠤᠮ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠂ ᠠᠮᠠᠨ ᠡᠰᠡ ᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠥ

ᠴᠦᠬᠡᠨ ᠲᠡᠳᠦᠢ ᠡᠪᠳᠡᠯᠡᠬᠦᠢ ᠬᠡᠷᠬᠢᠬᠦ 

6  ᠤᠭ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠡᠪ ᠮᠠᠶ ᠢᠭ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠶᠢ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ᠃
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ᠪᠤᠢ᠃  ᠬᠣᠶ᠋ᠠᠷ ᠲᠤ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠨᠠᠢᠷ ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠪᠤᠢ ᠬᠡᠮᠡᠪᠡᠰᠦ᠂ ᠭᠠᠩᠵᠤᠷ ᠳᠠᠩᠵᠤᠷ ᠬᠤᠷᠠᠵᠤ ᠶᠡᠬᠡ 
ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠰᠡᠭᠦᠯ ᠳᠦ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠵᠦᠭ ᠦᠨ ᠲᠡᠭᠷᠢ ᠯᠣᠣᠰ ᠤᠳ
 ᠪᠠᠶ᠋ᠠᠰᠬᠠᠬᠤ ᠬᠢᠭᠡᠳ

᠂ 
ᠦ

ᠯᠵᠡᠢ 
ᠬᠤᠲᠤᠭ 

 
ᠣᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠲᠤᠯᠠ 
 

ᠮᠣᠷᠢ 
ᠤ

ᠷᠢᠯᠳᠠᠬᠤ 
ᠪᠥᠬᠡ 

ᠪᠠᠷᠢᠯᠳᠤᠬᠤ ᠶᠢ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠵᠢᠷᠦᠮ ᠲᠡᠢ ᠲᠤᠯᠠ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠶᠢ ᠶᠠᠭᠤᠨ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠬᠦ᠂ ᠵᠣᠷᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠮᠢᠬ ᠠ ᠢᠳᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠶᠣᠰᠤ ᠲᠡᠢ᠂ ᠴᠠᠢ ᠴᠠᠬᠠᠷ
7 ᠲᠠᠷᠠᠭ ᠠᠢᠷᠠᠭ ᠰᠦᠨ ᠲᠣᠰᠤᠨ ᠭᠤᠯᠢᠷ ᠪᠤᠳᠠᠭ ᠠ 

ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠲᠡᠨ 
ᠬᠢᠯᠢᠨᠴᠡ 

ᠲᠡᠢ 
ᠡᠰᠡ 

ᠨᠡᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠢᠳᠡᠭᠡ ᠪᠡᠷ 

ᠨᠠᠢᠷᠯᠠᠪᠠᠰᠤ 
ᠪᠣᠯᠤᠮᠤᠢ᠃ 

ᠪᠤᠶ᠋ᠠᠨ 
ᠬᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠰᠡᠭᠦᠯ ᠳᠦ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠬᠦ ᠶᠣᠰᠣ ᠬᠠᠮᠢᠭ ᠠ ᠪᠤᠢ᠂  ᠭᠤᠷᠪᠠ ᠳᠤ᠂ ᠨᠣᠶ᠋ᠠᠳ
 ᠢ 

ᠬᠦᠨᠳᠦᠯᠡᠬᠦᠢ ᠳᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠤ

ᠤᠭᠤᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠡᠢ ᠪᠢᠰᠢ ᠬᠡᠮᠡᠪᠡᠰᠦ᠂ ᠪᠢ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠢ ᠰᠠᠨᠠᠵᠤ 
ᠬᠣᠢᠲᠦ ᠰᠦᠨᠡᠰᠦᠨ ᠦ ᠲᠤᠯᠠ ᠠᠷᠢᠬᠢ ᠤ

ᠤᠭᠤᠬᠤ ᠶᠢ ᠦ
ᠨᠢᠳᠡ ᠴᠡᠭᠡᠷᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠤᠢ ᠬᠡᠮᠡᠪᠡᠰᠦ᠂ ᠨᠣᠶ᠋ᠠᠳ

 
ᠪᠠᠭᠠᠯᠠᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ  ᠦ

ᠭᠡᠢ᠂ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠪᠠᠷ ᠴᠤ ᠪᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠶᠣᠰᠣ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠨᠢᠷᠬᠠᠯᠲᠠᠢ 

ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷ ᠰᠤᠷᠭᠠᠵᠤ ᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃  
ᠡᠨᠡ ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ  ᠦᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ ᠢ ᠬᠠᠭᠤᠯᠪᠤᠷᠢ ᠮᠠᠶ᠋ᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ

 
ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ  ᠰᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠦ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠳ
 ᠦᠨ 

ᠮᠦᠽᠧᠢ  ᠳᠦ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠠᠭᠤᠯᠪᠤᠷᠢ  ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠵᠤ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ [3]᠃ 
ᠲᠡᠷᠡ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠦ ᠠᠵᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠢ ᠭᠡᠬᠦ ᠳᠦ 

ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠤᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠵᠦᠢᠯ  ᠨᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤ ᠬᠠᠨᠳᠤᠭᠤᠯᠵᠤ 

ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠮᠡᠳᠡᠵᠦ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃  ᠪᠤᠷᠢᠶ᠋ᠠᠳ
 ᠤ

ᠷᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠲᠤ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠵᠦ 
ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠡᠳ

 ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠡᠬᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠬᠡᠪ ᠮᠠᠶ᠋ᠢᠭ ᠪᠠᠷ ᠪᠤᠷᠬᠠᠨ ᠰᠠᠱᠢᠨ ᠢ 

ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ ᠠᠵᠢᠯ ᠦ
ᠢᠯᠡ ᠪᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠡᠨ ᠢ ᠡᠨᠡ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢᠶᠡᠷ 

ᠳᠠᠮᠵᠢᠵᠤ  ᠠᠵᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠴᠦᠭᠡᠯ ᠤᠨ ᠳᠠᠴᠠᠩ ᠤᠨ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠲᠦ ᠪᠯᠠᠮ ᠠ ᠠᠴᠠ 1865 ᠣᠨ ᠤ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠣᠷᠢᠨ 

ᠨᠠᠢ ᠮᠠ ᠤ ᠡᠳᠦᠷ᠂ 83 ᠨᠣᠮᠧᠷ ᠲᠡᠢ᠂ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠣᠶ᠋ᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠣᠶ᠋ᠠᠷ ᠤᠨ ᠡᠳᠦᠷ 

7  ᠰᠢᠬᠢᠷ 

ᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ
《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ

》 ᠳᠦ᠂ ᠡᠨᠡ ᠳᠥᠮ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠡᠨᠡ  ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠤ 
ᠡᠳᠦᠷ ᠡ 3545 ᠲᠣᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠪᠯᠡᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠰᠣᠨᠣᠰᠪᠠᠰᠤ᠂  ᠵᠡᠭᠦᠨ ᠬᠣᠸᠠᠴᠠᠢ ᠣᠲᠣᠭ ᠤᠨ ᠬᠤᠸᠠᠷᠠᠭ 
ᠲᠤᠤᠬᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠤᠳᠠ ᠵᠢᠪ  ᠦᠨ ᠢᠶᠡᠷ᠂ ᠮᠥᠨ ᠣᠲᠣᠭ ᠤᠨ ᠬᠤᠸᠠᠷᠠᠭ ᠲᠦᠪᠳᠦᠨ ᠨᠠᠮᠰᠠᠷᠠᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠤᠯᠤᠭᠤᠵᠤ ᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠪᠠᠰᠠ ᠡᠬᠡᠨᠡᠷ ᠯᠤᠭ ᠠ ᠬᠤᠷᠢᠴᠠᠯᠳᠣᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠮ  ᠢᠶᠡᠨ 
ᠢᠯᠡᠷᠬᠡᠢᠯᠡᠵᠦ ᠲᠣᠳᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠳᠤ ᠪᠡᠷᠬᠡᠴᠦᠭᠡᠯ ᠦᠨ ᠦ

ᠹᠷᠠᠪ ᠤᠨ ᠰᠢᠢᠳᠬᠡᠪᠦᠷᠢ  ᠪᠡᠷ ᠳᠤᠤᠭᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠡᠶ ᠡ ᠶᠢ ᠳᠥᠴᠢ᠂ ᠬᠤᠷᠢᠴᠠᠯᠳᠣᠭᠰᠠᠨ ᠭᠡᠷᠭᠡᠢ ᠶᠢ ᠬᠣᠷᠢ ᠯᠤᠤᠴᠠ ᠪᠠᠷ ᠴᠣᠬᠢᠬᠤ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠦᠭᠡᠳ

  
ᠬᠤᠯᠠᠭᠠᠢᠯᠠᠬᠤ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢᠴᠠᠯᠳᠤᠬᠤ ᠠᠨᠤ᠂ ᠬᠤᠸᠠᠷᠠᠭ ᠰᠠᠨᠸᠠᠷ ᠲᠠᠨ ᠠ ᠬᠦᠨᠳᠦ ᠭᠡᠮ ᠮᠥᠨ ᠦ ᠲᠤᠯᠠ 
ᠳᠤᠤᠭᠤᠯᠠᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠡᠭᠴᠢ ᠶᠢ ᠬᠤᠸᠠᠷᠠᠭ ᠶᠣᠰᠣ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠠᠯᠢ ᠵᠣᠭᠰᠤᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠶᠠᠮᠪᠠᠷ ᠶᠣᠰᠣᠲᠠᠢ 
ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠰᠣᠨᠣᠰᠬᠠᠵᠤ  ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠭᠡᠨᠡᠮ᠃ ᠲᠡᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ

》 ᠳᠦ 
ᠮᠡᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠢᠨᠦ᠂ ᠬᠤᠸᠠᠷᠠᠭ ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠰᠦ ᠪᠠᠷᠢᠵᠤ ᠠᠷᠢᠭᠤᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠳᠤ ᠤ

ᠪᠠᠰᠢ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠳᠤ 
ᠰᠠᠨᠸᠠᠷ ᠠᠪᠤᠭᠰᠢᠳ

  ᠪᠠᠷ ᠬᠤᠯᠠᠭᠠᠢ ᠬᠤᠷᠢᠴᠠᠯ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠲᠡᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠤ

ᠨᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠯᠢ 
ᠨᠢᠭᠡ ᠶᠢ ᠴᠤ ᠠᠯᠳᠠᠪᠠᠰᠤ ᠲᠡᠷᠡ ᠴᠠᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠠᠨᠸᠠᠷ ᠠᠯᠳᠠᠵᠤ ᠬᠠᠷ ᠠ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠣᠰᠣᠲᠠᠢ ᠲᠤᠯᠠ᠂ 
ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠲᠡᠷᠡ ᠮᠡᠲᠦ ᠲᠣᠳᠣᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠴᠠᠭ ᠳᠣᠲᠤᠷ ᠠ ᠮᠡᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠰᠠᠢᠳ

 ᠠᠨᠤ ᠬᠤᠸᠠᠷᠠᠭ ᠳᠦᠷᠰᠦ ᠶᠢ 
ᠪᠣᠯᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠷᠦᠮ ᠶᠣᠰᠣ  ᠪᠡᠷ ᠰᠢᠢᠳᠬᠡᠮᠦᠢ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃  ᠡᠨᠡ 
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ ᠳᠥᠮ ᠡ

》ᠠᠨᠤ ᠡᠨᠡ ᠪᠢᠴᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠪᠡᠷᠬᠡᠴᠦᠭᠡᠯ ᠦᠨ 
ᠢᠨᠤᠷᠤᠳᠨᠤᠢ ᠦ

ᠹᠷᠠᠪᠡ  ᠶᠣᠰᠣᠲᠠᠢ ᠪᠥᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠦ 4770 ᠨᠣᠮᠧᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠵᠠᠬᠢᠷᠪᠠ ᠭᠡᠵᠦ 
ᠰᠢᠨᠳᠤ  ᠭᠡᠵᠦ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠲᠡᠢ ᠵᠠᠰᠢᠳᠠᠳᠢᠯ ᠦ

ᠹᠷᠠᠪᠠ ᠨᠠᠷ ᠲᠤ ᠵᠠᠷᠯᠠᠮᠤᠢ᠂ ᠨᠢᠭᠡ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ 
ᠶᠢᠰᠦᠨ ᠳᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠵᠠᠯᠭᠠᠭᠠᠳ

 ᠪᠡᠷᠬᠡᠴᠦᠭᠡᠯ ᠦᠨ ᠦ
ᠹᠷᠠᠪᠠ 1866  ᠣᠨ ᠳᠤ ᠨᠢᠭᠡ 

ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠬᠣᠶ᠋ᠠᠷ ᠲᠤ ᠰᠲᠠᠷᠤᠰᠲᠠ ᠳᠤ ᠳᠠᠭᠠᠯᠭᠠᠭᠠᠳ
 ᠶᠣᠰᠣ ᠪᠠᠷ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠪᠡ᠃    

1864 ᠤ
ᠨ  ᠳᠤ ᠴᠥᠭᠡᠯ ᠳᠠᠴᠠᠩ  ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠷᠡᠭᠡᠲᠦ ᠪᠯᠠᠮ ᠠ ᠭᠠᠯᠰᠠᠨᠵᠢᠮᠪᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠸ ᠠᠭ ᠠ 

 ᠶᠢᠨ 

《ᠰᠲᠶ᠋ᠸ᠋ᠫᠨᠤᠢ  ᠳᠥᠮ ᠡ

》 ᠳᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ  ᠳᠤ ᠪᠡᠨ ᠴᠦᠭᠡᠯ ᠰᠦᠮ ᠡ  ᠳᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ 
ᠳᠠᠴᠠᠩ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠲᠠᠢᠱᠢ ᠨᠠᠷ ᠲᠦ ᠪᠠ  ᠳᠥᠮ ᠡ  ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠳᠤ᠂  ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠤᠨ 
ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠯᠡᠭᠴᠢ ᠨᠠᠷ ᠲᠦ  ᠰᠣᠨᠣᠰᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠵᠤᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠲᠡᠢ ᠪᠢᠴᠢᠪᠡ᠃     

− 23 −



ᠡᠨᠡ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ  ᠤᠨ ᠭᠠᠷ ᠤᠨ ᠲᠢᠭ ᠡᠴᠡ ᠦ
ᠵᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠪᠦᠷ ᠨᠢᠭᠡ ᠯᠡ ᠬᠦᠮᠦᠨ ᠦ 

ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠮᠠᠭᠠᠳ
 ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃  ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠯᠦᠭᠡ ᠣᠷᠣᠰ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠳᠦ 
ᠣᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠳᠠᠩᠰᠠ ᠪᠤᠯᠭᠤᠭᠠᠳ

 ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠳᠠᠭ ᠪᠠᠢᠪᠠ᠃ ᠡᠨᠡ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ 
ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭᠡᠴᠢ ᠬᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠳᠠᠩᠰᠠ ᠮᠠᠲᠷᠢᠶ᠋ᠠᠯ ᠪᠤᠯᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠯᠦᠭᠡ ᠪᠦᠷ ᠣᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠳᠡᠰ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠦ

ᠯᠡᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠬᠢᠨ ᠳᠦ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠪᠤᠷᠢ ᠭᠡᠰᠡᠨ 
ᠦ

ᠭᠡ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃  
ᠡᠢᠮᠦ ᠵᠠᠭᠤ ᠭᠠᠷᠤᠢ ᠵᠢᠯ ᠤ

ᠷᠤᠰ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠪᠸᠷᠢᠶ ᠠ  ᠶᠢᠨ 

ᠬᠤᠪᠢᠶ᠋ᠠᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ᠂ ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠶᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ  ᠪᠠ ᠲᠥᠪᠡᠳ
 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠤᠨ  ᠬᠦᠷᠢᠶ᠋ᠡᠯᠡᠩ ᠤᠨ 
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 ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠠᠷᠠᠳ

  ᠤᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡ 

ᠪᠠ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠲᠦᠭᠡᠮᠡᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠠᠵᠢᠯ ᠶᠠᠪᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠬᠦᠮᠦᠨ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠲᠡᠭᠦᠨ  ᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠳᠠᠩᠰᠠ ᠡᠪᠬᠡᠮᠡᠯ  ᠤᠳ

᠂ ᠲᠤᠬᠠᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠬᠤᠪᠢ ᠵᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ  
ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠳ

᠂ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠵᠦᠢᠯ  ᠤᠨ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠦ
ᠨᠡᠮᠯᠡᠯ  ᠤᠳ

᠂ ᠠᠵᠢᠯ ᠵᠢᠡᠷ ᠲᠤᠮᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠨᠤᠭᠤᠳ

᠂ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ  ᠤᠳ
᠂ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠲᠡᠳ

  ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠯᠡᠯ᠂ ᠰᠠᠩᠬᠦᠦ ᠵᠢᠨ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢ 
ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠤᠳ

 ᠨᠢ ᠤ
ᠳᠤ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠮ᠂ ᠨ᠂ ᠬᠠᠩᠭᠠᠯᠤᠧ ᠤᠨ ᠨᠡᠷᠡᠮᠵᠢᠲᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠵᠢᠨ ᠮᠦᠽᠸᠢ 

ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠵᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠦ О
Ф

-18408/1-40᠂᠂    О
Ф

-18409/1-14 ᠂᠂    
О
Ф

-18410/1-24 ᠂᠂   О
Ф

-18411/1-45 ᠂᠂  О
Ф

-14824/12 ᠂᠂   
О
Ф

-18405  ᠭᠡᠬᠦ ᠨᠤᠮᠸᠷ  ᠤᠳ
 ᠵᠢᠡᠷ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠭᠦᠨ  ᠤ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠲᠤᠰ ᠮᠦᠽᠸᠢ 

 ᠳᠤ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠤ
ᠷᠤᠰ ᠪᠠ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠤᠨ 
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ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ᠂ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ

《ᠲᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠦᠷᠰᠦ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠰ 
ᠪᠦᠷᠢ ᠵᠢ ᠪᠦᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ

》3  ᠬᠡᠮᠡᠬᠦ  ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ ᠪᠠ ᠹᠢᠽᠢᠤᠯᠤᠭᠢ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠭᠠᠷ 
ᠵᠢᠡᠷ ᠬᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠪᠤᠷᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠲᠡᠭᠦᠨ  ᠤ

《ᠬᠤᠭᠤᠰᠤᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠡᠮᠴᠢ 

ᠨᠡᠷᠡᠮᠵᠢ  ᠳᠦ ᠮᠦᠩᠬᠡ ᠵᠢᠨ   ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ  ᠤᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠡᠮᠨᠡᠯ  ᠤᠨ ᠶᠤᠰᠤᠨ ᠵᠢᠠᠷ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ 

  ᠳᠤ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠵᠦᠢᠯ  ᠤᠳ
 ᠲᠤ ᠡᠮ ᠦ

ᠭᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭ ᠲᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠳᠠᠩᠴᠠ ᠪᠤᠯᠠᠢ

》

ᠭᠡᠬᠦ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ  ᠨᠢ ᠤ
ᠷᠤᠰ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠵᠢᠨ 
ᠰᠢᠪᠧᠷᠢᠶ ᠠ ᠵᠢᠨ ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠵᠢᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ᠂  ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠵᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠪᠠ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠤᠨ 
ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ  ᠤᠨ ᠲᠤᠷᠤᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ  ᠤ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠪᠠ ᠮᠤᠳᠤᠨ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠲᠦᠪ ᠲᠦ Б

М
 

489 ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠨᠤᠮᠧᠷ ᠵᠢᠡᠷ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ [1]᠃   
ᠲᠡᠭᠦᠨ  ᠤ ᠨᠠᠮᠲᠠᠷ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠲᠤᠪᠴᠢ ᠲᠤᠷᠠᠳᠪᠠᠯ᠂ ᠲᠡᠷᠡ 1870 ᠤ

ᠨ  ᠳᠤ ᠤ
ᠳᠤ ᠵᠢᠨ 

ᠤ
ᠷᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠤᠯᠪᠤᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

  ᠤᠨ ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠤᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠽᠠᠢᠭᠠᠷ  ᠤᠨ ᠠᠢᠮᠠᠭ 
ᠲᠤ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠺᠦᠷᠪᠠ ᠲᠤᠰᠬᠤᠨ  ᠳᠤ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠳᠤᠯᠤᠭᠠᠨ ᠨᠠᠰᠤᠨ ᠡᠴᠡ ᠪᠡᠨ ᠰᠦᠮ ᠡ 
 ᠳᠤ ᠰᠠᠬᠢᠯ ᠰᠠᠨᠸᠠᠷ ᠬᠦᠷᠲᠡᠵᠦ ᠬᠤᠸᠠᠷᠠᠭ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠱᠠᠰᠢᠨ  ᠤ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ  ᠳᠤ ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠦᠭᠡᠳ

 
1897 ᠤ

ᠨ  ᠳᠤ 27 ᠨᠠᠰᠤ ᠲᠠᠢ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠶᠤᠰᠤᠭᠠᠷ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠵᠢᠡᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ 1924 ᠤ

ᠨ ᠳᠤ ᠠᠴᠠᠭᠠᠳ
  ᠤᠨ ᠳᠠᠴᠠᠩ  ᠤᠨ 

ᠭᠠᠪᠵᠤ ᠯᠠᠮ ᠠ ᠵᠢᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ  ᠳᠤ ᠬᠦᠷᠲᠡᠭᠰᠡᠨ᠃ 1926 ᠤ
ᠨ  ᠳᠤ  ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠧ ᠨᠢ ᠠᠴᠠᠭᠠᠳ

 
 ᠤᠨ ᠮᠠᠮᠪᠠ ᠳᠠᠴᠠᠩ  ᠤᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ  ᠳᠤ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠯ ᠵᠢᠡᠷ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠮᠦᠽᠸᠢ ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠵᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ  ᠤᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠵᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠪᠡᠯ᠂ ᠲᠡᠷᠡᠪᠡᠷ 
ᠬᠦᠮᠦᠰ ᠲᠦ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠶᠤᠰᠤᠭᠠᠷ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡ ᠬᠢᠵᠤ ᠰᠠᠢᠨ ᠦ
ᠷ ᠡ  ᠳᠦᠩ  ᠳᠤ ᠬᠦᠷᠴᠦ᠂ 

ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠤ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠯ  ᠢ ᠤ
ᠯᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠵᠢᠡᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ 

3 ᠲᠤᠰ ᠨᠤᠮ ᠨᠢ X
III   ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ  ᠳᠤ ᠡᠩᠬᠡ ᠠᠮᠤᠭᠤᠯᠠᠩ

 ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ ᠵᠢᠠᠷ  ᠡᠧᠦᠷᠦᠫᠡ
  ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ ᠵᠢᠨ ᠨᠤᠮ ᠡᠴᠡ 

ᠤᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠨᠡᠮᠡᠵᠤ ᠨᠠᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ᠂ ᠲᠦᠬᠦᠮ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠨᠢ «  ᠮᠠᠨᠵᠤ  ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ »  ᠭᠡᠵᠤ ᠠᠯᠳᠠᠷᠰᠢᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠨᠵᠤ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠮᠤᠩᠭ
ᠤᠯ  

ᠣᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠭ ᠠ  ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠨᠢᠭᠡᠴᠡ ᠪᠠ ᠡᠮᠴᠢ ᠫᠷᠤᠹᠧᠰᠰᠤᠷ  ᠤᠳ

  ᠤᠨ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠯ  ᠨᠤᠲᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠵᠢ ᠤ
ᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 

ᠶᠤᠮ᠃ 1915 ᠤ
ᠨ ᠳᠤ ᠲᠡᠭᠡᠳᠦ ᠦ

ᠳᠡ ᠬᠤᠲᠠ ᠵᠢᠨ ᠬᠤᠲᠠ ᠵᠢᠨ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠨ ᠳᠤ 
ᠪᠦᠲᠦᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠲᠡᠳ

 ᠲᠦ ᠦ
ᠵᠡᠯᠭᠡ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠦ

ᠨᠭᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ  ᠲᠡᠢ 
ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ 1930 -1931ᠤ

ᠨ  ᠳᠤ ᠰᠠᠷᠠᠲᠥᠧ ᠬᠤᠲᠠ ᠵᠢᠨ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠨᠢᠭᠡᠴᠡ  ᠳᠦ ᠬᠡᠳᠦᠨ  
ᠤ

ᠳᠠᠭ ᠠ ᠲᠤᠮᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠰᠠᠨ᠃ ᠤ
ᠷᠤᠰ  ᠤᠨ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠬᠤᠲᠠ ᠪᠠ ᠤ
ᠯᠠᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ  ᠤ  

ᠪᠠᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠭ ᠠ ᠵᠢᠨ  ᠫᠷᠤᠹᠧᠰᠰᠤᠷ  ᠤᠳ
᠂ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ

 ᠪᠠ ᠡᠮᠴᠢ ᠨᠡᠷ ᠲᠡᠢ ᠵᠠᠬᠢᠳᠠᠯ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ 
ᠨᠡᠪᠲᠡᠷᠡᠳᠡᠭ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ  ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠲᠡᠭᠦᠨ   ᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠰᠡᠭᠦᠯᠴᠢ ᠵᠢᠨ ᠤᠳᠠᠭᠠᠨ  ᠤ  
ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ 1937 ᠤ

ᠨ ᠪᠠᠢᠵᠤ᠂  ᠲᠡᠭᠦᠨ  ᠡᠴᠡ  ᠬᠤᠢᠰᠢᠬᠢ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠤ
ᠯᠠ ᠮᠦᠷ ᠤᠨ 

ᠬᠢᠨᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠵᠦᠢᠯ ᠤ
ᠯᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠂ ᠪᠠᠷᠤᠭᠯᠠᠬᠤ ᠳᠦ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠵᠢᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ 
ᠵᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨᠲᠠᠨ  ᠲᠠᠢ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠬᠡᠯᠮᠡᠭᠳᠡᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠤ

ᠴᠠᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠯᠤᠯᠲᠠᠢ [2]᠃  
 ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠧ ᠨᠢ ᠡᠮᠴᠢ ᠯᠠᠮ ᠠ ᠵᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯ  ᠬᠢᠬᠦ ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠪᠠᠰᠠ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ 
ᠵᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ  ᠵᠢᠨ ᠵᠠᠬᠢᠷᠤᠯ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ  ᠤ ᠬᠤᠪᠢ  ᠳᠤ ᠦ

ᠷᠭᠡᠨ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷ ᠪᠤᠳᠠᠲᠤ 
ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠠ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠵᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠲᠤᠳᠤᠷᠬᠠᠢ ᠭᠠᠪᠢᠶ ᠠ ᠵᠢᠳᠬᠦᠯ ᠲᠠᠢ 
ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠵᠢ ᠨᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠵᠢᠨ ᠮᠦᠽᠸᠢ ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠵᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠠ ᠲᠤᠷᠤᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ  ᠤ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ 
ᠪᠠ ᠮᠤᠳᠤᠨ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠲᠦᠪ ᠲᠦ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠳ

 
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠤ ᠪᠤᠢ᠃  

ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠳ
 ᠲᠦ ᠤ

ᠷᠤᠰ ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠵᠢᠨ ᠰᠢᠪᠧᠷᠢᠶ ᠠ 

ᠵᠢᠨ ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠵᠢᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ᠂ ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠵᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠪᠠ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ  ᠤᠨ 

ᠲᠤᠷᠤᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ  ᠤ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠪᠠ ᠮᠤᠳᠤᠨ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠲᠦᠪ ᠲᠦ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ 
ᠪᠤᠢ

《ᠬᠤᠭᠤᠰᠤᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠡᠮᠴᠢ ᠨᠡᠷᠡᠮᠵᠢ  ᠳᠦ ᠮᠦᠩᠬᠡ ᠵᠢᠨ  ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠡᠮᠨᠡᠯ  ᠤᠨ 
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ᠶᠤᠰᠤᠨ ᠵᠢᠠᠷ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ   ᠳᠤ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠵᠦᠢᠯ  ᠤᠳ
 ᠲᠤ ᠡᠮ ᠦ

ᠭᠳᠦᠭᠰᠡᠨ 
ᠲᠡᠮᠳᠡᠭ ᠲᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠳᠠᠩᠴᠠ ᠪᠤᠯᠠᠢ

》ᠭᠡᠬᠦ  ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ( ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ) ᠂ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠳᠠ 
ᠵᠢᠨ ᠨᠤᠮᠧᠷ Б

М
 489 [4]  ᠡᠴᠡ  ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠤ
ᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠵᠢᠨ ᠮᠦᠽᠸᠢ ᠵᠢᠨ 

ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠵᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠤ  ᠪᠤᠢ 

《ᠲᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠦᠷᠰᠦ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠰ ᠪᠦᠷᠢ ᠵᠢ 
ᠪᠦᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ

》[5] ᠭᠡᠬᠦ  ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ ᠪᠠ ᠹᠢᠽᠢᠤᠯᠤᠭᠢ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠨᠤᠮ᠂ 
ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠳᠠ  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠤᠮᠧᠷ О

Ф
. 14824 (12)᠂ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠵᠢᠷᠤᠭᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠵᠢᠭᠠᠬᠤ  ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ᠂ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠳᠠ  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠤᠮᠧᠷ О

Ф
. 8281 (

№1 - 70)᠂  ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ 
 ᠤ ᠲᠤᠬᠠᠢ  ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠤᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠂ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠳᠠ  ᠶ᠋ᠢᠨ  ᠨᠤᠮᠧᠷ О

ф
. 18405 ᠵᠡᠷᠭᠡ 

ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ 
ᠲᠤᠰ ᠦ

ᠭᠦᠯᠡᠯ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠡᠮᠦᠨᠡᠬᠢ ᠬᠤᠶᠠᠷ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠨ ᠬᠢᠨᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠲᠦᠬᠦᠮ ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠭᠤᠯᠬᠤ 
ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ᠃ 

 ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠧ 1935 ᠣᠨ  ᠤ  2 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠶ᠋ᠢᠨ 10  ᠦ   ᠡᠳᠦᠷ ᠡ  ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ 
ᠲᠡᠭᠦᠰᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠂ 

《ᠬᠤᠭᠤᠰᠤᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ
  ᠤᠨ ᠡᠮᠴᠢ ᠨᠡᠷᠡᠮᠵᠢ  ᠳᠦ   ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠮᠦᠩᠬᠡ ᠵᠢᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 
ᠡᠮᠨᠡᠯ  ᠤᠨ ᠶᠤᠰᠤᠨ ᠵᠢᠠᠷ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ  ᠳᠤ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠵᠦᠢᠯ  ᠤᠳ

 ᠲᠤ ᠡᠮ 
ᠦ

ᠭᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭ ᠲᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠳᠠᠩᠴᠠ ᠪᠤᠯᠠᠢ

》ᠭᠡᠬᠦ  ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠨᠢ 49 ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤ  
ᠲᠠᠢ᠂  ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤᠨ  ᠤ   ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ  ᠨᠢ 17 x 20.3 ᠰᠡᠨᠲ᠋ᠢᠮᠧᠲ᠋ᠷ᠂  ᠬᠠᠷ ᠠ  ᠪᠠ  ᠤ

ᠯᠠᠭᠠᠨ  
ᠦ

ᠩᠭᠡ  ᠵᠢᠨ  ᠪᠡᠬᠡ  ᠪᠡᠷ  ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ [4]᠃ 
ᠲᠤᠰ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠤᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠡᠷ ᠠᠪᠴᠤ ᠬᠡᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠂ ᠲᠡᠷᠡ 

ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ   ᠪᠣᠳᠠᠲᠤ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ

《ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ  ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ

》

 ᠤ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠦ  ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠡᠰ  ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠳᠦᠬᠦᠮ  ᠠᠪᠰᠠᠷᠬᠠᠨ  

ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠨ  ᠲᠤᠭᠠᠴᠢᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃  ᠲᠤᠬᠠᠢᠯᠠᠪᠠᠯ  ᠬᠡᠢ᠂ ᠰᠢᠷ ᠠ᠂  ᠪᠠᠳᠭᠠᠨ᠂ ᠪᠣᠷ᠂ ᠡᠰᠡ ᠰᠢᠨᠭᠭᠡᠭᠰᠡᠨ᠂ 
ᠪᠡᠲᠡᠭᠢ᠂ ᠴᠠᠢᠪᠦᠷ ᠬᠠᠪᠤᠩ᠂ ᠰᠤᠪᠠᠭ ᠬᠠᠪᠤᠩ᠂ ᠤ

ᠰᠤᠨ ᠬᠠᠪᠤᠩ᠂ ᠠᠷᠬᠠᠭ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ᠂ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ 
ᠬᠦᠢᠲᠡᠨ ᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠲᠤᠪᠴᠢ᠂ ᠡᠰᠡ ᠪᠤᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ ᠠᠭᠤᠯᠠ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠵᠢᠨ ᠵᠠᠪᠰᠠᠷ  ᠤᠨ 

ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ ᠬᠤᠭᠤᠰᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ ᠨᠢᠭᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ 
ᠬᠠᠭᠤᠴᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ ᠪᠤᠯᠠᠩᠭᠢᠷᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ ᠭᠡᠮᠲᠦᠭᠰᠡᠨ ᠬᠠᠯᠠᠭᠤᠨ᠂ ᠲᠤᠯᠤᠭᠠᠢ ᠵᠢᠨ᠂ 
ᠨᠢᠳᠦᠨ ᠤ᠂ ᠴᠢᠬᠢᠨ ᠤ᠂ ᠬᠠᠮᠠᠷ ᠤᠨ᠂ ᠠᠮᠠᠨ ᠤ᠂ ᠪᠠᠬᠤᠤ᠂ ᠵᠢᠷᠦᠬᠡᠨ ᠤ᠂ ᠠᠭᠤᠰᠬᠢᠨ ᠤ᠂ ᠡᠯᠢᠭᠡᠨ ᠤ᠂ 
ᠳᠡᠯᠢᠭᠦᠨ ᠤ᠂ ᠪᠦᠭᠡᠷ ᠡ ᠵᠢᠨ᠂ ᠬᠦᠷᠦᠩᠭᠡ ᠴᠤᠪᠤᠷᠢᠬᠤ᠂ ᠬᠤᠲᠤᠭᠤᠳᠤ  ᠶ᠋ᠢᠨ᠂  ᠨᠠᠷᠢᠨ  ᠭᠡᠳᠡᠰᠦᠨ ᠦ ᠂  
ᠬᠠᠭᠤᠴᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠯᠲᠠ᠂  ᠪᠦᠳᠦᠭᠦᠨ ᠭᠡᠳᠡᠰᠦᠨ ᠦ ᠂ ᠥ

ᠷᠭᠡᠰᠦᠲᠦ ᠪᠣᠭᠣᠮ ᠠ᠂  ᠴᠢᠭᠢᠬ ᠠ᠂  
ᠬᠣᠰᠬᠢᠨᠠᠭ ᠤᠨ  ᠭᠦᠪᠳᠦᠷᠦᠦ᠂  ᠭᠠᠯ ᠨᠠᠮᠤᠰᠤ᠂  ᠰᠦᠷᠢᠶ ᠡ᠂ ᠪᠤᠯᠴᠢᠷᠬᠠᠢ ᠶ᠋ᠢᠨ᠂ ᠢᠮ ᠤ

ᠨᠵᠢᠬᠤ᠂ ᠬᠥᠯ  ᠤᠨ 
ᠪᠠᠮ᠂ ᠪᠡᠯᠭᠡᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠪᠰᠠᠷ ᠨᠡᠪᠴᠢᠷᠡᠬᠦ᠂ ᠨᠢᠯᠬᠠᠰ ᠤᠨ᠂ ᠡᠬᠡᠨᠡᠷ ᠤᠨ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠦ  ᠲᠤᠬᠠᠢ 
ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠨᠦᠬᠦᠴᠡᠯ᠂ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠵᠦᠢᠯ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭ᠂ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠢ  ᠲᠠᠨᠢᠯᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃  

ᠪᠢᠴᠢᠯᠭᠡ ᠶ᠋ᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠡᠴᠡ ᠬᠠᠷᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠂ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠵᠢᠡᠷ ᠪᠢᠴᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠪᠠ 
ᠡᠮ  ᠤᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠵᠢ  ᠲᠥᠪᠡᠳ

 ᠵᠢᠡᠷ ᠬᠠᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠰᠠ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ
 ᠶᠠᠰᠤᠲᠤ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ 

ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠪᠤᠯᠬᠤᠷ ᠤ
ᠯᠠᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠢ  ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠢᠯᠡ ᠲᠤᠳᠤ ᠦ

ᠵᠡᠭᠳᠡᠨ ᠡ᠂ ᠵᠢᠰᠢᠶᠠᠯᠡᠪᠡᠯ᠄ 4  
ᠳᠡᠬᠢ ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤᠨ ᠳᠤ  ᠰᠢᠷᠠᠯᠠᠬᠤ ᠵᠢ ᠱᠠᠷᠠᠯᠠᠬᠤ᠂ ᠵᠠᠭᠠᠲᠤᠨᠠᠬᠤ ᠵᠢ ᠵᠤᠬᠤᠯᠠᠬᠤ᠂ ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠵᠢ ᠶᠠᠩᠽᠠ᠂ 
ᠡᠷᠴᠢᠮᠲᠡᠢ ᠵᠢ ᠡᠷᠱᠢᠮᠲᠡᠢ᠂ ᠨᠦᠬᠦᠴᠡᠬᠦ ᠵᠢ ᠨᠦᠬᠦᠰᠡᠬᠦ ᠭᠡᠬᠦ ᠮᠡᠲᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠦ
ᠭᠡ ᠵᠢ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠠᠶᠠᠯᠭᠤ  
ᠪᠠᠷ  ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠭᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃  

ᠲᠦᠬᠦᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠳ
 ᠬᠡᠯᠡᠬᠦ  ᠳᠤ᠂ ᠲᠤᠰ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠡᠯ ᠤᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠨᠢ  ᠦ

ᠨᠡᠲᠦ  ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ  ᠳᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯᠲᠤ  
ᠵᠦᠢᠯ  ᠮᠥᠨ᠃  ᠵᠠᠭᠤᠨ  ᠵᠢᠯ  ᠤᠨ  ᠲᠠᠷᠠᠭᠠᠬᠢ ᠤ

ᠳᠤ ᠴᠤ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠤ

ᠯᠠᠮᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ 
ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠵᠢᠡᠷ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠳᠠᠭ᠂ ᠰᠤᠳᠤᠯᠳᠠᠭ᠂ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡ ᠬᠢᠳᠡᠭ ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠲᠦ  ᠪᠤᠳᠠᠲᠦ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡᠨ  ᠤ ᠦ
ᠨ ᠡ ᠥ

ᠷᠲᠡᠭ ᠲᠡᠢ  ᠪᠥᠭᠡᠳ
 ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠠ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠠᠭᠠᠴᠢᠳ

 ᠲᠦ  ᠴᠦ   
ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠢ  ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃  

1925 ᠤ
ᠨ ᠳᠦ  ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠤ ᠨ ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠵᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠤ ᠰᠠᠨᠧᠠᠷᠲᠠᠳ
 ᠤ ᠨ ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ 

ᠤ
ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ  ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠪᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠠᠴᠠᠭᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠷᠠᠰᠢᠶᠠᠨ ᠳᠠᠬᠢ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠯᠠᠮ ᠠ ᠪᠠ 
ᠬᠠᠷ ᠠ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠡᠸᠦᠷᠤᠫᠠ ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ᠂ ᠹᠢᠽᠢᠤᠯᠤᠭᠢ ᠪᠠ  ᠣᠨᠣᠰᠢᠯᠠᠬᠤ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠢᠨ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠯ ᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠬᠤ ᠭᠡᠵᠤ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃  ᠲᠡᠭᠡᠭᠡᠳ

 ᠲᠤᠰ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠤᠷᠢᠳᠠᠯ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠪᠣᠯ ᠪᠦᠷᠢᠨ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠲᠡᠭᠦᠰᠦᠭᠰᠡᠨ 
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ᠪᠥᠭᠡᠳ
 ᠲᠥᠪᠡᠳ

 ᠬᠡᠯᠡ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠶᠣᠰᠣᠲᠠᠢ [3]᠃

《ᠲᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠦᠷᠰᠦ ᠵᠢᠨ 
ᠲᠤᠰ ᠪᠦᠷᠢ ᠵᠢ ᠪᠦᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ 

》ᠨᠢ ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠧ ᠤᠨ ᠪᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠵᠤ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ
 

ᠠᠴᠠᠭᠠᠳ
 ᠤ ᠨ ᠮᠠᠨᠪᠠ  ᠳᠠᠴᠠᠩ  ᠤᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ 
ᠰᠤᠷᠬᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ [5]᠃ ᠪᠠᠰᠠ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠵᠢᠨ ᠮᠦᠽᠸᠢ ᠳᠤ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ ᠲᠤᠰ ᠨᠤᠮ 
 ᠤᠨ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ1 ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠭᠤᠯᠪᠤᠷᠢ ᠨᠢ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠪᠤᠲᠢ ᠨᠤᠮ ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠡᠷ ᠰᠡᠢᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ ᠪᠠᠷ 
ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠳᠤ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠵᠤ ᠪᠤᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ᠃ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠵᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ
 ᠤ

ᠷᠤᠨ ᠳᠤ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ 
ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠨᠤᠮ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠲᠤᠲᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠲᠤᠤᠷ ᠠ ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠧ ᠦ

ᠪᠡᠷ ᠵᠢᠡᠨ ᠡᠷᠢᠵᠤ ᠤ
ᠯᠤᠨ ᠪᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠵᠤ ᠠᠪᠤᠭᠠᠳ

 ᠵᠢᠭᠠᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ  ᠢ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ  ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠤᠳ

 ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃  
ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠤ
ᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠵᠢᠨ ᠮᠦᠽᠸᠢ ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠵᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠤ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ 

ᠪᠠᠢᠬᠤ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠳᠠ  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠤᠮᠧᠷ О
Ф

. 14824 (12) ᠪᠦᠬᠦᠢ
《ᠲᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠡᠴᠡ 

ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠦᠷᠰᠦ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠰ ᠪᠦᠷᠢ ᠵᠢ ᠪᠦᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ

》ᠭᠡᠬᠦ  ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ ᠪᠠ ᠹᠢᠽᠢᠤᠯᠤᠭᠢ 
ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠨᠤᠮ ᠪᠤᠯ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ А

-4 ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤᠨ ᠤ  ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠲᠠᠢ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ 
ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ  ᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠠᠪᠲᠠᠰᠤᠨ ᠳᠤ  ᠬᠢᠵᠤ᠂ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠨᠢ ᠲᠤᠰᠪᠦᠷᠢ136᠂ 94᠂ 
106᠂ 126 ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠡᠴᠡ ᠪᠦᠲᠦᠭᠰᠡᠨ᠂ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠴᠡ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ 126  ᠵᠢᠷᠤᠭ 
ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠭᠠᠵᠤ᠂ ᠤ

ᠭ  ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠢ ᠬᠠᠷ ᠠ ᠪᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ  ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ᠂ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠤᠳ
  ᠲᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ  ᠲᠡᠰ ᠲᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠤ  

ᠨᠤᠮᠧᠷ ᠤᠳ
 ᠢ ᠤ

ᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠡᠬᠡ ᠪᠡᠷ  ᠬᠠᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃  ᠤ
ᠤᠯ ᠨᠣᠮ ᠤ ᠨ1971 ᠤ

ᠨ  ᠳᠦ  ᠪᠢᠮᠪᠠ 
ᠵᠢᠨ ᠷᠢᠨᠴᠢᠨ  ᠤ ᠤ

ᠯᠠᠭᠠᠨᠪᠠᠭᠠᠲᠤᠷ ᠬᠣᠲᠠ ᠳᠤ   ᠨᠡᠢᠲᠠᠯᠠᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠹᠣᠲ᠋ᠤ  (photo) ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ 
ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠰᠤᠳᠨᠠᠮᠳᠠᠷᠵᠠ ᠵᠢᠨ1997 ᠤ

ᠨ ᠳᠤ   ᠦ
ᠪᠦᠷ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ  ᠳᠤ  ᠪᠠ 2000  ᠤ

ᠨ ᠳᠤ  
ᠤ

ᠯᠠᠭᠠᠨᠪᠠᠭᠠᠲᠤᠷ  ᠬᠤᠲᠠ ᠳᠤ   ᠲᠠᠬᠢᠨ ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ  ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠤᠳ
 ᠨᠢ ᠪᠦᠷ ᠲᠡᠭᠡᠳᠦ ᠪᠤᠲᠢ ᠳᠦᠷᠪᠡᠨ 

ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠲᠤᠤᠷᠠᠳᠤ ᠪᠤᠲᠢ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ ᠡᠴᠡ  ᠪᠦᠷᠢᠳᠴᠦ᠂ ᠬᠠᠷᠢᠨ ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠧ ᠤᠨ 

ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ  ᠤᠳ
 ᠲᠠᠢ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ ᠡᠨᠡ ᠢᠵᠢ ᠨᠤᠮ ᠨᠢ ᠲᠤᠤᠷᠠᠳᠤ ᠪᠤᠲᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠂ ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ 
ᠳᠡᠭᠡᠳᠤ ᠪᠤᠲᠢ ᠵᠢᠨ ᠳᠦᠷᠪᠡᠨ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ  ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠭᠡᠪᠡᠯ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠦ  ᠪᠦᠬᠦ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠴᠡ ᠵᠢ ᠠᠷᠠᠭ ᠶᠠᠰᠤ᠂ ᠪᠤᠯᠴᠢᠩ ᠰᠢᠷᠪᠥᠰᠥ᠂ 
ᠴᠢᠰᠦᠨ ᠰᠤᠳᠠᠯ᠂ ᠮᠡᠳᠡᠷᠡᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠦᠬᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠹᠢᠽᠢᠥᠯᠥᠭᠢ ᠵᠢᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠨᠢ ᠤ

ᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠲᠤᠰᠬᠠᠵᠠᠢ᠃ ᠲᠤᠰ ᠨᠤᠮ ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠨᠢᠷᠬᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠵᠦᠢᠯ ᠭᠡᠪᠡᠯ᠂  ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ  
ᠳᠤᠶᠠᠴᠢᠯᠠᠯ ᠪᠠ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠵᠦᠢ ᠵᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢ ᠳᠤᠷᠤᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠤ ᠤᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠴᠤᠯᠤ ᠰᠠᠪᠠ ᠵᠢᠨ ᠬᠤᠭᠤᠷᠤᠨᠳᠤᠬᠢ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠨ  ᠬᠤᠯᠪᠤᠭᠳᠠᠬᠤ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠰᠡᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦ ᠣᠷᠣᠰᠢᠨ ᠠ᠃  ᠲᠤᠰ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠤᠨ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ  ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ 
ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠳᠤ᠂  ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ
 ᠤᠷᠤᠨ ᠳᠤ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠤ

ᠳᠠᠭ ᠠ ᠣᠷᠣᠵᠤ 
ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠤᠮᠤᠬᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠲᠤᠰᠬᠠᠵᠤ᠂ ᠤ

ᠨᠴᠠᠭᠠᠢᠯᠠᠨ ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ
 ᠮᠤᠩᠭᠤᠯᠴᠤᠳ

 ᠤᠨ 
ᠦ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠡᠡ ᠤ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠪᠤᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠳᠡᠭ ᠮᠦᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠬᠦᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ 

ᠴᠢᠷᠮᠡᠢᠳᠠᠭ ᠪᠠᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠲᠠᠮ ᠵᠢᠡᠷ ᠣᠯᠵᠤ ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠲᠤᠰ ᠨᠤᠮ  ᠳᠤ ᠬᠠᠭᠤᠴᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠯᠡ ᠬᠡᠯᠡᠯᠭᠡ ᠮᠠᠰᠢ ᠤ
ᠯᠠᠨ ᠲᠤᠬᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠳᠠᠭ ᠪᠦᠭᠡᠳ

 
ᠶᠡᠷᠦᠨᠭᠬᠡᠢ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠠ ᠦ

ᠭᠦᠯᠡᠪᠦᠷᠢ ᠵᠦᠢ ᠵᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠪᠦᠷ ᠬᠠᠭᠤᠴᠢᠨ ᠤ ᠬᠡᠪ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ 
ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠢᠱᠢᠶ ᠡ ᠲᠠᠳᠠᠬᠤ  ᠳᠤ᠂ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 1ᠵᠢᠨ10 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ 
ᠲᠤ᠄ ᠡᠷᠳᠡᠨ  ᠤ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠬᠦᠮᠦᠨ  ᠤ ᠬᠦᠪᠴᠢᠨ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠵᠢ ᠦ
ᠭᠦᠯᠡᠯᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠵᠦᠢᠯ  ᠳᠤᠷ ᠲᠤᠯᠤᠭᠠᠢ ᠠᠨᠤ 

ᠦ
ᠯᠡᠮᠵᠢ ᠡᠷᠬᠢᠮ ᠪᠤᠢ᠂ ᠪᠦᠬᠦ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠪᠦᠲᠦᠵᠦᠬᠦᠢ᠃ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 4 ᠵᠢᠨ 1 ᠳᠤᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ 

ᠲᠦ᠄ ᠵᠢᠷᠦᠬᠡᠨ ᠢᠨᠤ ᠮᠢᠬᠠᠨ  ᠤ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ ᠲᠦ᠂ ᠪᠡᠶ ᠡ  ᠳᠡᠬᠢ ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠮᠢᠬᠠᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠠᠢᠮᠠᠭ 
ᠪᠤᠢ᠂ ᠶᠡᠷᠦ ᠵᠢᠷᠦᠬᠡᠨ  ᠤ ᠮᠢᠬᠠᠨ ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠳᠤᠲᠤᠷ ᠠ ᠭᠠᠳᠠᠨᠠ ᠬᠤᠶᠠᠷ ᠵᠦᠢᠯ ᠵᠢᠡᠷ ᠪᠦᠲᠦᠵᠦᠬᠦᠢ᠃ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 
2 ᠤᠨ 17 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠦ᠄ ᠴᠢᠰᠤᠨ ᠲᠠᠷᠬᠠᠭᠴᠢ ᠰᠤᠳᠠᠯ  ᠤᠨ ᠤ

ᠭ ᠡᠬᠢ ᠢᠨᠤ᠂ ᠵᠢᠷᠦᠬᠡᠨ ᠡᠴᠡ 
ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠭᠠᠷᠤᠭᠠᠳ

 ᠪᠦᠬᠦ ᠪᠡᠶ ᠡ  ᠳᠤᠷ ᠲᠠᠷᠬᠠᠵᠤ ᠬᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ ᠡᠯᠡ ᠤᠷᠤᠨ  ᠢ ᠰᠢᠮᠡᠳᠬᠡᠨ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠭᠰᠡᠨ 
  ᠤ   ᠬᠤᠢᠨᠠ  ᠲᠣᠭᠠᠯᠠᠰᠢ  ᠦ

ᠭᠡᠢ  ᠴᠢᠰᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠬᠢᠯᠭᠠᠰᠤᠨ ᠮᠡᠲᠦ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠰᠤᠳᠠᠯ  ᠳᠤᠷ  
ᠤ

ᠷᠤᠭᠠᠳ
 ᠵᠢᠴᠢ ᠴᠢᠰᠤᠨ ᠢ  ᠨᠢᠴᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠵᠢᠷᠦᠬᠡᠨ ᠳᠤᠷ ᠬᠦᠷᠭᠡᠮᠦᠢ᠃ 

ᠬᠡᠳᠦᠢᠪᠡᠷ ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ ᠪᠠ ᠹᠢᠽᠢᠥᠯᠥᠭᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠷ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠰᠡᠳᠦᠪ  ᠢ 

ᠥ
ᠭᠦᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠢᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠲᠡᠢ ᠤᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤ ᠨ ᠪᠣᠷᠣ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤ ᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ 
ᠶᠠᠷᠢᠭᠳᠠᠳᠠᠭ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠵᠦᠢᠯ ᠢ ᠪᠢᠴᠢᠵᠦ ᠤ

ᠷᠣᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠨᠢᠭᠡ  ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ  ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠦ ᠲᠤᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠰᠢ ᠮᠡᠲᠦ ᠪᠤᠳᠤᠭᠳᠠᠬᠤ ᠪᠤᠯᠪᠠᠴᠤ ᠨᠦᠭᠦᠭᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠡᠷ ᠮᠠᠰᠢ 
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ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠰᠡᠪᠡᠭᠦᠨ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠤᠨ ᠠᠩᠬᠠᠷᠤᠯ  ᠢ ᠲᠠᠲᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ᠂ ᠳᠡᠪᠲᠡᠷ 2 
 ᠤᠨ 27 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠷᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ - 28  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠲᠦ ᠄  ᠮᠠᠩᠯᠠᠢ ᠵᠢᠨ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ

 ᠠᠭᠤᠤ ᠶᠡᠬᠡ 
ᠲᠡᠯᠡᠭᠡᠷ ᠪᠦᠲᠦᠭᠰᠡᠨ ᠢᠨᠤ᠂ ᠴᠡᠴᠡᠨ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤᠯᠠᠨ᠂ ᠴᠢᠬᠤᠯ ᠢᠪᠠᠴᠤ ᠪᠦᠲᠦᠭᠰᠡᠨ ᠢᠨᠤ ᠲᠠᠷᠢᠬᠢᠨ 
ᠬᠦᠳᠡᠯᠡᠬᠦᠢ  ᠳᠤᠷ ᠠᠬᠤᠳᠠᠮ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠯᠠ᠂ ᠴᠡᠴᠡᠨ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠢᠨ ᠦ
ᠴᠦᠭᠡᠬᠡᠨ ᠪᠤᠢ ᠭᠡᠬᠦ ᠮᠡᠲᠦ᠃  

ᠲᠤᠰ 
ᠨᠤᠮ 

ᠨᠢ 
ᠠᠩᠬᠠᠨ 

ᠯᠠᠲ᠋ᠢᠨ 
ᠬᠡᠯᠡᠨ 

ᠡᠴᠡ 
ᠮᠠᠨᠵᠤ 

ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠳᠤ 
ᠣᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠨ 

ᠨᠠᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠵᠤ᠂  ᠲᠠᠬᠢᠨ ᠮᠠᠨᠵᠤ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠳᠤ ᠤ
ᠷᠴᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ 

ᠪᠤᠯᠬᠤᠷ  ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠭᠠᠵᠠᠷ  ᠤᠨ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠨᠤᠭᠦᠳ
 ᠭᠠᠷᠳᠠᠭ᠂ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 1 ᠵᠢᠨ 13  ᠳᠤᠭᠠᠷ 

ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠠ ᠪᠤ ᠯᠤ ᠢ ᠶᠠ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠭᠡᠬᠦ ᠮᠡᠲᠦ᠃  

ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ
 ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠡᠮᠴᠢ ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠧ ᠪᠦᠷᠢᠠᠳ

 ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠤᠨ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠨᠢ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠪᠠ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠤᠨᠤᠯ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠢ 
ᠤ

ᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠪᠤᠳᠠᠲᠤ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠡ ᠬᠢᠬᠦ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠰᠤᠷᠬᠤ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ 

 ᠳᠦ ᠴᠢᠭᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠨᠤᠮ ᠰᠤᠳᠤᠷ  ᠤᠳ

  ᠢ ᠯᠠᠪᠯᠠᠯᠲᠠ ᠪᠤᠯᠭᠠᠵᠤ᠂ ᠲᠤᠬᠠᠢ 
ᠵᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠮᠠᠨᠪᠠ  ᠳᠠᠴᠠᠩ  ᠤᠨ ᠡᠮᠨᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠳᠤ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠳᠠ ᠵᠢᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ 
ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠴᠤᠭᠯᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠫᠷᠥᠭᠷᠠᠮ ᠢ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠢᠭᠤᠯᠬᠤ  ᠳᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ 
ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠤ ᠬᠤᠪᠢ ᠨᠡᠮᠡᠷᠢ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ ᠠ᠃ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠨᠤᠮ ᠪᠢᠴᠢᠭ  ᠤᠳ

 
ᠳᠠᠩᠰᠠ ᠡᠪᠬᠡᠮᠡᠯ  ᠤᠳ

 ᠨᠢ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠ ᠤ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠵᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ᠂  ᠮᠠᠨᠵᠤ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ 

ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠂ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ᠂ ᠡᠸᠦᠷᠦᠫᠡ ᠠᠨᠠᠭᠠᠬᠤ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ 

ᠳᠣᠷᠣᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ ᠳᠤ ᠤ
ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ᠂ ᠠᠨᠠᠲ᠋ᠣᠮᠢ ᠪᠠ ᠹᠢᠽᠢᠥᠯᠥᠭᠢ ᠵᠢᠨ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ  ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ 
ᠵᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠮᠠᠨᠵᠤ ᠬᠡᠯᠡ ᠪᠢᠴᠢᠭ᠂ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠮᠠᠨᠵᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠴᠢᠳ

 
ᠲᠦ  ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ ᠲᠡᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠬᠣᠪᠣᠷ ᠲᠤᠬᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠬᠤ ᠦ

ᠨᠡᠲᠦ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠵᠡᠭᠦᠯᠲᠡ
[1]
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[3]
В
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лан-У
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, 2021. –  136 с. 
[4]ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ ᠶᠤᠨᠳᠤᠨᠤᠪ᠂ ᠬᠤᠭᠤᠰᠤᠨ ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠤᠨ ᠡᠮᠴᠢ ᠨᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠳᠦ ᠮᠦᠩᠬᠡ ᠵᠢᠨ ᠳᠤᠨᠳᠤᠪ
ᠲᠦᠪᠡᠳ

 ᠡᠮᠨᠡᠯ ᠤᠨ ᠶᠤᠰᠤᠨ ᠵᠢᠠᠷ ᠡᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠭᠡ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ   ᠳᠤ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠵᠦᠢᠯ ᠤᠳ
 ᠲᠤ 

ᠡᠮ ᠦ
ᠭᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭ ᠲᠦ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠳᠠᠩᠴᠠ ᠪᠤᠯᠠᠢ᠃ ᠤ

ᠷᠤᠰ  ᠤᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ 

ᠵᠢᠨ ᠰᠢᠪᠧᠷᠢᠶ ᠠ ᠵᠢᠨ ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠵᠢᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ᠂ ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠵᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠪᠠ ᠲᠦᠪᠡᠳ
 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠤᠨ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ  ᠤᠨ ᠲᠤᠷᠤᠨᠠᠳᠠᠬᠢᠨ  ᠤ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ ᠪᠠ ᠮᠤᠳᠤᠨ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠨᠤᠮ  ᠤᠨ ᠲᠦᠪ ᠲᠦ 
ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ᠃ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠳᠠ  ᠶ᠋ᠢᠨ ᠨᠤᠮᠧᠷ Б

М
 489᠂ 49 ᠨᠢᠭᠤᠷ᠃ 

[5]
ᠲᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠲᠤᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠦᠷᠰᠦ ᠵᠢᠨ ᠲᠤᠰ ᠪᠦᠷᠢ ᠵᠢ ᠪᠦᠷᠢᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠢᠴᠢᠭ᠃

ᠤ
ᠷᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠤᠯᠪᠤᠭᠠᠨ ᠪ  ᠪᠤᠷᠢᠶᠠᠳ

 ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠮ᠂ ᠨ᠂ ᠬᠠᠩᠭᠠᠯᠤᠧ ᠤᠨ ᠨᠡᠷᠡᠮᠵᠢᠲᠦ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠵᠢᠨ 

ᠮᠦᠽᠸᠢ ᠵᠢᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠮᠵᠢ ᠵᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠦ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠤᠢ ᠭᠠᠷ ᠪᠢᠴᠢᠮᠡᠯ᠃ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠳᠠ  ᠶ᠋ᠢᠨ 
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ᠨᠤᠮᠧᠷ О
Ф

. 14824 (12)᠂ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 1 ᠨᠢ 136 ᠨᠢᠭᠤᠷ᠂ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 2 ᠨᠢ 94 ᠨᠢᠭᠤᠷ᠂ 
ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 3 ᠨᠢ 106 ᠨᠢᠭᠤᠷ᠂ ᠲᠡᠪᠲᠡᠷ 4 ᠨᠢ 126 ᠨᠢᠭᠤᠷ᠃ 

( ᠣᠷᠣᠰ ᠤ ᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ  ᠠᠺᠠᠳᠧᠮᠢ ᠵᠢᠨ ᠰᠢᠪᠧᠷᠢᠶ ᠡ ᠵᠢᠨ ᠰᠠᠯᠪᠤᠷᠢ ᠵᠢᠨ 

ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ᠂ ᠪᠤᠳᠳᠾᠠ ᠵᠢᠨ ᠱᠠᠰᠢᠨ ᠪᠠ  ᠲᠥᠪᠡᠳ
 ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ ) 
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《《  ᠪᠪᠤᠤᠷᠷᠤᠤᠳᠳᠠᠠᠯᠯ  ᠠᠠ    ᠢᠢᠢᠢᠨᠨ  ᠰᠰᠤᠤᠨᠨᠢᠢᠨᠨ  

》》((  ᠮᠮᠤᠤᠩᠩᠭᠭᠤᠤᠯᠯ  ᠬᠬᠡᠡᠪᠪᠯᠯᠠᠠᠯᠯ  ))  ᠤᠤ  ᠰᠰᠢᠢᠨᠨᠵᠵᠢᠢᠯᠯᠡᠡᠬᠬᠡᠡ  

ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠠ 

《ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》 ( ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ) ᠨᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢᠶᠠᠨᠭ᠌ ᠤᠨ ᠤ
ᠢᠭᠤᠷ ᠤᠨ 

ᠦ
ᠪᠡᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠤ

ᠷᠤᠨ  ᠤ ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠦ
ᠪᠡᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠵᠸᠦ  ᠢᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠢᠢᠨ 

ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠲᠤᠰ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠨᠢ ᠲᠡᠤᠬᠡ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠢ᠂ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠲᠦᠷᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠤ

ᠯᠠᠨ 
ᠲᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠢᠯᠳᠠᠭᠠᠨ ᠡᠴᠨ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠤ

ᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠤ
ᠷᠴᠢᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠢᠨ ᠢ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ 

ᠨᠢᠭᠡ᠂ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠡᠦᠬᠡᠨ ᠤ
ᠯᠠ ᠮᠥᠷ ᠵᠢᠴᠢ ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ  
1978 ᠤ

ᠨ  ᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠡᠪ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠨᠠᠮ  ᠤᠨ ᠠᠷᠪᠡᠨ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ 

 ᠤ ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠪᠦᠭᠦᠳᠠ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠡᠴᠨ ᠬᠤᠢᠰᠢ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠠᠵᠦ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠰᠤᠶᠤᠯ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ ᠂ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠯᠠᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠤ
ᠢᠯᠡᠰ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠬᠦᠭ᠍ᠵᠢᠯᠳᠠ  ᠢᠢᠨ ᠱᠠᠳᠦ ᠦ

ᠶ ᠠ  ᠳᠦ 
ᠤ

ᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠮᠦᠨᠴᠦ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠳᠦ ᠠᠪᠴᠦ ᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠠᠨ ᠴᠦ ᠨᠢᠭᠡᠨ 

ᠠᠬᠢᠴᠠ ᠳᠡᠪᠰᠢᠯ ᠪᠤᠯᠵᠦ᠂ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ᠵᠤᠭᠰᠤᠭᠰᠠᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠲᠠᠬᠢᠨ ᠰᠡᠷᠭᠦᠵᠦ ᠂ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠨᠢ 
ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ  ᠢᠢᠡᠨ ᠰᠠᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠦ ᠂ ᠪᠠᠰᠠ ᠡᠳᠦᠢ ᠲᠠᠳᠤᠢ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ᠡᠬᠢᠯᠡᠪᠠ᠃ 
ᠶᠠᠭ ᠡᠨᠡᠬᠦ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠠ ᠡᠴᠨ ᠤ
ᠯᠭᠤᠭᠰᠠᠨ ᠠᠵᠠ ᠲᠤᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠢᠢᠨᠷ 1982 ᠤ

ᠨ  ᠤ 2  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ 
 ᠢᠢᠨ 13  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ 

《 ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》  ᠤ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠨᠠᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠠᠨᠭᠭᠢ 
ᠪᠠᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠵᠦ ᠂ ᠮᠥᠨ ᠤ

ᠨ  ᠤ 7  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 1  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ 
ᠦ

ᠪᠡᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠵᠸᠦ  ᠢᠢᠨ ᠨᠠᠮ  ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠨ  ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠯᠡᠨ  ᠤ ᠰᠤᠨᠢᠨ 
 ᠤ ᠬᠡᠷᠡᠯ ᠰᠠᠴᠤᠷᠠᠩᠭᠤᠢ ᠲᠡᠤᠬᠡ  ᠢᠢᠨ ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠦ  ᠢᠢ ᠰᠡᠬᠦᠵᠦ ᠮᠡᠨᠳᠦᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ ᠃ 

《 ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》  ᠤ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ  ᠨᠢ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠲᠤᠳᠦ ᠦ
ᠰᠦᠭ᠌ ᠢᠢᠨᠷ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ 

 ᠢᠢᠡᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠲᠦᠷᠪᠡᠨ ᠵᠦᠰᠦᠮ  ᠤᠨ ᠲᠦᠷᠪᠡᠨ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢᠢᠨᠷ ᠭᠠᠷᠠᠭ ᠪᠦᠷᠢ  ᠢᠢᠨ ᠬᠤᠶᠠᠷ ᠂ 

ᠲᠦᠷᠪᠡᠨ ᠂ ᠵᠢᠷᠭᠤᠭᠠᠨ  ᠳᠦ ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠳᠠᠨ ᠂ ᠰᠦᠢᠳᠬᠡᠯ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠡᠷ ᠤ

ᠩᠰᠢᠭᠴᠢᠳ
 ᠲᠦ ᠬᠦᠷᠳᠡᠭ᠌ ᠃ 

1983 ᠤ
ᠨ  ᠤ 1  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 1  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠠᠨ ᠪᠦᠬᠦ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠲᠦ ᠰᠢᠤᠳᠠᠨ 
 ᠢᠢᠨᠷ ᠲᠠᠷᠬᠠᠭᠠᠪᠠ ᠃ 1992 ᠤ

ᠨ  ᠤ 1  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠠᠨ 

《 ᠰᠠᠢᠷᠢᠮ 

》

ᠤ
ᠳᠬ ᠠ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ  ᠤᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ 

《 ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠨᠭ᠌ 

》 ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 
ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠴᠦᠮ ᠬᠤᠳᠤᠮ ᠦ

ᠰᠦᠭ᠌  ᠢᠢᠨᠷ ᠬᠡᠪᠯᠠᠵᠦ ᠂ 2002 ᠤ
ᠨ  ᠤ 1  ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 1  ᠤ 

ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠠᠨ ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠲᠦᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠴᠦᠮ ᠬᠤᠳᠤᠮ ᠦ
ᠰᠦᠭ᠌  ᠢᠢᠨᠷ 

ᠬᠡᠪᠯᠠᠨ ᠂ 2012 ᠤ
ᠨ  ᠤ 3  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 2  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠠᠨ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠨ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ 

ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ ᠲᠦᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠬᠤᠳᠤᠮ ᠦ
ᠰᠦᠭ᠌  ᠢᠢᠨᠷ ᠬᠡᠪᠯᠡᠬᠦ ᠪᠤᠯᠵᠠᠢ ᠃ ᠡᠢᠨ ᠬᠦ 

《 ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》  ᠤ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ᠨᠢ ᠲᠤᠳᠤ ᠦ
ᠰᠦᠭ᠌ ᠪᠠ ᠬᠤᠳᠤᠮ ᠦ

ᠰᠦᠭ᠌  ᠢᠢᠨᠷ 
ᠬᠡᠪᠯᠡᠭᠳᠡᠬᠦ ᠪᠤᠯᠵᠦ ᠂ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠤ

ᠢᠯᠡᠰ  ᠤᠨ ᠴᠡᠴᠡᠭᠯᠠᠨ ᠬᠦᠭ᠍ᠵᠢᠬᠦ  ᠳᠦ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡ 
ᠦ

ᠨᠭᠭᠡ ᠪᠤᠳᠤᠭ ᠨᠡᠮᠡᠵᠠᠢ ᠃  
ᠤ

ᠳᠤᠬᠢᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠨ᠌ ᠠ ᠲᠸᠭᠨᠢᠩ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠲᠦᠭᠡᠮᠡᠯᠵᠢᠭᠦ  ᠢᠢ ᠲᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ 

《 ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ 
 ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》 ( ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ) ᠨᠢ ᠬᠤᠷᠭᠤᠯᠵᠢᠨ ᠪᠠᠷ  ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ  ᠢᠢᠨᠷ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠭᠠᠷᠭᠠᠬᠤ 
ᠲᠡᠤᠬᠡ ᠪᠡᠨ ᠡᠴᠤᠰᠯᠡᠬᠦᠯᠵᠦ ᠂ 1997 ᠤᠨ  ᠤ 7  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 1  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠦ 
ᠯᠠᠢᠰᠸᠷ  ᠢᠢᠨᠷ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠬᠡᠪᠯᠠᠬᠦ ᠪᠤᠯᠪᠠ ᠃ 2009 ᠤ

ᠨ  ᠤ 6  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 10  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ 
 ᠡᠴᠨ ᠪᠤᠳᠤᠭᠳᠦ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠢᠢᠨᠷ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠬᠡᠪᠯᠠᠪᠠ ᠃ ᠲᠤᠰ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠡᠷᠭᠢᠯᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠨ ᠨᠠᠰᠢ ᠂ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ᠋ ᠠ ᠪᠦᠷᠢ  ᠢᠢᠨ ᠲᠠᠷᠬᠠᠭᠠᠯᠳᠠ ᠨᠢ 1200 ᠬᠤᠪᠢ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠳᠦ ᠬᠦᠷᠴᠦ ᠂ ᠡᠬᠦᠨ  ᠳᠦ 
2012 ᠤ

ᠨ  ᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ᠋ ᠠ ᠪᠦᠷᠢ  ᠢᠢᠨ ᠲᠠᠷᠬᠠᠭᠠᠯᠳᠠ ᠨᠢ 2000 ᠬᠤᠪᠢ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠡᠴᠨ ᠲᠠᠪᠠᠵᠦ᠂ 
ᠲᠤᠰ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠲᠡᠤᠬᠡ  ᠢᠢᠨ ᠰᠢᠨ  ᠠ ᠲᠡᠮᠳᠡᠭᠯᠠᠯ  ᠢ ᠡᠬᠦᠳᠴᠦ᠂ ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯᠴᠤᠳ

 ᠤᠨ 
ᠨᠤᠳᠤᠭ ᠤ

ᠷᠤᠨ  ᠤ  ᠢᠢᠡᠨ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠲᠦᠷᠦ ᠂ ᠠᠵᠦ ᠠᠬᠤᠢ᠂ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ ᠂ 
ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠳᠠ ᠬᠦᠭ᠍ᠵᠢᠯᠳᠠ  ᠢᠢᠨ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ  ᠢ ᠤ

ᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠦ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨᠴᠢᠯᠠᠨ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠠᠨ 
 ᠤ 

ᠴᠡᠴᠡᠭᠯᠠᠯ 
ᠬᠦᠭ᠍ᠵᠢᠯ 

 ᠳᠦ 
ᠤ

ᠮᠳᠤᠭᠠᠢᠢᠯᠠᠵᠦ 
ᠪᠤᠯᠤᠰᠢ 

ᠦ
ᠭᠡᠢ 

ᠲᠠᠷᠬᠠᠨ 
ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ 

ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠡᠬᠦᠷᠭᠡᠯᠡᠳᠡᠭ᠌ ᠪᠣᠯᠣᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃  
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ᠬᠤᠶᠠᠷ᠂

《 ᠪᠤᠷᠤᠲᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ (ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠤ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ 
ᠵᠢᠴᠢ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ 
      ( ᠨᠢᠭᠡ )  ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ 

ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠦ
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ  ᠢᠢ ᠲᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠰᠡᠳᠭᠦᠯ ᠨᠢ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ 

ᠪᠤᠯᠤᠩ  ᠢᠢᠡᠨ ᠦ
ᠷᠭᠡᠳᠭᠡᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠵᠢᠭᠤᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠬᠦ  ᠢᠢ ᠡᠷᠡᠨ ᠴᠠᠭ  ᠤᠨ ᠤ

ᠷᠤᠰᠬᠠᠯ ᠂ ᠤᠳᠤᠬᠢᠴᠢᠯᠠᠯᠳᠠ 
 ᠢᠢᠨ ᠬᠠᠨᠳᠤᠰᠢ ᠪᠤᠯᠭᠠᠨ ᠦ

ᠵᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠪᠦᠷ ᠤ
ᠩᠰᠢᠭᠴᠢᠳ

  ᠤᠨ ᠠᠩᠬᠠᠷᠤᠯ  ᠢ 
ᠲᠠᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠰᠢ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠤᠩ ᠢ ᠨᠠᠮᠡᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ  ᠪᠡᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ 
ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ  ᠢᠢ ᠰᠢᠨ᠌ ᠡ ᠰᠡᠪᠡᠭᠦᠨ ᠮᠦᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠵᠢᠭᠤᠨ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠪᠤᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠨ᠌ ᠠ᠃ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ 
ᠨᠠᠢᠬᠡᠮ  ᠤᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠲᠠᠪᠬᠤᠷᠭ᠋ ᠠ᠂ ᠡᠯ ᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠨ᠂ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠦᠮᠡᠨ  ᠳᠤ ᠦ
ᠯᠡᠮᠵᠢ ᠤ

ᠯᠠᠨ 
ᠰᠤᠳᠤᠨ ᠰᠠᠢᠬᠠᠨ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠴᠢᠮᠡᠭᠡ ᠂ ᠦ

ᠷᠭᠡᠨ ᠲᠡᠯᠭᠡᠷ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ  ᠢᠢ ᠤᠯᠭᠤᠭᠰᠠᠨ ᠮᠦᠷᠳᠡᠭᠡᠨ 
ᠲᠡᠳᠡᠨᠡᠷ  ᠤᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤ

ᠶᠢᠯᠡᠰ  ᠤᠨ ᠠᠨᠳᠠ ᠬᠠᠨᠢ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠠᠬᠤᠢ  ᠢᠢᠨ ᠠᠯᠳᠠᠨ ᠲᠦᠯᠬᠢᠭᠦᠷ 
ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠨ᠌ ᠠ ᠃  

ᠰᠤᠨᠢᠨ 
 ᠤ 

ᠨᠦᠯᠦᠭᠡ 
ᠪᠡᠨ 

ᠶᠡᠬᠡᠰᠬᠡᠨ᠂ 
ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠯᠡᠯ 

 ᠤᠨ 
ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ 

ᠪᠡᠨ 
ᠥ

ᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠬᠦ 
ᠵᠤᠷᠢᠯᠭ᠋ ᠠ ᠪᠠᠷ᠂1985 ᠤ

ᠨ ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ 

《 ᠪᠤᠷᠤᠲᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》 ( ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) 
ᠨᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠤᠩ ᠠᠷᠪᠢᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠭᠳᠠᠮᠠᠯ ᠪᠤᠰᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ᠋ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠤᠩ ᠢᠶᠠᠨ 
ᠲᠤᠭᠳᠠᠮᠠᠯ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ᠋ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠤᠩ ᠪᠤᠯᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ  ᠤ ᠲᠠᠭᠠᠤ ᠲᠦᠷᠦᠯ ᠵᠦᠢᠯ ᠪᠦᠷᠢᠳᠦᠭᠰᠡᠨ 
ᠦ

ᠪᠡᠷ ᠦ
ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠤ

ᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠡᠯᠪᠡᠭ᠌ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠤᠩ  ᠢ 
ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠢᠷᠡᠵᠤ ᠂ ᠤ

ᠳᠤ ᠪᠤᠯᠬᠤ  ᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠲᠦᠷᠦ ᠂ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ ᠂ ᠤ

ᠳᠬ ᠠ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠂ ᠨᠡᠢᠬᠡᠮ ᠲᠡᠤᠬᠡ ᠂ ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ 
 ᠢᠢ ᠬᠠᠮᠤᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠤᠩ ᠪᠤᠯᠤᠨ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠪᠡ ᠃ 

《 ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》 ( ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠲᠤᠳᠤ ᠦ
ᠰᠦᠭ᠌  ᠢᠢᠡᠷ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 

ᠡᠴᠨ ᠨᠠᠰᠢ ᠂ ᠡᠯ ᠡ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠯ ᠨᠢ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠲᠤᠭᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠢᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠨ 

ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠥ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠭᠤ ᠦ
ᠪᠡᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠵᠸᠤ ᠂ ᠦ

ᠪᠡᠷᠳᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠤ
ᠷᠤᠨ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠪᠦᠬᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ 

 ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ  ᠢᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠤᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠤ ᠶᠡᠷᠤᠩᠬᠡᠢ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ  ᠢᠢ 
ᠨᠡᠢᠳᠡᠯᠡᠬᠦ  ᠢᠢᠨ ᠬᠠᠮᠳᠤ 

《 ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠲᠸᠭᠨᠢᠭ᠌ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠴᠢᠮᠡᠭᠡ 

》 ᠭᠡᠬᠦ 
ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ 

《 ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠲᠡᠪᠴᠡᠩ 

》 ᠂ 

《 ᠪᠠᠶᠠᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠵᠠᠮ 

》 ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 
ᠪᠤᠯᠤᠩ  ᠤᠳ

  ᠢ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠂ ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠤ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠭᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠲᠤᠳᠤᠭᠠᠳᠤ ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ 

 ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ  ᠢᠢ ᠨᠡᠢᠳᠡᠯᠡᠨ ᠂ 

《 ᠲᠡᠯᠡᠬᠡᠢ  ᠢᠢᠨ ᠪᠠᠷᠠᠯᠠᠯ 

》 ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠠ 

《 ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠬᠠᠴᠢᠨ ᠰᠤᠨᠤᠰᠬᠠᠯ 

》 ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠪᠤᠯᠤᠩ  ᠢ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠂ ᠲᠦᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ 
ᠲᠤ 

《 ᠰᠠᠶᠢᠷᠢᠮ 

》 ᠤ
ᠳᠬ ᠠ ᠤᠷᠠᠯᠢᠭ  ᠤᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠠ 

《 ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ  ᠤᠨ 
ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ 

》 ᠂ 

《 ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ  ᠢᠢᠨ ᠴᠤᠩᠬᠤ 

》 ᠂ 

《 ᠨᠠᠮ  ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ 

》

ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠪᠤᠯᠤᠩ  ᠢ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠪᠡᠶᠢᠵᠠᠢ ᠃ 2002 ᠤ
ᠨ  ᠤ 1 ᠳᠦᠭᠡᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 1 ᠤ ᠡᠳᠦᠷ 

ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠮᠣᠩᠭᠤᠯ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠲᠦᠷᠪᠡᠨ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠲᠠᠬᠢᠨ ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ ᠬᠤᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ 
 ᠢᠢᠡᠷ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠂ ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠲᠤ 

《

ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ  ᠤ ᠴᠡᠴᠡᠷᠯᠢᠭ᠌ 

》᠂ 

《 ᠵᠠᠬ ᠠ ᠲᠡᠯᠭᠡᠭᠦᠷ ᠰᠤᠷᠠᠭ ᠴᠢᠮᠡᠭᠡ 

》᠂ 

《 ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ  ᠤ ᠬᠠᠨᠢ 

》 ᠂ 

《 ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ 
ᠰᠤᠨᠢᠷᠬᠠᠮᠵᠢ 

》 ᠂ 

《 ᠲᠡᠯᠡᠬᠡᠢ  ᠢᠢᠨ ᠪᠠᠷᠠᠯᠠᠯ 

》 ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠂ ᠲᠦᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠤ 

《 ᠰᠠᠶᠢᠷᠢᠮ 

》 ᠂ 

《 ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠬᠦᠮᠦᠨ 

》 ᠂ 

《 ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠲᠡᠤᠬᠡ 
ᠲᠠᠮᠢᠷ 

》 ᠂ 

《 ᠤ
ᠨᠤᠯ ᠪᠠ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡ 

》 ᠂ 

《 ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ 

》᠂ 

《 ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠮᠡᠨᠳᠦ  ᠢᠢᠨ ᠬᠠᠨᠢ 

》 ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠪᠦᠷ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 
ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠭᠠᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠢᠷᠡᠵᠡᠢ ᠃ 2012 ᠤ

ᠨ  ᠤ 2  ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠰᠠᠷ ᠠ  ᠢᠢᠨ 1  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠨ 
ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠤ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠤ

ᠳᠠᠭ᠋ ᠠ ᠦ
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠬᠢᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠷᠢᠭᠦᠨ 

ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ ᠬᠤᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ 
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ᠨᠢᠭᠤᠷ 
 ᠢᠢᠡᠷ 

ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ 
᠂ 

ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠨᠢᠭᠤᠷ 

 ᠢ 

《

ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ 
 ᠤ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ 

》 
᠂ 

《 
ᠵᠠᠬ ᠠ 

ᠲᠡᠯᠭᠡᠭᠦᠷ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠡ 

》 
᠂ 

《

ᠰᠢᠨ᠌ ᠡ 
ᠬᠦᠳᠡᠭᠡ 

ᠲᠤᠰᠬᠤᠨ 

》 ᠂ 

《 ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ ᠰᠤᠨᠢᠷᠬᠠᠮᠵᠢ 

》 ᠂ 

《 ᠵᠤᠭᠠᠴᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠤ ᠠ 

》 ᠂ 

《 ᠰᠤᠨᠢᠨ 
ᠱᠦᠭᠦᠮᠡᠭ᠌ 

》 ᠂ 

《 ᠬᠦᠳᠡᠭᠡ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ 

》 ᠂ 

《 ᠤ
ᠨᠤᠯ ᠪᠠ ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠯᠭ᠋ ᠠ 

》

ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠂ ᠲᠦᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠤ 

《 ᠰᠠᠶᠢᠷᠢᠮ 

》 ᠂ 

《 ᠬᠠᠤᠯᠢ 
 ᠢᠢᠨ ᠲᠠᠪᠴᠠᠩ 

》 ᠂ 

《 ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠲᠡᠤᠬᠡ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ 

》 ᠂  

《 ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠮᠡᠨᠳᠦ  ᠢᠢᠨ ᠬᠠᠨᠢ 
》 ᠂ 

《 ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠩ 

》 ᠂ 

《 ᠬᠤᠷᠤ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠠᠨᠢᠷ 

》 ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 
ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠢ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠡᠢ ᠃  

ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠲᠤᠰ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠤ
ᠷᠢᠳ

 ᠬᠤᠵᠢᠳ
 ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠵᠤ ᠦ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠦᠴᠢ ᠭᠠᠷᠤᠢ ᠲᠤᠭᠳᠠᠮᠠᠯ 
ᠪᠤᠰᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠳᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠪᠤᠯᠤᠩ  ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ ᠢᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠵᠦ᠂ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 

ᠨᠢᠭᠤᠷ᠂ ᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠦᠮᠦᠵᠢᠯ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ  ᠢᠢᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ ᠤ
ᠳᠬ ᠠ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ  ᠤᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 
ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠂ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠲᠡᠤᠬᠡ  ᠢᠢᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠦᠷᠪᠡᠨ ᠲᠦᠷᠦᠯ  ᠳᠤ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠶᠤᠮ᠃ 

        ( ᠬᠤᠶᠠᠷ)  ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ 

《

ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》 (ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠨ ᠤ
ᠳᠤ 

ᠪᠤᠯᠳᠠᠯ ᠠ ᠴᠠᠭ  ᠤᠨ ᠪᠠᠢᠢᠳᠠᠯ  ᠤᠨ ᠦ
ᠩᠭᠡ ᠠᠶᠠᠰ  ᠢ ᠲᠠᠭᠠᠨ᠂ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠳᠠ 

ᠬᠦᠭ᠍ᠵᠢᠯᠳᠡ ᠪᠡᠨ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠵᠡᠢ ᠃ ᠭᠤᠴᠢᠨ ᠵᠢᠯ  ᠤᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢ ᠲᠤᠰ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠨᠢ ᠦ
ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ 

ᠠᠷᠭ᠋ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠭ᠂ ᠦ
ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠬᠡᠪ ᠨᠠᠮᠪᠠ ᠪᠡᠷ  ᠢᠢᠡᠨ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠳᠠ ᠬᠢᠵᠤ᠂ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ 

ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠦ
ᠢᠯᠡᠰ  ᠤᠨ ᠲᠡᠤᠬᠡᠨ᠌ ᠡ ᠦ

ᠪᠡᠷ  ᠤᠨ ᠭᠡᠮᠡᠬᠦ ᠤ
ᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠤᠯᠠ ᠮᠦᠷ  ᠢ 

ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠨ᠌ ᠠ ᠃ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠳᠠ ᠨᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠦ

ᠬᠦᠮᠡᠯ ᠭᠡᠪ 
ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ  ᠢᠢᠡᠷ ᠬᠢᠵᠦ ᠪᠠᠢᠭ ᠠ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠢᠰᠢ ᠬᠠᠷᠢᠨ ᠲᠤᠭᠳᠠᠮᠠᠯ ᠪᠤᠰᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ᠋ ᠠ ᠪᠡᠷ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠤᠨ 
ᠳᠤᠯᠤᠭᠠᠢ᠂ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠬᠦᠮᠦᠰᠭᠡ᠂ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠢᠳᠦ᠂ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠰᠡᠭᠦᠯ᠂ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠭᠤᠤᠯ 
ᠨᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠠᠰᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠤᠨ ᠤ

ᠷᠤᠨ ᠵᠠᠢ ᠳᠤ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ  ᠳᠤ ᠵᠤᠬᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠂ 

ᠤ
ᠩᠰᠢᠭᠴᠢᠳ

  ᠤᠨ ᠬᠦᠰᠡᠯ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ᠋ ᠠ  ᠳᠤ ᠨᠡᠶᠢᠴᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠳᠠ ᠬᠢᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠢᠷᠡᠵᠡᠢ ᠃ 
ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ ( 1 

－ 1 ) ᠲᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠮᠡᠲᠦ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠶᠠᠷ ᠲᠤᠷᠠᠰᠬᠠᠯ  ᠤᠨ ᠡᠳᠦᠷ  ᠤᠨ 
ᠤ

ᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ  ᠤᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠲᠤᠯᠤᠭᠠᠢ  ᠢᠢ ᠠᠮᠢᠳᠤᠯᠢᠭ ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠤ
ᠯᠠᠭᠠᠨ ᠦ

ᠩᠭᠡ ᠪᠡᠷ 
ᠬᠡᠪᠯᠡᠬᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠭᠲᠠᠨ ᠠ᠃ 

ᠮᠥᠨ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠲᠦᠷᠪᠡᠯᠵᠢᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ  ᠢᠢ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡ ᠤ
ᠭᠠᠯᠵᠠ ᠪᠡᠷ ᠴᠢᠮᠡᠬᠦ᠂ ᠤ

ᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ 
ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠤ ᠪᠤᠳᠤᠭ ᠤ

ᠷᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠨᠡᠢᠳᠡᠯᠡᠬᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠲᠤᠯᠤᠭᠠᠢ  ᠢᠢᠨ ᠪᠦᠬᠦᠯᠢ ᠴᠤᠭᠴᠠ  ᠢᠢᠨ 
ᠲᠦᠷᠢ 

ᠲᠦᠷᠬᠦ 
 ᠢᠢ 

ᠤ
ᠷᠠᠯᠠᠨ 

ᠴᠢᠮᠡᠵᠦ᠂ 
ᠤ

ᠷᠤᠨ 
ᠪᠠᠢᠷᠢ 

 ᠢᠢᠨ 
ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠳᠠ 

 ᠢᠢ 
ᠡᠪᠳᠠᠢ 

ᠵᠤᠬᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠦᠨ᠂ ᠦ
ᠵᠡᠬᠦ  ᠳᠤ ᠲᠠᠭᠠᠳᠠᠢ ᠂ ᠤᠩᠰᠢᠬᠤ  ᠳᠤ ᠡᠮᠬᠢ ᠴᠡᠭ᠍ᠴᠡ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠬᠢᠴᠢᠶᠡᠭᠰᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠵᠢᠷᠤᠭ (1—
2 )  ᠮᠡᠳᠦ ᠃ 

ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠳᠦ ᠨᠢ ᠠᠪᠴᠤ ᠦ
ᠵᠡᠪᠡᠯ ᠂  ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠦ

ᠩᠭᠡ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠡᠴᠡ ᠦ

ᠩᠭᠡ ᠲᠠᠢ 
ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠵᠢᠵᠢᠭ᠌ ᠡᠴᠨ ᠲᠤᠮᠤ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠦ

ᠷᠦᠴᠡ  ᠢᠢᠨ 1/2 ᠶᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠢᠢᠭᠰᠠᠨ ᠡᠴᠨ ᠪᠡᠨ 
ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠤ ᠦ

ᠷᠦᠴᠨ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠷᠤᠭ ᠲᠠᠨᠭ᠍ᠴᠡᠭᠦᠦ ᠪᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠬᠦᠭ᠍ᠵᠢᠯᠳᠠ ᠪᠠ 

ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠦ
ᠷᠢᠰᠦᠯᠳᠦᠭᠡᠨ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠬᠦ  ᠢᠢ ᠲᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠲᠤᠯᠤᠭᠠᠢ  ᠢᠢᠨ ᠲᠤᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠳᠠ ᠨᠢ 

ᠢᠳᠡᠭ᠌ ᠢᠳᠡᠭ᠌  ᠢᠢᠡᠷ ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ  ᠤ ᠤ

ᠯᠠᠮ ᠡᠴᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠤᠨ ᠤ
ᠷᠠᠯᠠᠯ 

ᠴᠢᠮᠡᠭᠯᠡᠯ  ᠢ ᠨᠡᠩ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠭᠡᠵᠦ᠂ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ  ᠢᠢᠨ ᠤ

ᠨᠴᠠᠯᠢᠭ  ᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ᠂ ᠤ
ᠩᠰᠢᠭᠴᠢᠳ

  ᠤᠨ 

(ᠵᠢᠷᠤᠭ1

－1) 
(ᠵᠢᠷᠤᠭ 1—

2 ) 
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ᠠᠩᠬᠠᠷᠤᠯ  ᠢ ᠲᠠᠳᠠᠬᠤ  ᠢᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠢᠨ᠌ ᠠ ᠃  
ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠲᠦᠷᠰᠦ ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠴᠤ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠲᠡᠬᠢ ᠤ

ᠩᠰᠢᠭᠴᠢᠳ
  ᠤᠨ ᠠᠩᠬᠠᠷᠤᠯ  ᠢ 

ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠠᠮᠠᠷᠬᠠᠨ ᠲᠠᠳᠠᠳᠠᠭ ᠡᠯᠸᠮᠸᠨᠲ
 ᠪᠤᠯᠤᠨ᠌ ᠠ ᠃ ᠠᠮᠸᠷᠢᠺᠠ  ᠢᠢᠨ ᠨᠡᠷᠡᠳᠦ ᠡᠷᠳᠡᠮᠳᠡᠨ ᠳᠠᠨᠢᠷᠪᠸᠷ 

ᠦ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ  ᠳᠦ 

《 ᠤ
ᠳᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠪᠤᠯ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ  ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠰᠡᠷᠡᠯ  ᠤᠨ 
ᠰᠤᠶᠤᠯ ᠪᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠢᠨ᠌ ᠠ 

》 ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠢᠢᠳᠠᠭ᠃ 

《

ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ 
 ᠢᠢᠨ 

ᠰᠤᠨᠢᠨ 

》

( 
ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ 

ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ 
)  ᠤ 

ᠵᠢᠷᠤᠭ 
ᠲᠦᠷᠰᠦ 

 ᠢᠢᠨ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠯᠳᠡ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠢᠳᠠᠯ  ᠢ ᠠᠵᠢᠭᠯᠠᠪᠠᠯ ᠂ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠠᠩᠬᠠᠨ ᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ᠋ ᠠ ᠤ

ᠯᠠᠩᠬᠢ 
 ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠰᠢᠨᠬᠤᠸᠠ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠨ  ᠤ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠢ  ᠨᠢ ᠰᠣᠷᠪᠤᠯᠵᠢᠯᠠᠭᠴᠢ 
ᠨᠠᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠦ

ᠪᠡᠰᠦᠪᠡᠨ ᠰᠡᠭᠦᠳᠡᠷᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠵᠢᠷᠤᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠢᠴᠢᠯᠠᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠢ᠃  ᠶᠡᠷᠡᠭᠡᠳ
 ᠤ

ᠨ ᠪᠤᠯᠬᠤ 
 ᠳᠤ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ  ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ᠋ ᠠ ᠪᠠ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ ᠪᠤᠯᠤᠩ  ᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠵᠤᠬᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠤᠨ᠂ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠂ ᠰᠡᠢᠯᠦᠮᠡᠯ 
ᠦ

ᠰᠦᠭ᠌ ᠂ ᠤ
ᠬᠠᠭᠤᠯᠦᠯ  ᠤᠨ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠂ ᠲᠠᠳᠠᠯᠭ᠋ ᠠ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠢ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠭᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠤᠷ 

 ᠢ ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠠᠮᠢᠳᠤᠯᠢᠭ ᠪᠤᠯᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠢᠢᠪᠠ ᠃ 2010 ᠤ

ᠨ ᠡᠴᠨ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠲᠦᠷᠰᠦ  ᠢᠢ ᠤ
ᠯᠠᠮ 

ᠶᠡᠭᠡ  ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠤᠨ ᠲᠦᠷᠦᠯ ᠵᠦᠢᠯ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠪᠤᠳᠤᠭ ᠲᠠᠢ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠤ
ᠯᠠᠰᠢᠷᠠᠵᠤ ᠂ 

ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠢ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠪᠤᠯᠵᠠᠢ᠃ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ᠂ 1992 ᠤ
ᠨ  ᠤ 

ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠬᠡᠷᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ 97 ᠪᠠᠢᠵᠤ ᠂ ᠪᠦᠬᠦ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠤᠨ 48.3%
  ᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠳᠡᠭ᠌ ᠃ 

2002 ᠤ
ᠨ  ᠤ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ 308 ᠬᠤᠪᠢ ᠪᠠᠢᠵᠤ᠂ ᠪᠦᠬᠦ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠤᠨ 

68.6 %
  ᠢ  ᠡᠵᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯ 2012 ᠤ

ᠨ  ᠤ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ 615 
ᠬᠤᠪᠢ ᠳᠤ ᠬᠦᠷᠴᠦ᠂ ᠪᠦᠬᠦ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ᠤᠨ 78%

  ᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃  
ᠡᠬᠦᠨ  ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠥ

ᠩᠭᠡ ᠪᠤᠳᠤᠭ ᠢ ᠵᠤᠬᠢᠴᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠭᠤᠶᠢᠳᠠ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠭᠤᠯᠬᠤ᠂ 
ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠬᠤᠭᠤᠰᠤᠨ ᠵᠠᠢ ᠶᠢ ᠵᠤᠬᠢᠰᠳᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠯᠢ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢ ᠨᠢᠮᠪᠠᠢ ᠰᠣᠳᠤᠯᠤᠨ᠂ 
ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠤᠷ  ᠤᠨ ᠪᠦᠬᠦᠯᠢ ᠴᠤᠭᠴᠠᠯᠢᠭ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦᠳᠦᠮᠵᠢ  ᠢᠢ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠭᠦᠯᠭᠦ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠨᠡᠩ ᠣᠯᠠᠨ ᠤ

ᠩᠰᠢᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠠᠩᠬᠠᠷᠤᠯ ᠳᠤ ᠬᠦᠷᠬᠦ ᠶᠢ ᠵᠣᠷᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠵᠢᠷᠤᠭ  ( 1

－3 )᠂ 
( 1

－4 ) ᠂  ( 1

－5 ) ᠮᠡᠲᠦ᠃ 

( ᠵᠢᠷᠤᠭ 1

－3 ) 

( ᠵᠢᠷᠤᠭ 1

－4 ) 

( ᠵᠢᠷᠤᠭ 1

－5 ) 
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ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠳᠦ ᠨᠢ ᠠᠪᠴᠦ ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ᠂ ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠣᠨᠢᠨ  ( ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠨᠢ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ 
ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠠᠭ ᠨᠢ ᠤ

ᠷᠤᠢ ᠪᠤᠯᠪᠠᠴᠦ᠂ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠤ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ᠂ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠤ
ᠯᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠳᠤ 

ᠳᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠳᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠳᠡ ᠬᠢᠵᠦ ᠳᠡᠬᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠬᠦᠯᠦᠨ᠂ ᠥ
ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ ᠤ

ᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ 
ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠳᠦᠮᠡᠨ ᠳᠦ ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠦ᠂ ᠮᠤᠩᠭᠤᠯ ᠰᠣᠨᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠤᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ ᠲᠦ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ 

ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

  ᠨᠤᠮ ᠵᠦᠢ 
1. ᠮᠠ ᠱᠦ ᠰᠢᠶᠦᠨ ᠂ 

《 ᠲᠤᠮᠳᠠᠳᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ  ᠤᠨ ᠴᠦᠬᠡᠨ ᠲᠤᠭᠠᠳᠦ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠠᠨ  ᠤ ᠦ
ᠰᠦᠭ᠌ 

ᠪᠢᠴᠢᠭ᠌  ᠤᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠲᠤᠢᠢᠮᠦ 

》 ( ᠬᠢᠳᠠᠳ
 ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ )᠂ ᠦ

ᠪᠦᠷ ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ  ᠤᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ 
 ᠢᠢᠨ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 1990 ᠤ

ᠨ ᠃ 
2. ᠠ ᠂ ᠵᠤᠷᠢᠭᠳᠤ᠂ ᠰᠢᠦ ᠶᠢᠩ᠂ 

《 ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠵᠦᠢ 

》᠂ ᠦ
ᠪᠦᠷ ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ  ᠤᠨ 

ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶ ᠠ᠂ 1991 ᠤ

ᠨ᠃ 
3. 

《 

任
根
珠 
实
用
版
面
编
辑
学 

》᠂

山
西
高
校
联
合
出
版

社᠂ 1995
年᠃ 

4.

郑
兴
东᠂

《

报
纸
编
辑
学
教
程

》 ᠂

中
国
人
民
大
学
出

版
社᠂ 2001
年᠃

5.

《ᠰᠢᠨᠵᠢᠶᠠᠨᠭ᠌  ᠤᠨ ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠠᠨ  ᠤ ᠬᠦᠭ᠍ᠵᠢᠯᠳᠠ  ᠢᠢᠨ ᠲᠤᠢᠮᠦ

ᠲᠡᠤᠬᠡ 
》 ( ᠬᠢᠳᠡᠳ

 ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ )᠂ ᠪᠡᠭᠡᠵᠢᠨᠭ᠌  ᠤᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠳᠠᠨ  ᠤ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶ ᠠ᠂ 2003 

ᠤ
ᠨ ᠃

6.

《ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ  ᠤᠨ ᠨᠡᠪᠳᠡᠷᠭᠡᠢ ᠲᠤᠯᠢ

》 ( ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ )᠂ ᠦ
ᠪᠦᠷ 

ᠮᠤᠨᠭᠭᠤᠯ  ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ
  ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ  ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ 2003 ᠤ

ᠨ ᠃
7.

王
咏
赋᠂ 

《 

报
纸
版
面
学 

》 ᠂ 

人
民
日
报
出
版
社 ᠂ 2006

年᠃
8.

ᠪᠠᠯᠵᠢᠳ
 ᠂

《 ᠰᠠᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠰᠤᠩᠭᠤᠮᠠᠯ 

》᠂ ᠪᠤᠷᠤᠳᠠᠯ ᠠ  ᠢᠢᠨ ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ 
ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠨ  ᠤ ᠬᠡᠪᠯᠠᠯ  ᠤᠨ ᠤ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢ ᠂ 2012 ᠤ
ᠨ ᠃ 

9.
ᠰᠠᠷᠠᠭᠤᠯ ᠂

《

ᠰᠤᠨᠢᠨ  ᠤ ᠭᠤᠣ ᠠ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠳᠠ  ᠳᠡᠭᠢ ᠨᠠᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ  ᠢᠢᠨ 

ᠤ
ᠢᠯᠠᠳᠤᠯ 

》᠂ 

《ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ  ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ 

》 ᠂ 2005 ᠤ
ᠨ  ᠤ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ 

ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ᠋ ᠠ ᠃ 

1992 

2002 

2012 

ᠪᠦᠬᠦ ᠵᠢᠷᠤᠭ 

201 

353 

615 

ᠰᠤᠨᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠨ ᠤ ᠬᠡᠷᠡᠯ ᠵᠢᠷᠤᠭ 

169 

206 

283 

ᠵᠠᠭᠤᠨ  ᠤ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠯ 

84%
 

58%
 

46%
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ᠳᠳᠠᠠᠭᠭᠤᠤᠯᠯᠠᠠᠬᠬᠤᠤᠢᠢ  ᠶᠶᠢᠢᠨᠨ  ᠵᠵᠢᠢᠭᠭᠠᠠᠨᠨ  ᠰᠰᠤᠤᠷᠷᠭᠭᠠᠠᠯᠯᠲᠲᠠᠠ    
  ᠳᠳᠠᠠᠬᠬᠢᠢ  ᠰᠰᠡᠡᠳᠳᠬᠬᠢᠢᠯᠯᠭᠭᠡᠡᠨᠨ  ᠤᠤ  ᠴᠴᠢᠢᠬᠬᠤᠤᠯᠯᠠᠠ  ᠴᠴᠢᠢᠨᠨᠠᠠᠷᠷ  

     ᠳᠠᠭᠤᠯᠠ

︵ᠭᠧᠨ ᠰᠢᠶᠦ᠋ᠩ

︶

ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ 
ᠪᠣᠯ 

ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠦᠭᠵᠢᠮᠳᠡᠬᠦᠷ᠂ 

ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 

ᠲᠣᠭᠯᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠳᠡᠭ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠮᠥᠨ᠃ 
ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠨᠢ ᠭᠠᠷᠮᠠᠭᠠᠢ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠪᠠᠷ 
ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠥ

ᠬᠡᠶ᠂ ᠨᠠᠩ ᠴᠤ ᠪᠢᠯᠬᠠᠮ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠠᠭᠤᠰᠬᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠲᠣᠭᠯᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠳᠤ ᠠᠭᠤᠰᠤᠨ ᠣᠷᠣᠪᠠᠯ᠂ ᠲᠣᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠰᠠᠶᠢ ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠣᠯᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠠᠴᠠ 
ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠰᠣᠷᠣᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠬᠥᠮᠥᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠨᠢ ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠴᠢ ᠬᠤᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ᠃ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠲᠠᠨᠢᠪᠠᠯ ᠪᠠᠭᠰᠢ 
ᠨᠠᠷ 

ᠰᠠᠶᠢ 
ᠰᠣᠷᠣᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠥᠮᠥᠵᠢᠯ ᠢ 
ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠵᠤ᠂ 

ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠶᠢ ᠨᠢ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ᠂ ᠰᠢᠯᠢᠳᠡᠭ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠨ ᠢ ᠬᠥᠮᠥᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 
ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠪᠠᠨ ᠨᠡᠩ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠰᠣᠨᠣᠰᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠢ ᠬᠥᠨᠳᠡᠵᠦ᠂ ᠪᠤᠰᠤᠳ
 ᠤᠨ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠯ ᠢ ᠣᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ᠃ ᠠᠳᠡ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯ ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ 
ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠠᠬᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ ᠢ ᠲᠠᠪᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠵᠠᠳᠠᠯᠪᠠ᠃ 

ᠨᠢᠭᠡ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠬᠦ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠶᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠬᠤ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠣᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠳᠠᠬᠢ ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠬᠦ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠲᠣᠭᠯᠠᠭᠴᠢ ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠠᠶᠢᠵᠠᠮ᠂ ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠦ

ᠭᠡ ᠵᠢᠴᠢ 
ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠶᠢᠨ ᠡᠯᠧᠮᠧᠨᠲ

 ᠢ ᠪᠦᠷᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠨ ᠰᠣᠨᠣᠰᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ 

ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢ ᠶᠢ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠠ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠤ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠣᠯ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠠᠴᠠ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠡᠯᠧᠮᠧᠨᠲ
 ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠡ 

ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ᠂ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠬᠢ ᠰᠣᠳᠣ ᠮᠥᠨ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ 

ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠪᠠ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠢ ᠭᠦᠢᠴᠡᠳ

 ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ᠂ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠠᠴᠠ 
ᠲᠣᠭᠯᠠᠭᠴᠢ 

ᠡᠷᠬᠡᠪᠰᠢ 
ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ 

ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡᠨ ᠤ 
ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠬᠦ 

ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠲᠠᠢ 
ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠠᠴᠠ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ 
ᠡᠷᠬᠢᠮᠯᠡᠪᠡᠯ᠂ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠠᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠬᠢᠨ 

ᠠᠭᠤᠰᠬᠠᠬᠤ ᠶᠢ 
ᠴᠢᠳᠠᠵᠤ᠂ 

ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠲᠣᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠤ 
ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠠᠨ 

ᠳᠠᠭᠤᠨ ᠳᠤ ᠠᠭᠤᠰᠬᠠᠵᠤ᠂ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠯᠲᠠ ᠪᠠᠨ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶᠢᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠢ 
ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠬᠦ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢ ᠣᠯᠵᠤ᠂ ᠡᠴᠦᠰ ᠲᠡᠭᠡᠨ ᠮᠥᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠤ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠦ

ᠵᠡᠯ 
ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ 

ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠤᠨ 

ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠬᠦ 
ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ 

ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠲᠤ 
ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ 

ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ᠃ 

ᠬᠤᠶᠠᠷ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠳᠠᠭᠤᠤ ᠬᠥᠭᠵᠢᠮ ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠪ ᠨᠠᠮᠪᠠ ᠶᠢ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠶ 
ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠭᠦᠯᠬᠦ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠨᠢ ᠡᠷᠲᠡᠨ ᠠᠴᠠ ᠡᠳᠦᠭᠡ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠣ

ᠯᠠᠨ ᠵᠦ᠋ᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ᠂ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠭᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠡᠷᠭᠦᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠨᠢ ᠪᠦᠷᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠭᠡ ᠢᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠤ 

ᠬᠥᠭᠵᠢᠮ ᠤᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠣ

ᠯᠠᠨ ᠶᠠᠩᠵᠤ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ 

ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠲᠠᠢ ᠬᠦᠷᠦᠯᠴᠡᠳᠡᠭ᠃ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠬᠤᠭᠤᠷᠣᠨᠳᠤ ᠪᠠᠨ ᠬᠥᠭ ᠠᠶᠢᠵᠠᠮ ᠪᠠ ᠦ
ᠭᠡ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠤ 

ᠢᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠤ ᠠᠴᠠ ᠣᠨᠳᠣᠣ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡᠨ ᠤ ᠢᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠣ
ᠷᠣᠰᠢᠨ ᠠ᠃ ᠶᠠᠷᠢᠶᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠂ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡᠨ ᠤ ᠢᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠠᠴᠠ ᠢᠯᠡᠷᠬᠡᠢ ᠪᠢᠯᠡ᠃ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠴᠠᠭ ᠦ

ᠶ ᠡ᠂ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ 
ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠤ ᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡᠨ ᠤ ᠢᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ 
ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶ ᠢᠯᠭᠠᠶ ᠠ ᠭᠡᠪᠡᠯ᠂ ᠬᠡᠲᠦ᠋ᠢᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ᠃ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠨᠢ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠᠨ ᠳᠤ 
ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠳᠡᠭ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠯ ᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠪᠠᠯ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠷᠡᠮᠵᠢ ᠪᠠᠷ ᠡᠲᠡᠭᠡᠷ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢ ᠢᠯᠭᠠᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢᠨ 
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ᠬᠤᠭᠤᠷᠣᠨᠳᠣᠬᠢ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠶ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ᠃ ᠮᠥᠨ ᠴᠤ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢ 

ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ 
ᠴᠤ 

ᠭᠡᠰᠡᠨ᠂ 
ᠲᠣᠭᠯᠠᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ 

ᠴᠤ 
ᠭᠡᠰᠡᠨ 

ᠴᠥᠮ 
ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠠᠨ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠶ ᠡᠵᠡᠮᠳᠡᠵᠦ᠂ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠢ ᠪᠠᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠲᠠᠢ 

ᠨᠢᠭᠡ ᠴᠣᠭᠴᠠᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠳᠡᠶᠢᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 

ᠭᠤᠷᠪᠠ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠵᠥᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠶ ᠭᠤᠸ ᠠ ᠲᠠᠭᠠᠰᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠲᠥᠯᠥᠪᠰᠢᠭᠦᠯᠬᠦ᠃ 

ᠬᠥᠮᠥᠨ 
ᠪᠦᠬᠦᠨ ᠤ 

ᠦ
ᠵᠡᠯ 

ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ᠂ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ 

ᠮᠠᠰᠢ 
ᠵᠥᠷᠢᠶᠡᠨ ᠲᠠᠢ᠃ 

ᠲᠡᠭᠡᠪᠡᠯ 
ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠢ 

ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠨ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠᠨ ᠳᠤ ᠴᠤ ᠭᠤᠸ ᠠ ᠲᠠᠭᠠᠰᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠵᠥᠷᠢᠶ ᠡ ᠲᠠᠢ᠃ 
ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠤ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠠᠳᠠᠯᠢ 
ᠪᠤᠰᠤ ᠲᠥᠷᠥᠭᠳᠡᠯ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠲᠡᠭᠡᠬᠦ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠠᠬᠤᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠨᠢ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠥ

ᠬᠡᠶ᠂ ᠴᠠᠭ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠠᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠣ᠂ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠬᠤ 

ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠴᠦ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠷ ᠭᠤᠸ ᠠ ᠲᠠᠭᠠᠰᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠨᠢ ᠴᠦ 

ᠮᠠᠰᠢ ᠶᠡᠭᠡ ᠵᠥᠷᠢᠶ ᠡ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠠᠴᠠ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠶᠠᠪᠤᠴᠠᠨ ᠳᠤ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠵᠥᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠶ ᠭᠤᠸ ᠠ ᠲᠠᠭᠠᠰᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠬᠥᠮᠥᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 

ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠲᠠᠢ᠃ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠭᠤᠸ ᠠ ᠲᠠᠭᠠᠰᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠢ ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠳᠤ ᠨᠢᠭᠡ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠢ ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠤ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠦ

ᠵᠡᠯ 
ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠢ ᠵᠥᠪ ᠣᠨᠣᠪᠴᠢᠲᠠᠢ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠰᠣᠷᠣᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠭᠤᠸ ᠠ ᠲᠠᠭᠠᠰᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ ᠨᠥᠭᠦᠭᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠭᠤᠸ ᠠ ᠲᠠᠭᠠᠰᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠤᠨ 
ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠠᠬᠢ ᠦ
ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ 

ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠥ
ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ ᠦ

ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠲᠠᠨᠢᠯᠲᠠ ᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠵᠥᠪᠰᠢᠶᠡᠷᠡᠬᠦ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 

ᠳᠥᠷᠪᠡ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠠᠬᠢ ᠦ
ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠭᠤᠯᠬᠤᠨ ᠶᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ᠃ 

ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠤᠨ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠤᠶ ᠨᠢ ᠴᠥᠮ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠤ

ᠴᠢᠷ ᠤ
ᠳᠬ ᠠ ᠲᠠᠢ᠂ ᠣᠮᠲᠣᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠤ 

ᠪᠣᠯᠤᠰᠢ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠭᠦᠨ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠲᠠᠢ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠨᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦ᠋ᠢᠯ ᠤᠨ 

ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠷ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠤ
ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠬᠤ 

ᠠᠴᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠴᠢ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠳᠤ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠨᠢ ᠨᠠᠩ ᠴᠤ 
ᠠᠮᠲᠠᠷᠬᠠᠨ ᠵᠠᠵᠢᠯᠤᠭᠤᠰᠢᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠭᠴᠢ ᠨᠠᠷ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯ 

ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠪᠠ ᠢᠯᠡᠳᠬᠡᠬᠦ ᠭᠡᠰᠡᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠢᠶᠠᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠠᠭᠤᠰᠬᠠᠨ 
ᠰᠢᠩᠭᠡᠳᠡᠭ᠂ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠠᠴᠠ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢ ᠰᠣᠨᠢᠷᠬᠠᠭᠴᠢᠳ

 ᠰᠣᠨᠣᠰᠬᠤ ᠪᠣᠶᠣ ᠠᠮᠲᠠᠯᠠᠬᠤ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠬᠠᠶᠢᠷ ᠠ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠨᠢᠭᠲᠠ 
ᠡᠷᠢᠯᠬᠢᠯᠡᠳᠡᠭ᠃ 

ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠵᠢᠭᠠᠨ 

ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ 
ᠳᠤᠮᠳᠠ 

ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ 

ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ 
ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠢ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠭᠴᠢ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠢ ᠡᠭᠦᠳᠦᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠬᠦ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 
ᠤ

ᠯᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠤ 
ᠨᠠᠩ 

ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶ 
ᠣ

ᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠯᠲᠠ ᠲᠠᠢ 
ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠠ᠃ 

ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠠ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠨᠠᠩ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠠᠭᠤᠰᠤᠯᠴᠠᠯ ᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ 

ᠰᠠᠶᠢ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠤ

ᠷᠭᠤᠭᠤᠯᠤᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠲᠠ ᠪᠠᠨ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ 
ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠠᠨ ᠨᠠᠩ ᠡᠶᠡᠲᠡᠶᠢᠬᠡᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠳᠤ ᠠᠭᠤᠰᠬᠠᠳᠠᠭ᠃ 

      ᠲᠠᠪᠤ᠂ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ 

ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ 

ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠨᠢ 
ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ᠃ 

ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯ ᠳᠠᠷᠤᠶ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 

ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠵᠦ ᠲᠥᠯᠥᠪᠰᠢᠭᠰᠡᠨ 
ᠵᠦ᠋ᠢᠯ ᠪᠢᠰᠢ᠂ ᠬᠠᠷᠢᠨ ᠬᠤᠵᠢᠮ ᠤᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠡᠮᠵᠢᠨ ᠪᠣᠶ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠶᠤᠮ᠃ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠡᠯᠧᠮᠧᠨᠲ
 ᠪᠣᠯ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠠ 

ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠰᠤᠯᠴᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤᠮᠳᠠ 

ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠬᠥᠮᠥᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠨᠢ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ 
ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶᠢᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠤ
ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ᠂ 
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ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠯ ᠤᠨ ᠣᠬᠢ ᠰᠢᠮ ᠡ ᠶᠢ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠨ᠂ ᠣᠶᠤᠨ 

ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠪᠰᠢᠯᠲᠠ ᠣᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠣᠨ ᠠ᠃ 
ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠴᠢ ᠬᠤᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠢ ᠶᠤᠮ᠂ 

ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠤ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠵᠦ᠋ᠢᠯᠡᠰ ᠢ ᠵᠢᠭᠰᠠᠭᠠᠵᠠᠢ᠃ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠨᠠᠷ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯ ᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠵᠤ᠂ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ 
ᠳᠤᠮᠳᠠ᠂ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠶᠢ ᠬᠥᠮᠦᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠᠬᠢ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ᠂ 
ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯᠭᠡ ᠪᠠᠷ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢ ᠰᠤᠷᠤᠯᠴᠠᠵᠤ᠂ ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢ ᠣᠶᠢᠯᠭᠠᠵᠤ᠂ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠢ ᠪᠠᠨ 

ᠳᠠᠭᠤᠯᠠᠬᠤᠶ ᠲᠠᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠭᠡᠵᠦ ᠵᠢᠯᠣᠭᠤᠳᠤᠨ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ᠂ ᠰᠤᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠤᠨ ᠤ

ᠷᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠥ
ᠷᠲᠡᠭ ᠢ 

ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠵᠢᠭᠠᠨ ᠰᠤᠷᠭᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠯᠲᠠ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠬᠦᠷᠦᠨ ᠡ᠃ 

 ( ᠵᠢᠨᠢᠩ ᠪᠠᠭᠰᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠳᠦ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ) 
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ᠳᠳᠤᠤᠮᠮᠳᠳᠠᠠᠳᠳᠤᠤ    ᠤᠤᠯᠯᠤᠤᠰᠰ  ᠤᠤᠨᠨ    ᠨᠨᠤᠤᠲᠲᠤᠤᠭᠭ    ᠪᠪᠡᠡᠯᠯᠴᠴᠢᠢᠭᠭᠡᠡᠷᠷ  ᠦᠦᠨᠨ    ᠬᠬᠠᠠᠤᠤᠯᠯᠢᠢ  ᠳᠳᠠᠠᠬᠬᠢᠢ  
ᠥᠥ

ᠪᠪᠥᠥᠷᠷ  ᠮᠮᠣᠣᠩᠩᠭᠭᠣᠣᠯᠯ  ᠤᠤᠨᠨ  ᠨᠨᠤᠤᠲᠲᠤᠤᠭᠭ  ᠪᠪᠡᠡᠯᠯᠴᠴᠢᠢᠭᠭᠡᠡᠷᠷ  ᠦᠦᠨᠨ  ᠥᠥ
ᠮᠮᠴᠴᠢᠢᠯᠯᠡᠡᠬᠬᠦᠦ  ᠡᠡᠷᠷᠬᠬᠡᠡ  ᠶᠶᠢᠢᠨᠨ  

ᠳᠳᠦᠦᠷᠷᠢᠢᠮᠮ  ᠢᠢ    ᠬᠬᠡᠡᠷᠷᠡᠡᠭᠭᠵᠵᠢᠢᠭᠭᠦᠦᠯᠯᠦᠦᠭᠭᠰᠰᠡᠡᠨᠨ    ᠪᠪᠠᠠᠶᠶᠳᠳᠠᠠᠯᠯ  ᠤᠤᠨᠨ    ᠲᠲᠤᠤᠬᠬᠠᠠᠶᠶ    ᠰᠰᠤᠤᠳᠳᠤᠤᠯᠯᠤᠤᠯᠯ  
—
—

 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠤᠤᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ 

   ᠬᠢᠩᠭᠠᠨ 

ᠤᠤᠳᠳᠤᠤᠷᠷᠢᠢᠳᠳᠬᠬᠠᠠᠯᠯ  

ᠲᠣᠰ ᠥ
ᠭᠦᠯᠡᠯ 

ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢ 

ᠡᠮᠬᠢᠯᠡᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠳᠡᠮᠵᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠤᠯᠠᠮ ᠨᠢᠭᠡ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠳᠤᠤᠷᠠᠬᠢ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠵᠡᠭᠳᠡᠯ ᠡᠭᠦᠰᠦᠭᠰᠡᠨ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠵᠢᠴᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠪᠠ 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠳᠦ ᠠᠩᠬᠠᠷᠤᠯ ᠢᠶᠠᠨ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠭᠤ 
ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢᠯᠠᠨ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠢ ᠴᠤᠭᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠨᠠᠩ 
ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠲᠡᠶ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ 
ᠠᠷᠭᠠᠴᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠬᠦᠰᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

ᠵᠵᠠᠠᠩᠩᠭᠭᠢᠢᠯᠯᠠᠠᠭᠭ  ᠠᠠ  ᠶᠶᠢᠢᠨᠨ  ᠦᠦ
ᠭᠭᠡᠡ  ᠄᠄   ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠂ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ 

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠣᠯ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤ

ᠮᠠᠷᠠᠲᠤ ᠬᠢᠯᠢ ᠂ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠠᠭᠤᠳᠠᠮ ᠂ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤ
ᠷᠲᠤᠷᠢᠭ ᠢ ᠰᠤᠨᠳᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ 

ᠶᠡᠬᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠣᠯ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠤ
ᠮᠠᠷᠠᠲᠤ ᠬᠢᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠬᠢᠷᠲᠤᠯ ᠦ

ᠭᠡᠶ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠯᠬᠠᠪᠴᠢ ᠶᠢ 
ᠴᠣᠭᠴᠠᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠪᠠᠰᠠ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠣᠰᠢᠨ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠨᠢᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠥᠭᠵᠢᠬᠦ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ 

ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ 11 . 82 ᠳᠦᠩᠰᠢᠭᠤᠷ ᠮᠥ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠪᠠᠷᠤᠭ 
ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠶ ᠶᠢᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ ᠶᠢᠨ 67 %

  ᠶᠢ 
ᠡᠵᠡᠯᠡᠨ ᠡ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ ᠪᠠᠷᠤᠭ 9 . 
54 ᠳᠦᠩᠰᠢᠭᠤᠷ ᠮᠥ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ ᠶᠢᠨ 80 . 7 %

  ᠶᠢ 
ᠡᠵᠡᠯᠡᠨ ᠡ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠵᠦᠢ ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠶ 

ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠡᠰᠡᠬᠦ ᠨᠢ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠮᠠᠭᠤ ᠲᠠᠶ 

ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠪᠠᠰᠠ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠭᠯᠡᠯ ᠲᠡᠶ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠬᠤ ᠶᠤᠮ᠃ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠤ
ᠶᠭᠡᠢ ᠰᠣᠯᠢᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠪᠡ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠰᠤᠳᠠᠰᠤ ᠶᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠬᠤ ᠨᠢ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠮᠠᠭᠤᠵᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠢ ᠨᠡᠩ ᠭᠦᠨ ᠳᠡᠰ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠲᠠᠨᠢᠬᠤ ᠳᠤ ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ 
ᠶᠤᠮ ᠂ ᠢᠩᠭᠢᠪᠡᠯ ᠰᠠᠶᠢ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤᠨᠢ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ 
ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠵᠢᠮ ᠡ ᠶᠣᠰᠣ ᠶᠢ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ ᠪᠠᠷ ᠳᠦᠩᠨᠡᠬᠦ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ 
ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠂ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳᠦᠶ ᠶᠢᠨ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠨᠳᠤᠰᠢ ᠶᠢ 
ᠳᠤᠷᠠᠳᠴᠤ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ 

ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 
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ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮᠵᠢ ᠳᠦ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠢᠨᠵᠧᠨᠧᠷᠢᠩ ᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠠᠭ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷ ᠢ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ 

ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢ 

ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ 

ᠠᠷᠭ ᠠ 
ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠷ 

ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠣᠶ᠃ 

1.ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠪᠣᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠮᠥᠨ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ 
ᠣᠷᠣᠰᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠨᠢᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭ ᠠ ᠮᠥᠨ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠲᠡᠢ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯ ᠲᠤᠶᠢᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠶᠤᠮ᠃ ᠬᠡᠷᠪᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠢᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠᠯ ᠂ 
ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠂ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠪᠠ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠢ 
ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠡᠰᠡᠷᠭᠦ ᠪᠡᠷ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢ 
ᠰᠠᠶᠢᠲᠤᠷ 

ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠥ

ᠬᠡᠶ 
ᠪᠣᠯ 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ 

ᠦ
ᠶᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ 

ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢ 
ᠬᠦᠴᠢᠷᠳᠡᠯ ᠳᠦ 

ᠤ
ᠴᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠮᠠᠭᠤᠳᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠠᠵᠠᠭᠠᠶ 

ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠭᠠᠷᠴᠤ ᠮᠡᠳᠡᠨ ᠡ᠃ 
ᠲᠣᠰ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠭᠤᠤᠯ ᠰᠡᠳᠦᠪ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠬᠤᠪᠢ ᠳᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠤᠤᠷᠯᠠᠨ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠨᠢ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠲᠤᠶᠢᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ 
ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠦᠨ ᠠᠩᠬᠠᠷᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠠᠩᠬᠠᠷᠤᠯ ᠤᠨ ᠲᠥᠪ 
ᠪᠣᠯᠵᠣ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 2000 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠨᠠᠰᠢ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦᠷᠢᠮ 
ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠲᠤ 20 ᠭᠠᠷᠤᠶ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠡᠵᠦ ᠂ ᠡᠳᠦᠶ ᠲᠡᠳᠦᠶ ᠶᠡᠷᠦ 

ᠪᠤᠰᠤ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ 

ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢ 
ᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ 
ᠦ

ᠭᠡᠶ 
ᠪᠠᠰᠠ 

ᠴᠤ 
ᠮᠠᠰᠢ 

ᠣᠯᠠᠨ 
ᠮᠠᠷᠭᠤᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢ ᠡᠭᠦᠰᠭᠡᠵᠡᠶ᠃ 

ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠥᠬᠥᠶ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠦᠨ ᠬᠠᠶᠢᠯᠲᠠ ᠪᠠᠷ ᠳᠡᠮᠵᠢᠨ ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠤᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ 
ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ

 ᠴᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠥᠬᠥᠶ ᠰᠡᠳᠦᠪ ᠦᠨ ᠬᠠᠶᠢᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠳᠦᠩ ᠳᠦ ᠨᠡᠶᠢᠳᠡᠮ 

ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠲᠤ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ ᠦᠨ ᠥ
ᠭᠦᠯᠡᠯ ᠪᠠ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠦᠨ ᠴᠣᠯᠠ ᠶᠢᠨ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠣᠭ ᠠ 
ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ

 ᠴᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠶᠢ ᠣᠯᠵᠤ ᠮᠡᠳᠡᠵᠡᠶ᠃ 
20 

ᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ 

ᠨᠠᠶᠠᠭᠠᠳ
 

ᠣᠨ ᠤ 
ᠡᠬᠢ ᠪᠡᠷ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ 

ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠦ 
ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ 

᠂ 
ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ
 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ 

ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ 
ᠠᠩᠬᠠᠷᠴᠤ ᠡᠬᠢᠯᠡᠪᠡ᠃ ᠡᠯ ᠡ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠰᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠤ ᠡᠴᠡ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠢ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠨ 

ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠥᠭᠡᠳ

 
ᠡᠯ ᠡ 

ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ 

ᠦ
ᠨ ᠡ 

ᠦ
ᠷᠳᠡᠭ 

ᠪᠠ 
ᠠᠴᠢ 

ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠶ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠨ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠨᠢ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠂ ᠤ
ᠯᠠᠨ ᠲᠡᠰ 

ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠲᠠᠶ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ᠃ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠦ

ᠵᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠣᠳᠣᠬᠢ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠣᠨᠣᠯ ᠨᠢ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠭᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠶᠢ ᠡᠮᠬᠢᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ 
ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠵᠢᠴᠢ ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠰᠠᠨᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠡᠴᠡ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠠᠵᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠮᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠣᠬᠢ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠠᠮᠵᠢᠯᠲᠠ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠲᠤ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠳᠤ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠂ ᠤ
ᠷᠠᠨᠴᠢ ᠂ ᠭᠠᠢ ᡁᠢ ᠢ ᠂ ᠬᠤᠸᠠᠩ ᠢᠦᠢ ᠰᠢ ᠂ ᠯᠢ ᠵᠢᠶᠦᠨ ᠂ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠶᠤᠤ ᠴᠢᠩ ᠂ ᠯᠢ 
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ᠵᠧᠦ ᠂ ᠡᠦ ᠰᠡᠴᠡᠨ ᠂ ᠵᠤᠤ ᠫᠧᠩ ᠂ ᠵᠧᠦ ᠯᠢ ᠂ ᠳᠦᠩ ᠰᠢᠶᠤᠤ ᠢᠦᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ
 ᠪᠦᠷ ᠲᠠᠯ ᠠ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠶᠢ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠨᠢᠮᠪᠠᠢ 

ᠡᠮᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠪᠡ᠃ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠤ
ᠳᠤ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠮ ᠢ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠡᠵᠡᠢ᠃ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ
 ᠤ

ᠯᠠᠷᠢᠨ 
ᠬᠤᠪᠢᠰᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠵᠠᠮ ᠢᠶᠠᠨ ᠰᠢᠯᠤᠭᠤᠳᠬᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠦ

ᠨᠡᠨᠬᠦ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠬᠦ ᠳᠦ ᠬᠦᠴᠦᠨ 

ᠨᠡᠮᠡᠷᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠵᠠᠰᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ 
ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠨᠢ 
ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ 

ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠦ 
ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ 

ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ᠃ 
ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠬᠤᠸᠠᠩ ᠢᠦᠶ ᠰᠢ ᠂ ᠯᠢ ᠵᠢᠶᠦᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠡᠮᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠲᠣᠰ ᠲᠣᠰ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠴᠠᠭ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠂ ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠴᠢᠭᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠂ 1949 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠨᠠᠰᠢᠬᠢ 

ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠤ

ᠷᠠᠨᠴᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠲᠤᠯᠭᠠᠷᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠭ ᠠ ᠥ
ᠷᠢᠰᠥᠯᠳᠦᠭᠡᠨ ᠢ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠠᠴᠠ 

ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠴᠠᠭᠠᠪᠠ᠃ 

ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ 
ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠪᠡᠷ 
ᠣᠲᠣ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ 
ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠨᠢ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢᠶᠡᠷ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠠᠴᠠ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠪᠠᠰᠠ ᠣᠯᠠᠨ 
ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠢ ᠵᠢᠷᠤᠵᠤ ᠲᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠬᠦ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠲᠠᠶ᠃ ᠭᠠᠶ ᡁᠢ ᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠠᠵᠤ ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ ᠦᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠥ
ᠭᠦᠯᠡᠪᠡ᠃ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠳᠤ ᠂ ᠮᠠᠯ  ᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠯ 

ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠵᠤ ᠂  ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠯ ᠤ

ᠯᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠲᠣᠳᠣᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 
ᠡᠭᠦᠨ ᠲᠡᠶ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠯᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠴᠤ ᠵᠢᠮ ᠡ ᠶᠣᠰᠣᠴᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ 
ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠭᠠᠷᠴᠠᠢ ᠂ ᠲᠤᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠨᠢ ᠠᠵᠤ 
ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠥᠭᠡᠭᠡᠴᠡᠯᠳᠦᠯ ᠡᠴᠡ ᠳᠠᠪᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠂ 
ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠰᠠ ᠢᠷᠡᠭᠡᠳᠦᠶ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠦ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠥ
ᠪᠡᠷᠮᠢᠴᠡ 

ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠳᠣᠪᠣᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ ᠭᠡᠵᠦ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠵᠠᠶ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠣᠬᠢ 
ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠳᠤᠮᠳᠠ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠤ

ᠴᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠡᠶᠡᠷᠭᠦ ᠪᠠ ᠨᠠᠵᠠᠭᠠᠶ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠪᠣᠯ 
ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠠᠩᠬᠠᠷᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠦᠯᠦᠭ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠨ ᠪᠤᠢ ᠂ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠵᠤᠤ ᠫᠸᠩ ᠂ ᠴᠠ ᠨᠠ ᠂ ᠵᠧᠦ ᠶᠢᠨ ᠂ ᠵᠧᠦ 
ᠯᠢ ᠂ ᠯᠢᠦ ᠰᠢᠨ ᠢᠦᠢ ᠨᠡᠷ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠢ ᠬᠦᠴᠦᠯᠡᠨ ᠬᠢᠵᠦ 
ᠪᠤᠢ᠃ ᠵᠧᠸ ᠶᠢᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ ᠲᠠᠯ ᠠ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠵᠢᠴᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠳᠤ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠯᠲᠠ ᠬᠢᠵᠦ᠂ 
ᠵᠤᠤ ᠫᠸᠩ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠤ ᠡᠴᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠢ ᠠᠵᠢᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠯᠲᠠ 
ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠲᠦᠷᠦ ᠂ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠂ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠦᠬᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠠᠰᠤ ᠡᠴᠡ 

ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠢ ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠬᠢᠵᠡᠢ᠃ ᠵᠧᠦ ᠯᠢ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠳᠦᠩ ᠰᠢᠶᠤᠤ ᠢᠦᠢ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 

ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠲᠡᠶ ᠡᠮᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠂ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠨᠢ 

《

ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ 

》   ᠤ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠬᠡᠷᠬᠢᠨ ᠪᠤᠢ 
ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠨ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠲᠠᠶ ᠤ
ᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 

《 ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ 

》   ᠤ 
ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠨᠠᠮᠳᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠶᠢ ᠳᠤᠷᠠᠳᠴᠠᠢ᠃ 

ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭ ᠢ ᠡᠮᠬᠢᠳᠬᠡᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠣᠯᠠᠩᠬᠢ ᠡᠷᠳᠡᠮᠲᠡᠳ
 

ᠪᠦᠷ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯᠬᠢᠲᠡᠨ ᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠂ 

ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠢ ᠣᠯᠵᠤ ᠮᠡᠳᠡᠵᠡᠢ ᠂ ᠬᠠᠷᠢᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠤᠲᠠᠮᠠᠭ᠃ ᠲᠣᠰ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠨᠢ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ 
ᠬᠣᠭᠣᠰᠣᠨ ᠣᠷᠣ ᠶᠢ ᠨᠥᠬᠥᠪᠥᠷᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
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ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠨ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠬᠦ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠡᠳᠦᠶ 
ᠲᠡᠳᠦᠶ ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ ᠰᠠᠨᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠭᠠᠷᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠬᠦᠰᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

2 . ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

2.1ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ 

ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ ᠲᠡᠶᠢᠮᠦ ᠠᠷᠪᠢᠨ 

ᠪᠢᠰᠢ ᠂ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ 

》

 ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠬᠠᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠢ ᠵᠠᠭᠠᠭᠯᠠᠨ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠨᠡᠩ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠩᠭᠤᠶ ᠪᠠ ᠪᠦᠷᠢᠨ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ 
ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ

 ᠦᠨ 
ᠬᠢᠨ ᠦ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠤ

ᠬᠠᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠢ 
ᠵᠠᠭᠠᠭᠯᠠᠨ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠨᠢᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯ ᠄ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠂ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠥ

ᠭᠬᠦ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠᠰᠢᠭ ᠣᠯᠬᠤ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠴᠤᠭᠯᠠᠷᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠦ

ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
《 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠣᠯ ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠂ 

ᠵᠠᠯᠭᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠬᠤ ᠂ ᠠᠷᠠᠯᠵᠢᠶᠠᠯᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠡᠯ ᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠢᠵᠢ ᠪᠦᠷᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ 

》᠃ 
2.2 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ 
ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠰᠣᠯᠢᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠢᠷᠡᠵᠡᠶ᠃ 
1977 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ 1980 ᠣᠨ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ

《

ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 

》

ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ 1981 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ 
1985 ᠣᠨ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ 

《
ᠮᠠᠯ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠣᠣᠰ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ 

》

 ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ 

《
ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠯᠲᠠ ᠲᠠᠶ 

ᠨᠢ 
ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠭᠤᠯᠤᠨ 

ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ 

ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》  ᠦᠨ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠯ ᠢᠶᠡᠷ ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠬᠡᠪ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠲᠣᠯᠢ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ  
ᠮᠠᠯ ᠤ

ᠨᠤᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ ᠬᠦᠷᠲᠡᠯ ᠡ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠢ ᠠᠪᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠲᠤᠰ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠪᠤᠢ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠱᠠᠳᠤ ᠶᠢ 
ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠡᠵᠡᠢ ᠄ ᠨᠢᠭᠡ ᠳᠦ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠩᠰᠢᠯᠠᠵᠤ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠱᠠᠳᠤ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ

 
ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠲᠤ 

ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠬᠡᠰᠡᠭ 
ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠨ 

ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ 
ᠬᠦᠷᠲᠡᠯ ᠡ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠱᠠᠲᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ᠃ ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ 

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠲᠦᠯᠬᠢᠨ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠪᠠ᠃ 

1985 -1995 ᠣᠨ ᠳᠤ 

《

ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠥᠯᠥᠪᠦᠷᠢ ᠲᠡᠶ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 

》 
ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠬᠡᠰᠡᠭ 

ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠨ 
ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ 

ᠳᠤᠭᠤᠶᠢᠯᠠᠩ ᠢᠶᠠᠷ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠵᠠᠭᠠᠭᠯᠠᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶ ᠪᠤᠰᠤ ᠂ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ 
ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠬᠦ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠪᠠᠷ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠬᠠᠳᠠᠭᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠭᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠬᠠᠮᠲᠤ  
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠪᠡᠯᠡ 
ᠮᠥᠩᠭᠥ ᠶᠢᠨ 

ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ 
ᠳᠤᠲᠠᠭᠳᠠᠵᠤ 

᠂ 
ᠬᠥᠮᠦᠰ 

ᠠᠵᠤ 
ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ 
ᠬᠥᠭᠡᠭᠡᠴᠡᠯᠳᠦᠬᠦ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠲᠣᠯᠣᠭᠠᠶ ᠪᠠᠨ ᠰᠣᠬᠣᠷ ᠪᠠᠯᠠᠶ ᠪᠠᠷ ᠥ

ᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠵᠦ ᠂ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠤᠷᠳᠤᠴᠠ ᠶᠢ 

ᠮᠠᠯ 
ᠠᠵᠤ 

ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠷᠳᠤᠴᠠ ᠶᠢ ᠬᠥᠭᠡᠭᠡᠵᠦ ᠭᠦᠢᠴᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠶ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠠᠶ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠰᠦᠢᠳᠬᠡᠯ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠬᠤ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ  ᠪᠦᠭᠡᠳ

 ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠨᠡᠶᠢᠴᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
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1996--2005 ᠣᠨ ᠳᠤ  ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

《 ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠡᠷᠬᠡ ᠨᠢᠭᠡ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》  ᠢ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

《

ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠡᠷᠬᠡ ᠨᠢᠭᠡ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》  ᠢ ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 
ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ 

《

ᠮᠠᠯ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠣᠣᠰ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ 

》

 ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠳᠦᠷᠢᠮ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠲᠥᠯᠥᠪᠦᠷᠢ ᠲᠡᠶ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠯ ᠪᠠ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠲᠤᠰ 
ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 

ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠯᠭ ᠠ 

ᠨᠢ 
ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠤ
ᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠰᠠᠶᠢᠲᠤᠷ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

3.ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ 

ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠤ

ᠯᠠᠷᠢᠯ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯ 
ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ 

ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢ ᠠᠯᠢ ᠡᠷᠲᠡ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠮᠥᠷᠳᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠠᠯᠢ ᠡᠷᠲᠡ ᠶᠤᠸᠠᠨ 
ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠴᠢᠩᠭ ᠠ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠵᠠᠷᠯᠢᠭ 

ᠪᠠᠭᠤᠯᠭᠠᠵᠤ

《

ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠮᠠᠯᠲᠠᠭᠰᠠᠳ
 ᠂ ᠲᠦᠢᠮᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠰᠢᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠳ

 

》

 ᠢ ᠴᠢᠩᠭ ᠠ 
ᠰᠢᠢᠳᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ᠃ 

3.1ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭ ᠠ 

ᠰᠢᠨ ᠡ 
ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤ ᠠᠴᠠ 
ᠡᠮᠦᠨ ᠡ 

ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ 
ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠲᠤ 
ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠲᠡᠶ 

ᠪᠢᠴᠢᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠃ ᠤ

ᠷᠲᠤ ᠤ
ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ 

ᠴᠠᠭ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠨ ᠂ ᠬᠠᠮᠵᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠨ ᠦ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠪᠠ ᠹᠸᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠠᠵᠤ 
ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠶ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠳ

 ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠬᠦ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 

ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠨᠢ ᠨᠡᠷ ᠡ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠡᠨ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠲᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠂ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠪᠤᠶᠤ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠬᠡᠶᠢᠳ
 ᠲᠦ 

ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠡᠨ ᠸᠠᠩ ᠭᠦᠩ ᠢᠵᠠᠭᠤᠷᠲᠠᠨ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠵᠡᠳ
 ᠂ ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠤᠨ 

ᠲᠦᠷᠦᠭᠦᠴᠦᠳ
 ᠪᠠ ᠰᠦᠮ ᠡ ᠬᠡᠶᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠳᠦ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭᠠᠲᠠᠨ ᠨᠠᠷ ᠹᠸᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠣᠨᠴᠠ ᠡᠷᠬᠡ ᠂ 
ᠵᠠᠬᠢᠷᠬᠤ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ

 ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠮᠥᠯᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠬᠢᠵᠦ 
ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠮᠥᠨ ᠬᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠯᠡᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠤ 
ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ ᠪᠠᠷ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠶ᠃ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠨᠠᠰᠢ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠣᠳᠣᠬᠢᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠵᠠᠷᠯᠠᠯ ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠭᠠᠷᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 
ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ 1953 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠵᠥᠪᠰᠢᠶᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ 

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠂ ᠰᠦᠢᠶᠤᠸᠠᠨ ᠂ ᠬᠥᠬᠡᠨᠠᠭᠤᠷ ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠶᠠᠩ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠵᠠᠷᠢᠮ 

ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠳᠦᠩᠨᠡᠯᠲᠡ 

》 
 ᠳᠦ

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠨ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠶ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ 

》 ᠂ 

《 ᠬᠠᠭᠠᠰ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠬᠤ ᠬᠠᠭᠠᠰ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠤᠶᠤ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠰᠣᠯᠪᠢᠴᠠᠭᠰᠠᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢ 
ᠬᠥᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠭᠣᠣᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠠᠲᠠᠷ 
ᠬᠠᠭᠠᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠᠯᠠᠬᠤ ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠪᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ 

》ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠠᠶ᠃ 
ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ 20 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ 
ᠨᠠᠶᠠᠭᠠᠳ

 ᠣᠨ ᠤ ᠡᠬᠢᠨ ᠦ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ 
ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠤ

ᠶᠭᠡᠢ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶᠢᠷᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠠᠯᠬᠤᠮ 
ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠭᠳᠠᠨ ᠵᠢᠷᠤᠮᠵᠢᠪᠠ᠃ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠴᠠ ᠶᠢ ᠶᠡᠬᠡ ᠲᠥᠯᠥᠪ 
ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠱᠠᠲᠤ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
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3.1.1ᠰᠣᠶᠣᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠱᠠᠲᠤ ( 1978-1984 ᠣᠨ ) 
20 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠳᠠᠯᠠᠭᠠᠳ

 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠣᠯᠠᠩᠬᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠭᠣᠣᠯᠴᠢᠯᠠᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠬᠤ ᠰᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠮᠥᠴᠢᠷ ( ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ 
ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶ ᠠ ) ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠬᠢᠨᠠᠯᠲᠠ ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 
ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠲᠤᠰᠬᠠᠶ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠦ

ᠭᠡᠶ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠵᠢᠩᠬᠢᠨᠢ ᠤ
ᠳᠬ ᠠ 

ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠨ 
ᠬᠣᠭᠣᠰᠣᠨ 

ᠱᠠᠲᠤ 
ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ᠃ 1978 ᠣᠨ ᠤ 7 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠤ
ᠤᠯ ᠤᠨ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤ
ᠢ 

ᠰᠢᠭᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠤ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶ ᠲᠣᠪᠴᠢᠶ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠢ 
ᠳᠤᠷ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠡᠵᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠳᠤᠷ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠬᠠᠭᠠᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠳᠤᠷ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠲᠤᠶᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠦᠨᠳᠦ ᠨᠣᠴᠢᠲᠠᠶ ᠡᠪᠳᠡᠯᠡᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ

《

ᠪᠦᠬᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》 ᠢ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠨ ᠲᠤᠭᠤᠷᠪᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠡᠯ ᠡ 

ᠮᠤᠵᠢ ᠂ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠂ ᠰᠢᠭᠤᠳ

 ᠬᠠᠷᠢᠶ ᠠ ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠳᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠠᠩᠬᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠰᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠮᠥᠴᠢᠷ ᠲᠦ 
ᠳᠠᠷᠤᠮᠠᠯᠯᠠᠨ ᠲᠠᠷᠬᠠᠭᠠᠵᠤ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠵᠠᠶ ᠃ 1980 ᠣᠨ ᠤ 1 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠦᠬᠦ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ 

ᠮᠠᠯ 
ᠠᠵᠤ 

ᠠᠬᠤᠶ 
ᠪᠠ 

ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ 
ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ 

ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 

ᠲᠢᠩᠬᠢᠮ ᠦᠨ 
ᠳᠠᠷᠤᠭ ᠠ ᠨᠠᠷ ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ 3 ᠤ

ᠳᠠᠭ ᠠ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠵᠤ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠪᠡ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠳᠦᠩ ᠳᠦ 

《 ᠪᠦᠬᠦ 
ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》

 ᠦᠨ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠬᠤ ᠨᠣᠣᠷᠠᠭ ᠢ 

《

ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ 
ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ 

ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ 
ᠠᠷᠠᠳ

 
ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

( ᠲᠥᠰᠦᠯ ) 

》

ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠠᠯᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠨᠢᠭᠡᠲᠡᠶ ᠵᠥᠪᠰᠢᠶᠡᠷᠡᠵᠦ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ 

ᠵᠥᠪᠯᠡᠯᠭᠡᠨ ᠦ ᠭᠡᠰᠢᠭᠦᠳ
 ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠠᠴᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢ ᠡᠷᠲᠡᠬᠡᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠵᠦ  
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠂ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠯᠲᠠ 
ᠪᠠ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ ᠭᠡᠵᠦ ᠴᠢᠩᠭ ᠠ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

1981 ᠣᠨ ᠤ 4 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠂ ᠤ
ᠤᠯ ᠤᠨ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ 
ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠠᠴᠠ 

《 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ( ᠲᠥᠰᠦᠯ ) 

》 ᠵᠢ ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ 
ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠢ ᠠ ᠳᠤ ᠮᠡᠳᠡᠭᠦᠯᠵᠦ  ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠲᠢᠩᠬᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠲᠣᠪᠴᠢᠢ ᠠ ᠂ ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 
ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠥᠪ ᠲᠦ ᠤ

ᠷᠢᠳ
 ᠬᠣᠵᠢᠳ

 ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠢ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠲᠤᠰᠬᠠᠢ 
ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯᠲᠡᠨ ᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠤ
ᠳᠠᠭ ᠠ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠨ ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠠᠢ᠃ 1982 

ᠣᠨ ᠳᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠠᠯᠪᠠᠨ ᠲᠢᠩᠬᠢᠮ ᠡᠴᠡ 

《 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
( ᠲᠥᠰᠦᠯ ) 

》 ᠵᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨᠲᠠ ᠡᠯ ᠡ ᠮᠤᠵᠢ ᠂ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠂ ᠰᠢᠭᠤᠳ

 ᠬᠠᠷᠢᠶ ᠠ 
ᠬᠣᠲᠠ ᠪᠠ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠡᠯ ᠡ ᠶᠠᠮᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠠᠩᠭᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠥᠬᠥᠶ ᠰᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠮᠥᠴᠢᠷ ᠲᠦ ᠬᠦᠷᠭᠡᠵᠦ ᠰᠠᠨᠠᠯ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠪᠠ᠃ 1983 ᠣᠨ ᠤ ᠡᠴᠦᠰ ᠲᠦ  
ᠪᠦᠬᠦ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠠᠴᠠ 

《 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
( ᠲᠥᠰᠦᠯ ) 

》 ᠵᠢ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠪᠠ᠃ 1984 ᠣᠨ ᠤ 6 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 12  ᠤᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ 
ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠩᠭᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠠᠳ

 ᠲᠥᠰᠦᠯ ᠢ ᠪᠦᠬᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠩᠭᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠳᠤ ᠳᠡᠪᠰᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠬᠢᠨᠠᠨ 
ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠵᠥᠪᠰᠢᠶᠡᠷᠡᠪᠡ᠃ ᠡᠨᠡ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠴᠤ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠡᠶ᠃ 1983 ᠣ

ᠨ ᠳᠤ 

《 ᠨᠢᠩᠰᠢᠶᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠣᠲᠣᠩ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠲᠡᠨ ᠦ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠲᠤᠷᠰᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》  ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠪᠡ᠃
 1984 ᠣᠨ ᠳᠤ  

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》 
ᠪᠠ 

《 ᠬᠠᠷᠠᠮᠥᠷᠡᠨ ᠮᠤᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》 ᠢ ᠵᠠᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 
ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ 

3.1.2 ᠡᠬᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠱᠠᠳᠤ ( 1985-1990 ᠣᠨ ) 
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1985 ᠣᠨ ᠤ 6 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 18  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠂ ᠵᠢᠷᠭᠤᠳᠤᠭᠠᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠦᠬᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠩᠭᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠬᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠠᠩᠬᠠᠳᠠᠭᠴᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠪᠣᠯᠬᠤ 

《

ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》

( ᠳᠣᠷᠣᠭᠰᠢ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠣᠪᠴᠢᠯᠠᠨ ᠠ )  ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠭᠡᠳ
  

ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠪᠠ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠬᠢᠨᠠᠯᠲᠠ ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠵᠢᠷᠤᠮᠯᠠᠬᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠠᠶ ᠵᠠᠮ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠪᠠ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠬᠢᠨᠠᠯᠲᠠ 
ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠬᠤ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠡᠯ ᠡ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠨᠠᠮ ᠤᠨ 
ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠭᠤᠤᠯᠴᠢᠯᠠᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠬᠤ ᠰᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠮᠥᠴᠢᠷ ᠦᠳ

 ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠯᠬᠤᠴᠠ 
ᠢᠯᠡᠷᠬᠡᠶ 

ᠲᠦᠷᠭᠡᠳᠴᠦ 
᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠠᠵᠢᠯ 
ᠠᠯᠬᠤᠮ 

ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠵᠥᠪ ᠵᠠᠮ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠪᠠ᠃ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ
《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 
ᠵᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠮᠤᠵᠢ ᠂ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠠᠰᠠ 
ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ 

ᠪᠥᠬᠥᠶ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢ 

ᠵᠠᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 
ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠵᠦ ᠭᠠᠨᠰᠦ ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠶᠠᠩ ᠂ ᠬᠥᠬᠡᠨᠠᠭᠤᠷ ᠂ ᠰᠸᠴᠤᠸᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠬᠢ 
ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ 

ᠲᠣᠮᠣ 
ᠮᠤᠵᠢ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 

ᠨᠠᠷᠢᠨ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠤ 
᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ 

ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠵᠤ 
ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ 

ᠪᠠ 
ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠦ
ᠶᠯᠡᠳᠦᠯ ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ 
3.1.3 ᠬᠥᠭᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠱᠠᠲᠤ ( 1991-2001 ᠣᠨ ) 
1993 ᠣᠨ ᠤ 10 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠠᠴᠠ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠭᠠᠯ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》

 ᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠭᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠶᠤᠯ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠪᠠ ᠭᠠᠯ ᠤ

ᠨᠲᠠᠷᠠᠭᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠵᠤ ᠂ ᠭᠠᠯ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠵᠦ ᠭᠠᠯ 

ᠤ
ᠨᠲᠠᠷᠠᠭᠠᠬᠤ 

ᠠᠷᠭ ᠠ 
ᠪᠠᠷᠢᠯ ᠢ 

ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ 
᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠭᠠᠯ 
ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠵᠠᠭᠠᠭᠯᠠᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠭᠠᠯ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡᠴᠡ ᠶᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠭᠠᠯ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 

ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ 
᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠠᠮᠤᠷ 
ᠲᠦᠪᠰᠢᠨ ᠳᠦ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭ ᠠ ᠬᠠᠩᠭᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ ᠭᠡᠵᠦ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠨ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠠᠶ᠃ 

《

ᠪᠦᠬᠦᠳᠠ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 ( ᠳᠣᠷᠣᠭᠰᠢ 

《 ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠣᠪᠴᠢᠯᠠᠨ ᠠ )  ᠶᠢ 2002 ᠣᠨ ᠤ 8 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠶᠢᠰᠦᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠦᠬᠦ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠩᠭᠤ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠣᠷᠢᠢ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠬᠢᠨᠠᠨ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠵᠤ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠠᠳ

 2003 ᠣᠨ ᠤ 3 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 1  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ 
ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 

《 
ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ 

ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ 
ᠭᠠᠵᠠᠷ 

ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 
 ᠳᠤ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠳᠤ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠪᠠ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠪᠡᠰᠦᠲᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠠᠭᠲᠠᠨ ᠠ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ 

《 ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ 
ᠰᠢᠷᠣᠶ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 ᠪᠣᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

《 ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》  ᠶᠢ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠪᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦᠲᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠤ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠠᠴᠠ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠤ
ᠷᠳᠤ 

ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠤᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠶᠢ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠨ ᠠ᠃ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠠᠴᠠ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ( ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ) ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ( ᠡᠪᠡᠰᠦᠲᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠠᠭᠲᠠᠨ ᠠ ) ᠳᠡᠬᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠪᠠᠨ 
ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠦ

ᠩ ᠰᠢᠮ ᠡ ᠶᠢ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ 

ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠪᠠᠨ 
ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ 

ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠠᠴᠠ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ 
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ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠂ ᠰᠠᠢᠢᠨ ᠳᠤᠷ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠂ ᠦ
ᠨ ᠡ ᠲᠥᠯᠥᠪᠦᠷᠢ ᠲᠡᠶ ᠪᠡᠷ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ( ᠡᠪᠡᠰᠦᠲᠦ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠢ ᠪᠠᠭᠲᠠᠭᠠᠨ ᠠ )  ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠡᠨ ᠡᠷᠭᠢᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠨ ᠠ᠃ 

《

ᠬᠥᠳᠡᠭᠡ ᠲᠣᠰᠬᠣᠨ ᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》  ᠶᠢᠨ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠳᠤ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ 
ᠪᠠ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠡᠷᠬᠡ 

ᠪᠠ 
ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ 

᠂ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠵᠠᠷᠴᠢᠮ 
ᠪᠠ 

ᠵᠢᠷᠤᠮ 
᠂ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ 

ᠪᠠ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠭᠡᠷ ᠡ ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠂ 
ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠭᠢᠯᠲᠡ ᠂ ᠮᠠᠷᠭᠤᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠪᠠ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠪᠠ᠃ 1994 ᠣᠨ ᠤ 10 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ 
ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠢ ᠠ ᠠᠴᠠ 

《 ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠲᠦᠷᠢᠮ 
》  ᠢ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠬᠦ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠂ ᠬᠣᠪᠣᠷ ᠴᠤᠬᠠᠭ 
ᠮᠥᠬᠥᠬᠦ ᠰᠢᠬᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠰᠦ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠪᠯᠡᠷᠡᠩᠭᠦᠢ 
ᠲᠠᠷᠬᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠂ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠠᠴᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠶ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠯᠡᠳᠡᠭᠳᠡᠯ ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ

 ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠂ ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠤ
ᠰᠤᠨ ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠳᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠢ ᠭᠠᠷᠭᠠᠵᠤ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠪᠠ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠬᠢᠪᠡ᠃ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠣᠨᠴᠠ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠰᠠᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠠ ᠠᠴᠠ ᠬᠡᠲᠦᠷᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠂ ᠬᠦᠨᠳᠦ ᠨᠣᠴᠢᠲᠠᠶ ᠮᠠᠭᠤᠳᠠᠬᠤ ᠂ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠬᠢ 
ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠬᠡᠲᠦᠷᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠦ

ᠵᠡᠭᠳᠡᠯ ᠳᠦ ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠬᠤ ᠦ
ᠶᠯᠡᠳᠦᠯ 

ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃1996 ᠣᠨ ᠤ 9 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠳᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠠᠴᠠ 

《

ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》

 ᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠲᠠᠯ ᠠ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯ ᠦ
ᠵᠡᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ 

3.1.4 ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠱᠠᠳᠤ ( 2002 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ ) 
2002 ᠣᠨ ᠤ 12 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 28  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》

 ᠶᠢ ᠶᠢᠰᠦᠳᠦᠭᠡᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠦᠬᠦ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ 
ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ 
ᠶᠡᠬᠡ 

ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠩᠭᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ 
ᠭᠤᠴᠢᠨ 

ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ 
ᠬᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠬᠢᠨᠠᠨ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠵᠤ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 2003 ᠣᠨ ᠤ 3 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 1  ᠦ 
ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠨᠢ ᠤ

ᠤᠯ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢ 
ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 17 ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠬᠢᠨᠠᠮᠠᠭᠠᠢ 
ᠳᠦᠩᠨᠡᠵᠦ ᠂ ᠠᠯᠢ ᠤ

ᠯᠠᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠪᠠ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠮᠵᠢᠢ ᠡ ᠶᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠨᠡᠮᠡᠵᠦ ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠡᠳ
 ᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢ ᠵᠥᠷᠢᠴᠡᠭᠰᠡᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠰᠢᠳᠬᠡᠬᠦ ᠡᠷᠴᠢᠮ ᠢᠶᠡᠨ ᠴᠢᠩᠭᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 
ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠨᠡᠩ ᠪᠦᠬᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠂ ᠲᠡᠰ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠨᠡᠩ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠢ ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ 
ᠪᠣᠯᠬᠤᠶᠢᠴᠠ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠨᠡᠩ ᠴᠢᠩᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ᠃ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠪᠦᠳᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠮᠥᠨ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢ ᠵᠥᠷᠢᠴᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠴᠣᠬᠢᠯᠲᠠ ᠥ
ᠭᠬᠦ ᠬᠦᠴᠦᠲᠦ ᠵᠡᠪᠰᠡᠭ 

ᠮᠥᠨ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠣᠯ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠰᠢᠪᠲᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠮᠥᠨ᠃ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠪᠦᠬᠦ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ 

᠂ 
ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ 

ᠪᠦᠳᠦᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 

᠂ 
ᠵᠦᠢ 

ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠢ 
ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠪᠠᠷ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠰᠠᠢᠢᠨ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠪᠠ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠦᠴᠦᠲᠡᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠬᠠᠩᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

ᠰᠢᠨ ᠡ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 ᠶᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠡᠯ ᠡ 
ᠮᠤᠵᠢ ᠂ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠴᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠳᠤ ᠵᠠᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 

ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠪᠡ
3.2 ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭ ᠠ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠪᠣᠯ ᠪᠠᠰᠠ ᠴᠤ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠨ 
ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠮᠥᠨ᠃ 1963 ᠣᠨ ᠤ 5 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 11  ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
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ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠵᠥᠪᠯᠡᠯ ᠠᠩᠬ ᠠ ᠤ

ᠳᠠᠭ ᠠ 

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ 
ᠲᠥᠰᠦᠯ 

》

 ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠪᠡ᠃ 1984 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠂ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠠᠴᠠ 

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》  ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠪᠡ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠪᠣᠯ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠵᠦᠶ 
ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠶ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠠᠩᠬᠠᠳᠠᠭᠴᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ 1985 ᠣᠨ ᠳᠤ 
ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ 

《

ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》

 ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢ ᠢᠵᠢ ᠪᠦᠷᠢᠳᠦᠭᠦᠯᠦᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢᠶᠠᠨ ᠲᠦᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠵᠦ ᠂ 1991 ᠣᠨ 2004 
ᠣᠨ ᠳᠤ

《 
ᠥ

ᠪᠥᠷ 
ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ 

ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 

ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》 ᠳᠦ ᠲᠤᠰ ᠲᠤᠰ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠤ
ᠳᠠᠭ ᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠠᠶ᠃ 

1998 ᠣᠨ ᠳᠤ  ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ 

ᠪᠠ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ ᠶᠢ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ 

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》

 ᠢ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠨ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠪᠡ᠃ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
》 ᠳᠤ ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠤ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠥ

ᠪᠥᠷ 
ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠵᠢᠴᠢ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠪᠠ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠤ
ᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠴᠤᠤᠷᠢᠶᠠᠲᠤᠨ ᠳᠠᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠡᠷᠴᠢᠮ ᠢᠶᠡᠨ ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠨᠢᠭᠡ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠵᠤ

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》

 ᠳᠤ ᠳᠠᠬᠢᠨᠲᠠ ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠪᠠ᠃

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》᠂ 

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠭᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》᠂ 

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 

〈 ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
ᠡᠯᠡᠰᠦᠷᠬᠡᠭᠵᠢᠯ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠨ ᠡᠯᠡᠰᠦᠷᠬᠡᠭᠵᠢᠯ ᠢ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

〉

 ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ 

》᠂ 
《

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 

〈 ᠪᠦᠭᠦᠳᠡ ᠨᠠᠶᠢᠷᠠᠮᠳᠠᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ 
ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠥᠷᠥᠰᠥ ᠰᠢᠷᠣᠶ ᠶᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

〉

 ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ 

》᠂ 

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠦ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ 
ᠮᠠᠯᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》᠂ 

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 
ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠩ ᠤᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》ᠪᠠᠶᠵᠠᠢ᠃ 
2005 

ᠣᠨ ᠳᠤ

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ 

ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》 ᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 
ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠪᠠᠰᠠ 

《 ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》 ᠳᠦ ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ ᠣ
ᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 

ᠤ
ᠤᠯ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠡᠳ

 

《 ᠥ
ᠪᠥᠷ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠨᠠᠷᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》 ᠪᠣᠯᠭᠠᠪᠠ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠪᠠᠰᠠ 

《 ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠢᠱᠢᠶ ᠡ ᠨᠢᠭᠡ ᠲᠦᠷᠢᠮ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

》  ᠤᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠢ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠦᠯᠵᠡᠶ᠃ 2011 ᠣᠨ ᠤ 9 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 28  ᠤ ᠡᠳᠦᠷ  
ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ
ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ 
ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠴᠢᠳ

 ᠦᠨ 
ᠶᠡᠬᠡ 

ᠬᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠩᠭᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ 
ᠬᠣᠷᠢᠨ 

ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ 
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ᠬᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠠᠴᠠ 

《

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠲᠦᠷᠢᠮ 

》

 ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠥᠭᠡᠳ
 2011 ᠣᠨ ᠤ 12 ᠰᠠᠷ ᠠ ᠶᠢᠨ 1 

 ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠪᠡ᠃ 

4.

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ

》

 ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠯᠲᠠ 
4.1

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》

 ᠳᠠᠬᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠲᠠᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠯᠠᠯᠲᠠ 

《

ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠯ 

》

ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠦ
ᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠤ

ᠳᠬ ᠠ ᠨᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡᠨ 
ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠪᠤᠶᠤ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ

 ᠲᠦ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠳᠡᠨ ᠡ᠃ 

《 ᠡᠷᠬᠡ 

》 ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ 
ᠪᠠᠶᠬᠤ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠨᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠳᠬ ᠠ ᠨᠢ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠪᠤᠶᠤ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡᠨ 

ᠡᠲᠡᠭᠡᠳ
 ᠲᠦ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠯ 

ᠭᠡᠵᠦ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠠ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠢᠪᠴᠤᠤ ᠤ

ᠳᠬ ᠠ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠯ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 
《

ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》

ᠪᠠ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠪᠡᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠢᠮ 

ᠨᠠᠨᠳᠢᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠡᠬᠢ 
ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ 

ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ 
ᠬᠤᠪᠢ ᠳᠤ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠳᠦ 

ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠ᠃ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠳᠤ 
ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠳᠦ 

ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠ 
ᠭᠡᠵᠦ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠢ ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ ᠪᠠᠭᠲᠠᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ᠃ ᠥ

ᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠯ ᠳᠤ 
ᠬᠣᠶᠠᠷ 

ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ 
ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ 

ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ 
᠄ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠪᠠ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠨᠡ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠣᠯ 

ᠴᠥᠮ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠨ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠶᠤᠮ᠃ 

ᠶᠠᠮᠠᠷᠪᠠ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠪᠦᠷᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠳᠦ ᠴᠥᠮ ᠡᠵᠡᠮᠰᠢᠬᠦ ᠂ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠠᠰᠢᠭ 

ᠭᠦᠷᠳᠡᠭᠦ ᠪᠠ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ 4 ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ 
ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠠᠴᠠ ᠢᠯᠡᠭᠦᠦ ᠢᠯᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠨᠢ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

《 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》  ᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠲᠤᠶᠷᠦ ᠶᠢᠨ 

ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠬᠣᠷᠢᠢ ᠠ ᠠᠴᠠ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠢ 

ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠨ 
ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ 

ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠪᠣᠯ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠂ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ 
ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠥᠷᠥᠩᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠶᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠤᠶ᠃ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠤ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ 

ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠢ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠭᠴᠢ ᠪᠢᠰᠢ 

ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠳᠤᠷ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠂ 

ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠣᠷᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠡᠷᠬᠡ ᠣ
ᠯᠭᠣᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 

ᠤ
ᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠤᠷᠰᠢ

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠡᠵᠡᠨ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠲᠤ ᠡᠷᠬᠡ 
ᠦ

ᠭᠡᠶ ᠂ ᠡᠵᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠦ ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠂ ᠡᠪᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠦ ᠶᠠᠯ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠶ 

》 ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 

ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠦ
ᠨᠡᠨᠬᠦ 

ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠶᠢ 
ᠬᠦᠨᠳᠦ 

ᠨᠣᠴᠢᠲᠠᠶ 
ᠬᠠᠷᠰᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠶ ᠠ ᠶᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 
ᠨᠢ ᠮᠠᠰᠢ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠶᠡᠬᠡ ᠠᠴᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠶ ᠶᠤᠮ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠠᠷᠪᠠᠨ ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠦᠢᠯ ᠳᠦ ᠂ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠪᠤᠶᠤ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠤᠰ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠠᠵᠤ 
ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠭᠡᠷ ᠪᠦᠯᠢ ᠪᠤᠶᠤ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠠᠲᠤ ᠡᠷᠦᠭᠡ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ 
ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠠᠢ᠃ 
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ᠲᠤᠰ ᠵᠦᠢᠯ ᠪᠣᠯ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠲᠤᠰ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠳᠤ 
ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ 

ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ 
ᠰᠢᠨ ᠡ ᠪᠡᠷ 

ᠨᠡᠮᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ 

ᠮᠥᠨ 
᠂ 

ᠪᠠᠰᠠ 
ᠴᠤ 

ᠵᠠᠰᠠᠪᠤᠷᠢ 
ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠭᠣᠣᠯ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠮᠥᠨ᠃ 

ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠪᠣᠯ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ( ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ )  ᠤ ᠣᠷᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠠᠷᠭ ᠠ 
ᠵᠠᠮ ᠮᠥᠨ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠠᠵᠢᠯ ᠮᠥᠨ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠳᠦ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠭᠦᠯᠬᠦ 

ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠳᠡᠮᠵᠢᠨ ᠰᠠᠶᠢ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ( ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ )  ᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠂ 
ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠭᠤᠤᠯ ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠶᠯᠡᠳᠦᠯ ᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠨ ᠠ᠃ ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠳᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠶ ᠲᠦᠯᠬᠢᠨ 
ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠪᠦᠬᠦ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠲᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ 30 ᠭᠠᠷᠤᠶ  ᠳᠤᠩᠰᠢᠭᠤᠷ 
ᠮᠦ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠪᠠᠷᠤᠭ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ ᠶᠢᠨ 70 %

  ᠶᠢ ᠡᠵᠡᠯᠡᠵᠦ 
ᠪᠤᠶ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ 
ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ 

ᠡᠷᠬᠡ 
ᠪᠣᠯ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ 

ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠭᠠᠷ ᠲᠤ 
ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠰᠡᠨ 

ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠨᠢ ᠮᠥᠨ ᠯᠡ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠪᠤᠶᠤ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠳᠦ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠ᠃ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠨᠢ ᠡᠷᠬᠡᠪᠰᠢ 

ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠪᠤᠶᠤ 

ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ ᠥ

ᠭᠡᠷ ᠡ ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠷᠢᠲᠠᠯ ᠪᠣᠯ ᠡᠷᠬᠡᠪᠰᠢ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠤᠶᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ

ᠮᠴᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠡᠳᠯᠡᠨ ᠡ᠃ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠤ

ᠷᠢᠲᠠᠯ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠨ 

ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ᠃ 

4.2
《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》

 ᠳᠠᠬᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ 
ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠯᠲᠡ 
ᠬᠣᠷᠢᠨ 

ᠨᠠᠢᠮᠠᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠵᠦᠢᠯ 

ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ 
ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ 

ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ 
ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ 

ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠤᠭᠤᠳ
 ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠢ ᠳᠡᠮᠵᠢᠨ ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠴᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ

 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠨᠥᠭᠡᠴᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ 
ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ 

᠂ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ 
ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠯ ᠤᠨ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ 
ᠵᠡᠷᠭᠡ 

ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ 

ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠤᠭᠤᠳ
 ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠥ
ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ 

ᠳᠡᠮᠵᠢᠵᠦ ᠂ ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ
 ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 

ᠭᠠᠷᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠨᠢ ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ 

ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠯᠡᠯᠲᠡ ᠪᠠ ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠢ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠡᠩ ᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠣᠯ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠪᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠡᠷᠬᠡᠪᠰᠢ ᠬᠢᠨᠠᠮᠠᠭᠠᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ ᠶᠤᠮ᠃ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ 
ᠨᠢ 

ᠤᠷᠲᠤ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠪᠥᠭᠡᠳ
 

ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ 
ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠩᠭᠤᠶᠢᠯᠠᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠪᠠᠰᠠ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠪᠣᠳᠠᠲᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ᠃ 

ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠳᠡᠮᠵᠢᠬᠦ ᠂ 

ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠦ
ᠨᠡᠨᠬᠦ ᠰᠠᠶᠢᠲᠤᠷ ᠬᠢᠬᠦ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
ᠤ

ᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠤᠷᠰᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ ᠲᠩᠷᠢ ᠳᠦ ᠲᠦᠰᠢᠭᠯᠡᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠵᠤ ᠂ 
ᠵᠠᠷᠢᠮ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ 

ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠷᠳᠤᠴᠠ ᠤ

ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠣᠯᠠᠨ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠦ
ᠶᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠡᠯ ᠡ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠬᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠰᠢ ᠣ
ᠯᠠᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ 
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ᠬᠠᠶᠢᠨ ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠭᠠᠷᠭᠠᠪᠠ᠃ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ 

《 ᠵᠢᠷᠭᠤᠭᠠᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ  

》

ᠭᠡᠷ 
ᠪᠦᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ ᠲᠤᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠄ ᠡᠪᠡᠰᠦ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠶᠢ 
ᠳᠤᠯᠠᠭᠠᠨ ᠫᠧᠩᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ 
ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷ ᠢ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠬᠢᠵᠢᠭ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠵᠢᠴᠢ 

《 ᠤ
ᠰᠤ ᠂ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠂ ᠫᠧᠩ ᠂ ᠮᠠᠰᠢᠨ ᠂ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ 

》 ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠨ 
ᠲᠥᠬᠥᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢᠳᠠ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ 
ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ 

ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠨᠥᠭᠡᠴᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠪᠣᠯᠤᠨ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠯ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠰᠠᠶᠢᠲᠤᠷ ᠠᠳᠬᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠵᠦᠢ ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠶ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠢ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠲᠡᠶ ᠪᠡᠷ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠨ ᠰᠡᠯᠭᠦᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠪᠢᠲᠡᠭᠦᠮᠵᠢᠯᠡᠨ 

ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 
ᠪᠠ 

ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠬᠤ ᠳᠤ 
ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ 

ᠪᠥᠭᠡᠳ
 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠵᠠᠭᠠᠭ ᠢ 

ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 
᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠵᠢᠭᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢ 
ᠪᠠᠭᠠᠰᠬᠠᠬᠤ ᠳᠤ 

ᠴᠤ 
ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ 

ᠶᠤᠮ᠃ 
ᠮᠠᠨ ᠤ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠡᠴᠡ ᠦ

ᠵᠡᠪᠡᠯ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠭᠤ ᠳᠤᠤᠷᠠᠬᠢ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠦᠶᠯ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠵᠡᠶ ᠄ ᠭᠤᠤ ᠰᠤᠪᠠᠭ 

ᠪᠠ ᠠᠰᠬ ᠠ ᠬᠠᠲᠠ ᠶᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ᠂  ᠬᠡᠷᠡᠮ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠬᠤ᠂  ᠬᠠᠯᠠᠭᠠᠶ ᠰᠢᠷᠬᠡᠭ ᠪᠠ ᠲᠤᠤᠷ 
ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ᠂  ᠠᠮᠢᠳᠤ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ᠃ 

ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠ ᠥ
ᠷᠭᠡᠰᠦᠲᠦ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠣᠯ 

ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠶ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠳᠡᠯᠭᠡᠷ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ 

ᠮᠥᠨ᠃ ᠪᠠᠰᠠ ᠴᠤ ᠲᠠᠷᠢᠮᠠᠯ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠂ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠳᠡᠭ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠵᠦᠢᠯ ᠮᠥᠨ᠃ ᠪᠠᠲᠤ ᠪᠡᠬᠢ ᠪᠥᠬᠡᠯᠢᠭ 

( ᠶᠡᠷᠦ ᠳᠡᠭᠡᠨ 15 - 20 ᠵᠢᠯ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠳᠡᠭ ) ᠂ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠳᠦᠩ ᠨᠢ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠂ 

ᠨᠤᠷᠠᠭᠠᠵᠤ ᠨᠡᠭᠦᠯᠭᠡᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠂ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠡᠪᠳᠡᠬᠦ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠂ ᠡᠯᠡᠰᠦ ᠰᠢᠷᠣᠶ ᠬᠤᠷᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠶ ᠂ 
ᠡᠯᠡᠰᠦᠨ ᠳᠦ ᠪᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠶ ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠ ᠳᠤ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠳᠠᠪᠠᠭᠤᠯᠢᠭ 

ᠲᠠᠯ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠶᠤᠮ᠃ ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠠᠴᠠ

《 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠ 
ᠥ

ᠷᠭᠡᠰᠦᠲᠦ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》  ᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠡᠨᠡᠬᠦ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠴᠢᠩᠭ ᠠ ᠵᠢᠷᠤᠮᠯᠠᠨ ᠬᠢᠵᠦ ᠂ 
ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠠᠰᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠦ

ᠨᠡᠨᠬᠦ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
4.3 ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠤᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠵᠦᠶᠯ 
4.3.1. ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠲᠣᠮᠢᠶᠠᠯᠠᠯ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ 

ᠪᠣᠯ 
ᠵᠣᠬᠢᠬᠤ 

ᠬᠡᠪᠴᠢᠶᠡᠨ 
ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ 

ᠮᠠᠯ 
ᠤ

ᠨᠤᠭ ᠠ ᠶᠢ 
ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨᠤᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠡᠪᠴᠢᠶᠡᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ ᠢᠳᠡᠰᠢᠯᠡᠬᠦ ᠪᠠ 
ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠬᠢᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠶᠢ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠬᠦ ᠪᠠ ᠤ

ᠷᠭᠤᠭᠤᠯᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠵᠠᠶ ᠲᠠᠶ 
ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠤᠯᠠᠮ ᠠᠴᠠ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ 

ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠶᠢᠨ 
ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ 
ᠤᠷᠭᠤᠬᠤ 

᠂ 
ᠬᠠᠩᠭᠠᠯᠭ ᠠ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠡᠩᠴᠡᠭᠦᠷᠢ ᠲᠡᠶ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠶᠢ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠤ
ᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠪᠤᠶᠤ 

ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠦ 
ᠬᠦᠴᠦ ᠪᠡᠷ 

᠂ 
ᠠᠭᠤᠷ 

ᠠᠮᠢᠰᠬᠤᠯ ᠤᠨ 
ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠠᠴᠠ 

ᠪᠣᠯᠵᠤ 
ᠮᠠᠭᠤᠵᠢᠷᠠᠭᠰᠠᠨ 

᠂ 
ᠡᠯᠡᠰᠦᠷᠬᠡᠭᠵᠢᠭᠰᠡᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠬᠦ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ 
ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ 

ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ 
ᠪᠣᠯᠬᠤ 

ᠪᠥᠭᠡᠳ
 

ᠮᠥᠨ 
ᠴᠦ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 
ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ 

ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠪᠠᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠲᠤᠰ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠪᠣᠯ 

ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠨᠢ ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠪᠤᠶᠤ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠣᠷᠣᠵᠤ ᠢᠷᠡᠬᠦ ᠶᠢ 
ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠤᠪᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠵᠠᠭᠠᠭ ᠢᠶᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠵᠤ ᠭᠠᠷᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠬᠠᠷᠰᠢ ᠰᠠᠭᠠᠳ

 ᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 
ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠶᠢ ᠶᠡᠷᠦ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠ 
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ᠪᠠᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠪᠠᠷ ᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠳᠠᠭ᠃ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠨᠢ 
ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠦ ᠬᠦᠴᠦ ᠪᠡᠷ ᠡᠪᠡᠰᠦᠲᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠦ ᠬᠦᠴᠦ ᠪᠡᠷ 
ᠰᠣᠩᠭᠣᠭᠰᠠᠨ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠲᠠᠶ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ ᠦ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠨᠢ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠦ ᠬᠦᠴᠦ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠷᠢᠬᠤ ᠪᠤᠶᠤ 
ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠪᠠᠷ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ ᠡᠰᠡᠬᠦᠯ ᠡ ᠬᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯ 
ᠵᠦᠶᠯ ᠦᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ ᠶᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠂ ᠬᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠢᠳᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠨᠠᠩ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠲᠠᠶ 
ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠶᠢ ᠰᠣᠩᠭᠣᠵᠤ ᠳᠠᠷᠢᠵᠤ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ 
ᠬᠠᠰᠢᠶᠠᠯᠠᠬᠤ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠨ ᠰᠡᠯᠭᠦᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠳᠤ ᠢᠯᠡᠭᠦᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠵᠤ ᠂ ᠰᠡᠯᠭᠦᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠬᠦ ᠴᠠᠭ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃

 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ 
ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠢ ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢ ᠲᠠᠶ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠬᠢᠬᠦ ᠳᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠵᠣᠷᠢᠭᠤᠳᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠰᠢᠯᠠᠯ ᠢ ᠬᠣᠷᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠪᠤᠶᠤ 
ᠪᠠᠭᠠᠰᠬᠠᠵᠤ ᠂ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠤ
ᠷᠤᠭᠰᠢᠲᠠᠢ ᠶᠠᠪᠤᠭᠳᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ 

ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠷᠢᠬᠤ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠳᠦ  ᠬᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠬᠦ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ   ᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ 
ᠲᠣᠣᠷ ᠪᠠ ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠪᠧᠲ᠋ᠣᠨ ᠨᠢ ᠲᠤᠯᠭᠠᠭᠤᠷ ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠰᠡᠷᠪᠡᠭᠡᠲᠦ ᠲᠣᠣᠷ ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠲᠣᠪᠴᠢᠯᠠᠭᠠᠳ

 ᠰᠢᠪᠡᠭᠡᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠭᠡᠵᠦ ᠂ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠪᠣᠯᠣᠳ
 ᠪᠧᠲ᠋ᠣᠨ ᠤ ᠵᠢᠭᠳᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠰᠤᠭ ᠠ ᠪᠠᠭᠠᠨ ᠠ 

ᠪᠥᠭᠡᠳ
 ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠨᠢ ᠪᠣᠯᠣᠳ

 ᠤ
ᠲᠠᠰᠤᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ   ᠢ ᠨᠡᠮᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠤ ᠪᠣᠯᠳᠠᠭ᠃

 
ᠪᠣᠯᠣᠳ

 ᠪᠠᠭᠠᠨ ᠠ  ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠡᠷᠡᠰᠬᠡ ᠭᠡᠵᠦ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠯᠡᠭᠡᠳ
 ᠲᠣᠣᠷ  ᠢᠶᠡᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠭᠡᠵᠦ ᠂ 

ᠥ
ᠨᠴᠥᠭ ᠦᠨ ᠪᠣᠯᠣᠳ

 ᠪᠤᠶᠤ ᠵᠠᠭᠠᠳᠠᠰᠤ ᠪᠣᠯᠣᠳ
 ᠬᠣᠭᠣᠯᠠᠢ  ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠯᠭᠠᠭᠤᠷᠢ  ᠪᠠᠷ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠣᠣᠷ 

ᠬᠡᠷᠡᠰᠬᠡ ᠭᠡᠵᠦ ᠨᠡᠷᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠪᠡ᠃ ᠴᠠᠬᠢᠯᠭᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠪᠣᠯ ᠴᠠᠬᠢᠯᠭᠠᠨ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠭᠤᠷ ᠂ ᠬᠦᠴᠦᠳᠡᠯ 
ᠥ

ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠤ
ᠭᠰᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠱᠤᠭᠤᠮ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠥᠨᠳᠡᠶᠷᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠠᠭᠠᠨ ᠠ 

ᠡᠴᠡ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠰᠡᠨ ᠲᠤᠰᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠬᠤ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠪᠠᠶᠵᠤ ᠂ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠢ  ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ  ᠦᠨ ᠰᠥᠨᠢ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ  ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠯ ᠤ

ᠨᠤᠭ ᠠ  ᠶᠢ ᠬᠠᠯᠳᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠃ 

4.3 . 2 ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠵᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ 

ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠡᠵᠡᠶ᠃ 

ᠨᠢᠭᠡ ᠳᠦ᠂ 
ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ 

ᠥ
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ 

ᠨᠡᠭᠡᠭᠡᠯᠲᠡ 
ᠬᠢᠬᠦ ᠡᠴᠡ 

ᠡᠮᠦᠨ ᠡ  
ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠯᠠᠬᠤ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠶᠢ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠵᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠮᠣᠳᠣᠨ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠂ ᠴᠢᠯᠠᠭᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠵᠤ ᠳᠥᠭᠥᠮ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ  
ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠳᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠨ ᠡ᠃ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠲᠤ᠂ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ

ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠥ
ᠭᠡᠷᠡᠴᠢᠯᠡᠯᠲᠡ 

ᠨᠡᠬᠡᠬᠡᠯᠳᠡ ᠶᠢᠨ ᠡᠬᠢᠨ ᠦ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠪᠠᠷᠢᠮᠵᠢᠶᠠᠵᠢᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠠᠶᠠᠨᠳᠠᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠦᠳᠦᠬᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠨᠢ ᠬᠡᠷ ᠢᠶᠡᠷ ᠭᠣᠣᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ ᠬᠦᠷᠢᠢ ᠡ ᠂ 
ᠵᠠᠭᠠᠭ ᠱᠤᠭᠤᠮ ᠂ ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠂ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠵᠤ ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ ᠦᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠤᠢ᠃ 
ᠭᠤᠷᠪᠠ ᠳᠤ᠂ 2000 ᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠢᠨᠵᠧᠨᠧᠷᠢᠩ ᠦᠨ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ 
ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ ᠳᠥᠯᠭᠢᠨ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠪᠢᠲᠡᠭᠦᠮᠵᠢᠯᠡᠨ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠᠯᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ 
ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠨ ᠰᠡᠯᠭᠦᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠳᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠪᠡ᠃ 

ᠥ
ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠣ
ᠷᠣᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠨᠠᠰᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠲᠦᠷᠭᠡᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ 
ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠶᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠳᠦ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠭᠠᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠯᠡᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠠᠴᠠ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠬᠤ ᠳᠤ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠰᠡᠨ 
ᠯᠤᠲᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠦ

ᠶᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠪᠡᠬᠢᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ 

ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠦ
ᠶᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠢ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠲᠡᠦᠬᠡᠨ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠨᠢ ᠴᠦ ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠰᠤᠳᠤᠯᠭᠠᠨ ᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ 
ᠵᠥᠪᠯᠡᠬᠦ ᠵᠦᠶᠯ ᠦᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

ᠭᠤᠷᠪᠠ ᠳᠦ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》  ᠳᠠᠬᠢ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ᠃

《 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

》 ᠪᠣᠯ ᠳᠤᠮᠳᠠᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠳᠠᠬᠢ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠪᠥᠭᠡᠳ
 ᠤ

ᠳᠤᠷᠢᠳᠬᠤ 
ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠪᠦᠯᠦᠭ ᠦᠨ 
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ᠬᠣᠷᠢᠨ ᠨᠠᠢᠮᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠦᠶᠯ ᠳᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠤᠤᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ 
ᠥ

ᠭᠦᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠤ
ᠭ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠳᠣᠣᠷᠠᠬᠢ ᠮᠡᠲᠦ ᠄ 

ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠤᠭᠤᠳ

 ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠢ ᠳᠡᠮᠵᠢᠬᠦ ᠂ ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ
 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠨᠥᠭᠡᠴᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ 

ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠯ ᠤᠨ 
ᠭᠠᠵᠠᠷ 

ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ 
ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠥ
ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 

ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠤᠭᠤᠳ

 ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠶᠢ 
ᠳᠡᠮᠵᠢᠵᠦ ᠂ ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ

 ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ 
ᠭᠠᠷᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠨᠢ ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ ᠠᠷᠠᠳ

 ᠤᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠭᠯᠡᠯᠲᠡ ᠪᠠ ᠪᠣᠳᠠᠲᠠᠢ ᠡᠭᠦᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ 
ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠡᠩ ᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ ᠂ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠣᠯ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠪᠠᠷ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠡᠷᠬᠡᠪᠰᠢ ᠬᠢᠨᠠᠮᠠᠭᠠᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ ᠶᠤᠮ᠃ ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ 
ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ 
ᠨᠢ 

ᠤᠷᠲᠤ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ 

ᠪᠥᠭᠡᠳ
 

ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ 
ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠩᠭᠤᠶᠢᠯᠠᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠪᠠᠰᠠ ᠲᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠢᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠪᠣᠳᠠᠲᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠴᠡᠭᠡ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠶᠤᠮ᠃ 

ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠤ ᠱᠠᠲᠤᠨ ᠠᠴᠠ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠬᠢ ᠠᠷᠠᠳ
 ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠨᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠦᠬᠦᠢ ᠳᠡᠮᠵᠢᠬᠦ ᠂ 

ᠵᠣᠷᠢᠭᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠬᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠣᠰᠣᠭᠠᠷ ᠦ
ᠨᠡᠨᠬᠦ ᠰᠠᠶᠢᠲᠤᠷ ᠬᠢᠬᠦ 

ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
ᠤ

ᠷᠲᠤ ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠲᠤᠷᠰᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ ᠲᠩᠷᠢ ᠳᠦ ᠲᠦᠰᠢᠭᠯᠡᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠵᠤ ᠂ 
ᠵᠠᠷᠢᠮ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ 

ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠷᠳᠤᠴᠠ ᠤ

ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠣᠯᠠᠨ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠦ
ᠶᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠨ ᠡᠯ ᠡ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠬᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ 
ᠬᠠᠶᠢᠨ ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠵᠦ ᠭᠠᠷᠭᠠᠪᠠ᠃ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠳᠤ 

《 ᠵᠢᠷᠭᠤᠭᠠᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ  

》

ᠭᠡᠷ 

ᠪᠦᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠶ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ ᠲᠤᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠄ ᠡᠪᠡᠰᠦ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠶᠢ 
ᠳᠤᠯᠠᠭᠠᠨ ᠫᠧᠩᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠂ 
ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷ ᠢ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠂ ᠬᠢᠵᠢᠭ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠵᠢᠴᠢ 

《 ᠤ
ᠰᠤ ᠂ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠂ ᠫᠧᠩ ᠂ ᠮᠠᠰᠢᠨ ᠂ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ 

》 ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠨ 
ᠲᠥᠬᠥᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠬᠣᠶᠢᠰᠢᠳᠠ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ 
ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠭᠡᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ 

ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠨᠥᠭᠡᠴᠡᠯᠡᠬᠦ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠪᠣᠯᠤᠨ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠯ ᠤᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠶᠢ ᠰᠠᠶᠢᠲᠤᠷ ᠠᠳᠬᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠵᠦᠢ ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠶ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠢ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠢ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠲᠡᠶ ᠪᠡᠷ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠮᠵᠢ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠨ ᠰᠡᠯᠭᠦᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠪᠢᠲᠡᠭᠦᠮᠵᠢᠯᠡᠨ 

ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 
ᠪᠠ 

ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠬᠤ ᠳᠤ 
ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ 

ᠪᠥᠭᠡᠳ
 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠵᠠᠭᠠᠭ ᠢ 

ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 
᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠵᠢᠭᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢ 
ᠪᠠᠭᠠᠰᠬᠠᠬᠤ ᠳᠤ 

ᠴᠤ 
ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ 

ᠶᠤᠮ᠃ 
ᠮᠠᠨ ᠤ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠲᠡᠦᠬᠡ ᠡᠴᠡ ᠦ

ᠵᠡᠪᠡᠯ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠭᠤ ᠳᠤᠤᠷᠠᠬᠢ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠦᠶᠯ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠵᠡᠶ ᠄ ᠭᠤᠤ ᠰᠤᠪᠠᠭ 

ᠪᠠ ᠠᠰᠬ ᠠ ᠬᠠᠲᠠ ᠶᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ᠂  ᠬᠡᠷᠡᠮ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠬᠤ᠂  ᠬᠠᠯᠠᠭᠠᠶ ᠰᠢᠷᠬᠡᠭ ᠪᠠ ᠲᠤᠤᠷ 
ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ᠂  ᠠᠮᠢᠳᠤ ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠤᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ᠃ 

ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠳᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠ ᠥ
ᠷᠭᠡᠰᠦᠲᠦ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠣᠯ 

ᠳᠡᠯᠡᠬᠡᠶ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠢᠭ ᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠶᠯ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠮᠥᠨ᠃ 

ᠪᠠᠰᠠ ᠴᠤ ᠲᠠᠷᠢᠮᠠᠯ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠂ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠂ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠳᠡᠭ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠵᠦᠶᠯ ᠮᠥᠨ᠃ ᠪᠠᠲᠤ ᠪᠠᠬᠢ ᠪᠥᠬᠡᠯᠢᠭ ( ᠶᠡᠷᠦ ᠳᠡᠭᠡᠨ 
1520 ᠵᠢᠯ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠳᠡᠭ ) ᠂ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠳᠦᠩ ᠨᠢ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠂ ᠨᠤᠷᠠᠭᠠᠵᠤ ᠨᠡᠭᠦᠯᠭᠡᠨ 
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ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠂ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠡᠪᠳᠡᠬᠦ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠂ ᠡᠯᠡᠰᠦ ᠰᠢᠷᠣᠶ ᠬᠤᠷᠠᠬᠤ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠪᠠ 
ᠡᠯᠡᠰᠦᠨ ᠳᠦ ᠪᠤᠯᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠳᠠᠷᠤᠭᠳᠠᠬᠤ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠ ᠳᠤ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠭᠳᠠᠬᠤ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠵᠡᠷᠭᠡ 

ᠳᠠᠪᠠᠭᠤᠯᠢᠭ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠶᠤᠮ᠃ ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠳᠤ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠠᠴᠠ 

《

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ 
ᠪᠠ ᠥ

ᠷᠭᠡᠰᠦᠲᠦ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ 

》 ᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠨᠡᠶᠢᠲᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 
ᠪᠣᠯᠬᠣᠷ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠡᠨᠡᠬᠦ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠴᠢᠩᠭ ᠠ ᠵᠢᠷᠤᠮᠯᠠᠨ 
ᠬᠢᠵᠦ ᠂ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠠᠰᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠦ

ᠨᠡᠨᠬᠦ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 

5.ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠨ ᠬᠠᠰᠢᠬᠤ  ᠠᠴᠠ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠪᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ 

ᠨᠢ ᠬᠡᠳᠦᠶᠢᠪᠡᠷ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠤ
ᠬᠠᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠪᠢᠰᠢ ᠪᠣᠯᠪᠠᠴᠤ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠳᠡᠬᠢ ᠡᠨᠡ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠢ 
ᠪᠦᠷᠢᠮᠦᠰᠦᠨ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠰᠢᠭ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠤ

ᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ 
ᠪᠣᠯ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠶᠢᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠪᠤᠯᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠨ ᠠᠪᠬᠤ ᠪᠠ ᠳᠤᠷ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 
ᠦ

ᠵᠡᠭᠳᠡᠯ ᠳᠦ ᠴᠢᠭᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷ ᠤᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠵᠢᠴᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠬᠢ 
ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠢ 
ᠭᠠᠳᠠᠭᠤᠷᠴᠢᠯᠠᠬᠤ 

ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ 
ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠪᠠᠷ 

ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠵᠦᠶ ᠵᠣᠬᠢᠰᠲᠠᠶ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠵᠣᠷᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ 
ᠬᠡᠪᠴᠢᠶ ᠡ ᠪᠠ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷ ᠢ ᠲᠣᠳᠣᠷᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠬᠡᠷᠬᠢᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠵᠢᠴᠢ ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠪᠣᠯᠵᠣ ᠡᠭᠦᠰᠴᠦ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠭᠦᠶᠴᠡᠳ

 
ᠪᠣᠳᠣᠯᠬᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠥ

ᠬᠡᠶ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠪᠤᠰᠤᠳ
 ᠢ ᠭᠠᠳᠠᠭᠤᠷᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠪᠠᠷ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠨᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠨᠢᠭᠡᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠦᠶ ᠶᠣᠰᠣᠨ ᠤ ᠰᠣᠩᠭᠣᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠵᠣ ᠂ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠪᠤᠰᠤᠳ
 ᠢ ᠭᠠᠳᠠᠭᠤᠷᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ 

《

ᠪᠥᠲᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 

》

 ᠪᠠᠷ ᠳᠡᠮᠵᠢᠨ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠳᠡᠭ᠃ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠣᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠣᠨ ᠪᠥᠳᠥᠭᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠴᠢᠶᠠᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ 

ᠣᠨ ᠭᠡᠷ ᠪᠦᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠷᠢᠮ ᠨᠢ ᠤ
ᠷᠢᠳᠴᠢᠯᠠᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠵᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ 

ᠤ
ᠯᠠᠷᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠴᠤ ᠴᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠥ

ᠭᠡᠢ ᠮᠥᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠬᠠᠷᠢᠨ ᠵᠢᠱᠢᠭᠰᠡᠨ ᠬᠠᠷᠠᠯᠲᠠ ᠠᠴᠠ ᠪᠠᠨ ᠰᠠᠯᠵᠤ ᠂ 
ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠢᠶᠠᠷ 

《

ᠲᠣᠣᠷ  ᠬᠦᠴᠢᠷᠳᠡᠯ 

》ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠪᠠ᠃ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠠᠮᠢ 

ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ 

ᠦ
ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ 

ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 

《 ᠲᠤᠰ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ 

》 ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠥᠬᠥᠢ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ 
ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠳᠣᠣᠷᠠᠬᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠤᠨ 
ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠪᠴᠢᠢ ᠡ ᠂ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ 
ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠪᠦᠲᠦᠴᠡ ᠂ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠠᠨ ᠂ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ ᠰᠣᠶᠣᠯ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠤ 

ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠣᠬᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠮᠢᠶ ᠠ ᠪᠥᠬᠥᠢ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠᠭᠠᠯᠲᠠ ᠪᠠ ᠵᠠᠳᠠᠯᠤᠯᠲᠠ 
ᠬᠢᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

5.1 ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ ᠠᠮᠢᠨ ᠰᠤᠳᠠᠰᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠴᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢ ᠶᠢ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠬᠦᠴᠦᠨ 
ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠪᠢᠳᠡᠨ ᠦ ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢ ᠶᠠᠷᠢᠳᠠᠭ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠮᠠᠭᠤᠵᠢᠷᠠᠯ ᠪᠤᠶᠤ 
ᠴᠦᠯᠯᠡᠷᠭᠡᠭᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠩᠬᠠᠷᠳᠠᠭ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠯᠠᠨ ᠶᠠᠩᠵᠤᠲᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠵᠤ ᠂ ᠤ
ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠨᠢᠭᠲᠠᠴᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠥ
ᠨᠳᠥᠷ ᠦᠨ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠵᠤ ᠂ ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠦᠷᠬᠦᠴᠡ 
ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠵᠤ ᠂ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠰᠠᠶᠢᠲᠠᠶ ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠠᠭᠠᠰᠴᠤ ᠂ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠮᠠᠭᠤ ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠵᠦ ᠂ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠥᠷᠥᠰᠥ ᠠᠭᠠᠵᠢᠮ ᠢᠶᠠᠷ ᠢᠯᠡ ᠭᠠᠷᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠪᠠᠰᠠ ᠶᠡᠷᠦ ᠡᠴᠡ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠤ
ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠡᠭᠦᠯ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠮᠠᠰᠢ 

ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠴᠢᠯᠠᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠢᠶᠡᠷ ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠦ ᠦ
ᠶᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠢᠶᠠᠨ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠭᠤᠤᠯ 
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ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠪᠣᠯᠭᠠᠳᠠᠭ᠃ 

《

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠂ ᠤᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠂ ᠠᠮᠢᠳᠠᠨ ᠂ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ 

ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠤ 
ᠲᠤᠬᠠᠢ 

ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ 
ᠪᠠ 

ᠡᠳᠡᠭᠡᠷ 
ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ ᠳᠦ 

ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠦ
ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡ ᠨᠢ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠬᠢ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠤᠨ ᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠯ ᠳᠤ ᠰᠢᠩᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢᠶᠡᠷ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠵᠠᠷᠴᠢᠮ ᠢ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠᠯᠠᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠳᠦ ᠮᠠᠯ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠤ

ᠯᠠᠷᠢᠯ ᠂ 
ᠰᠢᠮ ᠡ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠦᠨ ᠶᠠᠰᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠪᠠ ᠡᠯ ᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠮᠠᠯ ᠤ

ᠨᠤᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠮᠵᠢᠲᠠᠢ ᠬᠡᠮᠵᠢᠢ ᠡ ᠂ 
ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠲᠠᠯᠠᠢ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠪᠰᠢᠨ ᠡᠴᠡ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢ ᠂ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠠᠶᠢᠷᠢ ᠂ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠠ ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠦᠢ ᠂ ᠥ
ᠨᠭᠭᠡ ᠂ ᠬᠥᠷᠥᠰᠥ ᠰᠢᠷᠣᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠂ ᠤ

ᠰᠤᠨ ᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ 
ᠤ

ᠰᠤᠨ ᠤ ᠬᠡᠮᠵᠢᠢ ᠡ ᠂ ᠪᠠᠭᠤᠴᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠯᠠ ᠦ
ᠢᠷ ᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠮᠠᠯ ᠤ

ᠨᠤᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠮᠵᠢᠢ ᠡ 
ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠭᠲᠠᠨ ᠠ 

》᠃ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠳᠦ ᠪᠤᠶᠤ ᠲᠠᠳᠠᠨ ᠦ ᠦ

ᠷᠳᠡᠭ ᠦᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠤ
ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠬᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠠᠯᠢᠪᠠ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠪᠣᠯ ᠴᠥᠮ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ 

ᠪᠣᠯᠤᠰᠢ 
ᠦ

ᠭᠡᠢ 
ᠶᠤᠮ᠃ 

ᠲᠡᠭᠡᠪᠡᠯ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠢ 
ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠤᠤᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠭᠤᠤᠯ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ 
ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ 

ᠴᠤᠬᠤᠮ 
ᠶᠠᠮᠠᠷ 

ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ 
ᠭᠠᠷᠤᠭᠰᠠᠨ 

ᠪᠣᠶ

︖

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠵᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠶᠢ ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠳᠡᠭ ᠪᠤᠢ

︖ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠳᠤ  ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ 
ᠪᠥᠬᠥᠶ ᠠᠰᠠᠭᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠭᠤᠳᠠᠰᠤ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠᠭᠠᠯᠲᠠ ᠬᠢᠵᠦ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠤ

ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠠᠴᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠤᠤᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠲᠤ 
ᠦ

ᠵᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠰᠡᠨ ᠨᠥᠯᠥᠭᠡᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠦ
ᠨᠡᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠤ

ᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠨ ᠵᠠᠳᠠᠯᠪᠠ᠃ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠰᠡᠳᠬᠢᠯ ᠳᠡᠬᠢ 

《

ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠮᠡᠳᠡᠯᠭᠡ 

》

 ᠶᠢ ᠨᠠᠩ ᠢᠯᠡᠭᠦᠦ 
ᠣᠢᠢᠯᠠᠭᠠᠬᠣ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠨᠠᠩ ᠭᠦᠨᠵᠡᠭᠡᠢ 
ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠂ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠢ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢᠯᠠᠵᠤ ᠲᠡᠳᠡᠨᠡᠷ ᠲᠦ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠵᠤ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠮᠠᠭᠤᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠭᠣᠣᠯ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ 

ᠮᠥᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠭᠠᠳ
 ᠶᠠᠷᠢᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠶᠠᠷᠢᠵᠤ ᠥ

ᠭᠪᠡ᠃ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠯ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠪᠠᠷᠢᠭᠠᠳᠠ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠬᠢᠯᠡᠭᠴᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ S 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ( 73 ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠢ )  ᠢ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢᠯᠠᠪᠠ᠃ ᠲᠡᠷᠡ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠪᠡᠨ ᠶᠠᠷᠢᠵᠤ ᠄ 

《 ᠲᠠ 
ᠪᠠᠰᠠ ᠮᠡᠳᠡᠨ ᠡ ᠂ ᠪᠢ ᠪᠣᠯ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠂ ᠪᠢ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠡᠨᠡ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠢ ᠰᠠᠶᠢᠨ 
ᠮᠡᠳᠡᠨ ᠡ᠃ ᠮᠥᠨ ᠯᠡ ᠲᠡᠷᠡ ᠦ

ᠭᠡ ᠂ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠡᠨᠳᠡ ᠬᠤᠷ ᠠ ᠪᠣᠷᠣᠭᠠᠨ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢ ᠭᠠᠩ 

ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠶ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠨᠠᠩ ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠠᠭᠤᠳᠠᠮ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠬᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡ ᠂ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠥ

ᠬᠡᠶ 
ᠰᠢᠯᠵᠢᠵᠦ ᠂ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠯᠡᠨ ᠮᠠᠯᠯᠠᠨ ᠠ᠃ ᠲᠡᠶᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠪᠢ ᠡᠬᠢᠯᠡᠮᠡᠭᠴᠡ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ 
ᠡᠰᠡᠷᠭᠦᠴᠡᠨ ᠡ᠃ ᠪᠢ ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠶᠢᠨ ᠣᠶᠢᠶ ᠠ ᠳᠤ ᠠᠶᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠲᠤᠤᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ 
ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠭᠠᠷᠤᠨ ᠠ ᠭᠡᠵᠦ ᠪᠣᠳᠣᠵᠤ ᠪᠠᠶᠭᠰᠠᠨ᠃ ᠲᠠ ᠦ

ᠵᠡ᠂ ᠣ
ᠳᠣ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠭᠠᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠪᠢᠵᠡ᠂  

ᠴᠢ ᠪᠣᠳᠣ ᠳᠠ ᠂ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠤᠯᠠᠷᠢᠯ ᠳᠤ ᠴᠦᠳᠡᠩ ᠦᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠴᠠᠭ ᠰᠢᠭ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠦ 
ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠮᠠᠯᠵᠢᠵᠤ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠭᠢᠰᠬᠢᠯᠡᠨ ᠡ ᠂ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠦᠦ

︖ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠰᠡᠷᠭᠦᠬᠦ 
ᠵᠠᠪᠰᠢᠶᠠᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃ ᠮᠠᠯ ᠠᠮᠢᠳᠤ ᠂ ᠥ
ᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠠᠭᠤᠮ ᠠ ᠪᠢᠰᠢ ᠂ ᠲᠡᠷᠡ ᠵᠠᠪᠠᠯ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠵᠠᠭᠤ ᠵᠢᠷᠠᠨ 

ᠲᠠᠪᠤᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠢᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠤ
ᠰᠤ ᠦ

ᠦᠭᠤᠨ ᠠ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠨᠢᠭᠡ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ 

ᠭᠢᠰᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠨᠠᠭᠠᠰᠢ ᠴᠠᠭᠠᠰᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠶᠠᠪᠤᠪᠠᠯ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠳᠠᠰᠴᠤ ᠲᠠᠶᠢᠯᠤᠨ ᠠ ᠦᠦ

︖ 
ᠶᠡᠬᠡ ᠠᠷᠪᠢᠨ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠂ ᠤ

ᠷᠭᠤᠬᠤ ᠠᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠢᠳᠡᠭᠳᠡᠪᠡ᠃ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠭᠠᠩ ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠶ ᠵᠢᠯ 
ᠲᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠪᠠᠯ ᠨᠠᠩ ᠮᠠᠭᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ ᠨᠠᠩ ᠬᠤᠷᠳᠤᠨ ᠨᠠᠩ ᠠᠷᠪᠢᠨ 
ᠭᠦᠶᠦᠨ ᠡ ᠂ ᠤ

ᠴᠢᠷ ᠨᠢ ᠲᠡᠷᠡ ᠡᠷᠢᠵᠦ ᠪᠠᠶᠨ ᠠ ᠂ ᠲᠡᠷᠡ ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠡᠷᠢᠵᠦ ᠂ 

ᠭᠡᠳᠡᠰᠦ ᠪᠡᠨ ᠳᠦᠭᠦᠷᠭᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠣᠳᠣᠨ ᠠ ᠂ ᠢᠩᠭᠢᠪᠡᠯ ᠲᠡᠷᠡ ᠡᠩ ᠦᠨ ᠦ
ᠶ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠨᠠᠩ ᠠᠷᠪᠢᠨ 

ᠭᠢᠰᠬᠢᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠰᠡᠭᠦᠯ ᠳᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠭᠠᠳᠠᠷᠭᠤ ᠪᠦᠷ ᠬᠠᠲᠠᠭᠤᠷᠠᠨ ᠠ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠂ 
ᠲᠠᠰᠤᠷᠠᠯᠲᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠲᠠᠯᠬᠢᠳᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠢᠳᠡᠰᠢ ᠢᠳᠡᠬᠦ ᠤ
ᠴᠢᠷ ᠠᠴᠠ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ ᠬᠤᠪᠠᠬᠠᠶ ᠡᠪᠡᠰᠦ 

ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠬᠦ ᠪᠣᠯᠤᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠠᠷᠢᠯᠪᠠ ᠂ ᠪᠦᠬᠦ ᠵᠤᠷᠭᠠᠨ ᠠᠭᠤᠯᠠᠨ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠪᠠ ᠂ ᠣᠳᠣ 
ᠲᠡᠭᠰᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠴᠠᠰᠤ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠵᠦ ᠳᠡᠶᠯᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃ ᠣᠲᠣ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠣᠯᠠᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ 
ᠰᠠᠯᠬᠢᠯᠠᠮᠠᠭᠴᠠ 

ᠰᠢᠷᠣᠶ 
ᠬᠡᠶᠢᠰᠦᠭᠰᠡᠨ 

ᠨᠢ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠬᠤᠪᠠᠬᠠᠶ 
ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ 

ᠳᠠᠪᠬᠤᠷᠭ ᠠ 
ᠥ

ᠬᠡᠶ 
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ᠪᠣᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ ᠂ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠢᠯᠡ ᠭᠠᠷᠤᠭᠰᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ᠃ ᠲᠠ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 
ᠦ

ᠵᠡᠭᠡᠷᠡᠶ ᠂ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠡᠯᠡᠰᠦᠨ ᠰᠢᠷᠣᠶ ᠭᠠᠷᠴᠤ ᠢᠷᠡᠯ ᠡ ᠂ ᠣᠨᠴᠠᠭᠠᠶᠯᠠᠨ ᠵᠠᠮ ᠣᠯᠠᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ 
( ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ) ᠪᠦᠷᠢᠮᠦᠰᠦᠨ ᠡᠯᠡᠰᠦ ᠪᠠ ᠭᠤᠤ᠃ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ  
ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠳᠥᠷᠪᠡᠨ ᠤ

ᠯᠠᠷᠢᠯ ᠳᠤ ᠬᠠᠮᠢᠭ ᠠ ᠴᠤ ᠣᠴᠢᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠳᠡᠮ ᠡᠨᠡ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ 

ᠢᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠢ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠶᠢ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠵᠦ ᠳᠠᠶᠯᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃ ᠪᠢᠳᠡ ᠢᠩᠭᠢᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠶᠢ 

ᠮᠡᠳᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠭᠠᠳ
 ᠂ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠰᠢᠳᠡ ᠂ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠰᠡᠭᠦᠯ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠴᠦ ᠢᠳᠡᠭᠦᠯᠬᠦ 
ᠥ

ᠬᠡᠶ᠃ ᠠᠶ ᠂ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠮᠠᠯ ᠣᠨᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ ᠣᠯᠵᠤ ᠦ

ᠵᠡᠪᠡ ᠂ ᠦ
ᠨᠡᠬᠡᠷ ᠬᠥᠭᠡᠷᠦᠬᠦᠶ᠂  ᠡᠳᠦᠷᠵᠢᠨ 

ᠨᠠᠰᠢ ᠴᠠᠰᠢ ᠭᠦᠶᠦᠭᠡᠳ
 ᠭᠡᠳᠡᠰᠦ ᠪᠡᠨ ᠳᠦᠭᠦᠷᠭᠡᠵᠦ ᠳᠡᠶᠢᠯᠬᠦ ᠥ

ᠬᠡᠶ᠃ ᠤ
ᠳᠤ ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠭᠡᠵᠦ 

ᠬᠡᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠂ ᠮᠠᠭᠤ ᠡᠪᠡᠰᠦ ( ᠮᠠᠭᠤ ᠡᠪᠡᠰᠦ )  ᠶᠢ ᠪᠠᠰᠠ ᠢᠳᠡᠵᠦ ᠴᠠᠳᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ 
ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠪᠦᠷ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠢ ᠪᠢᠰᠢ ᠦᠦ

︖ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠤ

ᠴᠢᠷ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠰᠢᠳᠡ᠃ 
5.2 ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ  ᠤ  ᠨᠥᠯᠥᠭᠡ 
ᠣᠯᠠᠨ ᠤ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡᠵᠢ ᠪᠡᠷ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠪᠣᠯ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 

ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠬᠦᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠮᠥᠨ᠃ ᠥ
ᠷᠭᠡᠨ ᠠᠭᠤᠳᠠᠮ ᠥ

ᠪᠥᠷ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠨᠢ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠳᠤ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠰᠠᠶᠢᠲᠠᠶ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠬᠠᠩᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠢᠶᠠᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ 
ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠪᠠᠰᠠ ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯᠲᠦ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠳᠤ ᠠᠮᠤᠷ ᠲᠠᠶᠢᠪᠤᠩ ᠣᠷᠣᠰᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠬᠤ 
ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠬᠠᠩᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠲᠡᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡᠪᠡᠰᠦᠨ ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯᠲᠦ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠨᠢ 
ᠪᠠᠰᠠ ᠮᠢᠬᠠᠴᠢᠨ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ ᠣᠷᠣᠰᠢᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠦ

ᠷᠡᠵᠢᠬᠦ ᠳᠦ ᠡᠯᠪᠡᠭ ᠳᠡᠯᠪᠡᠭ 
ᠪᠣᠳᠠᠰ ᠤᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠶᠢ ᠬᠠᠩᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠵᠦᠶᠯ ᠣᠯᠠᠨ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠮᠲᠤᠯᠢᠭ ᠢ ᠪᠣᠶ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠠᠶ᠃ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠳᠠᠯ ᠪᠥᠬᠥᠶ ᠮᠠᠲ᠋ᠧᠷᠢᠶᠠᠯ ᠠᠴᠠ ᠦ

ᠵᠡᠪᠡᠯ ᠰᠢᠯᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠭᠤᠤᠯ ᠤᠨ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠷᠢᠶᠠᠲᠠᠨ ᠵᠢᠭᠦᠷᠲᠡᠨ ᠦ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠦᠨ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ 
ᠵᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠂ ᠴᠢᠨᠣ ᠠ ᠂ ᠦ

ᠨᠡᠭᠡ ᠂ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠠᠤᠯᠠᠢ ᠂ ᠠᠯᠠᠭᠳᠠᠭ ᠠ ᠂ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠪᠦᠷᠭᠦᠳ
 ᠂ 

ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠴᠠᠶ ᠂ ᠱᠠᠭᠠᠵᠠᠭᠠᠶ ᠂ ᠬᠥᠬᠥᠭᠡ ᠂ ᠣᠭᠣᠯᠢ ᠂ ᠪᠢᠯᠵᠤᠤᠬᠠᠶ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠥ

ᠷᠭᠡᠨ 
ᠲᠠᠷᠬᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 20 ᠳᠤᠭᠠᠷ ᠵᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠵᠢᠷᠠᠭᠠᠳ

 ᠣᠨ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠵᠡᠭᠡᠷ ᠡ 

ᠰᠦᠷᠦᠭᠯᠡᠨ ᠰᠦᠷᠦᠭᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠪᠤᠰᠤᠳ
 ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠪᠠᠰᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠨ ᠠ᠃ 

ᠲᠡᠭᠡᠪᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ ᠪᠠᠭᠠᠰᠤᠯ ᠨᠢ 

ᠴᠤᠬᠤᠮ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠡᠭᠦᠰᠦᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠶ

︖ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠣᠣᠷ 
ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠪᠣᠯ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠪᠠᠭᠠᠰᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠭᠣᠣᠯ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠭᠡᠵᠦ ᠣᠯᠠᠩᠬᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 
ᠬᠡᠯᠡᠳᠡᠭ᠃

 
ᠡᠶᠮᠦ 

ᠠᠰᠠᠭᠤᠯᠲᠠ ᠲᠠᠶ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢ 

ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠵᠤ 
ᠳᠠᠬᠢᠨ 

S 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠲᠤ 
ᠠᠶᠯᠴᠢᠯᠠᠪᠠ᠃ ᠬᠡᠯᠡᠯᠭᠡᠨ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠲᠡᠷᠡ ᠪᠠᠰᠠ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ 
ᠪᠠᠭᠠᠰᠤᠭᠰᠠᠨ ᠭᠤᠤᠯ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠭᠡᠵᠦ ᠦ

ᠵᠡᠵᠦ ᠪᠠᠶᠨ ᠠ᠃ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢ ᠠᠴᠠ 

《 ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠭᠠᠳ
 

ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠪᠠᠭᠠᠰᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠭᠤᠤᠯ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ 

ᠭᠡᠵᠦ ᠦ
ᠵᠡᠳᠡᠭ ᠪᠣᠶ 

》 ᠭᠡᠵᠦ ᠠᠰᠠᠭᠤᠭᠰᠠᠨ ᠳᠤ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ S ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠪᠡᠨ 

ᠰᠤᠯᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠪᠠ᠃ 
S ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠄ 

《

ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦ ᠳᠠᠯᠠᠭᠠᠳ

 ᠣᠨ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠡᠨᠳᠡ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠨ ᠂ ᠨᠠᠶᠠᠭᠠᠳ

 ᠣᠨ ᠳᠤ ᠴᠤ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠣᠯᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠶ᠃ ᠵᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠂ 

ᠴᠢᠨᠣ ᠠ ᠂ ᠦ
ᠨᠡᠭᠡ ᠂ ᠲᠠᠤᠯᠠᠢ ᠮᠡᠲᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠳ

 ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢ ᠡᠪᠦᠯ ᠴᠠᠰᠤ ᠣᠷᠣᠵᠤ ᠂ ᠬᠠᠶᠠ ᠰᠠᠶᠢᠨ 

ᠮᠣᠷᠢ ᠤ
ᠨᠤᠵᠤ ᠂ ᠠᠪᠠ ᠶᠢᠨ ᠨᠣᠬᠠᠢ ᠪᠠᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠᠪᠠ ᠳᠤ ᠭᠠᠷᠬᠤ ᠨᠢ ᠴᠦ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠦᠢᠯ ᠦᠨ ᠵᠢᠷᠭᠠᠯ 

ᠭᠡᠵᠦ ᠬᠡᠯᠡᠳᠡᠭ᠃ ᠭᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠣᠲᠣ ᠶᠠᠭᠤ ᠴᠤ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠪᠣᠯᠴᠢᠬᠠᠭᠰᠠᠨ ᠂ ᠬᠤᠯᠤᠭᠠᠨ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠥ

ᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠠᠭᠤ ᠴᠤ 
ᠣᠯᠵᠤ ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠪᠣᠯᠴᠢᠬᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠢᠭ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠵᠢᠯ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠦ

ᠨᠡᠭᠡ ᠂ 
ᠲᠠᠤᠯᠠᠢ ᠂ ᠴᠢᠨᠣ ᠠ ᠮᠡᠲᠦ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠬᠠᠷᠠᠭᠳᠠᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠰᠢᠪᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠴᠦ ᠠᠳᠠᠯᠢᠬᠠᠨ ᠂ 
ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦ ᠮᠥᠩᠭᠥᠨ ᠠᠷᠪᠢᠨ ᠬᠠᠶᠢᠷᠠᠭᠤᠴᠠᠶ ᠂ ᠪᠢᠯᠵᠤᠤᠬᠠᠶ ᠂ ᠱᠠᠭᠠᠵᠠᠭᠠᠶ ᠂ ᠬᠥᠬᠥᠭᠡ ᠂ 
ᠤ

ᠭᠤᠯᠢ ᠂ ᠡᠯᠢᠶ ᠡ ᠂ ᠱᠣᠩᠬᠣᠷ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠶᠢᠵᠠᠶ᠃ ᠵᠤᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠮᠠᠰᠢ ᠣᠯᠠᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠰᠢᠪᠠᠭᠤ ᠂ 
ᠭᠠᠯᠠᠭᠤ ᠂ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠠᠶ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠂ ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠣᠳᠣ ᠪᠢᠯᠵᠤᠤᠬᠠᠶ ᠪᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠱᠠᠭᠠᠵᠠᠭᠠᠶ ᠠᠴᠠ ᠥ

ᠭᠡᠷ ᠡ 
ᠰᠢᠪᠠᠭᠤ ᠪᠠᠷᠤᠭ ᠪᠦᠷ ᠣᠯᠵᠤ ᠦ

ᠵᠡᠬᠦ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ᠃ ᠬᠠᠷᠢᠶᠠᠴᠠᠶ ᠪᠠᠰᠠ ᠳᠡᠮᠡᠶ ᠢᠷᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃ 
ᠡᠭᠦᠨ ᠢ ᠰᠣᠨᠣᠰᠤᠭᠠᠳ

 ᠪᠢ ᠄ 

《 ᠲᠡᠭᠡᠪᠡᠯ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠭᠠᠳ
 ᠣᠲᠣ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠢᠩᠭᠢᠵᠦ 

ᠴᠥᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠣᠶ 

︖ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠬᠡᠳᠦᠶ ᠶᠡᠬᠡ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠪᠤᠢ

︖ 
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ᠨᠠᠰᠤᠲᠠᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭᠠᠰᠢᠷᠠᠮᠠᠭᠴᠠ ᠄ 

《

ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠤ ᠴᠥᠭᠡᠷᠡᠬᠦ ᠨᠢ ᠬᠡᠯᠡᠯᠭᠡᠨ ᠥ
ᠬᠡᠶ 

ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠶᠤᠮ ᠂ ᠵᠡᠷᠯᠢᠭ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠶᠡᠷᠦ ᠨᠢ 
ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠠᠶᠤᠳᠠᠭ ᠂ ᠲᠡᠷᠡ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠢ ᠦ

ᠵᠡᠮᠡᠭᠴᠡ ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠢ ᠣᠯᠵᠤ ᠦ
ᠵᠡᠬᠦ ᠥ

ᠬᠡᠶ 
ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠲᠤ ᠣᠴᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦ ᠪᠢᠳᠡ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠯᠡᠬᠦ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠢ ᠣᠷᠳᠣ 
ᠬᠤᠭᠤᠴᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠣᠴᠢᠬᠤ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠂ ᠢᠯᠠᠩᠭᠤᠶ ᠠ ᠡᠪᠦᠯᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠢ ᠡᠪᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠨ 
ᠦ

ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠬᠦ ᠶᠢᠨ ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠵᠣᠨ ᠤ ᠤ
ᠯᠠᠷᠢᠯ ᠳᠤ ᠡᠪᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨᠠᠬᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠭ ᠂ 

ᠢᠩᠭᠢᠭᠡᠳ
 ᠠᠮᠢᠲᠠᠳ

 ᠡᠪᠦᠯᠵᠢᠶ ᠡ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠭᠥᠷᠳᠡᠭ᠃ ᠣᠲᠣ ᠬᠠᠷᠢᠨ ᠪᠥᠬᠥ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠬᠤᠪᠢ 
ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠳᠦ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠵᠤ ᠥ

ᠭᠴᠡᠶ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠬᠤᠪᠢ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠲᠤᠤᠷ ᠢᠶᠠᠷ 

ᠬᠠᠰᠢᠵᠤ ᠂ ᠲᠤᠤᠷ ᠳᠣᠲᠣᠷ ᠠ ᠬᠡᠷ ᠪᠠᠷᠢᠵᠤ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠵᠠᠶ ᠂ ᠨᠢᠭᠡ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠭᠤᠷᠪᠠᠨ ᠵᠠᠭᠤ ᠵᠢᠷᠠᠨ ᠲᠠᠪᠤᠨ 
ᠬᠣᠨᠣᠭ ᠲᠤ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠠᠶᠢ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠂ ᠮᠠᠰᠢᠨ ᠲᠡᠷᠭᠡ ᠪᠤᠶᠤ ᠮᠣᠲ᠋ᠣᠷ ᠲᠡᠷᠭᠡ ᠲᠠᠭᠤ 
ᠭᠠᠷᠴᠤ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠰᠦᠷᠦᠭ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠠᠶᠢ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠶᠠᠪᠤᠵᠤ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ ᠂ ᠵᠡᠷᠯᠢᠭ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠯᠠᠪ ᠰᠠᠭᠤᠬᠤ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ᠃ ᠡᠭᠦᠨ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠂ ᠣᠲᠣ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠰᠠᠶᠢ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠂ 

ᠵᠡᠷᠯᠢᠭ ᠠᠮᠢᠲᠠᠨ ᠶᠠᠭᠠᠷᠠᠨ ᠭᠦᠶᠦᠭᠰᠡᠭᠡᠷ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠮᠥᠷᠭᠥᠭᠡᠳ
 ᠰᠢᠷᠬᠠᠲᠤᠴᠢᠬᠠᠵᠠᠶ ᠂ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠨᠢ 

ᠥ
ᠷᠭᠡᠰᠦ ᠲᠡᠶ ᠲᠤᠤᠷ ᠂ ᠨᠠᠩ ᠮᠠᠭᠤ᠃ ᠪᠢ ᠨᠢᠭᠡ ᠨᠢᠳᠦ ᠨᠢ ᠰᠣᠬᠣᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠲᠠᠤᠯᠠᠢ ᠶᠢ ᠬᠠᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠂ 

ᠥ
ᠷᠭᠡᠰᠦ ᠲᠡᠶ ᠲᠤᠤᠷ ᠲᠠᠶ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠮᠥᠷᠭᠥᠴᠢᠬᠡᠭᠰᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠬ ᠠ᠃ ᠰᠢᠪᠠᠭᠤᠨ ᠤ ᠲᠥᠷᠥᠯ ᠪᠠᠭᠠᠰᠬᠤ 

ᠨᠢ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠰᠢᠭᠤᠳ
 ᠬᠣᠯᠪᠣᠭ ᠠ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠮᠡᠳᠡᠨ ᠡ᠃ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠶᠢ 
ᠪᠠᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠡᠯ ᠡ ᠵᠦᠶᠯ ᠦᠨ ᠰᠢᠯᠲᠠᠭᠠᠨ ᠠᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠣ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠮᠠᠭᠤᠳᠠᠵᠤ ᠂ ᠪᠤᠯᠠᠭ ᠤᠨ ᠤ

ᠰᠤ ᠂ 
ᠭᠣᠷᠣᠬ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠰᠤ ᠠᠷᠢᠯᠵᠤ ᠂ ᠰᠢᠪᠠᠵᠢ ᠴᠤ ᠴᠥᠭᠡᠷᠡᠵᠡᠶ ᠂ ᠬᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠳᠤ ᠮᠠᠯ ᠣᠨᠣᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠦ

ᠬᠦᠳᠡᠯ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠪᠣᠯᠵᠣ ᠂ ᠢᠳᠡᠬᠦ ᠶᠠᠭᠤᠮ ᠠ ᠴᠤ ᠣᠯᠳᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠪᠡᠷᠬᠡ ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ᠃ ᠲᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠂ ᠰᠢᠪᠠᠭᠤ 

ᠪᠠᠰᠠ ᠢᠷᠡᠬᠦ ᠦ
ᠭᠡᠢ᠃ 

》᠃ 
5.3 ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢ 
ᠬᠡᠰᠡᠭ 

ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ 
ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠭᠠᠩ 

ᠬᠠᠭᠰᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠪᠠ 
ᠴᠠᠭᠠᠨ 

ᠵᠤᠳ
 

ᠵᠡᠷᠭᠡ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠭᠠᠷᠳᠠᠭ ᠨᠢ ᠮᠣᠩᠭᠣᠯ ᠤᠨ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷᠯᠢᠭ ᠦᠨ ᠲᠡᠩᠴᠡᠭᠦᠷᠢᠲᠦ ᠪᠤᠰᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠮᠢ 

ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠳᠡᠬᠢ 

ᠲᠦᠭᠡᠮᠡᠯ 
ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ 

ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ 

ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ 
ᠲᠣᠬᠢᠶᠠᠯᠳᠤᠵᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ 

ᠠᠷᠭᠠᠴᠠᠬᠤ 
ᠪᠣᠯ 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠤᠳᠤᠮ ᠤᠨ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠡᠰᠡᠭ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠡᠳ᠋ ᠪᠠᠶᠠᠯᠢᠭ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠮᠠᠯ 

ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢ ᠰᠢᠭᠤᠳ
 ᠳᠠᠭᠠᠷᠢᠵᠤ ᠬᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠭᠠᠩ ᠬᠠᠭᠰᠠᠷᠭᠠᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ 

ᠵᠤᠳ
 ᠢᠶᠠᠷ ᠭᠣᠣᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ ᠬᠡᠷᠬᠢᠨ ᠠᠷᠭᠠᠴᠠᠬᠤ ᠂ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠠᠴᠠ ᠴᠠᠭ 

ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠳᠤᠨᠢ ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠠᠮᠤᠷ ᠲᠦᠪᠰᠢᠨ ᠢ ᠬᠡᠷᠬᠢᠨ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠬᠤ ᠨᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ ᠠᠪᠴᠤ 

ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠲᠤᠶᠢᠯ ᠤᠨ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠨᠢᠭᠡ ᠭᠣᠭᠴᠣᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠣᠲᠣ ᠪᠣᠯᠲᠠᠯ ᠠ ᠤ
ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠬᠡᠪ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ ᠭᠤᠤᠯ ᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠳᠠᠬᠤᠨ ᠪᠠ ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢ ᠨᠢ ᠬᠡᠷᠬᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠠᠴᠠ 
ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 

ᠲᠣᠭᠲᠠᠴᠠ ᠳᠤ 
ᠪᠣᠶ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠤ
ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ 

ᠮᠠᠯ 
ᠠᠵᠤ 

ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠳᠦ ᠂ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠲᠣᠭᠲᠠᠴᠠ ᠨᠢ ᠭᠤᠤᠯᠳᠠᠭᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠠᠴᠠ 

《 ᠢᠳᠡᠪᠬᠢᠲᠡᠶ ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 

》  ᠶᠢ ᠵᠢᠭᠠᠵᠤ ᠪᠣᠶ᠃ 

《 ᠢᠳᠡᠪᠬᠢᠲᠡᠢ 

》 ᠭᠡᠳᠡᠭ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠶᠢᠨ ᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠴᠢᠢ ᠡ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷ ᠵᠢᠴᠢ ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠨ ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠲᠡᠶ ᠵᠥᠪᠳᠡᠯᠴᠡᠵᠦ ᠂ ᠶᠠᠮᠠᠷ 
ᠨᠢᠭᠡᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠣᠷᠣᠨ ᠢ ᠰᠣᠩᠭᠣᠵᠤ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠲᠠᠶ ᠪᠠᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠯᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠬᠡᠯᠡᠨ ᠡ᠃ ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠳᠠᠷᠤᠢ 
ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠦᠨ ᠬᠡᠯᠡᠳᠡᠭ ᠣᠲᠣᠷ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠳᠡᠭᠡᠷᠡᠬᠢ ᠬᠠᠳᠤᠯᠠᠩ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠤᠷ ᠠ ᠲᠣᠨᠣᠳᠠᠰᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠵᠢᠴᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠤᠨ ᠭᠠᠳᠠᠷᠭᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠠᠴᠠ ᠪᠣᠯᠵᠤ ᠯᠤᠲᠤ ᠶᠡᠬᠡ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠦᠰᠡ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠵᠥᠷᠢᠶ ᠡ ᠭᠠᠷᠳᠠᠭ᠃ ᠶᠠᠭ 
ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠵᠥᠷᠢᠶ ᠡ ᠨᠢ ᠪᠠᠰᠠ 

《 ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 

》 ᠪᠣᠯᠤᠮᠵᠢ ᠪᠠ ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠰᠢ ᠦ
ᠭᠡᠶ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠬᠠᠩᠭᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ ᠠᠪᠴᠤ ᠬᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠡᠪᠦᠯᠵᠢᠬᠦ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠠᠵᠢᠯ ᠨᠢ ᠵᠤᠨ ᠤ ᠤ

ᠯᠠᠷᠢᠯ 
ᠳᠠᠭᠤᠰᠬᠤ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠡᠴᠡ ᠡᠬᠢᠯᠡᠵᠦ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠯᠠᠨ ᠵᠤᠨ ᠤ ᠤ
ᠯᠠᠷᠢᠯ ᠤᠨ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠦᠨ ᠠᠶᠠᠨ ᠳᠤ ᠤ

ᠢᠢᠷ ᠠ 
ᠬᠠᠪᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠠᠵᠢᠭᠯᠠᠨ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠡᠷᠬᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠵᠢᠴᠢ ᠠᠯᠤᠰ 
ᠬᠤᠯᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠲᠠᠶ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠬᠤ ᠂ ᠬᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠬᠤ ᠪᠠ ᠶᠠᠷᠢᠯᠴᠠᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠲᠠᠮᠵᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠮᠠᠯ 
ᠰᠦᠷᠦᠭ ᠦᠨ ᠢᠶᠡᠨ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠣᠶᠢᠯᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠦ

ᠶ ᠡ ᠳᠦ ᠣᠲᠣᠷ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯᠯᠡᠳᠡᠭ᠃ 

− 60 −



ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠲᠤᠲᠤᠮ ᠤᠨ ᠬᠦᠢᠲᠡᠨ ᠤ
ᠷᠤᠰᠬᠠᠯ ᠶᠠᠷᠢᠶᠠᠨ ᠳᠤ ᠯᠠᠪᠲᠠᠶ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠵᠢᠴᠢ 

ᠪᠣᠷᠣᠭᠠᠨ ᠤ ᠤ
ᠰᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠪᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠡᠨᠡᠬᠦ 

ᠤ
ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠬᠤ 

ᠪᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠨ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ ᠪᠦᠬᠦ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ 
ᠨᠠᠶᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 

ᠲᠦᠭᠡᠮᠡᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠠᠳ
 ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ ᠣᠷᠣᠰᠢᠬᠤ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢ ᠪᠠᠨ ᠪᠦᠷᠢᠮᠦᠰᠦᠨ ᠠᠯᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠪᠤᠶᠤ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ 
ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠨᠢ ᠴᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠤ

ᠤᠯ ᠤᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠰᠢᠨᠵᠢ ᠶᠢ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠪᠤᠶᠤ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠴᠢᠳᠠᠬᠤ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠶᠤᠮ ᠂ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠮᠥᠨ ᠯᠡ ᠭᠠᠩ ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠶ ᠪᠠ ᠡᠯᠡᠰᠦ ᠲᠣᠭᠣᠰᠣᠨ ᠤ ᠲᠠᠭᠠᠷᠢᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠤ

ᠴᠠᠷᠠᠵᠤ ᠂ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠮᠥᠨ ᠯᠡ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶᠡᠬᠡᠲᠡᠶ ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠨᠡᠮᠡᠭᠳᠡᠭᠰᠡᠨ ᠡᠴᠡ 
ᠪᠢᠰᠢ ᠪᠠᠭᠤᠷᠠᠭᠰᠠᠨ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠶᠤᠮ ᠂ 

《

ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ 

》 ᠂ 

《

ᠬᠠᠷ ᠠ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ 

》 ᠮᠥᠨ ᠯᠡ 
ᠰᠣᠯᠪᠢᠴᠠᠨ ᠣᠷᠣᠰᠢᠵᠤ ᠂ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠯᠲᠠ ᠶᠡᠬᠡᠲᠡᠶ ᠪᠠᠶᠢᠭᠰᠠᠭᠠᠷ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠂ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ 
ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠵᠠᠳᠠᠷᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠯᠳᠤᠨ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠪᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠤᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠤᠨ ᠳᠤᠤᠷ ᠠ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 
ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠨ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠬᠢᠯᠠᠵᠤ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠯᠠ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ᠃ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ ᠂ 
ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠨ ᠠᠪᠬᠤ ᠪᠠᠷ ᠭᠤᠤᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ 
ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠂ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠳᠤᠨᠢ ᠪᠠᠰᠠ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠲᠣᠯᠣᠭᠠᠶ ᠶᠢ ᠪᠠᠭᠠᠰᠬᠠᠬᠤ ᠂ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠬᠦ 
ᠪᠠ ᠮᠠᠯ ᠢ ᠰᠢᠯᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠳᠡᠭ᠃ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠲᠣᠣᠷᠯᠠᠨ ᠲᠤᠤᠷᠯᠠᠬᠤ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤᠤᠷ ᠠ 
ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ 
ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠢ 

ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ 
ᠪᠤᠶᠤ 

ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠠᠴᠠ 
ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠬᠤ 

ᠦ
ᠶᠯᠡ 

ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠲᠤᠬᠠᠶ 
ᠪᠢᠳᠡ 

ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦ 

ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠵᠤ 
ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ 
S 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠢ 

ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠢᠶᠡᠷ ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠪᠡᠨ ᠶᠠᠷᠢᠭᠤᠯᠪᠠ᠃ 

ᠲᠡᠷᠡ ᠄ 
《

ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠣᠣᠷ ᠲᠠᠲᠠᠬᠤ ᠠᠴᠠ ᠡᠮᠦᠨ ᠡ ᠪᠢᠳᠡ ᠣᠯᠠᠩᠬᠢ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ 

〈

ᠣᠲᠣᠷ 
〉

 ᠢ ᠠᠰᠢᠭᠯᠠᠨ ᠭᠠᠩ ᠬᠠᠭᠰᠠᠷᠭᠠᠨ ᠪᠤᠶᠤ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠵᠤᠳ
 ᠠᠴᠠ ᠵᠠᠶᠢᠯᠠᠳᠠᠭ᠃ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ 

ᠮᠠᠯ ᠤ
ᠨᠤᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠢ ᠪᠥᠭᠡᠳ

 ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠬᠦ ᠳᠦ ᠴᠦ ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠢ ᠂ ᠵᠣᠭᠣᠰ ᠮᠥᠩᠭᠥ 
ᠪᠠᠭ ᠠ ᠵᠠᠷᠤᠴᠠᠭᠤᠯᠳᠠᠭ᠃ ᠪᠢ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠡᠯᠡᠵᠦ ᠥ

ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠂ ᠲᠤᠶᠯ ᠦᠨ ᠭᠠᠩ ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠶ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠦ 
ᠦ

ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ ᠮᠠᠯᠯᠠᠬᠤ ᠨᠢ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠮᠠᠭᠤ ᠂ ᠬᠡᠷᠪᠡ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠵᠢᠯ ᠨᠢ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠨ 

ᠭᠠᠩᠳᠠᠪᠠᠯ ᠨᠠᠩ ᠮᠠᠭᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠳᠦ ᠭᠠᠩ ᠬᠠᠭᠰᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠵᠢᠯ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠪᠦᠷᠢ ᠶᠡᠬᠡ 

ᠪᠠᠷᠢᠭᠠᠳᠠ ᠪᠤᠶᠤ ᠰᠤᠮᠤᠨ ᠤ ᠤ
ᠳᠤᠷᠢᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠲᠤᠰᠬᠠᠶᠢᠯᠠᠨ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠬᠥᠮᠦᠰ ᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠡᠷᠬᠢᠨ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠪᠤᠶᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡᠯᠡᠳᠡᠭᠡ ᠰᠤᠮᠤ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠶᠢᠴᠠᠭᠠᠨ ᠦ
ᠵᠡᠵᠦ ᠴᠢᠨᠠᠭᠰᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠠᠶᠢᠮᠠᠭ ᠬᠣᠲᠠ 
ᠬᠣᠰᠢᠭᠤ ᠰᠢᠶᠠᠨ ᠳᠤ ᠣᠴᠢᠵᠤ 

〈 ᠣᠲᠣᠷ 

〉  ᠢ ᠡᠷᠢᠳᠡᠭ ᠪᠠᠶᠢᠪᠠ᠃ ᠲᠠᠳᠠ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠣᠯᠤᠭᠠᠳ
 

ᠢᠷᠡᠪᠡᠯ ᠪᠢᠳᠡ ᠵᠢᠭᠠᠬᠠᠨ ᠪᠡᠯᠡᠳᠬᠡᠯ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠶᠠᠪᠤᠴᠢᠬᠠᠨ ᠠ ᠂ ᠵᠣᠷᠢᠭᠰᠠᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠭ ᠢᠶᠡᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠵᠤ 

ᠠᠷᠪᠠᠭᠠᠳ
 ᠬᠣᠨᠣᠭ ᠶᠠᠪᠤᠪᠠᠯ ᠬᠦᠷᠴᠢᠬᠡᠨ ᠡ ᠂ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠳᠠᠭᠠᠨ ᠰᠠᠷ ᠠ ᠣᠷᠴᠢᠮ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠭ᠃ ᠣᠲᠣ 

ᠬᠠᠮᠢᠭ ᠠ ᠠᠴᠠ 
ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ 

ᠣᠲᠣᠷ 
ᠪᠣᠶ 

ᠬᠥᠮᠦᠰ 
ᠥ

ᠪᠡᠷ 
ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢᠶᠡᠨ 

ᠲᠤᠤᠷ ᠢᠶᠠᠷ 
ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠶᠠᠪᠤᠶ ᠠ ᠭᠡᠳ

 ᠶᠠᠪᠤᠵᠤ ᠳᠡᠶᠢᠯᠬᠦ ᠥ
ᠬᠡᠶ ᠂ ᠪᠤᠰᠤᠳ

 ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠴᠢᠮᠠᠶᠢ ᠥ
ᠪᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠲᠦ ᠪᠡᠨ ᠣᠷᠣᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠮᠵᠢ ᠥ
ᠬᠡᠶ᠃ ᠲᠩᠷᠢ ᠪᠣᠷᠣᠭᠠᠨ ᠣᠷᠣᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠂ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠣᠷᠭᠣᠬᠤ 
ᠨᠢ ᠮᠠᠭᠤ ᠂ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠬᠤ ᠪᠤᠢ

︖ ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠬᠠᠭᠤᠷᠠᠢ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠨ ᠠᠪᠤᠨ ᠠ ᠂ 
ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠵᠢᠯ ᠡᠴᠡ ᠵᠢᠯ ᠦ

ᠨᠡᠲᠡᠢ ᠂ ᠵᠠᠷᠢᠮ ᠣᠶᠢᠶ ᠠ ᠳᠤ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠨ ᠠᠪᠴᠤ 
ᠳᠠᠶᠯᠠᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ᠃ ᠮᠠᠯ ᠢᠶᠠᠨ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠴᠤ ᠪᠦᠬᠦᠨ ᠢ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠢᠵᠡ ᠂ 

ᠪᠦᠬᠦᠨ ᠢ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠤ ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ ᠶᠠᠭᠠᠬᠢᠬᠤ ᠪᠤᠢ ᠂ ᠵᠥᠪᠬᠡᠨ ᠨᠢᠭᠡ ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠡᠬᠡ ᠮᠠᠯ ᠢ ᠦ
ᠯᠡᠳᠡᠭᠡᠵᠦ 

ᠳᠠᠷᠠᠭ ᠠ 
ᠵᠢᠯ ᠦᠨ 

ᠬᠠᠮᠤᠭ ᠤᠨ 
ᠳᠣᠣᠷ ᠠ 

ᠬᠡᠪᠴᠢᠶ ᠡ ᠪᠡᠨ 
ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠨ ᠠ᠃ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ 
ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠬᠦ 

ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠂ ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠬᠠᠪᠢ ᠳᠤ ᠳᠡᠮᠡᠶ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠡᠷᠦᠬᠡ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ 

ᠪᠠᠶᠬᠤ ᠦ
ᠭᠡᠢ᠃ ᠲᠠᠯᠠᠪᠠᠢ ᠂ ᠡᠷᠭᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠪᠦᠷ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠮᠠᠭᠤ ᠂ ᠲᠦᠷᠢᠶᠡᠰᠦᠯᠡᠭᠰᠡᠨ 

ᠴᠦ ᠲᠤᠰᠠ ᠥ
ᠬᠡᠶ᠃ ᠭᠠᠭᠴᠠᠬᠠᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠤ

ᠴᠢᠷ ᠤ
ᠳᠤ ᠮᠠᠨ ᠤ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠯᠪᠡᠭ 

ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠶᠢ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠪᠠᠷᠢᠵᠠᠶ ᠂ ᠶᠡᠷᠦ ᠳᠦ ᠪᠡᠨ ᠪᠦᠷ ᠸᠠᠭᠠᠷ ᠲᠣᠭᠣᠰᠬ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠪᠠᠷᠢᠵᠤ ᠂ 
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ᠥ
ᠩᠭᠡᠷᠡᠭᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢ ᠶᠢ ᠪᠤᠳᠤᠪᠠᠯ ᠳᠤᠯᠠᠭᠠᠨ ᠪᠣᠯᠵᠠᠶ ᠂ ᠮᠠᠯ ᠬᠠᠭᠠᠰ ᠴᠠᠳᠪᠠᠯ ᠬᠠᠰᠢᠶ ᠠ 

ᠰᠠᠷᠠᠪᠴᠢᠨ ᠳᠤ ᠰᠠᠭᠤᠵᠤ ᠪᠠᠶᠨ ᠠ ᠂ ᠪᠠᠰᠠ ᠨᠡᠯᠢᠶᠡᠳ
 ᠵᠦᠭᠡᠷ ᠂ ᠣᠯᠠᠩᠬᠢ ᠨᠢ ᠪᠠᠰᠠ ᠠᠮᠢᠳᠤᠷᠠᠵᠤ 

ᠳᠡᠶᠯᠦᠨ ᠡ᠃ ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠮᠠᠯ ᠮᠢᠬ ᠠ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯ ᠂ ᠦ
ᠨᠡᠨ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠦᠢᠲᠡᠨ ᠡᠴᠡ ᠠᠶᠤᠬᠤ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠂ 
ᠵᠠᠩᠭᠢᠯᠠᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠭᠡᠳᠡᠰᠦ ᠴᠠᠳᠬᠤᠯᠠᠩ ᠪᠠᠶᠨ ᠠ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠨᠢ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠲᠡᠶ ᠶᠠᠮᠠᠷ ᠢᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠲᠠᠶ ᠪᠣᠶ ᠂ ᠭᠡᠷ 
ᠳᠤᠯᠠᠭᠠᠨ ᠂ ᠭᠡᠲᠡᠯ ᠡ ᠭᠡᠳᠡᠰᠦ ᠡᠳᠦᠷ ᠪᠦᠷᠢ ᠬᠤᠷ ᠬᠤᠷ ᠬᠤᠷ ᠳᠤᠤᠭᠠᠷᠤᠨ ᠠ ᠂ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ ᠦᠦ

︖ ᠠᠢ ᠂ 
ᠤ

ᠳᠤ ᠮᠠᠯ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠠᠰᠠ ᠠᠮᠠᠷ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠪᠣᠯᠵᠠᠢ ᠂ ᠣᠯᠠᠩᠬᠢ ᠣᠶᠢᠶ ᠠ ᠳᠤ ᠵᠣᠭᠣᠰ ᠥ

ᠭᠴᠦ 
ᠮᠠᠯᠵᠢᠳᠠᠭ᠃ 

》

ᠵᠠᠯᠭᠠᠭ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠬᠡᠳᠦᠨ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠲᠤ ᠠᠶᠢᠯᠴᠢᠯᠠᠵᠤ ᠂ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠠᠴᠠ ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠤᠨ 

ᠲᠤᠬᠠᠶ ᠦ
ᠵᠡᠯᠲᠡ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠳᠡᠭᠡᠨ ᠠᠳᠠᠯᠢ ᠂ ᠡᠨᠳᠡ ᠪᠠᠰᠠ ᠳᠠᠪᠲᠠᠨ ᠳᠦᠷᠰᠦᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭ ᠦ
ᠭᠡᠢ᠃ 

ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠢ ᠳᠦ ᠨᠢ ᠦ
ᠵᠡᠪᠡᠯ ᠂ ᠭᠡᠷ ᠪᠦᠯᠢ ᠪᠡᠷ ᠨᠢᠭᠡᠴᠡ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠦᠷᠢᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠪ 

ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠨᠢ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠰᠢᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠠᠬᠢᠴᠠ ᠶᠢ ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠲᠦᠷᠭᠡᠳᠬᠡᠵᠦ ᠂ ᠤ

ᠯᠠᠮᠵᠢᠯᠠᠯᠲᠤ ᠭᠠᠮᠰᠢᠭ ᠠᠴᠠ 
ᠰᠡᠷᠭᠡᠶᠢᠯᠡᠬᠦ ᠲᠣᠭᠲᠠᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠲᠤᠶᠢᠯᠪᠤᠷᠢᠲᠠᠢ ᠡᠪᠳᠡᠵᠦ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠤᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠳᠡᠭ ᠣᠲᠣᠷ ᠨᠡᠭᠦᠳᠡᠯ ᠨᠢ 
ᠨᠢᠭᠡᠨᠲᠡ ᠣᠷᠣᠰᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠨᠢᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠤ

ᠳᠬ ᠠ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ ᠠᠯᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ ᠭᠠᠳᠠᠨ ᠠ ᠠᠴᠠ 
ᠲᠡᠵᠢᠭᠡᠯ ᠡᠪᠡᠰᠦ ᠪᠣᠷᠳᠣᠭ ᠠ ᠬᠤᠳᠠᠯᠳᠤᠨ ᠠᠪᠬᠤ ᠵᠢᠴᠢ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠡᠪᠴᠢᠶ ᠡ ᠶᠢ ᠪᠠᠭᠠᠰᠬᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠰᠢᠨ ᠡ 
ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠪᠠᠰᠠ ᠬᠦᠨᠳᠦ ᠨᠣᠴᠢᠲᠠᠶ ᠳᠤᠲᠠᠭᠳᠠᠯ ᠲᠠᠶ᠃ ᠲᠡᠷᠡ ᠨᠢ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠥ

ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠷᠲᠡᠭ ᠢ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠡᠷ ᠪᠠᠷᠠᠬᠤ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠪᠠᠰᠠ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠳᠠᠬᠢᠨ 
ᠦ

ᠶᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠯ ᠢ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷᠯᠠᠵᠤ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠯ ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠴᠠ ᠶᠢ 
ᠪᠦᠷᠢᠯᠳᠦᠭᠦᠯᠵᠦ ᠴᠢᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠥ

ᠬᠡᠶ ᠂ ᠲᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠦ
ᠷᠭᠦᠯᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠤ

ᠯᠠᠮ ᠨᠢᠭᠡ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠰᠤᠳᠤᠯᠬᠤ 
ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠲᠠᠶ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃ 

6.ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠶᠢ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠲᠡᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠰᠠᠨᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ
ᠨᠤᠲᠤᠭ 

ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ 
ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠢ 

ᠳᠠᠬᠢᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ 
ᠬᠦᠰᠡᠯ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠮᠥᠨ᠃ ᠣᠳᠣᠬᠠᠨ ᠤ ᠦ

ᠢᠯᠡᠳᠦᠯᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠤᠪᠢᠰᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠨᠢᠭᠡ ᠠᠯᠬᠤᠮ 

ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠᠲᠠᠢ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠨᠢ ᠳᠣᠣᠷᠠᠬᠢ ᠮᠡᠲᠦ ᠄ 
6.1

《
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠭᠠᠬᠤ 

》

ᠪᠠ 

《

ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ 

》

ᠣᠭ ᠶᠣᠰᠣ ᠶᠢ ᠵᠢᠷᠤᠮᠯᠠᠨ ᠂ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠪᠠᠷ ᠭᠤᠤᠯ ᠪᠣᠯᠭᠠᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠡᠭᠦᠨ ᠦ ᠤ
ᠯᠠᠮ ᠢᠶᠠᠷ 

《

ᠲᠠᠰ ᠳᠠᠷᠠᠭᠠᠯᠠᠯ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ 

》

 ᠶᠢ 
ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 

ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠪᠣᠯ ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠠᠴᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ ᠮᠥᠨ ᠂ 
ᠭᠡᠪᠡᠴᠦ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠰ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠨᠢ ᠪᠠᠭ ᠠ ᠰᠠᠭ ᠠ ᠬᠦᠷᠦᠯᠴᠡᠬᠦ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠨ ᠠ᠃
 ᠡᠭᠦᠨ ᠦ 

ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠳᠤ ᠲᠦᠷ ᠴᠠᠭ ᠤᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠂ ᠣᠳᠣᠬᠢ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠪᠠ ᠠᠮᠢᠳᠤᠯᠢᠭ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠠᠶ 
ᠪᠠᠶᠢᠵᠤ ᠂ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠪᠤᠷᠢᠲᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠪᠠ ᠵᠢᠱᠢᠵᠦ ᠪᠣᠯᠬᠤᠶᠢᠴᠠ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠤᠲᠠᠮᠠᠭ 
ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ ᠡᠶᠢᠮᠦ ᠡᠴᠡ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠪᠠ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ ( ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ 
ᠪᠠᠭᠲᠠᠨ ᠠ ) ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠪᠠ ᠲᠦᠷᠦ ᠶᠢᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ 
ᠲᠡᠩᠴᠡᠭᠦᠷᠢᠲᠡᠢ ᠪᠠᠶᠢᠯᠭᠠᠬᠤ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠪᠠᠷ ᠳᠣᠲᠣᠭᠠᠳᠤ ᠶᠢᠨ ᠰᠠᠢᠢᠨ ᠰᠠᠶᠢᠬᠠᠨ ᠠᠵᠢᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠯ  ᠢ 
ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ᠃ 

6.2 ᠲᠥᠪ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 

ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠵᠢᠴᠢ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠣᠬᠢ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠨ ᠬᠥᠳᠡᠯᠦᠯᠴᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 

ᠲᠥᠪ ᠦᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢ ᠪᠣᠯ ᠪᠥᠬᠥ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤ ᠦ

ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠲᠣᠬᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠬᠢᠵᠦ  
ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢ ᠪᠣᠯ ᠲᠥᠪ ᠦᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ 
ᠳᠤᠤᠷ ᠠ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠦᠰᠡ ᠶᠢᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠳᠤ 
ᠨᠠᠩ ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠭ ᠪᠠ ᠨᠥᠬᠥᠪᠥᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠵᠢᠷᠤᠭ ᠲᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠭᠡ ᠬᠢᠬᠦ ᠶᠠᠪᠤᠳᠠᠯ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ ᠣᠷᠣᠨ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠣᠭᠣᠷᠣᠨᠳᠣᠬᠢ ᠬᠣᠯᠪᠣᠭᠠᠯᠠᠯ ᠨᠢ ᠵᠠᠰᠠᠭ 
ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠠᠯᠤᠰᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠰᠠᠭᠤᠳᠠᠯ ᠢ ᠬᠠᠮᠵᠢᠯᠴᠠᠨ ᠠᠷᠭᠠᠴᠠᠬᠤ ᠳᠤ 
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ᠪᠠᠶᠨ ᠠ᠃ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠨᠢ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ 

ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠬᠠᠮᠵᠢᠯᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠨ ᠠ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠢ ᠣᠷᠬᠢᠭᠳᠠᠭᠤᠯᠵᠤ ᠪᠣᠯᠬᠤ ᠥ
ᠬᠡᠶ᠃ 

ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠪᠣᠯ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠣᠷᠣ ᠲᠥᠯᠥᠪ ᠦᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠴᠢ ᠮᠥᠨ ᠂ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠪᠣᠯ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ ᠮᠥᠨ᠃ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠤᠨ 
ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠲᠣᠭᠲᠠᠴᠠ ᠶᠢ ᠤᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠷᠣ ᠲᠥᠯᠥᠪ ᠦᠨ ᠳᠣᠣᠷ ᠠ 
ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠭᠠᠵᠢ ᠶᠢ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠨᠥᠬᠥᠪᠥᠷᠢᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠢ᠃ 
ᠬᠠᠷᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠴᠠᠭᠠᠵᠠ ᠨᠢ ᠨᠡᠶᠭᠡᠮ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠤᠨ ᠥ

ᠪᠡᠷᠲᠡᠭᠡᠨ ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠲᠣᠭᠲᠠᠴᠠ ᠳᠤ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ 
ᠲᠤᠯᠭᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠯ ᠪᠠ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠭ ᠠ ᠬᠠᠩᠭᠠᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 

6.3 ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ ᠦ

ᠵᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠡᠪ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠲᠤᠰ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ 

ᠯᠣᠭᠢᠭ ᠤᠨ ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠯᠲᠡᠶ ᠲᠥᠯᠥᠪᠯᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
ᠭᠤᠤᠯ ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢᠳᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠳᠤᠤᠷ ᠠ 

《

ᠨᠢᠭᠡ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠂ ᠨᠢᠭᠡ ᠲᠥᠰᠦᠯ 

》  ᠤᠨ ᠵᠠᠷᠴᠢᠮ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢ 
ᠨᠠᠷᠢᠯᠢᠬᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ 

ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢ 
ᠥ

ᠷᠨᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃ 
ᠪᠡᠶᠡᠴᠢ 

ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠴᠢᠳᠠᠮᠵᠢᠲᠤ 

ᠣᠷᠣᠨ ᠤ 
ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠨᠢ 
ᠪᠦᠬᠦ 

ᠤ
ᠯᠤᠰ ᠤᠨ 

ᠠᠮᠢ 
ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠦᠬᠦᠯᠢ 
ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠷᠢᠯᠠᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠳᠠᠭᠠᠬᠤ ᠦ
ᠨᠳᠦᠰᠦᠨ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

《

ᠨᠢᠭᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠂ ᠨᠢᠭᠡ ᠲᠥᠰᠦᠯ 

》

 ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠬᠦ ᠵᠠᠷᠴᠢᠮ ᠪᠣᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠵᠥᠷᠢᠶᠡᠲᠦ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ ᠪᠦᠷᠢᠨ 
ᠪᠦᠲᠦᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢᠶᠠᠷ ᠲᠣᠭᠳᠠᠭᠠᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ ᠶᠤᠮ᠃ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠵᠠᠷᠴᠢᠮ ᠨᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ 
ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠤ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠷᠢᠯᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠤ

ᠶᠠᠯᠳᠤᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠵᠠᠰᠠᠭ 

ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ ᠭᠡᠵᠦ ᠱᠠᠭᠠᠷᠳᠠᠵᠠᠶ᠃ 
6.4 

ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ 
ᠵᠠᠩᠭᠢᠵᠢᠯᠲᠠ ᠳᠤ 

ᠲᠦᠰᠢᠭᠯᠡᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠤᠨ 

ᠣᠷᠳᠣᠨ ᠤ 
ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ ᠪᠠᠨ 

ᠭᠦᠶᠴᠡᠳᠬᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠨ ᠠ᠃ 
ᠡᠳ᠋ ᠪᠠᠷᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠮᠡᠳᠡᠭᠡ ᠵᠠᠩᠭᠢ ᠶᠢᠨ ᠰᠦᠯᠵᠢᠶᠡᠨ ᠦ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠂ ᠠᠯᠤᠰ ᠰᠡᠷᠡᠯ ᠦᠨ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ 

ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠳᠦ 
ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠨ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠠᠭᠠᠷ 

ᠰᠠᠨᠰᠠᠷ ᠢ 
ᠨᠢᠭᠡ 

ᠴᠤᠭᠴᠠᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠭᠰᠠᠨ 
ᠣᠷᠴᠢᠨ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠢ ᠬᠢᠨᠠᠨ ᠬᠡᠮᠵᠢᠬᠦ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠨᠢ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠠᠶᠤᠯ ᠲᠦᠭᠰᠢᠭᠦᠷᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠯ ᠢ ᠰᠡᠷᠡᠵᠦ ᠮᠡᠳᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠬᠢᠨᠠᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠭᠴᠢ ᠶᠢ 
ᠴᠠᠭ ᠲᠤᠬᠠᠢ ᠳᠤᠨᠢ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠪᠤᠳᠤᠯᠭ ᠠ ᠠᠪᠬᠤ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠠᠢ᠃ 

ᠡᠭᠦᠯᠡᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠳᠦ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠂ ᠨᠠᠩ ᠶᠡᠬᠡ ᠪᠠᠭᠲᠠᠭᠠᠮᠵᠢ ᠲᠠᠶ ᠂ ᠨᠠᠩ 
ᠥ

ᠨᠳᠥᠷ ᠦ
ᠷ ᠡ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢ ᠲᠡᠶ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠪᠤᠳᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠣᠷᠴᠢᠨ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠲᠦ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢᠨ ᠨᠠᠩ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ ᠪᠠᠷ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠲᠦ 

ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ ᠪᠠᠶᠢᠳᠠᠭ᠃ 
ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠮᠠᠯ ᠣᠶᠤᠨ ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠳᠦ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠨ ᠂ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠣ

ᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ 
ᠬᠢᠨᠠᠨ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠭᠴᠢ ᠪᠤᠶᠤ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠲᠦ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠭᠴᠢ ᠶᠢ 
ᠬᠠᠪᠰᠤᠷᠤᠨ ᠨᠠᠩ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠲᠡᠶ ᠰᠢᠶᠳᠪᠦᠷᠢᠲᠦ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠬᠡᠰᠡᠭ ᠪᠦᠯᠦᠭ ᠦᠨ ᠬᠡᠯᠬᠢᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠳᠦ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠨ ᠂ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠣ

ᠷᠴᠢᠨ 
ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠲᠣᠭ ᠠ ᠪᠠᠷᠢᠮᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠯᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠢᠲᠡᠭᠡᠮᠵᠢᠲᠦ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠢ ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠠᠮᠢ 
ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠵᠠᠬ ᠠ ᠳᠡᠯᠭᠡᠭᠦᠷ ᠦᠨ ᠭᠤᠤᠯ ᠴᠣᠭᠴᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠤ ᠢᠳᠡᠪᠬᠢᠵᠢᠯ ᠢ 
ᠬᠥᠭᠵᠢᠭᠡᠬᠦ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠂ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠠᠴᠠ ᠵᠥᠷᠢᠴᠡᠭᠰᠡᠳ

 ᠡᠴᠡ ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠴᠠᠯᠭ ᠠ 
ᠨᠡᠬᠡᠮᠵᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠵᠢᠴᠢ 
ᠣᠷᠴᠢᠨ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠨ ᠤ 
ᠬᠢᠨᠠᠨ 

ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠭᠴᠢ ᠳᠤ 
ᠬᠢᠨᠠᠯᠲᠠ 

ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠶᠢ 
ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠬᠤ ᠳᠤ ᠠᠰᠢᠭᠲᠠᠶ ᠶᠤᠮ᠃ 

6.5 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠲᠤᠰ ᠪᠡᠶ ᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠯᠣᠭᠢᠭ ᠢ ᠬᠦᠨᠳᠦᠳᠬᠡᠨ ᠵᠢᠷᠤᠮᠯᠠᠬᠤ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 

( 1 ) 

《

ᠡᠷᠬᠡ ᠪᠠ ᠬᠤᠪᠢ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠬᠤᠪᠢᠶᠠᠬᠤ ᠥ
ᠬᠡᠶ 

》

ᠰᠡᠳᠬᠢᠴᠡ ᠳᠤᠤᠷᠠᠬᠢ ᠨᠤᠲᠤᠭ 
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ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠥ
ᠮᠴᠢᠯᠡᠬᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ  ᠢ ᠰᠦᠪᠡᠭᠴᠢᠯᠡᠨ ᠡ᠃ 

ᠨᠢᠭᠡᠳᠦᠭᠡᠷ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠳᠤ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠦᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠩᠭᠤᠶ 
ᠪᠦᠷᠢᠨ ᠪᠦᠲᠦᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠲᠤ ᠰᠠᠭᠤᠷᠢᠯᠠᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢ ᠨᠤᠲᠠᠯᠠᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ 
ᠹᠢᠽᠢᠺ ᠦᠨ ᠵᠠᠭᠠᠭ ᠬᠢᠵᠠᠭᠠᠷ ᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠨ ᠠ᠃

 ᠬᠣᠶᠠᠳᠤᠭᠠᠷ ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠳᠤ ᠂ ᠡᠨᠡ ᠬᠦ ᠣᠷᠣᠨ ᠵᠠᠶ ᠶᠢᠨ 
ᠳᠣᠲᠣᠷᠠᠬᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ

 ᠲᠤ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠬᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠢ ᠨᠤᠲᠠᠯᠠᠬᠤ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤ 
ᠵᠥᠪᠳᠡᠯᠴᠡᠬᠦ ᠪᠠ ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠢ ᠠᠪᠴᠤ ᠲᠡᠳᠡᠨ ᠢ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠤᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠯᠲᠠ ᠳᠤ 

ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠭᠤᠯᠬᠤ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 

ᠭᠤᠷᠪᠠᠳᠤᠭᠠᠷ 
ᠠᠯᠬᠤᠮ ᠳᠤ 

᠂ 
ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ 

ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠤᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠲᠠᠪᠴᠠᠩ 
᠂ 

ᠵᠠᠰᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 
ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ 

ᠪᠣᠯᠤᠨ 
ᠵᠠᠰᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ 

ᠴᠢᠳᠠᠪᠤᠷᠢ ᠶᠢᠨ 
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠪᠠᠷ ᠳᠠᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠪᠣᠶ ᠪᠥᠬᠥᠶ ᠳᠠᠭᠠᠭᠠᠴᠢᠯᠠᠬᠤ ᠡᠷᠬᠡᠲᠦ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠦ ᠡᠷᠬᠡ ᠠᠰᠢᠭ ᠤᠨ 
ᠪᠡᠶᠡᠯᠡᠭᠳᠡᠬᠦ ᠶᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠨ ᠠ᠃ 

( 2 ) ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠨᠤᠲᠤᠭ 
ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ 

ᠣᠳᠣᠬᠢᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠤᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ 
ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠠᠴᠠ ᠦ

ᠵᠡᠪᠡᠯ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠪᠣᠯ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠪᠦᠬᠦᠢ 
ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠮᠥᠨ ᠂ ᠪᠦᠳᠦᠭᠦᠯᠢᠭ ᠮᠠᠶ ᠢᠭ ᠦᠨ ᠣᠳᠣᠬᠢᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠯ ᠲᠡᠰᠢ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠪᠡᠨ 
ᠬᠤᠪᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢ ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠴᠢᠬᠤᠯᠠ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠮᠥᠨ᠃ ᠭᠠᠳᠠᠭᠠᠳᠤ ᠶᠢᠨ ᠲᠤᠷᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ 
ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠬᠡᠮᠵᠢᠶ ᠡ ᠶᠢ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠤ ᠭᠣᠣᠯᠳᠠᠭᠤ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ 
ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ ᠂ ᠵᠢᠱᠢᠶᠡᠯᠡᠪᠡᠯ 

《
ᠴᠢᠯᠠᠭᠤᠨ ᠬᠡᠷᠡᠮ 

》

ᠪᠤᠶᠤ 

《

ᠳᠡᠭᠡᠰᠦ 

》

ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠡᠷ ᠲᠡᠮᠦᠷ ᠲᠣᠣᠷ ᠢ ᠰᠣᠯᠢᠬᠤ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
( 2 ) ᠮᠠᠯᠴᠢᠨ ᠲᠦᠮᠡᠨ ᠳᠦ ᠬᠡᠯᠪᠡᠶᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠢ ᠬᠠᠮᠠᠭᠠᠯᠠᠯᠲᠠ ᠬᠢᠵᠦ ᠂ ᠣᠳᠣᠬᠢᠴᠢᠯᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠢ ᠪᠣᠶᠢᠵᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 

ᠰᠢᠨ ᠡ 
ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠤᠨ 

ᠠᠵᠢᠯ 
ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠦᠨ 

ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ 

ᠬᠥᠭᠵᠢᠯᠲᠡ ᠶᠢ 
ᠠᠬᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠶᠢᠨ 

ᠲᠥᠯᠥᠭᠡ ᠂ ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠤᠬᠠᠭᠤᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠵᠤ ᠠᠵᠢᠯ ᠮᠡᠷᠭᠡᠵᠢᠯ ᠦᠨ ᠲᠠᠨᠢᠨ 
ᠮᠡᠳᠡᠬᠦᠶ ᠶᠢ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃

 ᠬᠢᠷᠢ ᠬᠡᠮ ᠢ ᠮᠠᠭᠠᠳᠯᠠᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠬᠤ ᠶᠢ ᠵᠢᠷᠤᠮᠵᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ 
ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠤ ᠬᠥᠳᠡᠯᠭᠡᠬᠦ ᠬᠦᠴᠦᠨ ᠢ ᠪᠠᠲᠤᠯᠠᠨ ᠠ᠃

 ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ ᠲᠣᠭᠲᠠᠴᠠ ᠶᠢ 

ᠲᠡᠭᠦᠯᠳᠡᠷᠵᠢᠭᠦᠯᠵᠦ ᠂ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠯᠴᠠᠬᠤ ᠬᠦᠰᠡᠯ ᠰᠠᠨᠠᠭ ᠠ ᠪᠣᠯᠤᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠯ ᠤᠨ 
ᠦ

ᠷ ᠡ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢ ᠶᠢ ᠳᠡᠭᠡᠭᠰᠢᠯᠡᠭᠦᠯᠬᠦ ᠬᠡᠷᠡᠭᠲᠡᠶ᠃ 
ᠳᠡᠭᠡᠷ ᠡ ᠳᠤᠷᠠᠳᠤᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠬᠤᠷᠢᠶᠠᠩᠭᠤᠶᠢᠯᠠᠪᠠᠯ ᠂ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠬ ᠠ 

ᠳᠡᠯᠭᠡᠭᠦᠷ ᠲᠦ ᠣᠷᠣᠬᠤ ᠶᠢ ᠵᠥᠪᠰᠢᠶᠡᠷᠡᠬᠦ ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠬᠥᠷᠥᠩᠭᠡ ᠶᠢᠨ ᠡᠵᠡᠩᠨᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ 
ᠬᠢᠨᠠᠯᠲᠠ ᠬᠠᠮᠢᠶᠠᠷᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠨ ᠠ᠃

 ᠲᠥᠷᠥ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠳᠣᠯᠭ ᠠ ᠲᠣᠭᠲᠠᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠢ 

ᠬᠥᠲᠥᠯᠥᠨ ᠵᠢᠯᠣᠭᠣᠳᠴᠤ ᠪᠠᠶᠢᠭᠠᠳ
 ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠲᠣᠭᠣᠷᠢᠭ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠦᠨ ᠡ᠃

 
ᠲᠥᠪ ᠪᠠ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠲᠣᠬᠢᠲᠠᠢ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠵᠦ ᠂ ᠣᠷᠣᠨ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ 
ᠳᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠦᠰᠡ ᠶᠢᠨ ᠵᠣᠬᠢᠴᠠᠩᠭᠤᠢ ᠪᠠᠷ ᠰᠢᠨ ᠡ ᠶᠢ ᠡᠭᠦᠳᠬᠦ ᠶᠢ ᠭᠦᠢᠴᠡᠳ

 ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃ 
ᠫᠢᠷᠠᠮᠢᠳ᠋ ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠤᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠣᠨᠣᠯᠵᠢᠬᠤᠨ ᠢ ᠪᠣᠶ ᠪᠣᠯᠭᠠᠵᠤ ᠂ ᠶᠡᠷᠦᠩᠬᠡᠶᠢᠯᠡᠭᠰᠡᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷᠲᠠᠶ 
ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠪᠠ ᠵᠠᠰᠠᠭ ᠵᠠᠬᠢᠷᠭᠠᠨ ᠤ ᠣᠷᠣᠨ ᠪᠦᠰᠡ ᠠᠯᠤᠰᠯᠠᠭᠰᠠᠨ ᠬᠠᠮᠲᠤᠷᠠᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ 
ᠬᠡᠷᠡᠭᠵᠢᠭᠦᠯᠬᠦ ᠲᠣᠭᠲᠠᠴᠠ ᠶᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃

 ᠵᠠᠰᠠᠬᠤ ᠬᠡᠯᠪᠡᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠣᠷᠴᠢᠨ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠬᠠᠤᠯᠢ ᠪᠠᠷᠢᠬᠤ 
ᠵᠠᠭᠪᠤᠷ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠵᠤ ᠂ ᠵᠢᠭᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠵᠢᠩᠬᠢᠨᠢ ᠪᠠ ᠵᠢᠩᠬᠢᠨᠢ ᠪᠤᠰᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠠᠶᠢᠭ ᠢ 
ᠠᠮᠢᠳᠤᠯᠢᠭ ᠢᠶᠠᠷ ᠬᠡᠷᠡᠭᠯᠡᠵᠦ ᠵᠢᠭᠤᠷᠠᠯᠳᠤᠭᠠᠨ ᠢ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠬᠦ ᠥ

ᠨᠳᠥᠷ ᠪᠦᠲᠦᠮᠵᠢᠲᠡᠢ ᠂ ᠲᠥᠪ ᠭᠣᠣᠯᠴᠢ ᠂ 
ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ ᠤ

ᠬᠠᠭᠠᠨᠴᠢ ᠰᠢᠰᠲ᠋ᠧᠮ ᠢ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠨ ᠠ᠃
 ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠶ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ 

ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠠᠵᠢᠯᠯᠠᠭᠠᠨ ᠳᠤ ᠬᠢᠨᠠᠯᠲᠠ ᠲᠠᠯᠪᠢᠬᠤ ᠶᠢ ᠴᠢᠩᠭᠠᠳᠬᠠᠬᠤ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠣᠯ 
ᠴᠥᠮ 

《

ᠪᠦᠰᠡᠯᠡᠯᠲᠡ ᠶᠢᠨ ᠬᠦᠴᠢᠷᠳᠡᠯ 

》

 ᠢ ᠰᠠᠶᠢᠵᠢᠷᠠᠭᠤᠯᠬᠤ ᠠᠷᠭ ᠠ ᠮᠥᠨ᠃ 

ᠯᠠᠪᠯᠠᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠰᠤᠷᠪᠤᠯᠵᠢ ᠪᠢᠴᠢᠭ :
(1)

ᠢᠦᠢ ᠱᠤ ᠢ ᠂ ᠸᠠᠩ ᠷᠦᠢ ᠄ 

《ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠠᠮᠢ ᠠᠬᠤᠢ ᠶᠢᠨ ᠪᠣᠯᠪᠠᠰᠤᠨ ᠤ
ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠤᠯᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠵᠠᠮ ᠳᠤ ᠣᠷᠣᠬᠤ ᠳᠤᠮᠳᠠᠬᠢ 

《ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢᠨ ᠬᠦᠴᠢᠷᠳᠡᠯ

》  ᠢ ᠰᠢᠢᠳᠪᠦᠷᠢᠯᠡᠪᠡ (J 
/ O

L
) . ᠯᠠᠨᠵᠧᠦ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ ᠶᠢᠨ ᠡᠷᠳᠡᠮ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠭᠡᠨ ᠦ ᠰᠡᠳᠬᠦᠯ (ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠰᠢᠨᠵᠢᠯᠡᠬᠦ 

ᠤ
ᠬᠠᠭᠠᠨ ᠤ ᠬᠡᠪᠯᠡᠯ ) ᠂ 2022 (04) ᠄ 63 - 73 (2022 - 08 - 06) . D

O
I ᠄ 

10 . 13885 / j . issn . 1000 - 2804 . 2022 . 04 . 007 . 

− 64 −



(2)
ᠵᠠᠩ ᠪᠥᠸᠧ ᠄ 

《ᠬᠣᠶᠠᠷ ᠡᠷᠬᠡ ᠨᠢᠭᠡ ᠲᠦᠷᠢᠮ ᠦᠨ ᠨᠥᠬᠥᠴᠡᠯ ᠳᠤᠤᠷᠠᠬᠢ ᠮᠠᠯᠴᠢᠳ
 ᠤᠨ

ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠬᠠᠷᠢᠴᠠᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠳᠠᠬᠢᠨ ᠪᠠᠶᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠰᠤᠳᠤᠯᠤᠯ (D
)

》

᠂ 

《

ᠬᠠᠷᠪᠢᠨ ᠤ ᠠᠵᠤ 
ᠦ

ᠶᠯᠡᠳᠪᠦᠷᠢ ᠶᠢᠨ ᠶᠡᠬᠡ ᠰᠤᠷᠭᠠᠭᠤᠯᠢ 

》

᠂ 2021 ᠣᠨ ᠃ 
(3)

ᠾ
ᠧ ᠭᠦᠸᠧ ᠪᠦᠦ ᠄ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠢ ᠬᠦᠷᠢᠶᠡᠯᠡᠬᠦ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠤ
ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠤᠴᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ

ᠰᠡᠷᠭᠦᠭᠡᠬᠦ ᠠᠷᠭ ᠠ (J) . ᠭᠠᠨᠰᠦ ᠶᠢᠨ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠶ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠮᠴᠢ ᠂ 2019 ᠂ 49 (08) ᠄ 
71 - 72 +

 74 . D
O

I ᠄ 10 . 15979 / j . cnki . cn 62 - 1064 / 
s . 2019 . 022 .  

(4)
ᠯᠦᠸᠸ ᠫᠸᠢ ᠂ ᠰᠠᠷᠠᠦᠯᠠ ᠂ ᠰᠠᠢᠢᠰᠢᠶᠠᠯᠳᠤ ᠂ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ ᠡᠷᠤᠭᠡ ᠨᠤᠲᠤᠭᠰᠢᠨ ᠮᠠᠯᠵᠢᠬᠤ

ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠪᠡᠯᠴᠢᠭᠡᠷ ᠦᠨ ᠤ
ᠷᠭᠤᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠬᠦᠢ ᠶᠢᠨ ᠣᠨᠴᠠᠯᠢᠭ ᠵᠢᠴᠢ ᠲᠣᠭᠲᠠᠪᠤᠷᠢᠲᠤ ᠴᠢᠨᠠᠷ ᠨᠢ ᠮᠠᠯ

ᠬᠠᠷᠢᠭᠤᠯᠬᠤ ᠬᠦᠴᠦᠯᠡᠴᠡ ᠶᠢ ᠲᠠᠭᠠᠨ ᠠ (J) ᠬᠠᠷᠠᠮᠥᠷᠡᠨ ᠦ ᠮᠠᠯ ᠠᠵᠤ ᠠᠬᠤᠢ ᠮᠠᠯ ᠤᠨ ᠡᠮᠴᠢ ᠂ 2019
(13)

᠄ 103 - 106 +
 110 +

 181 . D
O

I ᠄ 10 . 13881 / j . cnki .
hljxm

sy . 2018 . 12 . 0310 . 
(5)

ᠱᠤᠤ ᠸᠸᠨ ᠵᠢᠶᠸ ᠂ ᠯᠦ ᠽᠢ ᠂ ᠭᠦᠸᠸ ᠯᠦᠸᠸ ᠵᠧᠦ ᠵᠢᠶᠸ ᠂ ᠶᠠᠩ ᠮᠢᠩ ᠂ ᠸᠧᠢ ᠶᠧ ᠂ ᠽᠦᠸᠸ
ᠯᠢᠩ ᠷᠧᠨ ᠂ ᠲᠠᠯ ᠠ ᠨᠤᠲᠤᠭ ᠤᠨ ᠲᠣᠣᠷ ᠬᠠᠰᠢᠯᠭ ᠠ ᠶᠢ ᠶᠠᠭᠤ ᠪᠠᠷ ᠬᠠᠰᠢᠭᠰᠠᠨ ᠪᠤᠢ? [J] 
ᠪᠥᠮᠪᠥᠷᠴᠡᠭ ᠦᠨ ᠬᠥᠮᠦᠨ ᠨᠡᠶᠢᠭᠡᠮ ᠦᠨ ᠭᠠᠵᠠᠷ ᠵᠦᠢ ᠂ 2017 (19) ᠄ 4453 

(6)
ᠰᠦᠩ ᠭᠧ ᠄ 10 . 13881 / j . cnki . hljxm
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－71－ 

［研究論文］

モモンンゴゴルル語語形形動動詞詞接接辞辞のの近近類類似似表表現現にに関関すするる考考察察

－-qu/kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-の比較－

包 格根

要旨

モンゴル語の形動詞接辞には、予定を表す-qu/-küと可能性を表す-mar/-merなどがある。本研

究は、予定を表す-qu/-küの-qu/-kü geǰü bai-構文と可能性を表す-mar/-merの-mar/-mer bai-二つの

構文が類似表現になることについて、主に動作主、時制の違いから考察し、以下のことを明らか

にした。-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文は「非過去形の状態描写」の時、類似表現に

なる、それ以外の場合は-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文に動作主、時制により用法の

違いが見られる。

キーワード: モンゴル語、形動詞接辞、近類似表現、共通点、相違点

1. はじめに

モンゴル語1の形動詞接辞-qu/-kü と-mar/-mer2には以下の例（1）、（2）のような近類似表現3になる用

法がある。

（1）Niigata=du  kür-kü ge-ǰü bai-n_a.

新潟=DAT  着く-kü  という-CVB.PARA いる-NPST

「新潟に着きそうです」

（2）Niigata=du kür-ü-mer  bai-n_a.

1 本研究は中国内蒙古自治区通遼のモンゴル語を主に取り上げる。本研究におけるモンゴル語の表記は、
塩谷・中嶋（2017）の表記に従い、「書写蒙古語」のローマ字を用いて横書きに表記したものである。
母音を a,e,i,o,u,ö,üで表記し、子音を n,b,p,q/k,γ/g,m,l,s, š,t,d,ḳ,č,ǰ,y,r,w,f,c,z,ž,h,lh,ż,ċ,ngで表記する。

2 -qu/-küと-mar/-merの例文中の表記を直接-qu/-küと-mar/-merにする。母音調和のため、男性語には-quと
-mar、女性語には-küと-merで表記する。

3 中村（2017:44）では（Cruse,2011;Geeraerts,2010）を引用し、近類似表現を「大まかには意味が同じであ
るが、細かなニュアンスが異なる類義語のことを特にその近似性を強調して近類似表現 near-synonyms」
と定義している。
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新潟=DAT   着く-E-mer    いる-NPST

「新潟に着きそうです」

例（1）、（2）両方は「新潟に着きそうです」の意味を表している。例（1）、（2）に動作主

の bi（私）、aq_a  nar（お兄さんたち）などを追加しても、文が成立する。しかし、全ての-qu/-

kü geǰü bain_aと-mar/-mer bain_a二つの構文には例（1）、（2）のように類似表現になるわけで

はない。例えば、動作主が同じく１人称の bi（私）で、動詞が意志動詞の oči-になると、例（3）

は成立するが例（4）は成立できない、非文になる。

（3）bi  oči-qu ge-ǰü bai-n_a.

1   行く-qu  という-CVB.PARA いる-NPST

「私は行こうとしている」

（4）*bi  oči-mar  bai-n_a.

1    行く-mar   いる-NPST

*「私は行きそうです」

したがって、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文はどんな時に類似表現になり、どんな時に、

片方しか成立しないかついて考察する必要がある。本研究はこの二つの構文の共通点と相違点を明

らかにすることを目的にする。まず、第２節では、形動詞、形動詞接辞の用法について先行研究を検

討する。第３節では、この二つの構文について、主に動作主、時制の違いから考察を行い、両構文の

共通点と相違点をまとめる。第４節ではまとめと今後の課題について述べる。

2. 先行研究について

-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文についての先行研究は管限の限り見当たらない。本節

では、主にモンゴル語の形動詞、形動詞接辞についての先行研究を紹介し、検討する。

山越（2012：95）は、「モンゴル系言語を記述する際、多くは伝統的な分類方法を元に動詞の屈折を

いくつかのカテゴリに分類する。そのカテゴリとは、定動詞、副動詞4、形動詞と呼ばれるである。また形

動詞は形容詞的性質を持ち、名詞修飾節を形成する形式とおおまかに説明される」と述べている。清

格爾泰（1991：285）は、「形動詞は行為、動作を表す、又事物の性質特性を表す（行為、動作意義の性

質・特性を含む）。形動詞は動詞と形容詞両方の性質を持っている。」と述べている。栗林（1992：509）

は、モンゴル語の動詞の活用を意味と機能によって命令・願望類、叙述類、形動詞類と副動詞類と四

 
4 山越（2012:95）では、「定動詞はいわゆる文を終止する形式、副動詞は副詞節の述部となる形式」と述べ
ている。
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つに分けてある。又形動詞類の語尾を①完了を表す-γsan/-gsen、②継続を表す γ_a/-g_e、③習慣を表

す-daγ/-deg、④予定を表す-qu/-kü、⑤可能性を表す-mar/-mer の５つあると述べている。塩谷・中嶋

（2011：135−136）はモンゴル語の動詞接尾辞を格語尾接続型と格語尾非接続型の２種類に分けてい

る。格語尾接続型の連体語尾には、①過去を表す-γsan/-gsen、②継続を表す γ_a/-g_e、③習慣を表す

-daγ/-deg、④行為者を表す-γči/-gči、⑤未来を表す-qu/-kü、⑥可能性・願望を表す-mar/-mer、⑦当然

を表す-γusitai/-güsitei、⑧程度を表す-quiča/-küičeの８種類があると述べている。

モンゴル語の動詞の分類、形動詞接辞5の分類は研究者によって違いがあり、統一ではない。本発

表は栗林（1992：509）に従い-qu/-kü と-mar/-merを形動詞接辞にする。

2．1 形動詞接辞-qu/-küについて

小沢（1986：92−93）は「現在及び未来形動詞語尾。動詞語幹に-qu/-kü を接尾して作る。その表す意

味に「未来において行われるである（あるいは行われるべき）動作」、「現在において行われるべき動作」

を示す」と述べ、「〜するとことの、〜するであろうところの、〜すべき」と訳している。清格爾泰（1991：

285）は「現在・将来を表す形動詞語尾」と述べている。栗林（1992：509）は「予定」を表すと述べ、「〜す

る」と訳している。フフバートル（1993：124）は、「動詞語幹に付いて、動作・作用の現在及び未来を表

す形動詞を作る」と述べている。山田（2014：253）は「未来を表す」と述べ、「〜する」と訳している。

形動詞接辞-qu/-kü について「未来において行われるである（あるいは行われるべき）動作」、「現在

において行われるべき動作」、「現在・将来」、「予定」、「未来」の５つの用法があると指摘されてきた。ま

た、研究者によっての解釈と訳文に違いがある問題点が存在している。

2．2 動詞 geǰüについて

小沢（1986：164）は「geǰüという動詞は、現在の話し言葉では、いろいろの語尾を伴って、非常に広く

使われる動詞である。geǰü の変化形で一番多く現れるのは、なんと言っても、geǰü である」と述べてい

る。清格爾泰（1991：335）は、「geǰü という動詞は前の意味、意志をそのまま継続できる特徴がある。又

文によって語尾変化が生じる。」と述べている。

2．3 -qu/-kü ge- について

小沢（1986：164–165）は、「-qu/-kü geǰü baiquは「…せんとする、…しようと思う」の意を表す形で、よく

用いられる形である。」と述べている。清格爾泰（1991：344）は、「-qu/-kü、-n_a/-n_e、-y_a/-y_e + geǰü 

は「…したい、ちょうど…する」の意味を表す」と述べている。

2．4 形動詞接辞-mar/-merについて

形動詞接辞-mar/-mer”につて、栗林（1992：509）は「形動詞語尾であり、現在の可能性と願望と表す」

 
5 本研究は先行研究の直接引用以外は用語を形動詞接辞に統一する。
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と述べ、「〜うる…、〜したい」と訳している。塩谷・中嶋（2011：135）は「連体語尾であり、可能性・願望

を表す」と述べ、「〜すべき…、〜に値する、〜したい」と訳している。清格爾泰（1991：288）は、「動作

の可能性を表す。又「〜すべき」の意味を表す」と述べている。フフバートル（1993：125）は、「-mar/-mer

は動詞語幹に付き、希望あるいは物事・動作・作用の可能性及び行為・状態の程度を表す」と述べて

いる。那森・その他(1995：327)は、「動詞語幹に付き、動作の可能性を表す」と述べている。小沢

（1986：190，197）は「話し言葉に多い若干の表現法」の「可能性及び価値を示す形動詞語尾である」と

述べている。山田（2014：252−253）は小沢（1994）を引用し、「〜するだろう」と訳している。

形動詞接辞-mar/-mer について、「可能性、希望・願望、価値判断、行為・状態の程度を表す」の４つ

の用法があると指摘されてきた。先行研究では用法を紹介し、例文を提示している。また日本語の先

行研究で同じく「可能性を表す」と述べているが対応する日本語の表現は研究者によって「〜うる…」、

「〜すべき…」、「〜しそうな…」、「〜すべきだろう…」などの違いがあり、研究者によっての解釈と訳文

に違いがある問題点が存在している。

3. -mar/-mer bai-と-qu/-kü geǰü bai-二つの構文の共通点と相違点について

本節では，-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文の共通点と相違点について、動作主、時制

の違いから考察する。具体的に動作主を、人間か人間以外の２つに分けて、人間をさらに１人称と１人

称以外に分け、意志動詞と非意志動詞との共起、時制などから考察する。動作主が人間以外の場合、

非過去と過去の二つに分けて考察する。

3．1 １人称

3．1．1 非過去形

１節の例（3）、（4）の動詞 oči（行く）は、意志動詞であり、-qu/-kü geǰü bain_a は成立するけど、-mar/-

mer bain_a は成立できないことについて述べたことがある。つまり、動作主が１人称の場合は、-qu/-kü 

geǰü bai-構文は動作主の意志を表すことができるが-mar/-mer bai-は動作主の意志を表すことができな

い。例えば、例（5）suru-（学ぶ）が意志動詞であり、非文である。しかし、山越（2012）は-mar/-mer bai-に

は以下の例（6）のような用法があると述べている。

（5）＊bi  sur-u-mar bai-n_a.

1   学ぶ-E-mar いる-NPST

＊「私は学びそうです」

（6）bi  tomu  bol-u-γad   yapon=du  sur-u-mar bai-n_a.

1   大人 なる-E-CVB.DISC 日本=DAT  学ぶ-E-mar いる-NPST

「大きくなって日本で勉強したい」
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（山越 2012:133）

本研究は、例（5）が非文になり、例（6）が希望・願望を表すについて、tomu boluγad yapon du などの

条件節があるから成立できると考える。つまり、-mar/-mer bai-は意志動詞6と共起できないわけではなく、

意志動詞の場合条件により、文が成立する。ただ、-qu/-kü geǰü bai-は動作主が１人称の場合は動作主

の意志を表すに対し、-mar/-mer bai-は条件により、動作主の希望・願望を表すことができる。-qu/-kü 

geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文は１節の例（1）、（2）のように動作主の意志と希望・願望を表すで

はなく、「新潟に着きそうです」という状態描写であるため、両方が成立するし、類似表現になっている。

3．1．2 過去形

動作主が１人称の過去形も非過去形と同じく、意志動詞の場合両構文には違いが見られる。例（７）

の-qu/-kü geǰü bai-構文が成立するに対し、例（８）の-mar/-mer bai-構文は成立できないが、yaγ ger

eče benなどの条件節を追加すると例（９）になり、文が成立する。

（７）bi  γar-qu ge-ǰü bai-ǰai.

1   出る-qu  という-CVB.PARA いる-PST

「私は出ようとしていた」

（８）＊bi  γar-mar  bai-ǰai.

     1    出る-mar    いる-NPST

＊「私は出そうだった」

（９）bi  yaγ ger=eče=ben γar-mar  bai-ǰai.

1   ちょうど 家=ABL=REFL 出る-mar   いる-PST

「私はちょうど家から出そうなところだった」

動作主が１人称の過去形も非意志動詞の状態描写の時は、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの

構文が近類似表現になり、両方成立する。例（10）、（11）は「私は終わりそうだった」の過去の状態描写

である。

（１０）bi  bara-qu ge-ǰü bai-ǰai.

 
6 杉本（1997:34）は、「どんな動詞を意志動詞に、どんな動詞を無意志動詞に属するかという区別は、大
半の動詞に関しては実はさほど難しい問題ではない。「食べる、飲む、歩く、帰る、買う、書く、読

む、切る、つかむ、置く」など、人間の日常的な動作を表すこれらの動詞は誰が見ても意志動詞であ

り、逆に「雨が降る、花が咲く、風が吹く、火が消える、水が流れる、といった、人間ないし動物以外

を主体とする作用を表す動詞は必然的に無意志動詞ということになる。」と述べている。本研究は杉本

（1997）に従い、動詞を動作主の意志を表すかにより意志動詞と非意志動詞の二つに分ける。
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1   終わる-qu  という-CVB.PARA いる-NPST

「私は終わりそうだった」

（１１）bi  bara-mar bai-ǰai.

1   終わる-mar   いる-NPST

「私は終わりそうだった」

3．2  １人称以外

希望・願望は１人称の動作主以外は表すことができないが疑問文の時は２人称を動作主にする。つ

まり、

＊či surumar bain_a uu?が成立できないが例（12）のような疑問文は成立できる。

（12）či  tomu  bolu-γad  yapon=du  suru-mar bai-n_a   uu?

2   大人 なる-CVB.DISC 日本=DAT  学ぶ-mar いる-NPST Q

「（君が）大きくなって日本で勉強したいか」

同じく-qu/-kü geǰü bai-も動作主が２人称の場合、疑問文の時成立する。

（13）či  sur-qu  ge-ǰü bai-n_a   uu?

2   学ぶ-qu  という-CVB.PARA いる-NPST Q

     「君が学ぶとしているの？」

この時の過去形の-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-両構文が確認のための疑問文以外、形式がことな

るため検討はしない。

動作主が３人称の時、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-の二つの構文は両方が状態描写の時、両構

文が類似表現になる。

（14）tere  deil-kü ge-ǰü bai-na.

3     勝ち-kü   という-CVB.PARA いる-NPST

「彼は勝ちそうだ」

（15）tere  deil-mer  bai-n_a.

3     勝ち-mer    いる-NPST

「私は勝ちそうだ」
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例（14）、（15）は競争、試合などの状態についての話し手の状態描写である。もし、例（14）、（15）の

動詞を意志動詞の yabu（行く）に替えると、-qu/-kü geǰü bai-構文は成立するけど-mar/-mer bai-構文は

成立できない。

動作主が 3人称の過去形の-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文の成立条件は非過去形と同

じである。-qu/-kü geǰü bai-は意志動詞と非意志動詞の時両方成立するに対し、-mar/-mer bai-は意志動

詞の場合は条件節があれば、成立する。

-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-両構文の動作主が人間の場合、時制についての用法の違いを表に

まとめると以下の表 1の通りである。

表 1 動作主が人間の場合

-qu/-kü geǰü bai- -mar/-mer bai-

１人称 ２人称 ３人称 １人称 ２人称 ３人称

非過去 意志動詞 ○ ○ ○ △ △ △

非意志動詞 ○ ○ ○ ○ ○ ○

過去 意志動詞 ○ ー ○ △ ー △

非意志動詞 ○ ー ○ ○ ー ○

⚫ ○は成立、△は条件付きで成立できる、ーは検討なし。

表 1からわかるように動作主が人間の場合、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文は、非意志

動詞で状態描写を表す時、両方成立し、類似表現になる。しかし、意志動詞の場合は-qu/-kü geǰü bai-

が成立するに対し、-mar/-mer bai-は条件節ないしで成立できない。動作主が人間の場合、-qu/-kü 

geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文には時制による違いが見られなかった。

3．3 人間以外

動作主が人間以外の場合、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文は状態描写の場合類似表

現になる。しかし、時制、副詞との共起の違いにより、二つの構文の用法には違いが見られる。

3．3．1 非過去形

動作主が人間以外の場合の、状態描写の時、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文は類似表

現になる。この時の、-qu/-kü geǰü bai-構文は utaqu ügei（まもなく）のような事態の接近・将来の発生を表

す副詞と共起できるに対し、-mar/-mer bai-構文は共起できない。

（16）boruγan  oru-qu ge-ǰü bai-n_a.

雨 降る-qu  という-CVB.PARA ある-NPST

「雨降りそうです」
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（17）boruγan  oru -mar  bai-n_a.

雨 降る-mar   ある-NPST

「雨降りそうです」

（18）utaqu  ügei  boruγan  oru-qu ge-ǰü bai-n_a.

まもなく   雨 降る-qu  という-CVB.PARA ある-NPST

「まもなく雨降りそうだ」

（19）＊utaqu  ügei   boruγan  oru-mar  bai-n_a.

まもなく 雨 降る-mar   ある-NPST

「まもなく雨降りそうだ」

3．3．2 過去形

動作主が人間以外の過去形の場合も、-qu/-kü geǰü bai-は成立できないに対し、-mar/-mer bai-は成

立できる、又例（２５）の sayi（さっき）のような過去を表す副詞とも共起できる。口語では、例（２２）のよう

に、-qu/-kü geǰü bai-は成立する場合がある、特殊な状況しか成立できない。

（20）＊boruγan  oru-qu ge-ǰü bai-ǰai.

    雨 降る-qu  という-CVB.PARA ある-PST

＊「雨降ろうとしていた」

（21）boruγan  oru-mar  bai-ǰai.

雨 降る-mar   ある-PST

「雨降りそうだった」

（22）??terge  küdel-kü ge-ǰü bai-ǰai.

    車   動く-kü という-CVB.PARA ある-NPST

??「車が動くところだった」

（23）terge  küdel-mer  bai-ǰai.

    車 動く-mer   ある-NPST

「車が動きそうだった」

（24）＊sayi  boruγan  oru-qu ge-ǰü bai- ǰai.
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さっき 雨 降る-qu  という-CVB.PARA ある-NPST

＊「さっき雨降ろうとしていた」

（25）sayi  boruγan  oru-mar  bai- ǰai.

さっき   雨 降る-mar   いる-NPST

「さっき雨降りそうだった」

-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文の動作主が人間以外の場合、時制についての用法の違

いを表にまとめると以下の表２の通りである。

表 2 動作主が人間以外の場合

-qu/-kü geǰü bai- -mar/-mer bai-

時

制

非過去 ○ ○

非過去＋事態の接近・将来の発生を表す副詞 ○ ×

過去 △ ○

過去＋過去を表す副詞 × ○

⚫ ○は成立、△は条件付きで成立できる、×は成立できない。

表 2からわかるように動作主が人間以外の場合、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文は、非

過去形の状態描写を表す時、両方成立し、類似表現になる。しかし、非過去形の状態描写を表す時も

-qu/-kü geǰü bai-は事態接近・将来の発生を表す副詞と共起できるが、-mar/-mer bai-は共起できない。

又動作主が人間以外の場合の過去形の-qu/-kü geǰü bai-は成立できない、過去を表す副詞とも共起で

きないに対し、-mar/-mer bai-は成立できるだけではなく、過去を表す副詞とも共起できる。

上述で、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文が①動作主が人間の場合、非意志動詞の非過

去形の場合②動作主が人間以外の非過去形の場合（副詞なし）、両方は状態描写を表し、類似表現

になる共通点があることを明らかである。-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文が①動作主が人

間以外の場合、意志動詞の過去・非過去形の場合②動作主が人間以外の場合、非過去形の副詞との

共起と過去形、過去形の副詞との共起の場合、二つの構文の片方しか成立できない、条件付きの成

立になるなどの相違点がみられることが明らかである。

4. まとめと今後の課題

本研究は-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文について動作主が人間か人間以外か、又動

作主が人間の場合、意志動詞と非意志動詞の場合の違いについて、それらの過去形と非過去形につ

いて考察し、二つの構文がどんな時に類似表現になり、どんな時には違いがみられるかについて明ら
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かにしようと試みた。考察結果をまとめると、-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文は非過去形の

状態描写の時類似表現になる、それ以外の場合は用法的な違いみられる。

本研究は-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文について非過去形には bain_a、過去形には

baiǰaiだけについて考察した。又-qu/-kü geǰü bai-と-mar/-mer bai-二つの構文の baiqu,baiba,bail_aなど

の非過去形、過去形についての考察、二つの構文の否定形についての考察などを今後の課題にす

る。

略語

-: suffix boundary 接辞境界 =: clitic boundary 接語境界 ⚫: 補足説明 *: 非文 ??: 不

自然 1: first person 1人称 2: second person 2人称 3: third person 3人称 ABL: ablative 奪

格 CVB: converb 副動詞 DAT: dative 与位格 DISC: disconnection 分離 E: epenthesis

挿入音・音節 NPST: non-past 非過去 PARA: parallel 並列 PST: past 過去 Q: question 疑

問 REFL: reflexive 再帰所有

（新潟大学大学院・現代社会研究科・博士後期課程）
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［研究論文］

モモンンゴゴルル諸諸語語統統一一表表記記のの思思想想とと課課題題

Mongol abiyan niy nigtmel bichig bolon daalgaborr

城吉 一徳

要旨

  モンゴル諸語にはいくつかの音声表記文字があるが、まだ言文一致に達成しているものがな

く、文字も IPA 表記と捩じれ文字表記が存在している。本発表はモンゴル諸語統一表記システ

ムにどんな工夫して、どんな思想環境なら完全言文一致文字システムが開発できるかについて

の研究発表である。要旨は「①モンゴル諸語を統一するなら、まず文字を統一すること；②モン

ゴル諸語には言文一致表記システムがあること；③正書法は簡易性があること；④表記システ

ムが利便性があること；⑤音素表記が他言語と捩じれ表記がないこと；」等がある。統一表記の

ただき台案の掲示をするが、結論出すには未だ早いものが多く御参照になれば幸いである。

               

キーワード： モンゴル諸語統一表記、正書法、言文一致、モンゴル語ラテン表記

1. はじめに

  モンゴル語の縦書き「文語」はモンゴル諸語の共通語となっている。文語は５母音音素文字で、近代

文語の発音は７母音にまとめられている。

文語発音について、学者達の膨大な論文があって、互いに必ずしも一致するとは限らないことが多

く、文語発音の難しさを物語っている。その理由の一つとしては、文語発音に多くの語学的音韻変化

があって、「前舌母音」「弱化母音」「半母音」「口蓋化子音」等が形成し、発音が各方言間も差異が存在

しているからである。ここで誕生したのは「半母音で語学変異を表記」する方法で、文語音素５母音体

制を保持しながら発音の違さを表記できるので、モンゴル諸語の発音を統一した一つの音声システム

に格納できたのである。

モンゴル諸語統一表記システムについて、『日本モンゴル文化学会誌』第二号で、題目「モンゴル

語の音素表記と発音表記」の発表は半母音で語学変異を表記する初稿である。モンゴル諸語には３

つの近接音「硬口蓋接近音 [j]」「 両唇接近音 [β̞]」「 両唇軟口蓋接近音[w]」があって子音特質であ

るが、接近音が[i]母音と一体化発音する半母音を【y】【v】【w】で表記する場合、母音特質で、単独音

節形成し母音扱いできることのまとめである。『日本モンゴル文化学会誌』第三号で、題目「モンゴル諸

語の統一表記 子音連結」の発表は音節正書法の検討中に発見された子音連結の法則である。文語

発音音節末子音が rlm ngbjhsx cdt 順序だと子音連結され、順序が逆さまになると必ず中舌母音を挿

『モンゴル文化研究』第 4号（2022）：81-89 
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入し、音節結成するのである。これが有名な音韻論の音素配列制約で、子音順序がソノリティシーケン

スの制約となるのである。

  モンゴル諸語方言の母音を纏めると、皆５母音文語からの語学的音韻変異で発生した母音で、方

言間の発音差異が語学変異有無の差異となるのである。語学変異を半母音で表記すると、各方言母

音の発音差異が半母音の有無で表記できるのである。これで統一表記システムに５母音言語、６母音

言語、７母音言語、８母音言語、15 母音言語ともに支障なく統合できるのである。文語からの形態素が

同じである場合、同じ形態音素に分類され、標準表記システムで表記できて、統一発音システムに統

合されるのである。これが全世界のモンゴル人が使う統一言語システムで、インターネット、SNS を共

有化できるのである。

2. モンゴル諸語を統一するなら、まず文字を統一すること

a．モンゴル文語は言文一致を求める為、改善を試みするが、何十年も経過した今日、モンゴル文

語に回帰し再スタートすることになったのである。これは言語の改善とは言語の独立性と諸方言間の

統一性が必須条件で、文化と伝統の起承転結があることで、統一文字に回帰しなければならなかった

ということである。

b．モンゴル文語は規範化発音を求める為、標準語を設定をするが、何十年も経過した今日、モンゴ

ル文語発音を一言改善もできてないのである。これは標準語発音の実現はモンゴル文語とリンクした

言文一致表記システムが必須条件で、標準発音は統一した文字表記システムで確定しなければなら

ないからである。

c．モンゴル語発音表記について、７母音表記ラテン文字の設定があるが、音素表記が IPA 表記と

捩じれがあって、使うものにならないのである。概ね成功したのはキリル文字になるが、正書法に悩ま

し続けられていることと内モンゴルの教育に取り入れられないので、統一性がないからである。

上記 abcからモンゴル語言文一致表記システムの開発は下記５点が必須条件となる；

① モンゴル諸語を統一するなら、まず文字を統一すること； 

② 方言含む言文一致性のある表記システムがあること；

③ 正書法が簡易性があること；

④ 利便性：英語 26文字で表記できること；

⑤ 音素表記が他言語と捩じれ表記がないこと。

3. モンゴル諸語統一表記を実現する方法

① 形態音素法で標準表記システム設定すること  

モンゴル語方言の発音は典型的形態音素発音で、意味の同じものは子音交替して発音されるのであ

る。モンゴル諸語統一表記の第一歩は文語とリンクした各方言を形態音素に分類し、標準形態音素表

記システムを作成して、統一文字の創出である。
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例えば：  『ᠴᠠᠰᠣ』 の発音は tsas,jhas,chas,shas,,,とあるが、文語音素子音ｃの発音が形態音素で振り分け

すると二つの形態音素に振り分けられることが分かる。この二つの形態音素子音を各々tc(ts+ch＋、、) 

と ch にして、尾子音をｃで統合する。 

同様文語音素子音ｊを統合して、頭子音が jz と jh、尾子音がｊで統合できる。

      

ご注意頂きたいのは、文語 ci と ji とが語頭に入る語源言語が ch と jh に分類されているのである。

表記の右側が文語とリンクした発音表記である。この発音表記をシステム化し、モンゴル諸語統一表記

システムを作成するのである。このシステムがモンゴル諸族のインターネット、SNS で使う標準表記文

字になって、統一文字を実現するのある。

この時点でまだ標準発音とはどこにも出ていないのである。このシステムは文語にリンクした標準表記

システムで、標準発音の統合は文字毎標準発音の設定ができて、学校教育で導入しやっと統合でき

るのである。今のところ方言発音で良いのである。

② モンゴル諸語統一表記言文一致性について

『日本モンゴル文化学会誌』第二号で、題目「モンゴル語の音素表記と発音表記」の発表は言文一

致性を実現する為、半母音で語学変異を表記する方法となるのである。

      

添付抜粋例；口蓋化子音で音便が発生するとき、i音便を半母音ｙで表記し、e音便を iyで表記する

方法、前舌母音と口蓋化子音が同時表記になるので、利便性も良いのである。詳細は『日本モンゴル

文化学会誌』第二号参照頂き、ここで母音表記のまとめを掲示することに致す。
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言文一致性、方言含む発音表記母音システム；

文語 ⇒ 口語リンク実例、7母音表記

③ 正書法の簡易性；

モンゴル諸語統一表記の正書法はモンゴル文語との連結性が第一となるので、文語の正書法

が統一口語表記の正書法にもなるのである。文語から口語に変換になるので、語学変異、口蓋

化、半母音等はすでに前節で述べているが、母音脱落によって発生した子音がどの音節に帰属

して、どんな連結性を持つかは『正書法』の課題となるのである。

近代モンゴル語短母音の発音は、第一音節では常に明瞭に発音されるが、第二音節以降は著

しく弱化と脱落が発生してしまうのである。この母音脱落によっていくつかの連続子音が発生

して、発音音節の必要性に応じて新たに中舌母音を挿入し、音節を結成して発音されるのであ

る。この新音節の結成時期について、モンゴル語の発音は音韻論的規則に順守していることが

発見されたので、『日本モンゴル文化学会誌』第三号で、題目「モンゴル諸語統一表記 子音連結」

で発表している。添付モンゴル語ソノリティシーケンスマトリックス図はその規則図になるの

である。

元朝秘史からヒント

第五母音

発音表記はｖ[β̞ɪ]or[ʏ]

    ⇒兀孙 （水）

    ⇒兀速泥 （水 ）

    ⇒兀鲁思 （国）

第六母音

発音表記ｗ [ø]

     ⇒雪泥     （夜）

     ⇒温突舌児 （高い）
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マトリックス図の左半分が空欄になっているが、ソノリティシーケンス配列と逆順になる為、

新音節発生欄となるのである。この時の音節母音が挿入母音 ir[ɚ]or[ɚ]ur[ɚ]で、文語脱落母音 a o 

u とリンクしていて、英語の曖昧母音と同じ書き方をしている。前例の unushu ⇒ unsurh にな

り、口語の読みが[unsɚh]になるのである。

この発見でモンゴル語口語の正書法が非常に易しくなって、上記グラフの 13子音の順番を覚

えるだけで正書法をマスターできるのである。

マトリックス図の応用実例を下記に添付する。モンゴル語ソノリティシーケンス配列順は子

音連結を赤字、配列の逆順は挿入母音した新規音節は青字とする。

御注目点１は、音節の明確化である。Авиачлахは abyachilhになるのである。

御注目点 2は、近接音が i母音と一体化発音する半母音が母音扱いである。y と vである。

正書法の簡易性はもっと工夫が必要で、長母音、複合母音は子音クラスター持たない、クラスター

子音マックス 3子音までとの制限を付けると正書の曖昧がなくなるのである。
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④ 文字表記の利便性 

言語記号に恣意性あって、言語発音はどんな記号で表記しても良いとなっているが、国際音

声記号の発達とコンピュータの発達によって、音声記号が段々特定化している。特に機械言語

プログラム言語とAIとも英文キーボードを使っている。各国のパソコンも英語キーボードをつ

けているので、英語 26文字での表記がすこぶる利便性を図れるのである。

モンゴル諸語統一表記は英語 26文字での表記となるので、利便性には問題ないでしょう。

音声システムの設定は方言含めた音声システムとなるので、音声認知、音声制御、ロボット化

も非常に便利になると思われる。

モンゴル語での SNSは言うまでもなく、世界中のあらゆる場所、あらゆる設備から楽しめる

と思われる。

⑤ 音素表記が他言語と捩じれがないこと

  モンゴル語ラテン表記が英語、ロシア語、中国語、日本語等のラテン表記と捩じれないことである。 

モンゴル語「現実行しているラテン表記」の七母音は

    

捩じれ表記がモンゴル語/o/母音の表記が uで、/u/母音の表記が üとなっている。この二つの表記捩じ

れを見直すことにするとモンゴル語 7 母音表記が aeioouu となって、文語 5 母音音素表記と一致にな

って、言語捩じれもなくなるのである。

フォルマント周波数の測定では「モンゴル語第五母音は[ʊ]の口形を構えながら[o]の響きを

している」との結果となるので、発音表記は「省略している半母音の両唇接近音[β̞] を復帰さ

せて表記」とする。

13 世紀モンゴル語第五母音の発音は「兀速泥」「兀鲁思」とがあって、現代口語には「兀」発

音が少なくなっている。現代口語「蒙漢詞典」収録単語の典型的例を見ると「ᠤᠷᠢᠳ」[ʏrid] ᠤᠷᠢᠳᠤᠰ

［ʏrdɑ̆s］とがある。モンゴル語［ʏ］母音の発音は円唇口形を尖らせて[ɪ]の響きをしているので、

[β̞]と[ɪ]との一体化発音であることが分かるのである。本母音の表記を v にすると発音表記が

vrd と vrdors になるのである。半母音ｖを接近音として使う場合新たに母音をつけて ᠤᠰᠤ vos 

ᠠᠭᠤᠯᠠ vaola となるのである。

フォルマント周波数の測定では、モンゴル語第六母音が/ɵ/母音との結果となるので、第一音

節では常に半母音[ｗ]を構えて発音している状況となるので、表記は「省略している半母音

の両唇軟口蓋接近音[ｗ] を復帰させて表記」とする。

13 世紀モンゴル語第六母音の表記は「雪泥」「朶児邊」とがあって、母音[ø]の発音表記が[ｓ

Oni] [dOrben] となっている。発音特徴が[ｗ]の構えをしながら [e]位置での発音となってい

ることが分かる。本母音の表記をｗにすると発音表記が swn と dwrbirn となって、ウムラウト
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表記を避けられるのである。それに諸語同形態音素文字の発音違さを半母音の有無で表記

できるようになるのである。 

上記 abcd 四点はモンゴル諸語発音表記の捩じれ防止策である。それに現代語と祖語との繋がりの

ヒントにもなって、アルタイ諸語母音調和の因縁にも成り得るのではとおもわれるのである。

    

4. モンゴル諸語統一表記の課題  

言語の話し言葉は計り知れないほど遠い昔から人類の遺産である。モンゴル諸語方言の統一表記

はこの遺産を受け継ぐ「起承転結」の一環である。この仕事が始まったばかりで、研究創出するものが

山ほどあるのである。それに提案された初期案に対し、改善し続けなければならないのである。言語と

はあらゆる仕事、事業の

基本工具となるので、使いの利便性、変換の多様性、表記のフレキシブル、用語の重みと濃密度等

数え切れない程機能を備えなければならないのである。今日歴史的重荷を我々に与えているのであ

る。

本論文ではただき台としての諸語子音表記案を掲示する。 
 

形態音素の配慮して表記に tcと jzとがあって、文語ｃ子音の頭子音 tcと ch二つの形態子音

と文語ｊ子音の二つの形態子音 jz と jh の表記となるのである。また hsとの表記があるが、文

語 s子音がブリヤート語では声門摩擦音 hで発音するので hsとなっているのである。更なる工

夫が必要で、全方言を文語とリンクした表記が必須である。

5. モンゴル諸語統一表記システムただき台

  文語ユニコードに登録している子音、モンゴル諸語方言にも使われている子音を頭子音に纏

めると 16子音が選られる。本稿尾子音 13音素子音と接近音 3子音と合わせ、モンゴル諸語常

用子音群が得られるので、母音群と合わせて下記「モンゴル諸語統一表記」システムが獲られる
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のである。

本システムの L 字部が母音表記部で、左上が文語第一音節音素母音で、右下は口語音節母音

となっている。短母音 15個と長母音 15個、複母音 15個設定している。挿入母音を文語脱落母

音とリンクする為 ir,or,ur 三つに設定している。オレンジ色部は音素子音部で、水色部は頭子音

部となっている。

本設定で文語入力も「唯一」に確定されるのである。文語７母音理論がどのように継承されて

いるかも確認できるのである。    

  言語は一旦確定してしまうと基本表記が修正不能となってしまうのである。例えばキリル文

字を改善して使うことにすると過去 70年間使い続けた実績、書籍、本等がつかえなくなって膨

大な作業発生する他混乱も起こるのである。統一文字はまだ始まったばっかりなので、言語学

者だちが力を貸していただき、ベスト尽くせば、今後の統一文字の言語生活が悠々自適を得ら

れるのである。これは課題というより、責務である。

（株式会社ミツバ・個人研究者，モンゴル名前 Chimedseerenn）
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［研究論文］

タターーララーー菩菩薩薩ののモモンンゴゴルル語語のの名名称称ににつついいてて

－『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』を中心に－

テムルン

要旨

小論では、『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』［Yang2000］というテキストを使って、21タ

ーラー菩薩のモンゴル語名称の特徴を明らかにすることを目指す。モンゴル語写本『緑ターラ

ー・白いターラーの礼賛経』にターラーたちの名前が明記されていないが、姿形と威徳を描き出

すことを通じてその名前を示そうとしているので、明らかにモンゴル英雄叙事詩の書き方で書

かれていることがわかる。『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』のモンゴル語名称をまた 1431

年の北京版の『聖救度佛母二十一種礼賛経』と比較すると、若干違うところあるが、ほぼ一致し

ていることを明らかにした。

キーワード: ターラー菩薩、緑ターラー、白いターラー、『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』、『聖

救度佛母二十一種礼賛経』

はじめに

まず、ターラー菩薩の出生伝説について述べる。

ターラー菩薩は蓮華部の仏母であって、定の徳を司り、女形をしている。観音の目から生じ、普眼に

よって衆生を摂取するという［中村 1975:900］。

ターラー菩薩の起源は観音菩薩の慈悲とされる。衆生は四苦八苦をはじめとする心身の悩みを持

ち、それを知った観音菩薩が衆生と心をとともに悲しむ。その時の観音菩薩の涙から生まれたのがタ

ーラー菩薩である。大きな救済力を持つ観音菩薩ですら救いきれなかった衆生を残らず救済するの

がターラー菩薩であり、この信仰はインドで始まった。それがチベットに伝わると、観音菩薩は二滴の

涙を流し、左目からの涙が緑のターラーに、右目からの涙が白いターラーに変じたとされた。こうして、

チベットやモンゴルに緑のターラーと白いターラーが有名で、広く知られている［金岡 2018: 10-11］。

チベット仏教での主要な神格の一つであるターラーはサンスクリットでの正確な意味ははっきりしな

いが、チベット人は「救済者」として理解した。チベットの人々に非常に愛され、帰依を受けているが、

密教における女性の菩薩の名とされる。大慈悲の菩薩である観自在（チェンレシ←チベット語 spyan 

ras gzigs）とかかわりが深く。観自在菩薩から生じたとされている。多くの資料はターラーはブッダとされ、

『モンゴル文化研究』第 4号（2022）：91-97 
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ターラーの言葉は「すべての仏の母」ともみなされている［豊嶋 2016:200-201］。

ターラーは観音の光明から出現したとされ、観音部の仏母として大蔵曼荼羅観音院において聖観

音の西に描かれる。また衆生を彼岸へ引導する菩薩と考えられ、インドやチベット、それに中国では後

期密教の観音と並ぶものとして大いに信仰され、作例も多い。その形姿には胎蔵曼荼羅中の図像、す

なわち中年女性の姿でとして表され、一面二臂像で、肉身は青白色、合掌して蓮華座に結跏趺座、頭

部に化仏の冠を戴くもののほか、各図像集統には種々な異形像が見いだされる。日本ではあまり信仰

が普及せず、遺像例もきわめて少ない［百橋 1991:1218］。

小論では、先行研究をまとめ、『緑ターラー白いターラーの礼賛経』［YANG2000]］におけるモン

ゴル語名前を整理した上で、1431 年の北京版の『聖救度佛母二十一種礼賛経』や『宗教辞典』

（Šasin-u Toli）のモンゴル語名前と比較する。

一、先行研究

楊海英によると、『聖救度佛母二十一種礼賛経』は二種類があると言う。ひとつはオルドスのアルジ

ャイ石窟内の題辞で、もう一つは 1431 年（明・宣徳六年）に北京で開版印刷された『聖救度佛母二十

一種礼賛経』である。二種の経典はいずれもカギュ派の活動と密に連動している。アルジャイ石窟の

『聖救度佛母二十一種礼賛経』は「序詩」が二首あるのに対し、1431 年の木版本には見られない。そし

て、アルジャイ石窟内の標題に漢語が完全に欠けていることやオルドスの民間に写本の形で伝わって

いるテキストはその二つの版に近いことを指摘した。

金岡秀郎はターラー菩薩の起源がチベットモンゴルや日本を含む漢字仏教圏に伝われて状況を

述べ、ターラー菩薩と古代のチベットも秘密な関係を持っていることを論じた[金岡秀郎 2018]。ドラガ

ンはチェダミダンスルンの「ターラー菩薩の叙事詩」という資料を利して、『ターラー菩薩の叙事詩』が

仏教故事のことをモンゴル英雄叙事詩の書き方で書かれたことを明らかにした［Dulaγan2017:125-

130］。

ソナンジョマー（索南卓瑪）はチベットの仏たち、インド密教の仏たちのターラー菩薩に関する図像

学の資料を利用し、図像学の特徴から脇侍としてのターラー菩薩の図像や脇侍を伴う図像、八難救済

ターラー菩薩の三つの様式の変容を検討した。最古層となるターラー菩薩の図像は 6 世紀頃にインド

西部マハーラーシュトラ州にある有名なエローラ石窟の 20を超える大量のターラー菩薩の図像が残さ

れていたため、最初はターラー菩薩が観音菩薩の脇侍として現れ、後に主尊がターラー菩薩となる三

つの形態と、ターラーの八難救済図は観音の八難から生まれたことを明らかにした［索南卓瑪

2018:413-432］。ソナンジョマーは、ターラー信仰はチベットやネパール等のチベット仏教圏で盛んに

行われていた。しかし、日本の観音信仰と、中国密教史、ターラー信仰解説など資料を使って、東アジ

アにおけるターラー信仰の展開を比較しながら、チベット仏教におけるターラー信仰を中心として述べ、

日本と中国においてあまり祀られていないことを考察した［索南卓瑪 2017:455-473］。
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シラチョ―（夏日草力）はモンゴル、ロシア、新疆に所蔵されている白いターラーと緑ターラーの文献

を利用して、トド文字のバガマイ仏（緑ターラー）の叙事詩がモンゴルに伝われていた『ターラー菩薩

の叙事詩』から翻訳し、書き取ったことを分析した。さらに、『トド文字の緑ターラーの叙事詩』の著者は

四オイラトの人で、17世紀以後書かれたことを論じた［Siratsu:2013］。

上述したように、ターラー菩薩の起源、図像学的変容、信仰の展開や継承された状況などの研究は

されてきたが、ターラー菩薩のモンゴル名前について研究課題が残っていると言えよう。

二、『緑ターラー白いターラーの礼賛経』についてモンゴル語名前のテキスト分析

この節で、[YANG2000]の『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』のテキスト分析した後、テキストに基

づいて、21ターラー菩薩の名前をそのまま引用して表を作った。

楊が公開したテキストはタイトルが二重長方形に書かれ、古い写本のオリジナルの表紙である。テキ

ストが全部 10枚で、一頁に 16-17行があって、二から十まで上下文になっている。破損したことがなか

ったが、筆跡が違うところがある。たとえば、冒頭句や三の最終部分から四の下行真中まで大きい字に

代わってくる。冒頭句が「uum Budalan-u erkim manγlai-yin orun-a」とはじまり、「oljei qutuγ orusi sayin  

buyan delgere」と終わっている。文章が始まる時、文字の上にと いう印字がある。文法的に

qa と γaの区別がなかった。 
一から五の上段真中まで 21ターラーについての礼賛で、五の上段真中から六の上段真中まではタ

ーラー菩薩の信仰に対しての功徳が写された。そして、前文の続きから終わるまで白いターラーが讃

えられている。『緑ターラー白いターラーの礼賛経』の内容はターラー菩薩が衆生の恐懼、罪業、闘

争などを削除し、貧窮から救脱する。さらに、生活を安定し、おのおのの心願を満足させる。21 ターラ

ーについての礼賛は主に姿形と威徳が書かれているが、名前がはっきりしていない。礼賛経の中に

「光」、「蓮華」、「哞音」という言葉がよく出てくる。

白いターラーの礼賛が前文の21ターラーについての礼賛と比べたら、「八苦」、「十六歳」という言葉

が現れてくる。翻訳が『Mongγol büddva-yin soyol』［NaranbatüÜ1997:223-225］という本の中にユンチン

法師によって翻訳された『白いターラーの礼賛』と個別な単語の訳が違う以外、ほぼ一致している。
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表１によると、『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』の中で、モンゴル語の名称に指定名称は明らか

にされていないが、姿形と威徳が書かれている。主語が複数形にされていることが多い。

2 1 
ᠭᠡᠲᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢ ᠲᠦᠷᠭᠡᠨ  ᠪᠠᠭᠠᠲᠦᠷ 
ᠨᠠᠮᠦᠷ ᠴᠠᠭ ᠤᠨ ᠰᠠᠷᠠᠨ ᠬᠠᠮᠦᠭ ᠠ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ 

3 
ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠬᠥ

ᠬᠡ ᠣᠰᠦᠨ ᠠᠴᠠ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ 

5 4 
ᠬᠠᠮᠦᠭ  ᠲᠣᠲᠠᠺᠠᠸᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠰᠨᠢᠷ ᠲᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠬᠡᠲᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠢᠯᠭᠣᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠡᠳᠯᠡᠭᠴᠢ 
ᠲᠦᠳ᠋ ᠳ᠋ᠠᠩ ᠷᠢ ᠡᠸᠥᠥ ᠤᠨ ᠦ

ᠰᠦᠭ  ᠢᠶᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠦ
ᠰᠡᠯ ᠲᠠᠨ ᠪᠠ 

6 
ᠬᠤᠷᠮᠦᠰᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠯ ᠪᠠ

 ᠡᠰᠡᠷᠸ ᠠ ᠰᠠᠯᠬᠢᠨ ᠲᠩᠷᠢ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠡᠷᠬᠡᠲᠦᠲᠡ  ᠲᠠᠬᠢᠭᠲᠠᠨ 

8 7 
ᠲᠦᠳ᠋ ᠳ᠋ᠠᠩ ᠷᠢ ᠦᠨ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠠ

 ᠫᠠᠳ  ᠢᠶᠠᠷ ᠴᠢᠨᠠᠳᠦᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠬᠦ
ᠷᠳᠦᠨ ᠮᠠᠰᠢ ᠡᠪᠳᠡᠭᠴᠢ 

ᠪᠠᠳᠮ ᠠ ᠮᠡᠲᠦ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠠᠭᠤᠷᠯᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠬᠠᠮᠣᠭ  ᠳᠠᠢᠨ ᠨᠢ ᠦ
ᠯᠡᠯ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠨᠢᠳᠦᠯᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 
9 

ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠴᠢᠭᠣᠯᠭᠠᠨ ᠣᠢᠮᠠᠴᠢᠭᠰᠠᠨ ᠠ 

11 
10 

ᠰᠢᠨᠣᠰ ᠬᠢᠭᠡᠳ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠶᠢ ᠡᠷᠬᠢᠰᠢᠭ᠌ᠴᠢᠳᠡ 
ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠡᠯᠡ ᠦ

ᠭᠡᠢᠬᠦᠨ  ᠢ ᠭᠡᠲᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢᠳᠡ 
12 

ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠡᠭᠡᠷ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠳ᠋ᠠᠢ᠂ ᠨᠠᠰᠣᠳ ᠰᠠᠢᠲᠦᠷ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠮᠠᠰᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 

14 
13 

ᠲᠠᠢᠨ ᠤ ᠣᠮᠦᠭ ᠤᠳ ᠢ ᠮᠠᠭᠠᠳ ᠢᠶᠠᠷ ᠡᠪᠳᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠳᠣᠯᠦᠭᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠦ

ᠭᠦᠳᠡ ᠶᠢ ᠬᠡᠮᠬᠡᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 
15 

ᠶᠡᠬᠡ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠬᠢᠯᠢᠨᠴᠡ ᠶᠢ ᠡᠪᠳᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 

17 
16 

ᠨᠢᠷᠸᠠᠰ ᠡᠸᠥᠥ ᠪᠢ
 ᠮᠠᠭᠠᠳ ᠢᠶᠠᠷ ᠭᠡᠲᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 

ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠶᠢ ᠭᠡᠲᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 

18 
ᠬᠣᠷᠦᠰᠦᠳ  ᠶᠢ ᠦ

ᠯᠡᠯ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠠᠷᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢᠳ 

20 
19 

ᠭᠠᠷᠣᠯ ᠮᠠᠭᠤᠤ ᠵᠢᠭᠦᠲᠡᠨ ᠨᠢ ᠠᠷᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠮᠠᠰᠢ ᠳᠣᠭᠰᠢᠨ ᠬᠢᠵᠢᠭ  ᠦᠳ ᠢ ᠵᠢᠷᠭᠠᠯᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 

21 ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠤᠳ
  ᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶ ᠠ ᠡᠷᠬᠢᠮ ᠮᠠᠩᠯᠠᠢ ᠡᠬᠡ 

表 1： 21ターラー菩薩のモンゴル語の名前 

出典：Manuscripts from private collections in Ordos, Mongolia (1)（2000）により、筆者作成
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2 1 
ᠭᠡᠲᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢ ᠲᠦᠷᠭᠡᠨ  ᠪᠠᠭᠠᠲᠦᠷ 
ᠨᠠᠮᠦᠷ ᠴᠠᠭ ᠤᠨ ᠰᠠᠷᠠᠨ ᠬᠠᠮᠦᠭ ᠠ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ 

3 
ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠬᠥ

ᠬᠡ ᠣᠰᠦᠨ ᠠᠴᠠ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ 

5 4 
ᠬᠠᠮᠦᠭ  ᠲᠣᠲᠠᠺᠠᠸᠠ ᠶᠢᠨ ᠣᠰᠨᠢᠷ ᠲᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠬᠡᠲᠦ ᠮᠠᠰᠢ ᠢᠯᠭᠣᠭᠰᠠᠨ ᠢ ᠡᠳᠯᠡᠭᠴᠢ 
ᠲᠦᠳ᠋ ᠳ᠋ᠠᠩ ᠷᠢ ᠡᠸᠥᠥ ᠤᠨ ᠦ

ᠰᠦᠭ  ᠢᠶᠡᠷ ᠦᠨ ᠬᠦ
ᠰᠡᠯ ᠲᠠᠨ ᠪᠠ 

6 
ᠬᠤᠷᠮᠦᠰᠲᠠ ᠶᠢᠨ ᠭᠠᠯ ᠪᠠ

 ᠡᠰᠡᠷᠸ ᠠ ᠰᠠᠯᠬᠢᠨ ᠲᠩᠷᠢ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠡᠷᠬᠡᠲᠦᠲᠡ ᠲᠠᠬᠢᠭᠲᠠᠨ 

8 7 
ᠲᠦᠳ᠋ ᠳ᠋ᠠᠩ ᠷᠢ ᠦᠨ ᠵᠤᠬᠢᠶᠠᠯ ᠪᠠ

 ᠫᠠᠳ  ᠢᠶᠠᠷ ᠴᠢᠨᠠᠳᠦᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠬᠦ
ᠷᠳᠦᠨ ᠮᠠᠰᠢ ᠡᠪᠳᠡᠭᠴᠢ 

ᠪᠠᠳᠮ ᠠ ᠮᠡᠲᠦ ᠨᠢᠭᠤᠷ ᠢᠶᠠᠨ ᠠᠭᠤᠷᠯᠢᠭᠤᠯᠵᠤ᠂ ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠳᠠᠢᠨ ᠨᠢ ᠦ
ᠯᠡᠯ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠨᠢᠳᠦᠯᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 
9 

ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠢᠶᠡᠨ ᠴᠢᠭᠣᠯᠭᠠᠨ  ᠣᠢᠮᠠᠴᠢᠭᠰᠠᠨ ᠠ 

11 
10 

ᠰᠢᠨᠣᠰ ᠬᠢᠭᠡᠳ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠶᠢ ᠡᠷᠬᠢᠰᠢᠭ᠌ᠴᠢᠳᠡ 
ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠡᠯᠡ ᠦ

ᠭᠡᠢᠬᠦᠨ  ᠢ ᠭᠡᠲᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢᠳᠡ 
12 

ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠡᠭᠡᠷ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠳ᠋ᠠᠢ᠂ ᠨᠠᠰᠣᠳ ᠰᠠᠢᠲᠦᠷ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠮᠠᠰᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 

14 
13 

ᠲᠠᠢᠨ ᠤ ᠣᠮᠦᠭ ᠤᠳ ᠢ ᠮᠠᠭᠠᠳ ᠢᠶᠠᠷ ᠡᠪᠳᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠳᠣᠯᠦᠭᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠦ

ᠭᠦᠳᠡ ᠶᠢ ᠬᠡᠮᠬᠡᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 
15 

ᠶᠡᠬᠡ ᠨᠢᠭᠦᠯ ᠬᠢᠯᠢᠨᠴᠡ ᠶᠢ ᠡᠪᠳᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 

17 
16 

ᠨᠢᠷᠸᠠᠰ ᠡᠸᠥᠥ ᠪᠢ
 ᠮᠠᠭᠠᠳ ᠢᠶᠠᠷ ᠭᠡᠲᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 

ᠪᠦ
ᠬᠦᠢ ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠶᠢ ᠭᠡᠲᠦᠯᠦᠭᠴᠢᠳᠡ 

18 
ᠬᠣᠷᠦᠰᠦᠳ  ᠶᠢ ᠦ

ᠯᠡᠯ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠠᠷᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢᠳ 

20 
19 

ᠭᠠᠷᠣᠯ ᠮᠠᠭᠤᠤ ᠵᠢᠭᠦᠲᠡᠨ ᠨᠢ ᠠᠷᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠮᠠᠰᠢ ᠳᠣᠭᠰᠢᠨ ᠬᠢᠵᠢᠭ  ᠦᠳ ᠢ ᠵᠢᠷᠭᠠᠯᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 

21 
ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠤᠳ

  ᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶ ᠠ ᠡᠷᠬᠢᠮ ᠮᠠᠩᠯᠠᠢ ᠡᠬᠡ 
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ᠭᠡᠲᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢ ᠲᠦᠷᠭᠡᠨ  ᠪᠠᠭᠠᠲᠦᠷ 
ᠨᠠᠮᠦᠷ ᠴᠠᠭ ᠤᠨ ᠰᠠᠷᠠᠨ ᠬᠠᠮᠦᠭ ᠠ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ 
ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠬᠥ

ᠬᠡ ᠣᠰᠦᠨ ᠠᠴᠠ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ 
ᠲᠡᠭᠦᠨᠴᠢᠯᠡᠨ ᠢᠷᠡᠭᠰᠡᠨ ᠦ ᠣᠰᠨᠢᠷ ᠠᠨᠦ ᠬᠢᠵᠢᠭᠠᠯᠠᠯ ᠦ

ᠭᠡᠢ  ᠢᠯᠭᠠᠬᠣᠢ ᠶᠠᠪᠦᠳᠠᠯᠲᠠᠢ 
ᠲᠦᠲᠠᠷ ᠠ ᠬᠣᠩ ᠦ

ᠰᠦᠭ ᠢᠶᠡᠷ᠂ ᠬᠦ
ᠰᠡᠬᠦᠢ ᠵᠦᠭ ᠬᠢᠭᠡᠳ

 ᠥ
ᠭ᠌ᠲᠠᠷᠭᠣᠢ ᠶᠢ ᠳᠦᠭᠦᠷᠭᠡᠭᠴᠢ 

ᠬᠣᠷᠮᠣᠰᠲᠠ ᠭᠠᠯ ᠲᠡᠭᠷᠢ ᠰᠢᠷᠣᠸ ᠠ ᠬᠢᠭᠡᠳ
 ᠬᠡᠢ ᠲᠡᠭᠷᠢ ᠳ᠋ᠡᠨ ᠡᠯᠳᠡᠪ ᠡᠷᠬᠡᠲᠡᠨ ᠡ ᠲᠠᠬᠢᠭᠳᠠᠭᠰᠠᠨ 

ᠲᠠᠷᠠᠳ ᠬᠡᠮᠡᠭᠡᠳ ᠪᠠᠲᠦ ᠬᠡᠮᠡᠬᠦᠢ  ᠪᠠᠷ᠂ ᠴᠢᠨᠠᠳᠣᠰ ᠤᠨ ᠵᠠᠰᠠᠯ ᠢᠶᠠᠷ ᠮᠠᠰᠢᠳᠠ ᠡᠪᠳᠡᠭᠴᠢ 
ᠣᠰᠣᠨ ᠠᠴᠠ ᠲᠦᠷᠦᠭᠰᠡᠨ ᠴᠢᠷᠠᠢᠲᠠᠢ ᠠᠭᠣᠷᠢᠭᠣᠯᠵᠣ ᠪᠦ

ᠬᠦ ᠳᠠᠢᠰᠣᠨ ᠢ ᠬᠣᠴᠣᠷᠣᠯ ᠦ
ᠭᠡᠢ ᠠᠯᠠᠭᠴᠢᠳ 

ᠦ
ᠪᠡᠷ ᠦᠨ ᠭᠡᠷᠡᠯ ᠦᠨ ᠴᠢᠭᠣᠯᠭᠠᠨ ᠢ ᠬᠦ

ᠷᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠰᠢᠮᠨᠣᠰ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ  ᠶᠢ ᠡᠷᠬᠡᠪᠡᠷ ᠪᠣᠯᠭᠠᠭᠰᠠᠨ 
ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠦ

ᠭᠡᠬᠦᠰ  ᠢ ᠲᠡᠢᠨ ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠡ ᠲᠤᠨᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 

ᠪᠦ
ᠭᠦᠳᠡ ᠮᠠᠰᠢᠳᠠ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠩᠭ

ᠤᠢ ᠳ᠋ᠠᠢ᠂ ᠨᠠᠰᠤ ᠮᠠᠰᠢᠳᠠ ᠭᠡᠷᠡᠯ  ᠢ ᠰᠠᠢᠲᠦᠷ ᠭᠠᠷᠭᠠᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠳᠠᠢᠰᠥᠨ ᠤ ᠣᠮᠣᠭ ᠢ ᠮᠠᠭᠠᠳ ᠢᠶᠠᠷ ᠳᠠᠷᠣᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠳᠣᠯᠣᠭᠠᠨ ᠵᠡᠷᠭᠡ ᠪᠦ

ᠭᠦᠳᠡ ᠶᠢ ᠬᠠᠭᠠᠯᠣᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠶᠡᠬᠡ ᠨᠢᠭᠦᠯ  ᠢ ᠪᠦ

ᠭᠦᠳᠡ ᠳᠠᠷᠣᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠤᠬᠠᠭᠠᠨ ᠬᠣᠩ ᠠᠴᠠ ᠭᠡᠲᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦᠰ  ᠶᠢ ᠬᠥ

ᠳᠦᠯᠭᠡᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠬᠠᠮᠣᠭ ᠬᠣᠷᠣᠨ ᠢ ᠬᠣᠴᠤᠷᠯᠢ ᠦ

ᠭᠡᠢ ᠡᠲᠡᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠲᠡᠮᠡᠴᠡᠯ ᠬᠢᠭᠡᠳ ᠮᠠᠭᠣ ᠵᠢᠭᠦᠳᠦᠨ  ᠢ ᠡᠲᠡᠭᠴᠢᠳᠡ 
ᠮᠠᠰᠢ ᠬᠠᠲᠠᠭᠣᠢ ᠬᠢᠵᠢᠭ ᠡᠪᠡᠳᠴᠢᠨ  ᠢ ᠡᠲᠡᠭᠡᠭᠴᠢ 
ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠮᠥᠨ ᠴᠢᠨᠠᠷ  ᠢ ᠵᠣᠬᠢᠶᠠᠭᠰᠠᠨ  ᠦ

ᠯᠡᠮᠵᠢ ᠣᠬᠢ ᠳᠦᠷᠢ ᠦ
ᠰᠦᠭᠲᠡᠢ 

1431

年
の
北
京
版
の
『
聖
救
度
佛
母
二
十
一
種
礼
賛
経
』 

三、 ターラー菩薩のモンゴル語の名前比較

 

出典: Manuscripts from private collections in Ordos,Mongolia(1)（2000）と『モンゴルのアルジャイ石窟』
(2008)により、筆者が作成

表 2 は楊先生の公開されている二つの写本に基づいた 21 ターラー菩薩のモンゴル語の名称であ
る。二つのテキストによるモンゴル語の表現は若干違うところあるが、意味として一致している。正主尊

たる緑ターラーは『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』に getülgegči qutuγtan(救度速勇母）と現れるが、
1431 年の北京版の『聖救度佛母二十一種礼賛経』に dari baγatur（奮速度母）とされていることが特に
注目された。

表 2： 21ターラー菩薩のモンゴル写本に現れた名称
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表 3 『šasin-u toli』（宗教辞典）における 21ターラー菩薩のモンゴル語・中国語の比較

出典: 『šasin-u toli』(1996)により、筆者作成

表 3は『šasin-u toli』(1996)によって、中国語の名称を日本語に直訳して、モンゴル語の名前を直接
引用した。『šasin-u toli』の中国語の名称が「漢蔵大辞典」の中の 21ターラー菩薩の聖号[诺布旺典
2009:106-108]と一致している。モンゴル語の名称は明らかに中国語から直訳されている。

四、結論

ターラー菩薩の信仰はインドからはじまったが、チベットとモンゴルに入ってから緑白ターラーが有

名になってきた。チベット人に「救済者」「すべての仏の母」とみなされるに対し、日本では「蓮華部の仏

母」とされている。

表 1 や表 2 の 21 ターラー菩薩のモンゴル語の名称に指定名詞がはっきりされていないが、モンゴ

ル英雄叙事詩の書き方で姿形と威徳を描き出している。オルドスの民間に伝わり、現代まで日常的に

読誦されていたテキスト（『緑ターラー・白いターラーの礼賛経』）は 18 世紀のウラドのダルマ師の訳文

よりもアルジャイ石窟や 1431 年版に近い。語彙の運用や表現の面から見ると、オルドスのテキストとダ

ルマ師のテキストは異なる文章であると指摘されている［楊2008］。それで、『緑ターラー・白いターラー

の礼賛経』の表現は 1431年の北京版と若干異なるところあるが、ほぼ一致しているといえよう。

表 3 の『šasin-u toli』の 21 ターラー菩薩のモンゴル語名称は著しい漢訳であって、手写本のきれい

なモンゴル語はもうすでに忘れされていることが非常に残念な限りである。漢人は内モンゴルに入って

きたからモンゴルの遊牧文化に対する影響が大きかった。中国語に直訳されているうちに、モンゴル

語の語源もだんだん変わっていくだろう。今後は 1431 年の北京版やダルマ師のテキスト分析を課題

にする。

（静岡大学大学院・人文社会科学研究科・博士前期課程）

ᠲᠦᠷᠭᠡᠨ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 

ᠳᠣᠭᠰᠢᠨ ᠴᠠᠭᠠᠨ ᠡᠬᠡ 
ᠠᠯᠲᠠᠨ ᠥ

ᠩᠭᠡᠲᠦ ᠡᠬᠡ 
ᠦ

ᠰᠨᠢᠷᠲᠦ ᠳᠠᠢᠨ ᠢᠯᠭᠣᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠡᠸᠥᠮ ᠳᠠᠭᠣᠲᠦ ᠡᠬᠡ 
ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠶᠢ ᠢᠯᠠᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠳᠠᠢᠰᠣᠨ   ᠢ ᠢᠯᠭᠣᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠳᠠᠢᠰᠥᠨ ᠴᠡᠷᠢᠭ ᠢ ᠳᠠᠷᠣᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠡᠷᠳᠡᠨᠢ ᠶᠢ ᠰᠢᠲᠦᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠠᠳᠠ ᠶᠢ ᠳᠠᠷᠥᠭ᠌ᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠦ

ᠭᠡᠢᠷᠡᠯ ᠶᠢ ᠠᠷᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠭᠠᠯ ᠪᠠᠳᠠᠷᠠᠭᠣᠯᠣᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠬᠢᠯᠢᠩ ᠳᠦᠷᠢᠲᠦ ᠡᠬᠡ 
ᠥ

ᠯᠦᠰᠭᠦᠯᠡᠩ ᠢ ᠠᠮᠣᠷᠯᠢᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠶᠡᠬᠡ ᠠᠮᠥᠷᠯᠢᠩᠭ

ᠣᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠲᠠᠬᠣᠯ ᠢ ᠠᠷᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠦ

ᠢᠯᠡᠰ ᠢ ᠪᠦ
ᠲᠦᠭᠡᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 

ᠭᠠᠰᠠᠯᠠᠩ ᠢ ᠠᠷᠢᠯᠭᠠᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
ᠭᠡᠭᠡᠷᠡᠭᠦᠯᠦᠭᠴᠢ ᠡᠸᠥᠮ ᠦ

ᠰᠦᠭᠲᠦ ᠡᠬᠡ 
ᠭᠣᠷᠪᠠᠨ ᠶᠢᠷᠲᠢᠨᠴᠦ ᠳᠣᠩᠰᠥᠯᠭᠠᠭᠴᠢ ᠡᠬᠡ 
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［研究論文］ 

蒙蒙古古東東部部占占領領期期、、都都邑邑とと居居留留民民社社会会のの研研究究（（満満洲洲里里））

 
池田 健雄

要約

満洲里は 19 世紀まで蒙古名をフルジンブラクと呼ばれ、2・3 の蒙古包が点在する地域に過ぎなか

った。帝政ロシアが東支鉄道の建設基地としたことから、1900 年技師・事務員・工夫など百名以上を送

り込み開拓庁を設置し、警備隊の駐屯・支那苦力の移住や露天商の進出などにより、発展していった1。

1913年 2月には満洲里の鉄道付属地に日本人は 19戸、男 39人、女が 77人の計 116人が居留して

いた2。日本は 1932 年に清の最後の皇帝・溥儀を皇帝に担ぎ出し、満洲国を建国した。国の実権は日

本が牛耳り、傀儡国家とか偽国家と呼ばれた。南満洲鉄道は 1935年にソ連より接収した旧北鉄、新京

―哈爾濱、満洲里－綏芬河、約 1,700キロの経営を委託され、初年度 3名の日本人職員を送り込み、

逐次増員した。その後、1941 年 4 月の総人口は 7,373 人で日本邦人（内地人 1,070 人、朝鮮人 39

人）、ソ連人 142人、白系ロシア人 1,391人、満漢人 468人、ドイツ人 15人、その他 28 と他民族都市

として発展した。

日本邦人の多くは、鉄道従業員や官公吏で中心になって居留民社会を築いて行った。鉄道を中心

として発展した鉄道の街でもあった。来満してくる彼らは日本社会より、未知数の満洲国に漠然と夢を

見て、自分達だけが、ソ連との国境の街に来るとは予想していなかったようだ。

例えば、夜の満洲里で働く飯盛女は閑散とした街では少ない客を奪っていく定めが待っている。また、

夜の街では何時か分からぬが。侘しい満洲里小唄が歌われていた。満鉄社員でも哈爾濱から 900 キ

ロ、斉斉哈爾から 700キロの満洲里に赴任する車中で不安を覚えた。一方で日本の生活と変わらぬ状

態を維持すべく、日本人商店、日本人小学校、満洲里神社、日本語新聞、映画館に加えて大相撲の

慰問大会まで開催され、居留邦人はある意味で日本に居た時以上に、優雅な生活を過ごしていた。し

かし、1945年 8月になると、ソビエト軍が侵攻してきて、在留日本人は命からがら逃避生活に追いやら

れた。

キーワード：国境の街、他民族社会、鉄道の街

始めに

筆者は 1930年代から 1940年代を中心に日本が中国大陸に進出し、居留民社会研究を続けていま

 
1 満洲国通信社編『満洲国現勢』1941年 9月、175頁。
2 外務省通称局『満洲事情第 5巻』大空社、復刻版、1991年、5頁。1913年 2月黒竜江省都督府の調査による。

『モンゴル文化研究』第 4号（2022）：99-123 
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す。先に満洲国期、東部蒙古の都邑と居留民（王爺廟）の研究に着手し、昨年末に発表した本シリー

ズ3は王爺廟の外に、本稿の満洲里の他に斉斉哈爾、海拉爾、通遼、赤峰を次回以降に発表を予定し

ている。併しながら、筆者は 2021 年 9 月に大病を患い、抗がん剤治療を実施中で、いつ副作用がで

るか、心配しながら、執筆している状況であります。

一、現地に於ける都邑の発展（1917年～1945年）

1、現地商工業発展の推移

満洲里は元来、産業都市でなく、その上に政治的 有名な割には、都市の外観」は貧弱で市況

も不振の状況にあった4。

1917 年における満洲里における獣皮毛市場は著名な集積地と言われた。ロシア商人が比較的

奥地にまで入り込み牧畜業者に前貸しをして獣皮毛を買い付けた。羊毛の年購入額は 250 万斤

に及んだ。買い付けると直ちに欧州へ輸出した。当地で買い集めた羊毛は粗剛にして光沢は薄

かったといえよう5。

1934年 9月には現地・満洲里商会が結成されており、商工業者は 101戸を数えた。業種別で

は旅館 38戸、服飾店 12戸、理髪店 7戸、食糧雑貨 5戸などであった。商会役員 4名全員の本

籍は山東省であった6。

1936年 5月現在、満洲里の現地商工業者は満洲里帝国領事館の調べによれば、次のようであ

った。1、飲食料品店；萬太、五号永、広太恒、信栄広。洪太和、興和福など。2、綿羊品；慶信

恒、恒達、ガーニンなど。3、金物；萬太利、隻盛秦などであった7。

1936年 12月末現在、当舗店（日本の質屋）の舗数は４店、貸出口数（8,129）貸出金額（46,335

円）であった。尚、参考までに 1935年末、当舗の店舗数は 2店、貸出金額（17,190円）であっ

た8。

 
3 日本モンゴル文化学会誌、第三回、2021年 12月、117～135頁。
4 南満洲鉄道株式会社『哈爾濱新京満洲里綏芬河内案内』南満洲鉄道株式会社鉄路局、1936年。
5 朝鮮銀行調査局『東部蒙古および満洲に於ける獣皮毛』1917年、39頁。
6 満洲中央銀行『本邦農工商会調査』満洲中央銀行、1936年、130～131頁。
7 大阪市産業部貿易課『海外商工人名録』大阪市産業部貿易課、1937年、106頁。
8 満洲中央銀行調査課『満洲に於ける当舗（質屋）について』満洲中央銀行、1938 年、188～210 頁。満洲の当舗
について日本の質屋との相違点は下記であった。イ、地方金融機関としての重要性を有す。地方農村や都邑

を通じて大きな重要性を発揮した。日本の質屋は利用範囲が狭く、庶民の一部であり主として消費上の目的

「に利用されるに過ぎなかった。ロ、当舗の質草は生活財（衣類、農具）を主とし、日本は享楽財（贅沢品）を主と

する。ハ、当舗の地位は日本の質屋に比べ、社会的経済的地位が高い。地方銀行の代行、民衆財産の保護者

の地位を有し、社会一般の尊敬を受け、清朝時代の官営当舗に対して「龍の文字を看板に用いることが許され

た。日本の質屋は徳川時代には古着、古金商と共に八品商と称せられ、社会的地位は極めて低い地位に置か

れた。ニ、入質者の心理状態は満洲民衆が当舗を利用する態度は、銀行等の金融機関利用と変わることなく、

公然と白昼に利用する。これに反して日本の態度は、質入するのを恥ずかし事と考え、暮夜密かに質屋の暖簾

を覗く有様で、人通りの少ない裏通りに、しかも遊興地に近く店舗を設けるのが通例であった。牧畜は牧野に恵

まれており、当地の5工場で生産されるバターは哈爾濱方面まで市場を開拓していた。また、タライ湖の漁業は
当地の興安水産が中心に鯉、鮒、鯰などの漁獲量は年 1 千万斤（約 500 万キロ）に達し、哈爾濱、新京方面に
まで送られている8。

− 100 −



－101－ 

1938年の満鉄作成の『満洲工場名簿』によれば、酒造所として「廣泰恒」（満洲里三道街に表・

孫徳禄、従業員 5名）が掲載されていた9。また、製菓業として「福慶昌」（満洲里三道街、代表・

李占吉、従業員 6 名）も掲載されていた10。更に皮革品製造業として「東義慶（満洲里博士街、

代表・姜銘忠、靴製造、従業員 6名）も掲載も掲載されていた11。木工製品工業として「永盛祥

木工場」（満洲里博士街、代表・姜鴻禧、満洲家具製造、従業員 5 名）、「徳茂昌」（満洲里博士

街、代表・宿世禄、雑木製品製造、従業員 6名）、「恒発昌木舗」（満洲里三道街、代表・姜玉書、

満洲家具、従業員 5名）も掲載されていた12。現地企業は押し並べて中小企業であった。

2、現地の官衙など

税捐局、税関分関、中銀分行、区法院、区検察庁、ソ連総領事館、市立病院などが設けられて

いた13。

3、社会事業の発展

（1）官営の部

満洲里市立棲留守所は1926年に市政公所が扶養者のない貧困の老人の収容を目的に設立され

た。食物、寝所を完備した施設で、疾病の治療、死体の掩埋などを行った。収容人員は 14人で

あった14。

（2）外国人経営社会事業

満洲里希脳教育嬰堂は 1922年、市内二道街に孤児に、衣食及び教育を施し、独立自活する能

力を習得させた。収容人員は 33人で 1936年までに延べ約 12,000人を収容した15。

（3）満洲理の社会インフラ

病院について

1924年、満洲里にはロシア経営の病院が二か所あり、更に鉄道病院と公立病院があった16。尚、

鉄道病院では 1944年 4月 1日現在、南満洲鉄道満洲里医院は富永一郎氏が院長として勤務して

 
9 南満洲鉄道調査部資料課編『満洲工場名簿』南満洲鉄道調査部資料課、1938年、203頁。
10 南満洲鉄道調査部資料課編『満洲工場名簿』南満洲鉄道調査部資料課、1938年、211頁。
11 南満洲鉄道調査部資料課編『満洲工場名簿』南満洲鉄道調査部資料課、1938年、264頁。 
12 南満洲鉄道調査部資料課編『満洲工場名簿』南満洲鉄道調査部資料課、1938年、244頁。
13 満洲事情案内所『満洲国地方誌』満洲事情案内所、1940年 4月、600頁。
14 植民地社会事業関係資料集『満洲国の部』社会事業総覧 4、近現代資料刊行会、2005年、満洲国中央社会事
業連合会 1936年、471頁。

15 植民地社会事業関係資料集『満洲国の部』社会事業総覧 4、近現代資料刊行会、2005年、満洲国中央社会事
業連合会 1936年、、473～474頁。

16 外務省通産局『満洲事情第 25回 5輯』外務省通産局、1924年、274頁。
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いた17。1944年 9月には林明院長以下 13名が勤務していた18。

（4）現地のその他文化とインフラ

（a）現地の映画館

満洲里電影（満洲電影総社：満映の子会社19）：満洲里二道街 240 名収容にて野澤徹が経営して

いた20。

（b）満洲駅構内電話

満洲里駅構内電話は 1934月年に北満鉄道満洲里駅構内に警部公衆電話が設置された。運営主体

は満洲里電話局が行っていた21。

4、現地の教育の発展の推移

1934年において、ロシア中学校には生徒 162名（男子 72名、女子 90名）が収容され、教師

10名（男 5名、女 5名）で帝政ロシア時代の教育が行われていた22。

蒙民厚生会23は 1939 年に毯（毛布）や木工品の習得する「蒙民習芸所」を設立して蒙員への

文化活動を行った24。

満洲国文教部は 1935年、蒙古教育に関し、蒙古人の教育は従来、上流社会の間でラマ僧に依

って僅かに寺子屋式教育が行われていた。下層階級に対する教育機関が欠如していた。

この民族が遊牧を捨てぬ限り、教育確定には非常に困難であると25。

1940年 7月には満洲里学校の児童数 162名となり、教員も男 4名、女 5名の陣容となった。

尚、満洲里国民学校の児童は 78名となっていた26。

1942年時点で、満漢人対象の国民優級学校（生徒 42名）、白系ロシア人小学校（生徒 109名）、

 
17 満鉄会『満鉄史料⑫』龍渓書舎、1922年、229頁。
18 南満洲鉄道株式会社『社員録昭和14年7月１日現在』南満洲鉄道株式会社、斉斉哈爾鉄道局、409～446頁。 
19 日本映画協会『映画年鑑』日本映画協会、1943 年、605 頁 満映が直営館建設計画を更に強化する為に 1941
年 11月に創設したのが、満洲電影総社であった。現地満洲系の映画館は 1943年 12月時点で 32館が営業し
ていた。

20 日本映画協会『映画年鑑』日本映画協会、1943 年、621 頁。東亜旅行社『満支旅行年鑑昭和 17 年度』東亜旅
行社、1942年、460頁。日本映画協会『映画年鑑』日本映画協会、1943年、621頁。

21 満洲電信電話総務部調査課『地方電話調書第 1』1934年、20頁 
22 満洲国文教部学務司「地方教育状況調査報告康徳 2年」『「満洲国」教育資料集成』エムティ出版、1112頁。
23 大地主である王侯や喇嘛廟の土地を「国家へ奉納」させた資金で蒙古民衆の為の社会事業を行う機関として
「蒙民厚生会」が設立された。

24 近海『日本在内蒙古殖民統治政策研究』社会科学文献出版社、2009 年、259 頁。金開氏は、1939 年 8 月 31
日付「盛京時報」から引用。  

25 満洲国文教部『満洲年鑑』昭和 11年度版、満洲日日新聞、満洲帝国事情 1935年 12月現在 1936年刊行。 
26 満洲国文部省『満洲年鑑』康徳 7 年度版 満洲日日新聞、128～129 頁、231 頁。日本図書センター、『植民地
年鑑』復刻版、1999年。
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回教小学校（生徒 11名）があった27。

（一の小括）

満洲理は多民族国家でありながら、住民の紛争は少なく、安定した家庭生活を営んでいた。史

資料が少なく、どうしても漢民族・満洲族を主にした結果となったことを了解願いたい。満洲里

は元来、産業都市でなかったが、1934年 9月には現地・満洲里商会が結成されており、商工業

者は 101戸を数えた。病院は鉄道病院があり、多くの現地人が利用していたようだ。1930年代

後半になると満映の映画館が市内に設置されて、娯楽の一部となっていた。教育関連では、日本

が満洲里に居留する以前より、先住民のロシア人は児童生徒に教育を行っていた。中国人社会

では漢民族は日本人が居留するころから、漢民族・満洲の児童生徒を中心に学校教育を行って

いた。

二、満洲里における日本人の進出(1913～1931年)

1、 日本人の動きを時系列ごとに

1913年 2月には満洲里の鉄道付属地に日本人は 19戸、男 39人、女が 77人の計 116人。

1914年 7月の日本人職業別調査では医師 1人、歯科医 1人、薬種売薬商 1人、写真業 1人雑

貨商 4人、漁業 2人、洗濯業 1人、理髪業 1人、飲食店 1人、外国人被雇 8人、料理 5人、酌

婦 52人となっていた。満洲里は交通の要諦であり、軍事都市でもある満洲里は軍事都市特有の

酌婦が多かった。総人口 113人の内、男性 39人、女性 74人と男女比で女性が多く、その大半

が酌婦と言ういびつな人口構成となっていた28。

1918～22年の間に連合国（日本、イギリス、フランス）、イタリア、アメリカ、カナダ、中華

民国」）が「革命軍によって囚われたチェコ軍団を救出」を名目にシベリア出兵した。

日本人は 1918年 8月、ウラジオストックに上陸し、出兵したが、多くの死傷者を出して 1922

年 10月、撤兵した。連合国はドイツ革命によって第一次世界大戦は停戦する。これにシベリア

出兵に目的を喪失した連合国側は撤兵した。日本は 1922年６月に撤兵を表明し、10月に完全に

撤兵した。この間に満洲里特務機関が創設され、初代機関長は浅木到一大佐で、その後、依田四

郎少佐、秦彦三郎、橋本欣五郎、富永恭次、秋山義充、1925 以降、川俣雄人、上田昌雄、小原

重孝、桜井鐐三、中森康二、小堀晃ら各大尉（少佐）がバトンを受け、次代の者に渡した。その

後、機関は海拉爾の出張所となり、終戦前に田村利美満軍少佐が続き、越智通俊大尉が終戦最後

の出張所長であった29。

日本政府は 1918 年 11 月に斉斉哈爾領事館の出張所を開設し、呼倫貝爾特別区一帯を管轄と

 
27 満洲国通信社編『満洲国現勢昭和 18年度』満洲国通信社、1941年 9月、286頁。
28 外務省通称局『満洲事情第 5巻』大空社、復刻版、1991年、8～9頁。
29 西原征夫『全記録ハルピン特務機関』毎日新聞社、1980年、112～113頁。
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したが、1919年 12月、斉斉哈爾帝国領事館本邦人職業別表に依れば、満洲里には内地人 59戸

の 420名。朝鮮人 30名の戸数は不明。ロシア人が 10,351名に加え現地中国人 2,841名が居住し

ていた30。ロシア人の内、鉄道関係者は 880人で、満洲里はロシア人の街と言っても違和感がな

かったようであった31。1920 年 8 月に我国兵撤兵により、斉斉哈爾領事館出張所も居留民と共

に引き揚げた。呼倫貝爾地区人口状況の 1922年、ロビン県の特別区には漢族 5,333人が居住し

ていた32。その後、1923年 6月、満洲里領事館は開館された33。

1923年 7月、満洲里の人口は、満洲里日本領事館と支那特別区警察署調査によれば、日本人

125人、朝鮮人 15人、外国人 7,910人、支那人 4,271人の合計 12,321人となっていた。外国人

はロシア人が 7,877人、イギリス人 20人、ドイツ人 5人、フランス人 4人などであった34。同年

の日本人の職業別では官公吏 11名。僧侶・神職 1名。医師 4名。歯医者 1名。看護師 1名。金

具細工 1名。写真業 1名。大工 7名。左官ペンキ 1名。和洋裁縫 4名。職人 2名。土木建築請

負業 2名。商業 6名。薬種商 1名。豆腐商 1名。御用達商 8名。旅館 6名。料理飲食業 9名。

会社員事務員 56名。為替商 1名。質屋 2名。雑貨商 15名。貿易商 2名。仲買商 8名。行商 6

名。銀行員 3名。理髪髪結 8名。料理人 5名。外国雇人 32名。芸酌婦 94名、となっていた35。

1926年 10月 1日に於いて、内地人 245人、朝鮮人 55人の 300人の居留民であった36。同年

末には、現地中国人 3,823人、ロシア人 7,358人、日本人は僅か 170人であった37。

1927年 10月現在、満洲里における邦人商工業者は大阪市大連貿易調査所調べによれば、次の

ようであった38。薬品商：井上薬房、旭昇号。雑貨商：朝日洋行、池田商店であった。

1928年 10月 1日現在、日本人は 215人で朝鮮人は 72名で計 287人であった39。 内地人の職

業別別では家族を含め、物品販売業が 25 人、会社員・銀行員・商店院、事務員等で 19 人、旅

館・貸席芸妓らが 25人、芸妓・娼妓・酌婦等 46人、理髪・髪結・浴場で 11人、官公吏 26人、

医務関連 14 人。無職その他 23 人であった40。この人口表に鉄道関係者は掲載されていなかっ

た。

1931年末の人口の内、5年前に比べ、内地日本人は 170人から 235人、朝鮮人も 62人から 171

名と大幅に上昇していた。

1934年 10月現在、満洲里日本領事館調べによると、満洲里の総人口は 6,346の内、日本人は

 
30 外務省通産局『満洲事情第 25回 5輯』外務省通産局、1924年、12頁。
31 外務省亜細亜局『支那在留本邦人及外国人人口統計』外務省亜細亜局、1930年、第 22回昭和 4年 12月
現在。

32 呼倫貝爾志編纂委員会『呼倫貝爾盟志』内蒙古文化出版社、1999年、161頁。
33 哈爾濱商品陳列館『哈爾濱商品陳列パンフレット』哈爾濱商品陳列館、1924年、2～3頁。 
34 哈爾濱商品陳列館『哈爾濱商品陳列パンフレット』哈爾濱商品陳列館、1924年、6～7頁。 
35 外務省通産局『満洲事情第 25回 5輯』外務省通産局、1924年、9～12頁。
36 外務省通商局『海外各地在留邦人職業別人口表』外務省通商局、1927年、4月、16頁。
37 南満洲鉄道『北満地方案内』南満洲鉄道、1932年、一枚物の印刷物に記載。 
38 外務省通商局『海外各地在留邦人職業別人口表』外務省通商局、1927年、4月、21頁。
39 大阪市産業部貿易課『海外商工人名録』大阪市産業部貿易課、1927年、245頁。 
40 外務省通商局『海外各地在留邦人職業別人口表・第六表・満洲』外務省通商局、1929年、4月、21頁。 
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370人と増加した。満洲人 2,986人、満洲国白系ロシア人 57人、赤系ロシア人 1,406人、無国籍

白系ロシア人 1,523人などとなっていた41。尚、日本居留民・内地人に於ける職業別人口表では

次の通りであった42。内地人合計 350名、物品販売業 11人、旅館・料理・貸席・芸妓業・遊技

場 23人、芸妓・酌婦 30名、官公吏など 230人、家事雇人 20人と旅館・芸妓など軍人（2人）

や官公吏など（230人）の遊びが中心であったと言えよう。また、出張所など出先機関が多いの

も官公吏の多さ関連したであろう。鉄道関連の人数が計算外であるが、少なくとも 100 人は下

らないであろう。

次に日本人の進出が本格化した 1922年～1930年まで隔年を掲載してみたい。

1922年 内地人 （男 75名、女 122名） 朝鮮人（男 24名、女 12名）計 234名

1924年 内地人 （男 94名、女 138名） 朝鮮人（男 44名、女 17名）計 293名

1926年 内地人 （男 91名、女 155名） 朝鮮人（男 44名、女 18名）計 308名

1928年 内地人 （男 94名、女 146名） 朝鮮人（男 60名、女 43名）計 343名

1930年 内地人 （男 106名、女 129名） 朝鮮人（男 79名、女 92名）計 405名43

1920年代から 1933年頃、日本人男性は、次のような満洲里にたいする、淡い期待と苦い空想

を抱いていたのでなかろうか44。下記文章をお読み下さい。

－満洲里、寂として人影もなく、楡木繁るこの国境の街は黄色い風が吹き抜けていた。真昼の路に

は馬車も人もなく、ただ物凄い砂ほこりが街頭に降り注いでいる。駅も局宅商店も白壁の家も、扉も窓

板の堅く閉門ざされている。ああ落莫の街よー西辺の街よと私は物悲しい気持ちで馬車にゆられてい

た。満洲里の女は情が深いの、二三日の情けが身に染みて、一生忘れないものを男の人にあたえる

そうよ。夕食の給仕をしながら宿の女がそう囁くのである。そんなにここがいいのかね。ロシアからは毎

週二回の国際列車が来るけど、多くて二人、なければ一か月間も日本人一人も乗っていない事があり

ますもの。お茶を引くのは女で、お客さんではないのよ。それにカフェの女の人たちも加えればとても

女は多いの。でも、あんたあまり浮気しないことよ。でないと帰れなくなるわ45―

日本の職業分類で芸妓・娼妓・酌婦に属した満洲里の女性は最果ての街で少ないお客の

争奪戦に疲れた様子を嘆いていたのでは。

1929 年刊行の『思い出の摩周鉄道各駅停車』には旅行案内所にはジャパン・ツーリスト・ビューロー

（現在の JTB）の出張所も紹介していた。当時はロシア色が大きく、満洲駅は南満洲鉄道の起点駅であ

り、満洲国西端のロシア・中国の国境駅である。当駅においてザバイカル鉄道が連絡し税関の検査が

 
41 満鉄経済調査会『満洲国一般経済調査報告』【5】満鉄経済調査会、1934年、25頁。
42 哈爾濱商工会議所『哈爾濱商品陳列館パンフレット第 178号』哈爾濱商工会議所、1934年 12月、12～15頁。
43 外務方外交史料館『満洲里の在留邦人外務省警察史 12巻』外務方外交史料館、1986年 261～262頁。
44 満鉄社員会『満鉄社員健闘録』満鉄社員会、1942年、1月、332頁。
45 満鉄社員会『満鉄社員健闘録』満鉄社員会、1942年、1月、332頁。
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行われていた。満洲里は海拉爾に次ぐ蒙古貿易の盛んな地であり、ダライ湖の魚類の集積地と知られ

ていた。東には製粉用の大風車が建ち、独特な風景を成している。市街はロシア式で規則正しく、建

物も珍しい。鉄道の南地は鉄道の社宅街で鉄道の北は商業区である。人口は中国人3,600人、ロシア

人 7,300人、日本人 170名であった。日本の領事館、小学校があり、中国側には臚濵県公署、興安北

省鉄路護路軍哈満指令部があった46。

（二の小括）

満洲里に日本人が住んだのは、斉斉哈爾の 1907 年に領事館開設を除き、以外にも早いものであ

った。満鉄の関係者や医者、薬種商、漁業者などに加えて料理業舎が 5 軒であったが、酌婦が 52 人

と人口の約 47１％を占めていた。1919年当時、日本人は 450人でロシア人が 1万人余で内鉄道関係

者は 890 人で、人口の約 1 割を占めていた。1915 年 21 カ条要求など、中国人の日本に嫌悪感が広

まり、1926年には日本人は 170名までに減少した。

この数字は『北満地方案内』の抜粋数字で『外務省警察史』では 246 人とあり、誤差 50 人であるが、

日本人が減少していた事には変わりはない。満洲国が成立すると日本人口も 1934年には 340人と増

加の兆しが見えた。満洲理に来た旅行者や単身赴任者は夜の街へも淡い期待と苦い空想を抱いて、

夜の街を徘徊してことであろう。まあ、彼らを接待する多くの女性は腕の見せ所であったようだ。当時は

東部に大風車が建ち、市街はロシア式で規則正しく、獲物も珍しかったようであった。

三、満洲国と日本人居留民の社会 （1932年～1945年）

１、日本人の増加

1932 年に満洲国設立の共に日本人の増加、日本の不景気に嫌気をさして、ロマンの国、満洲国へ

渡ってきた。

1934 年 10 月現在、満洲里の本邦人の職業別人口は下記となっていた。食料品 7 名、質屋 5 名、

大工業 3名、雑貨商 7名、旅館 2名、貸席料理店 31名、娼婦 21名、理髪 3名、郵便電信従業員 4

名、官公吏 194名、宗教関係者 1名、家事被雇人 15名、未申告 10人の合計 350名の内訳だった47。

この年度になって初めて日本人の官公吏の人数が掲載されていた。満洲国建国で多くの機関が開設

され、官公吏を大幅に採用した結果であろう。しかし、官公吏の 194名は 350名の 55％以上を占める

ことになり不自然な数字である。1935 年 10 月には邦人（家族を含め）の満洲里領事館管轄職業別人

口は 595人で物品販売業が 16人、会社員・銀行員・商店員・事務員関連が 96人、旅館・料理・貸屋及

娯楽業等が 29人、芸妓・娼妓・酌婦などが 77人、交通運雄鉄道関連 154人、官公吏 150人、家事雇

人 52人となった。一番多いのが鉄道関係者で全体の四分一以上を占めた。官公吏は 150名となり鉄

道関係者も 154 人と官公吏で満洲里人口の半分以上を占めていた。1935 年に奇跡的に鉄道従業員
 

46 南満洲鉄道編『思い出の満洲鉄道各駅停車』図書刊行会、1984年、1929年の復刻版。278～279頁。
47 満鉄経済調査会『満洲国一般経済調査報告』（5）満鉄経済調査会、1934年、27頁。
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が記載されたが、その後は記載されていない。家事雇人も 52 人となり、彼らを雇える家庭が増えたと

言えよう48。注目されるのは 34年に 21名だった娼婦が翌年の 35年には芸妓・娼妓・酌婦などが 77人

と大幅に増加した点である。

1935年 12月末の満洲里の人口は、満洲里日本領事館警察署によれば内地人 375戸（856人）、朝

鮮人 41戸（74人）、満洲国人 957戸（3,457人）それに加えて、ソ連人 201 戸（628人）、白系ロシア人

331戸（1,141人）、ポーランド人 4戸（11人）など 1,398戸（5,252人）の外国人が暮らしていた49。 や

はり、斉斉哈爾に比べると取引高は低く、福泰號の 16.6 万円が最高で、金融、質屋、自動車運輸と手

広く商圏を行っていた。食料、雑貨商も顔を並べているが、狭い満洲里では大型店は少なく、零細企

業が中心であった。

1936 年 12 月末、満洲里の人口は、満洲里日本領事館警察署によれば、内地人 942 人（333 戸）、

朝鮮人 78 人（33 戸）、満洲人 4,046 人（1,075 戸）、蒙古人 85 人（21 戸）、ソ連人 409 人（137 戸）、白

系ロシア人 1,316人（359戸）となっていた50。

1936 年当時、街並みは東西に走る鉄道線路に南北に分断され、東西と南北の数条の道で綺麗に

区切られていた。市街には場所柄、日本・ソ連の領事館が設けられていた。町には料亭を兼ねた和風

旅館・ホテルに加え、バーもあった。洋式のホテルは「ニキチンホル」があったのみである51。

1936年 12月末現在、当舗店（日本の質屋）の舗数は４店、 貸出口数（8,129）貸出金額（46,335円）

であった。尚、参考までに 1935年末、当舗の店舗数は 2店、貸出金額（17,1,190円）であった。

この期間 1931年から 1936年の満洲理の在留邦人など人口統計は下記であった52。

1931年 内地人 （男 85名、女 89名） 朝鮮人（男 73名、女 92名）計 339名

1934年 内地人 （男 245名、女 140名）朝鮮人（男 60名、女 34名）計 479名

1935年 内地人 （男 540名、女 413名）朝鮮人（男 43名、女 31名）計 1,027名

1936年 内地人 （男 568名、女 508名）朝鮮人（男 49名、女 33名）計 1,980名53。

翌年の 1937 年 7 月になると、華北では北京郊外で盧溝橋事件が勃発して、本格的な日中戦争に

突入した。

2、商工業

1927 年 10 月現在、満洲里における邦人商工業者は次のようであった54。◎薬品商：井上薬房、旭

昇号。雑貨商：朝日洋行、池田商店などであった。

1931 年 7 月 13 日現在、満洲里における邦人商工業者は次のようであった。◎食料品：朝日洋行、

 
48 外務省調査部『海外各地職業別人口表・昭和 10年 10月』外務省調査部、1936年 2月、32～35頁。 
49 外務省外交史料館『外務省警察史 18巻』外務省外交史料館、130頁。
50 外務省外交史料館『外務省警察史 18巻』不二出版、復刻版、1997年、156～157頁。
51 坪井憲二『満洲里残照―最涯の町に』洛西書院、1994年、24～25頁。
52 外務省外交史料館『外務省警察史 12巻』外務省外交史料館、1986年 261～262頁。
53 外務方外交史料館『満洲理の在留邦人外務省警察史 12巻』外務方外交史料館、1986年 261～262頁。
54 大阪市大連貿易所『海外商工人名録』大阪市産業部貿易課、1927年、245頁。
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池田商店、◎雑貨：朝日洋行、池田商店、◎紙、文房具：朝日洋行、◎薬品商：井上薬房、旭昇号が

刑されていた55。

当時、狭い商圏であったが、次の人々が賢明に次の事業を営んでいた。

表 1 1935年、在外本邦実業者 満洲里

氏名 会社名 業種 取引売買高 使用人人員

島崎兼男 朝日洋行 食料雑貨、書籍 2.1万円 日 3、中 2

岩本松次 岩永洋行 食料雑貨、薬品 4.2万円 日 2、中 1、露 1

北浦松次郎 北浦洋行 糸布雑貨、業網、 4.6万円 日 3、

平島七助 福泰號 金融、質屋 16.6万円 中 5、露 3

河野サト 日本ホテル 旅館、食道 3.5万円 日 5、中 1、露 1

白石茂七 東亜旅館 旅館、飲食店 3.7万円 日 3、中 1

油谷頴一 国際運輸㈱出所 運輸、金庫、保険 3.9万円 日 5、露 1

小川丑松 支岐土木出張所 土木、建築請負 10万円 日 9、中 200

中川金三郎 金 龍 建築請負、撞球場 2.7万円 日 3、中 5、露 1

島 房江 青 柳 料理店 2.8万円 日 11、中 4

出典：外務省通商局『在外本邦実業者調』（上巻）外務省通商局、1937年 245～246頁を依拠

表 1 からやはり、斉斉哈爾に比べると取引高は低く、福泰號の 16.6 万円が最高で、金融、質屋、自

動車運輸と手広く商圏を行っていた。食料、雑貨商も顔を並べているが、狭い満洲里では大型はなく、

こじんまりとした様子で商権を確保していた。

1936年 12月末、満洲里の人口は、満洲里日本領事館警察署によれば、内地人 942人（333戸）に

増えて、朝鮮人 78 人（33 戸）、満洲人 4,046 人（1,075 戸）、蒙古人 85 人（21 戸）、ソ連人 409 人（137

戸）、白系ロシア人1,316人（359戸）となっていた56。尚、日本邦人の営業状況は宿屋（4）、料理屋（9）、

飲食店（16）、医師（1）、看護婦（2）、歯科医師（3）、質屋（3）、雑貨商（4）、理髪・髪結業（3）、自動車業

（2）、撞球場（1）、菓子製造行（4）、建築請負業（11）の計 63戸57。1936 年末芸妓酌婦その他接客婦女

の内訳として芸妓 28 名,舞妓 1 名、酌婦 39 名、旅館、料理店、飲食女中 17 名、女給 16 名が閲覧も

受けて掲載された58。

1937 年 10 月になると、内地人人口が 1,320 人になり、土木建築関連が 60 人、会社員・銀行員・商

店院・事務員等が 127 人、旅館・料理・貸席及芸妓業などで 22 人、芸妓娼妓・酌婦などで 112 人、交

通運輸鉄道関連に 140 人、官公吏 135 人などが中心であった。やはり、満鉄を中心と交通運雄鉄道

 
55 大阪市大連貿易所『海外商工人名録』大阪市産業部貿易課、1932年、246～247頁。
56 外務省外交史料館『外務省警察史 18巻』不二出版、復刻版、1997年、156～157頁。
57 同上、157頁。
58 外務省外交史料館『外務省警察史 18巻』不二出版、復刻版、1997年、156～158頁。
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関連が全体の約 1 割りを占めた。下記のデータでは満鉄従業員だけでも 1320 人に対して 13％強を

占め、他の交通関係者や官公吏 135 名を含めると 25％を超えている。満洲里日本人の４人に 1 人は

交通鉄道関係者や官公吏であった。

1939 年 7 月 1 日付け南満洲鉄道の満洲駅管区に在籍する従業員は下記の 181 名の氏名が掲載

されていた59。斉斉哈爾鉄道管理局（1）人事課・経理課より出向者 4名、（2）満洲里駅勤務者 40名（副

参事・駅長・佐生与吾、（3）機関区勤務者45名（区長・國武厳）、（4）検車区勤務者12名（区長・上田貞

武）、（5）工務区勤務者 37 名（区長・武田徳義）、（6）電車区勤務者 29 名（区長・定木加賀里）、（7）満

洲里医院（副参事・医院長・林明）の以上 181 名であった。これは南満洲鉄道株式会社の斉斉哈爾鉄

道局に所属する人々で、その他交通運輸自動車等の人は含んでいない60。

(b)満洲里における日本企業名簿 1937年度版を抜粋し記載した61。

表 2 満洲里 本邦実業者リスト （1937年）

商号 営業内容 代表者名 資本金円 年間売上高 従業員数

朝日洋行 食料・雑貨・薬品 島崎義男 1.5万円 2.1万円 5名

岩永洋行 同上 岩永松次 1万円 4.2万円 4名

北浦洋行 綿糸・布・雑貨 北浦松次郎 0.6万円 4.6万円 3名

福泰号 金融・質・自動車運輸 平島七助 3.4万円 16.6万円 7名

日本ホテル 旅館・食堂 河野サト 3万円 3.5万円 7名

東亜旅館 旅館・飲食店 白石茂七 1万円 3.7万円 ４名

小出洋行 食料雑貨・石炭 小出静乃 １万円 1.8万円 6名

国際運輸出張所 運輸・倉庫・保険 油谷頻一 500万円 3.9万円 8名

支岐土木（株） 土木建築上請負 小川丑松 0.1万円 10万円 209名

金龍 建築・撞球場 中川金三郎 0.5万円 2.7万円 9名

金鳥 飲食店 岩永実蔵 0.5万円 2万円 2名

青柳 料理店 島 房江 1万円 2.3万円 15名

玉川 料理店 鈴木レミ 1.2万円 1.4万円 10名

出典：外務省通商局編『在外本邦実業者調（上巻）』1937年、245～246頁

表 2は 1935年の資料と比較しても、どうも出典は同じ処ではないかと思われる。

 
59 南満洲鉄道株式会社『社員録昭和 14年』南満洲鉄度株式会社、1940年。410～445頁。斉斉哈爾鉄道管理局
（1）人事課・経理課より出向者 4 名、（2）満洲里駅勤務者 40 名（副参事・駅長・佐生与吾、（3）機関区勤務者 45
名（区長・國武厳）、（4）検車区勤務者 12 名（区長・上田貞武）、（5）工務区勤務者 37 名（区長・武田徳義）、（6）
電車区勤務者。29名（区長・定木加賀里）、（7）満洲里医院（副参事・医院長・

60 南満洲鉄道株式会社『社員録昭和 14年』南満洲鉄度株式会社、1940年、410～445頁。
61 外務省通商局『在外本邦実業者調（上巻）』同外務省通商局、1937年。
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1938年、満洲里市は、面積 8.9平方キロ、蒙古人 53人、満漢人 3,920人、日本人 810人、白ロシア

人 1,401人、ソ連人 166人など、合計 6,397人が居住していた。商業は日満、白ロシア人によって営ま

れ、雑貨酒類、飲食店、芸館、漁業商などが数が多い。日用生活必需品はもっぱら、他からの移入に

仰いでいる62。

3、文教およびその他

(a)日本人小学校（満洲里尋常高等日本人小学校→満洲里国民学校）

満洲里尋常高等日本人小学校は 1927年年 4月に 1日に居留民団によって設立され、翌年 3月

4日に日本政府から、在外指定日本人学校に認定された63。当時の状況は下記であった。学校の

運営は（満洲居留民会）会長・小川貢が行い、全校の生徒は男 1、女 3 計 4名で、校長は高橋

チヨであった。同校は 1928年 10月に生徒数 6名となり、校長は藤井チヨとなった64。その後、

早くも、校長は 1929年には永川亀雄に校長が交代した。生徒増に対応するため、現校舎を買収

し、新校舎を増設するために 1.5万円が必要され、居留民会で 8,000円を負担するも 7,000円が

不足。授業料を値上げして、学校を継続していた65。1929年 5月には生徒が小 1（4名）、小 2（3

名）、小 6（3名）と 10名を数えた66。

1930年 4月 22日に身体検査が実施され、男 8、女 4名が参加した。眼と歯には一人も疾患が

なかった67。

1931年にも身体検査が行われ、男 7、女 6名が参加し、眼と歯は誰も疾患がなかった68。

1932年 5月 30日には生徒数は、男 9、女 6名となった。教職員は永川亀雄に妻・ユキヨが常

勤で、校医として宮本順平が診察した。卒業生は女子 1名であった69。

1934年における満洲里日本人小学校には男子生徒 124名と女子生徒 70名が収容されていた。

校舎は分教場も使用されていた。7名の教師が厳しい運営を余儀なくされていた70。

1935年 8月 28日には生徒が男性 16名、女性 19名の計 35名となった71。

1936年 6月 27日には生徒が男性 20名、女性 24名の計 44名となった。尚。同校は 1927年 4

月 1日に設立され、1929年 3月 4日に文部省の指定校に認定された72。

1939年度の巡回映写に対する感想として、満洲里小学校は、王爺廟小学校など 6校と共に上

62 満洲事業案内所『満洲国地方誌 第 86報告書』満洲事業案内所、1940年、601頁。 
63 アジア歴史資料センター：B13081194700 ：在外日本人学校、在満の部。1929年 3月。
64 同上、B04011818800：在外日本人学校、在満の部。1927年 4月。
65 同上、B04011818900：在外日本人学校、在満の部。1932年 12月。
66 アジア歴史資料センター（JACAR：B040677500在外日本人学校調査表、1929年 5月 20日、第二十八巻。
67 同上、B04011818800：70頁。
68 アジア歴史資料センター（JACAR：B04011818800：87頁。
69 同上、87頁。 
70 満洲国文教部学務司「地方教育状況調査報告康徳 2 年」『「満洲国」教育資料集成』エムティ出版、1993 年、

1111～1112頁。
71 アジア歴史資料センター（JACAR：B040117106500）外日本人学校調査表、第二十巻、9。1936年 6月 27日。
72 アジア歴史資料センター（JACAR：B04011717200在外日本人学校調査表、第二十八巻、1936年 6月 27日。
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映回数を増すごとに質的、量的に向上しており喜ばしいと回答をよせた。更に王爺廟など 10校

と共に上映回数を年 5 回に増加して欲しいと要望した。文化映画に対して満洲里小学校など 4

校が内地紹介写真を希望していた。ニュースについて満洲里小学校は、白城子小学校、王爺廟な

ど 12校と共に最新のものを上映して欲しいと。また、満洲里小学校は録音の不明瞭な為、折角

の教育的なものが破壊された感があると他の 1３校と共に苦情を記述していた73。

1940年 7月には満洲里学校の児童数 162名となり、教員も男 4名、女 5名の陣容となった。

（B）、日本宗教の満洲進出

（a）満洲里神社の創建 満洲里神社は 1937年 11月に建立され、施設は神殿、拝殿に鳥居であ

った74。祀神は天照大神と明治天皇であった。尚、氏子は商工業者を中心に当初は 534人を数え

た75が 1941年には 282人を数えた76。満洲里神社でも年に 3回に神輿が官庁街、旅館、料亭、バ

ーの多い五道街の日本人商店街を目指した。休憩先は、料亭・東雲の前、玉屋旅館、日本ホテル

内に設けられた相撲場で興行を行った77。

（b）日本仏教の普及 1908 年に浄土真宗本願寺派満洲里出張所が三道街に開設されていた78。

後に布教所と改称されていた79。1936 年 3 月に浄土真宗東本願寺大谷派満洲里布教所が開設さ

れた80。つまり、浄土真宗派の各寺院が開設されていた81。しかし、両派とも信徒の維持が精一

杯であったと言えよう。

（c）満洲里神社のお祭り 満洲里神社は北街と満洲里駅の間にある広い空き地に建立されて、

いくらも経っていない。神殿は小さいが白木の神明造りで、鳥居も白木の神明鳥居であった。境

内と言っても一本の樹木もなく、庭には川砂利が敷かれていた。津村圭介たちは白鉢巻き、白法

被、白猿股、白足袋と白ずくめ、神殿の前に集まった時には、御神輿は飾られていた。神官の神

事の後、行列は町へ繰り出した。官庁街を通過し、旅館、料亭、バーの多い五番街の日本人商店

街を目指した。休憩する先は、料亭「東雲」の前、玉屋旅館、日本ホテル、カフェ「若葉」の前

窓であった。店先には一升瓶がでんと並んでおり、御旅所のようなものだった。神輿の担ぎ手は

20 人ばかりで交代ができない。肩がだんだん痛くなり、神社に戻るころは世話役が肩を差し入

れて神輿はやっと帰還した。この神社が鎮座する地は、満洲里などの小祠は別として、南京・上

 
73 十六ミリ映画教育普及会『教材映画』十六ミリ映画教育普及会、1940年 6月、16～19頁。
74 外務省東亜局『執務報告 昭和 13年』クレス出版、復刻版、1993年、10頁。
75 外務省東亜局『執務報告 昭和 13年』クレス出版、復刻版、1993年、10頁。
76 東亜旅行社『満支旅行年鑑 昭和 17年度版』東亜旅行社、1941年、125頁。
77 満洲日報社『満洲年鑑康徳 12年度』満洲日報社、1944年、182頁。
78 浄土真宗本願寺派アジア開教史編纂委員会『アジア開教史』本願寺出版社、2008年。
79 坪井憲二『満洲里残照―最涯の町―』洛西書院、1994年、187頁。
80 浄土真宗本願寺派国際部『海外開教要覧』浄土真宗本願寺派国際部、1974年。一覧表。
81 坪井憲二『満洲里残照―最涯の町―』洛西書院、1994年、205頁。
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海・北京・青島など中国本土の大都会における堂々たる神社の建立は、異国の彼らにどのような

感じを抱かせたであろうか？ 1940 年、首都・新京に建国神廟が建設されてから、政治と宗教

がごっちゃになってしまった82。

(d)日系の新聞社 1937年当時、 国境通信（北満洲通信の経営）は 1936年 9月の創刊で日刊

の発行部数 60部である。発行人は小笠原俊三、編集人は田村朝次郎であるが、経営は容易でな

かった83。

1941年 8月当時、満洲国通信（満洲国機関紙：本社新京）の満洲里通信部が三道街ニキチン

ホテルにあり、戸井田耕が代表を務めていた84。 

（e）映画館 1942年当時、満洲里電影（満洲電影総社：満映の子会社85）：満洲里二道街 240名

収容にて野澤徹が経営していた86。

(f）病院 1944 年 4 月 1 日現在、南満洲鉄道満洲里医院は富永一郎氏が院長として勤務して

いた87。

（h）大相撲皇軍慰問大会 戦時中、中国大陸に日本軍の部隊が駐屯しており、兵士を慰問する

形で、大相撲の一行や流行歌手らが派遣されていた。1940年 8月 9日、大相撲一行は午前 10時

50分、満洲里駅に到着していた。一行は大関・大潮、大関・龍王山ほか前頭以上の関取 32名と

行司木村友治郎ほかで 35名の陣容が加わっていた。相撲は満洲里神社境内に設けられた相撲場

で 8月 9日午後 3時から行われた。兵士のほか一般市民の観覧者も多くみられた。翌日は午前

8時より取り組みを開始して午前 11時に終了し、2日間の慰問を終えた88。力士らは満洲里の朝

夕の寒さにビックリしていた。 尚、1942年 8月にも斉斉哈爾と海拉爾には横綱・安芸の海と照

国ら大相撲一行が北満皇軍慰問大会を行っていた89。

(g) 運動施設

 
82坪井憲二『満洲里残照』洛西書院、1994年 8月、104～106頁。
83 外務省情報部『満洲国及び支那における新聞』外務省情報部、1937年、32頁。
84 満洲国通信社編『満洲国現勢』1941年 9月、488頁。
85 日本映画協会『映画年鑑』日本映画協会、1943 年、605 頁 満映が直営館建設計画を更に強化する為に 1941
年 11月に創設したのが、満洲電影総社であった。現地満洲系の映画館は 1943年 12月時点で 32館が営業し
ていた。

86 日本映画協会『映画年鑑』日本映画協会、1943 年、621 頁。東亜旅行社『満支旅行年鑑昭和 17 年度』東亜旅
行社、1942年、460頁。日本映画協会『映画年鑑』日本映画協会、1943年、621頁。

87 満鉄会『満鉄史料⑫』龍渓書舎、1922年、229頁。
88 大山渉「北支・北満各地皇軍慰問相撲‐北満方面第一班‐」『相撲』5（10）、1940年 10月、11～12頁。
89 式守勘太夫「北支・北満各地皇軍慰問相撲‐北満方面安芸の海、照国一行‐」『相撲』7（10）、1942 年 10 月、11
～12頁。
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日本人社会では、満洲陸上大会などが開催されており、満鉄は協和運動場を頭道街に建設し

たものであった90。市民の日常生活にあまり馴染まない陸上競技が何故建設がなされたか

筆者には理解できない。

（三の小括）

これらの資料を通して日本人が極北の満洲里に居留し,日本人社会を築きあげた時代であった

と理解できよう。満洲国が建国され、不景気な日本に居るより、広大な満洲へとロマンを求めて

大勢の日本人が海を渡り、鉄道を乗り継いで満洲里までやってきた。中には会社や組織の辞令

でやむを得ず、満洲里に居留した人もいたであろう。

1934 年度の満洲里の全人口における官公吏の割合は 50％以上を占めた。合計 350 名には満鉄

関係者は計上されていない。1934年の満鉄全体従業員の人数は 34,240人であるが、5年後の 1939

年には 111,741人と 3.1倍にも増加した。尚、1944年度の満鉄従業員数は 138,804人となってお

り、1934年度と比較して 10万人以上も増加した事であり、約 3.4倍に増加したことになる。満

鉄も中国人従業員 1934年には 11,115人が 1939年には 88,145人へ、1945年には 259,497人とな

り大幅に増加した。

現地中国人を多く採用し、特に斉斉哈爾鉄道局等の地方路線の駅長に中国人を多く登用して

いた91。これは満鉄の路線なかでも現地中国人が多いことを評価したい.

満洲里に於ける日本人小学校は 1927年に設立され、当初は 4名の生徒でスタートした。これ以

前は満鉄が学校を運営していた。その後、1932年まで生徒数 15と少なかったが、満洲国が設立

されると、1934年には男子生徒 124名、女子生徒 70名と 200名に迫った。1939年度の巡回映

写に対する感想として、満洲里小学校は、率直な感想や要望を満映に提出していた。商業は小さ

な市場であるが、商工業者は組合を結成して、満洲里神社の行事など中心になって盛り上げて

いた。1908年には浄土真宗本願寺派が進出し、東本願寺派も 1936年に進出していた。一般市民

には満洲里神社の方が御神輿の巡行と屋台も出て、本土と同じ雰囲気があって思い出深いもの

であっただろう。満洲国通信社は満洲国の機関紙として発行・販売を、また、北満洲通信社が経

営する国境通信があったが、両者とも、小さな市場では苦しい経営が余儀なくされたと思われ

る。満洲里電影院と言う映画館があり、唯一の娯楽施設であった。満洲里は官公吏と満鉄従業員

で街の人口で四分の一以上をしめ、典型的出張所と鉄道の街であった。病院は満鉄の経営する

鉄道病院があった。満洲国では、満洲陸上大会などが開催されており、満鉄が協和運動場を頭道

街に建設したものであった。満洲里にも大相撲一行が 1940年 8月 9日にやってきた。東京でも

中々、見物できないのに満洲国のソ連との国境の街で大相撲一行がやってきたのには満洲里の

人人は感激したことであろう。

90 東亜旅行満支支部編『昭和 17 年満支旅行案内』1942 年、132 頁。
91 満鉄会・南満洲鉄道株式会社『満鉄在籍社員統計』満鉄会、満鉄史料叢書⑯、解題、3 頁。 

− 113 −



－114－ 

四、日本人居留民社会の終焉へ（1932～1945年）

１、1932年からの満洲里駅を中心に日本人社会を俯瞰してみよう。

1932年に満洲国設立の共に日本人の増加、日本の不景気に嫌気をさして、ロマンの国、満洲国

へ渡ってきた。1932 年刊行の『北満地方案内』には哈爾濱と海拉爾とともに満洲里が大都市と

して紹介されていた。西の国境の町であり、哈爾濱から西に 580 キロに位置していた。ロシア

側国境駅はマチェスカヤで満洲里から 18支里（約 7キロ）に当たる。国堺にはジンギスカン壕

と呼ばれるものがある。町は鉄道を除いてこの町の存在はない。国境なるが故に政治的交通上

の重要地点、また経済上には海拉爾に次いで蒙古貿易の盛んな所であった。市街は構造も町も

純然たるロシア風であった。街は規則正しい碁盤の目をしており、街路は広い。町の西端では蒙

古貿易が行われ、蒙古人街を形成していた。ここから馬車道が蒙古の首府・庫倫（ウランバート

ル）に通じている。鉄道南は全部東支鉄道従業員社宅で一軒当たり、広い屋敷となっている。庭

園用の水道が完備しており、樹木が多く、よく茂っていた。日本領事館、居留民会、日本人小学

校、特務機関、ジャパン・ツーリスト・ビューロー出張所もあった。日本人墓地には西シベリア

出征軍の昼礼費がある。町の東部にはセメョーノフ軍に従軍した日本人義勇兵の記念碑があっ

た。中国側にはロヒン県公署、興安北省鉄路護路軍哈満司令部などがあった92。

1936年 12月末、満洲里の人口は、満洲里日本領事館警察署によれば、内地人 942人（333戸）、

朝鮮人 78人（33戸）、満洲人 4,046人（1,075戸）、蒙古人 85人（21戸）、ソ連人 409人（137

戸）、白系ロシア人 1,316人（359戸）となっていた93。本邦人の職業別人口は宿屋 4軒、料理店

9軒、飲食店 16軒、医師 1軒、歯科医師 3軒、産婆 1軒、看護婦 2軒、質屋 3軒、雑貨商 4軒、

理髪 2軒、髪結店 1軒、自動車業 1軒、撞球場 1軒、菓子製造半販売員 4名、建築請負業 11軒

計64であった。前回掲載されていた新聞通信員、豆腐製造販売員などは調査不足かと思われる。

尚、芸妓酌婦その他接客婦女の内訳として芸妓 28名,舞妓 1名、酌婦 39名、旅館、料理店、飲

食女中 17名、女給 16名が掲載された94.

満洲里は 1935年 3月、北清鉄道が、ソ連より満洲国に移管され満鉄として引き継がれ、接収

により鉄路や沿線の白系ロシア人を残し殆どのソ連人は本国に去って行った。

1936 年当時、街並みは東西に走る鉄道線路に南北に分断され、東西と南北の数条の道で綺麗

に区切られていた。市街には場所柄、日本・ソ連の領事館が設けられていた。町には料亭を兼ね

た和風旅館・ホテルに加え、バーもあった。洋式のホテルは「ニキチンホル」があったのみであ

る95。1936年 12月末現在、当舗店（日本の質屋）の舗数は４店、 貸出口数（8,129）貸出金額

（46,335円）であった。尚、参考までに 1935年末、当舗の店舗数は 2店、貸出金額（17,190円）

 
92 南満洲鉄道『北満地方案内』南満洲鉄道、1932年、一枚物の印刷物に記載。
93 外務省外交史料館『外務省警察史 18巻』不二出版、復刻版、1997年、156～157頁。
94 外務省外交史料館『外務省警察史 18巻』不二出版、復刻版、1997年、156～158頁。
99 坪井憲二『満洲里残照―最涯の町に』洛西書院、1994年、24～25頁。
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であった。

この 1931年から 1941年の満洲理の在留邦人など人口統計は下記であった96。

1931年 内地人 （男 85名、女 89名） 朝鮮人（男 73名、女 92名）計 339名。

1934年 内地人 （男 245名、女 140名）朝鮮人（男 60名、女 34名）計 479目。

1935年 内地人 （男 540名、女 413名）朝鮮人（男 43名、女 31名）計 1,027名。

1936年 内地人 （男 568名、女 508名）朝鮮人（男 49名、女 33名）計 1,980名97。

1939年 内地人 799名 朝鮮人 26名 計 825名98

1941年 内地人 1,070名 朝鮮人 3名 計 1,073名99。

2、満洲里の官衙および行政

次の機関が存在していた。日本領事館、郵便局、電話局、電報局、商工公会、税捐局、税関分

関、中銀支行、区法院、区検察庁、ソ連領事館などがあった100。この期間ではないが、

1932年 12月に日本陸軍 23旅団が満洲里に行った際に、旅団長の陸軍少将・服部兵次郎は満

洲里国境付近の日本・ソ連の感情を刺激させない様にすることが、私の満洲里行の目的の一つ

であったので、ソ連総領事と会見し、皇軍のソ連国に対し何ら他意なき事を、通訳を通じて打解

けて語り合い、雑談で「長駆して満洲里まできたが、敵が逃げましたので、獲物がなく、手持ち

無沙汰で困っており、やむえず、荒原で狼狩でもやろうかと思っている」と語ると、それは面白

い思い付きで、日本の将軍でなければ考えられない名案だ」と大笑いして別れた101。日本・本国

では考えられない友好があったと言えよう。

満洲里市の行政は 1941年 1月の市政施行とともに市の行政機構は市公署の下に市長・副市長、

2科 12股を置いた。市長は坂梨良三102、副市長は周雲渓、庶務科長が出口一郎、行政科長が王

継倫となっていた。市の行政は日本人と現地満洲国人が中心となっていた103。

3、(a）南満洲鉄道社員の満洲里への赴任風景

1936年 4月、満鉄社員の津村圭介ら 4名は満鉄・大連本社からの転勤組であった。彼らがみ

たのは教会の塔が聳え、住宅地には学校が建ち、幾つかのクラブが設けられていた。ドーム型の

音楽堂、公園の花壇、銀行、病院、ホテルなど小さな文化の跡を残していた。町は東西に走る鉄

道線路により、南と北に分かれており、奇麗な矩形に区切られていた。まだ市制は敷かれていな

96 外務省外交史料館『外務省警察史 12巻』外務省外交史料館、1986年、261～262頁。
97 外務方外交史料館『満洲理の在留邦人外務省警察史 12巻』外務方外交史料館、1986年 261～262頁。
98 満洲事業案内所『満洲国地方誌 第86報告書』満洲事業案内所、1940年、632頁。1939年6月30日の人口。
99 満洲国通信社編『満洲国現勢昭和 18年度』満洲国通信社、1941年 9月、286頁。1941年 4月 1日の人口。

 満洲事情案内所『満洲地方誌第 85報告書』満洲事情案内所、1940年、600頁。
 服部兵次郎『戦跡を顧みて第一巻』兵書出版社、1934年 12月、144頁。

102 坂梨良三氏は 1901年熊本生まれ、1924年に東亜同文書院卒業。1934年満鉄に入社。
103 満洲国通信社編『満洲国現勢昭和 18年度』満洲国通信社、1941年 9月、286頁。
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いが、市街らしい形となっており、日ソ両国の領事館は設けられていた。町には料亭を兼ねた和

風のホテルや旅館、バーもあった。町の中心にロシア風の『ニキチンホテル』があった104。先日、

彼らは哈爾濱から 900 キロの斉斉哈爾からでも 700 キロもあると言うこの先に満洲里があるだ

ろうかと不安の気持ちで列車内を過ごした。国境地帯に入って、警乗兵の命令で窓にカーテン

が下ろされた。四人は寂しい国境駅を想像した駅は白色の大きな駅舎、タイル張りの通路、高い

天井、建物の一画に立派なレストランもあった。四人はこの駅の第一印象は上々の上であった

105。着任にしてすぐ、年長の樫田、坂本は寮に入れたが、若い淡口と、津村は寮が空くまで、『ニ

キチンホテル』から通勤することになった106。・

3、(ｂ）満洲里小唄 満洲里の夜の街では、満洲里小唄が盛んに歌われた。

一、積る吹雪に暮れゆく町よ、渡り鳥なら伝えておくれ 風のまにまにシベリヤガラス

此処は雪国満洲里。

二、凍る大地も春には溶けて 咲くよアゴニカ真赤に咲いて。 明日の望みを語ればいつか外

はしんしん夜が更ける。

三、暮れりや夜風がそぞろに寒い さあさあ真赤に燃やせやペチカ 燃えりやいつしか心

もとけて 歌えボルガの舟唄を

1936 年当時、街並みは東西に走る鉄道線路に南北に分断され、東西と南北の数条の道で綺麗

に区切られていた。市街には場所柄、日本・ソ連の領事館が設けられていた。町には料亭を兼ね

た和風旅館・ホテルに加え、バーもあった。洋式のホテルは「ニキチンホル」があったのみであ

る107。

1936年 12月末現在、当舗店（日本の質屋）の舗数は４店、 貸出口数（8,129）貸出金額（46,335

円）であった。尚、参考までに 1935年末、当舗の店舗数は 2店、貸出金額（17,190円）であっ

た。

4、満洲里の官衙および行政

次の機関が存在していた。日本領事館、郵便局、電話局、電報局、商工公会、税捐局、税関分

関、中銀支行、区法院、区検察庁、ソ連領事館などがあった。この期間ではないが、1932年 12

月に日本陸軍 23旅団が満洲里に行った際に、旅団長の陸軍少将・服部兵次郎は満洲里国境付近

の日本・ソ連の感情を刺激させない様にすることが、私の満洲里行の目的の一つであったので、

ソ連総領事と会見し、皇軍のソ連国に対し何ら他意なき事を、通訳を通じて打解けて語り合い、

雑談で「長駆して満洲里まできたが、敵が逃げましたので、獲物がなく、手持ち無沙汰で困って

 
104 坪井憲二『満洲里残照』洛西書院、1994年 8月、24頁。 
105 坪井憲二『満洲里残照』洛西書院、1994年 8月。 
106 坪井憲二『満洲里残照』洛西書院、1994年 8月、24～25頁。
107 坪井憲二『満洲里残照』洛西書院、1994年 8月、24～25頁。
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おり、やむえず、荒原で狼狩でもやろうかと思っている」と語ると、それは面白い思い付きで、

日本の将軍でなければ考えられない名案だ」と大笑いして別れた108。日本・本国では考えられな

い友好があったと言えよう。

満洲里市の行政は 1941 年 1 月の市政施行とともに市の行政機構は市公署の下に市長・副市長、

2科 12股を置いた。市長は坂梨良三109、副市長は周雲渓、庶務科長が出口一郎、行政科長が王

継倫となっていた。市の行政は日本人と現地満洲国人が中心となっていた110。

5、玉砕の、満洲里

満洲里社員であった仲井清は、後に『満鉄社員終戦記録』に 1945年 8月 15日の満鉄洲里工

務区から観た終戦を記述していた。

1945年 8月 9日午前３時頃、満洲里西北部ソ連満洲国境で、ソ連軍機動部隊の猛攻で猛烈な

砲撃恩で、満洲里住民は轟音で夢を破られた。その後、ソ連軍は満洲里北部市街に進出してき

た。満洲里在留日本人は炸裂音に開戦を直感し、北部在住者は日本領事館に、南部在住者は鉄道

警備隊舎及び満洲里工務区の地下室に退避収容された。満洲里駅は午前 7 時頃、ソ連軍に占領

された。更に鉄筋三階建の鉄道警備隊舎も襲撃に合い、隊員は玉砕し、邦人家族も多くが帰らぬ

人となった。また、満洲ソ連国境のアトポール村にいたソ連戦車部隊がホロンバイル高原やア

ルタイメンを越え、満洲里西部ジンギスカン塹壕を突破して、満洲里市街の満鉄社宅街にも突

入した。避難準備をしていた家族の一団はソ連兵に掃射され、悲惨な運命を共にした。また工務

区電気区などの生き残りの三百数十名の男子はソ連領マツエススカヤに連行された。満洲鉄道

の中枢機関として、通信、指令伝達の重任を担う

電話交換業務に従事していた女性社員はソ連軍の交換所乱入にも職場を離れず、関係機関への

連絡に精魂を傾けたが、6名全員が射殺された111。尚、満洲里駅職員でソ連兵による襲撃に遭遇

した者は、1945年 8街 9～13日に、大西亨、佐々木清次郎、伊藤武志の 3名の名前が判明した
112。

(四の小括) 

日本人が極北の満洲里に居留し,日本人社会を築きあげた時代であったと理解できよう。

1941年になると、満洲里市公署では市長・副市長、2科 12股を置いた。市長は坂梨良三、副

108 服部兵次郎『戦跡を顧みて第一巻』兵書出版社、1934年 12月、144頁。
109 坂梨良三氏は 1901年熊本生まれ、1924年に東亜同文書院卒業。1934年満鉄に入社。
110 満洲国通信社編『満洲国現勢昭和 18年度』満洲国通信社、1941年 9月、286頁。
111 満鉄社員終戦記録委員会編『満鉄社員終戦記録』満鉄会，1996 年、408～410 頁。元満洲里鉄道警護隊・中
井清の「玉砕の満洲里」から、青年電話交換手６名は戦死者として、勲八等宝冠章の叙勲をケ受け靖国神社に

合祀されている。（元鉄道警備隊員の仲井清氏手記より）。
112 満鉄社員終戦記録委員会編『満鉄社員終戦記録』満鉄会，1996年、756頁。及び昭和 20年 8月終戦前後に
おける殉職・殉難者名簿から抜粋。
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市長は周雲渓、庶務科長が出口一郎、行政科長が王継倫となっていた。市の行政は日本人と現地

中国人が中心となっていた。

満洲国が建国されると、ここ満洲里も邦人が増加の一途を辿った。日本の他の占有地も同様

に、芸妓酌婦そのた接客婦女の人数割合が職業人口の目立った存在であった。転勤や出張で初

めて、満洲里駅に降り立ち、満洲里の街にでると、異国情緒なロシア風の街並みや建物に遥か遠

い国へ来たとロマンチックな感慨にしたことであろう。例えば、満鉄社員の 4 人が同じ列車で

赴任する風景など、今では観られない光景であろう。

日本が華北を占領したまもない 1938年には芸妓・娼妓・酌婦などが天津を除いて、第二位を

占めていた113。南満洲里もあまり商工業が発展していなので、芸妓・娼妓・酌婦などが第二位を

占めていたかも知れない。初めての満洲里訪問者にとって、夜の街の女性が多いのは彼らにど

のような感じを抱かせたであろうか？

1940 年、首都・新京に建国神廟が建設されてから、政治と宗教がごっちゃになって、世の中

は良からぬ方向に向かった114。満洲里居留民社会も 1945年 8月 15日を待たずして 8月 9日に

ソ連軍から壊滅的な攻撃を受けて多くの死傷者が出た。

終わりに

満洲は南満洲鉄道が満洲国設立以前は国家同様に広範囲に事業展開をしていた。同社の第二

次十年史を見ると、第一章の鉄道業の項に鉄道、保存、木材防腐場、運輸、倉庫、工場、旅館、

他社からの受託経営鉄道があり、第二章に海運業、第三章に港湾及埠頭、第四章に鉱山業、第五

章に製鉄業、電燈・電気・ガスはじめ各種の工業、第七章に農産・商工業施設、第八章に土地建

物、市街地施設、教育施設・衛生施設等、第九章に調査事業などが掲載されていた115。これらは

当時の社会に於いて全てが一流であった。満洲里に於いても満鉄との関わりが密接であり、満

鉄を切り離すはできない。満洲里は蒙古民族が居留する興安北省に分類されたが、ほとんど蒙

古族との関連性は薄かった。

（千葉大学大学院・特別研究員）
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［研究論文］

満満洲洲国国にに影影響響さされれたた内内モモンンゴゴルルのの近近代代芸芸術術文文化化

－日本人のプロパガンダ芸術を中心に－

T.アルタンバガナ

要旨

本稿の目的は日本人の満洲国時代（1932年～1945年）に内モンゴルで行っていたプロパガン

ダ芸術について解明することである。満洲国時代に日本人はモンゴル人や他民族の協力の下、

中国人の反発に抵抗するために内モンゴルで「蒙古善隣協会」を、新京（現在の長春市）では「満

映協会」を設立した。また、これら協会を通じて「宣撫班」や「蒙古民族演劇研究室」などを作

り、内モンゴル人に演劇活動を行った。具体的には「チンギス・ハーン軍歌」、「チンギス讃歌」、

「聖・成吉思汗の歌」などの歌である。こうした活動はモンゴル人に日本の戦力の増大、皇道精

神の向揚を図るためであった。しかし、モンゴル人は日本人のこれらの活動をきっかけにモン

ゴルの古来の音楽、民謡始め、モンゴル固有の言葉を使った新たな民族劇や文芸活動創作に目

覚め、「チンギス汗劇」や「蒙古軍人の歌（法王進軍の曲）」などの歌や映画を創作するようにな

り、結果的に、モンゴル人が民族主義的なアイデンティティを構築するきっかけとなった。

以下はまず満洲国以前の内モンゴルと日本の関りについて論じ、その次に満洲国時代の内モ

ンゴルで行っていた日本のプロパガンダ活動を記録し、最後にそれらプロパガンダ活動の下で

作られた芸術作品について検討する。

キーワード：プロバガンダ芸術、宣撫班、チンギス・ハーン、映画、民族主義、イデオロギー

1. 内モンゴルの近代文芸の歴史背景（清朝末期-1931年）
清朝末期に内モンゴルの近代文芸はほとんど王公を拠点に行われていたものである。有名な

ところでは、内モンゴル初の新聞である『嬰報』は 1905年にグンサンノルブ（貢桑諾爾布）親

王（貢王）によって創刊されている。

清朝崩壊後、内モンゴル人は、日本から革新的な政策を取り入れていた。「遊牧民のモンゴル

人の近代的な騎兵戦術は日本から学んだ。大勢のモンゴル青年が日本の陸軍士官学校に留学し

て帰国・帰郷し、民族と独自の軍隊を統率した。日本もまた彼らを鼓舞しようとして、多くの歌

を作った」（楊 2015a：80）。

「光緒末年に清朝政府は国内外の抑圧を受けて新たな政策を行い、全力を挙げて危機に陥っ

た国を救い出す方針を取った。この方針とともに、一部の国内外と接触が多い、新たな物事に対

する開放的な思想を持っていたモンゴルの王公も法制を変えてモンゴルを甦るべきと考え、教

『モンゴル文化研究』第 4号（2022）：125-134 
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育を興す政策を取った」（呉 2006：241）。モンゴル王公の中で一早く足を踏み出したのは、グン

サンノルブという人である（sečinbatu2009）。ジョスト盟ハラチン右旗出身のグンサンノルブ親

王は 1902年から、日本人の女性教師を招聘し、崇正学堂や、毓正女学堂、守正武学堂など男女

子学校、軍事学校を設立していた。「光緒三十一（1905）年に貢王は河原操子が帰国（1905年一

度帰国し、1907 年まで毓正女学堂で働いていた）際に、毓正女学堂の何恵珍、于保貞、金淑貞

の三人を東京の実践女子学校に派遣し学ばせた。光緒三十二年に伊徳欽、金永昌
ノミンビリゲ

、呉恩和
エンヘブリン

、汪睿昌
テ ム ゲ ト

、

于恒山を振武学堂に派遣した」（sečinbatu2009：106）。そして、グンサンノルブ親王を拠点に刊

行物、図書館、郵便、電報、桑畑、近代工場の整備などが発展した。

そのほか、近代モンゴル騎兵の父とされるバボージャブと日本の関わりも重要である。「バボ

ージャブは「モンゴルの近代的な騎兵の創始者」である。息子のガンジョールジャブとジュンジ

ュールジャブ兄弟は日本の陸軍士官学校を卒業してから、モンゴルの興安軍官学校の設置に尽

力した。ジュンジュールジャブは興安軍官学校の創設を提案した人で、兄のガンジュールジャ

ブは校長を務めた。いわば、父親は近代モンゴル騎兵を組織し、二人の息子は青年将校たちをシ

ステマティックに育成して騎兵の近代化を一層、推進したのである」（楊 2015b：19）。バボージ

ャブの息子らが日本に渡って留学したのは 1922年からである。

2. 満洲国時代の日本の内モンゴル政策（1932-1945年）
ところで中国の東北地域は、清朝崩壊当時から日本の宣伝機構を通した文芸が広がっていた。

具体的に満鉄は日本の宣伝機構であった（貴志 2010：7）。この宣伝機構は当時弘報機関という

名前で存在し、満蒙事情に関する写真、映画、博覧会、展覧会などを開催し、日本国内宣伝を行

っていた。

その後、1931年、満洲事変がおこり、満洲事変をきっかけに、1932年に内モンゴルの東部地

域と中国の東三省を含む地域で満洲国が建国した。満洲国建国後、政府に外交部宣伝科が設け

られ、新聞、ラジオ、映画の三つの手段で宣伝が行われていた。満洲国が建国当年に、日本の宣

伝機構として中国の東北全体には約 30の映画館があった（胡,古編 1999：7）。

満洲国が建国され、内モンゴル東部地域は満洲国内にくみ込まれた。そして内モンゴルでは、

「満洲事件における満洲国の建国、支那事変における日本の真意は蒙古民族の精神をふるひた

だせた。蒙古民族の正しい方向は日本の進路と共にあることであった」（菊地 1943：26）。「一方、

満洲国外の領域においては、1937 年に張家口を中心とする蒙古聯盟自治政府が察南自治政府・

晋北自治政府とともに設立され、さらに 1939年にはそれら 3行政区を統合する蒙古聯合自治政

府に発展し、1941年以降は蒙古自治邦となる」（小長谷 2013：429）。徳王のこの蒙古自治邦を蒙

疆政府ともいう。しかし、この蒙疆は日本側から与えられた名前であり、徳王は決して受け入れ

なかった。徳王はこう回顧する。「「蒙古」の二字は民族のみならず、土地・人民をも意味してお

り、しかも「蒙古」と言えば、世界中知らない者がいないからである。これは歴史上昔から確定

している名称であり、「蒙疆」と改称すれば、やはり中国の辺境であって、独立した蒙古政権で
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はなく、中国に隷属する地方政権を意味することになってしまうのである」（デムチュクドンロ

ブ 1991[1994]：221）。

日本人は徳王を抱き込むため、財団法人善隣協会を組織した。「蒙古善隣協会は、当初東京、

次いて中国の張家口に設けられた現地法人で、純蒙地区で診療・教育・牧畜指導・踏査などに当

たっていたが、日支事変後になると張家口・厚和・包頭で回族に対する文化事業を併せ持つこと

になる。回民診療所の開設・回民小学校における日本教育・善隣回民女塾の開設・興亜義塾の開

校等がそれに当たる」（小滝 2008：73）。徳王はこの善隣協会を通してモンゴル人の留学生を日

本に派遣していた。派遣された留学生の中に、モンゴルの有名な詩人になったサイチンガ（ナ・

サインチョクト）もいた。「サイチンガは 15 歳になってから学校に入り、のちにデムチュクド

ンロブ（徳王）の独立を目指す人材育成プログラムの選抜試験に合格して、1937 年日本留学に

派遣される。東京善隣高等商業学校設予科を経て、東洋大学（専門部倫理学教育科）に入学し、

1941 に卒業する。1941 年 12 月に帰国するが、早速、徳王の秘書を担当し、自治・独立・文化振

興・啓蒙教育など多方面に渡って精力的に活躍する」（デレングト 2016：344-345）。

徳王のこの蒙古自治邦は内モンゴルの中部地域に位置する。満洲国に組み込まれた内モンゴ

ルの東部地域も例外でなく、エリートや、知識人らが満洲国を通して日本に派遣されていた。

「1943 年春、選ばれたモンゴル青年たち約 100 人が近代国家日本への留学の途についた」（楊

2009：84）。その中に内モンゴルの元副主席であるハーフンガーや、ウラーンチャブ盟の元副盟

長で後に内モンゴル人民出版社で働いていたトブシンらがいた。ハーフンガーとトブシンらは

帰国して、日本の主導で近代的な学校を作った。興安学院、興安師道学校、興安軍官学校などで

ある。同時に、興安総省の省長だったボインマンダホらと内モンゴルの「高度自治」を目指す

「東モンゴル人民自治政府」を創設した。

3. 出版物とチンギス・ハーン崇拝歌の制作 
日本人は内モンゴルでの文化政策の一環として出版社を設立した。「1932 年から 1945 年の間

の内モンゴルの東部地域および東北部地域を含んだ満洲国、内モンゴル西部地域を含んだ蒙疆

政権においてモンゴル語の書籍、新聞・雑誌などの定期刊行物、文芸団体や学校の機関誌などの

出版が次第に増えていった。満洲国内においては蒙古会館、青旗社、蒙文編訳館などが、蒙疆政

権域内では、主席府出版社、蒙疆新聞社、蒙古文化研究所などの機関が出版活動を主に担ってい

た」（内田 2008：225）。これら出版社から有名なところでは、モンゴル語定期刊行物『モンゴル･

セトグール（蒙古報）』が刊行されていた。『モンゴル･セトグール（蒙古報）』（1934～1937）が

のちに週刊新聞『モンゴル･シネ･セトグール（蒙古新報）』（1937～1940）と変遷し、その後に『フ

フ･トグ（青旗）』（1941～1945）へと変遷を遂げた。これらモンゴル語定期刊行物はプロパガン

ダの側面のみならず、文芸作品として当時のモンゴル社会との関りが深い（広川 2006：104）。

日本人は、さらにモンゴル青年に民族主義を盛り上がられるためにチンギス・ハーン崇拝を

勧め、中国人との対立を図った。「チンギス汗の進軍歌はそのまま蒙古青年の革新運動の歌とな
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ってただ進もうとばかり、じっくり腰を入れて省みる余裕さえ与えない場合が極めて多いので

ある」（菊地 1943：28）。こうした中で「チンギス讃歌」、「父チンギス」、「聖・成吉思汗（ヂン

ギスカン）の歌」などが生まれた（小長谷 2013：425-447）。小長谷は、「父チンギス」が日本の

「戦友」のメロディーで作られた事を明らかにしている。「チンギス・ハーンと無関係な日本の

歌が「父チンギス」という名称をもつ歌になって伝承されつつあったことから、チンギス・ハー

ン崇拝を巡る日本からの影響力が感得されよう」としている（小長谷 2013：439）。また「聖・

成吉思汗の歌」と「成吉思汗出征の歌」が同じ歌詞で楽譜をつけたという。さらに「成吉思汗出

征の歌」を「チンギス・ハーン軍歌」とも概念化した。「この「チンギス・ハーン軍歌」につい

ては、いまのところ、作曲者も作詞者も不明である。メロディーは明らかにモンゴル民謡と異な

っている。また、その歌詞には、アジアを征服し、南北を征服し、ヨーロッパを平定し、チベッ

トと中国を平定しようとあり、大陸進出のムードが鮮明に表れている。この詩の内容から、日本

人の主導によってモンゴル人とともにつくったのではないかと思われる」としている（小長谷

2013：440）。

4. モンゴルの宣撫班と演劇活動 
一方で、モンゴ

ル青少年によって

新しいモンゴルの

建設・新しい文化

運動が活発化し

た。「更に日本留学

生及び中央学院、

興蒙学院（何れも

張家口）の蒙古少

年によって新しい

蒙古の建設が始ま

った」（菊地 1943：

27）。こうした中、

モンゴル青少年た

ちに宣撫班が作ら

れた。この宣撫班

に つ い て 菊 地

（1943：29）は「蒙

古における宣撫は

すでに所謂宣撫で

写真 1 新京で作られた「移動演劇班」の写真（資料） 

出典：藤澤忠編『満洲映画』（1938年）第二巻第十号，第十一号 
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はない。日本内地において日本の戦力の増大、健全なる思想、皇道精神の向揚を具体的な事業に

うつしたとすれば、それに相当するものが蒙古の宣撫である。蒙古人自身が彼らの本然の民族

精神を向揚して大東亜建設に協力する民族心を喚起する事が直接の目標である」と述べている。

この蒙古の宣撫班では座談会や、年一度の簡素な宴会が行われ、モンゴルの古来の音楽、民謡が

歌われるようになった。「若い少年、青年達の手によって草原を背景にして、蒙古音楽のうちに

祖先の遺した言葉を聞かせ、働いて見せたのである。又新しい文化の姿をみせ蒙古に今こそ再

現した本然の道義を聞かせたのである。蒙古青年同盟の民族劇の創設がそれである」（菊地 1943：

29）。日本人は「モンゴル人の民族主義を鼓吹することによって、日本を利するであろうモンゴ

ル族の独立国家を作り出そうと試みて、ある程度の成功をおさめた」（田中 1988：2）。

モンゴルの青年達は 1940年から演劇研究を始め、41年に蒙古善隣協会の指導下に「蒙古民族

演劇研究室」を作った。演劇研究室が成立された時点からすでに演劇が始まっていた。演劇は最

初、適当な教材が手に入らず、日本の教材を参考にして創作されていた。菊地は「共同研究はル

ナールの「にんじん」の日本訳を更に蒙古語に翻訳することから着手した」という（菊地 1943：

31）。演劇の作品は「にんじん」、「山の神々」、「光の門」、「雨の物語」、「チンギス汗劇」、「逃げ

た駱駝」などであった（菊地 1943：22-35）。写真 1（資料）は新京で作られた日本人の「移動演

劇班」であり、新京の付近を巡回し、公演を行っていたものであるという。おそらくモンゴルで

作られた宣撫班と演劇研究室などもこれに似たものと考えられる。

5.『チンギス・ハーンの歌』の映画 
日本人はさらに、新京（現在の長春市）では満映協会を作り、映画を借りて内外の思想戦、宣

伝戦行う使命を持っていた（胡,古編 1999：37）。こうした中、モンゴルを背景に作られたのは
『チンギス・ハーンの歌』の映画である。この映画はまた「国境之花」、「興蒙驃騎」、「塞上天使」

ともいう。 
満洲映画協会の雑誌である『満洲映画書』（1938）には「成吉思汗の唄（チンギス・ハーンの
歌）」という映画のロケを行っていた報告があった。写真 2である「成吉思汗の唄－蒙古ロケに
向ふ」の真下にある写真についてスナップ説明では、「右から王麗君、隋尹輔、王福春、郭奮楊、

于鯤」と言った満映協会の社員・出演者の名前が書かれている。左の写真の説明では、「甘珠爾

廟へはメーキアップマンがついて行かないので、訓練所で蒙古人のメークアップを練習してい

る出演者。右より王福春、隋尹輔、王麗君、郭奮楊、于鯤、（立ているのはメーキアップマン）。」

と書かれている。上から二番目の写真の説明では、「ロケ出発前、新京大同学院で乗馬の練習を

した時の記念撮影。馬は蒙古馬で小柄であるが、左端の隋尹君にひかれてる馬は笑っている様

だ。」と記録されている。上から三番目の写真の説明では、「甘珠爾が外蒙近くの国境なのでオヤ

〱と思っている出演者等。鉛筆で甘珠爾廟を示しているのは演出者立川恵作。」というものが書

かれている。そして、写真の一番下の説明では、この映画ロケが他の制作予定中のものと共に準
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備されているとし、村山直

道のオリジナル脚本であ

り、立川恵作が演出を担当

し、坪井興が製作指導を行

い、内田耕平という人がカ

メラを担当したと記録さ

れている。映画の内容は、

「大蒙古平原を背景に伝

統的悪慣習に敢然と闘い

を挑む蒙古青年アルタン

を中心に物語りはひ（？）

らける⋯⋯。」と説明されて

いる。 

この映画について『満映

－国策映画の諸相』（1999）
では、これは典型的な満洲

国軍宣伝の国策映画であ

り、当時は国防映画と呼ば

れていたと説明している。

映画は、満洲国軍の勇敢な

行動及び模範的な人物像

を打ち立てるために作ら

れたものである。 
その内容はもっと詳細

に記述されている。 

蒙古族の青年アルタンは両親や妻と別れ、外地の軍官学校に入学し、数年の学習を経

て立派な軍人となった。時まさに「ノモンハン事件」勃発のとき、彼は銃を担って戦闘

に参加し「国境を侵す外蒙古軍を防ぎ、神聖な愛国の仕事を行う」（胡,古編 1999：53）。 

この映画は 1939 年 11 月に完成された。映画の脚本は楊正仁で、監督は水ヶ江龍一、撮

影は藤井春美である（胡,古編 1999：52-53）。映画の説明から出演者はほとんど漢人であ

り、制作者と指導者は日本人であることがわかる。 

写真 2 「成吉思汗の唄」のロケに関する写真（資料） 

出典：藤澤忠編『満洲映画』（1938 年）第二巻第十号，第十一号 
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写真 は満洲映画協会の雑誌である『満洲映画書』（1938）から取ったものであり、映画「成

吉思汗之歌」のロケに関する写真である。写真のタイトルの説明では、「成吉思汗之歌－満映作

品」と書かれている。真中の説明では、「原作脚色：村山直道、制作担当：坪井興、演出：立川

恵作、撮影：内田静一、出演俳優：隋尹輔、王福春、王麗君、郭奮楊、郭範、文雯、路政霖、王

宇培、劉恩甲、杜巽、曲傳英、候志昂、菫波、劉潮、崔徳厚（撮影中）」という映画制作に関す

る情報が載せてある。

写真 （資料）は写真 （資料）で説明したロケのためにメーキアップを行った後の撮影現場

の状況である。注目するのは、写真 と写真 では、原作脚本（色）は村山直道と記録されてい

るが、『満映－国策映画の諸相』（ ）では、脚本は楊正仁と記載している。これについて今の

ところでは、解明できないが、これからの課題として検討する。

6. 軍歌の制作 
蒙古善隣協会以外に興安軍官学校で「陸軍興安学校校歌」、「興安軍官学校校歌」、「蒙古軍人の

歌（法王進軍の曲）」が作られた。「法王進軍の曲」とも呼ばれる「蒙古軍人の歌」の歌詞にはこ

のように書いてある（楊 2015a：79-91）。

出典：藤澤忠編『満洲映画』（1938年）第二巻第十号，第十一号 

写真 3 「成吉思汗之歌（チンギス・ハーンの歌）」のロケに関する写真（資料） 
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⋯あゝ繚乱の桜花

蘭もひとしく薫るなる

吾学園に朝日さし

英雄霊もかけるらむ

⋯法王の軍健男子

法鼓一度とどろきて

論宝一度めくるとき

四方に仰がん

日に光

「モンゴル人の興安軍官学校も満洲国の皇帝に忠誠を尽くすことになっていたので、ここで

いう「法王」は溥儀を指していると理解できよう」（楊 2015a：83）。「チンギス・ハーンの進軍

歌」や、「興安軍官学校校歌」などいずれにしても満洲国の背後にある日本の影響が大きいこと

は否定できない。当時、日本人は中国の東三省を含む地域を支配していたことで中国人との対

立が目立っていた。こうした対立を解消するには、モンゴル人の協力を求めていた。

終わりに

満洲国時代、内モンゴルでは日本人の文化政策の一環として蒙古会館、青旗社、蒙古文化研究

所などが設けられ、モンゴル語の書籍・新聞・雑誌などが出版されていた。しかし、これら文化

政策の基では、モンゴル人に日本の戦力の増大、皇道精神の向揚を図るため宣伝活動として行

われていたのはプロパガンダ芸術である。

その過程では、まず活動の拠点として作られたのは宣撫班である。この宣撫班では、座談会・

宴会などが行われ、モンゴル古来の音楽、民謡が歌われるようになった。さらに、蒙古善隣協会

には「蒙古民族演劇研究室」が作られ、日本の教材の下で演劇活動が行われていた。草原を背景

にして、蒙古音楽のうちに祖先の遺した言葉を再現し、「新しい文化」を創作した。こうした中、

「チンギス・ハーンの進軍歌」、「チンギス汗演劇」、「チンギス・ハーンの歌」など歌、劇、映画

が作られていた。特に映画「成吉思汗之歌」では、制作者は日本人であり、演出者は漢人であり

ながら、ゲル、草原、馬、服などモンゴル的なものを背景に「伝統的悪慣習」と闘うことを内容

にしている。さらに、外蒙古軍と戦い、愛国の仕事をしているとも描写している。そしてモンゴ

ル人の中では、「新しい文化」、「伝統的悪慣習」、外蒙古など表現が頻繁に使われ新旧、悪善、内

外を対立したプロパガンダ芸術が流行ったものである。

最終的に日本人はプロパガンダ芸術を通し、モンゴル人に民族主義的なイデオロギーを構築

した。その目的はモンゴル人を統治し、その協力の下で中国人に抵抗するためであろう。

（千葉大学人文公共学府・特別研究員）

− 132 −



－133－ 

引用資料：

藤澤忠編

1938年『満洲映画』第二巻第十号,第十一号

広川佐保

2006「清洲国のモンゴル語定期刊行物の系譜とその発展」(新潟大学・若手奨励研究論

文)pp.104-126

胡昶、古泉著

1999横地剛、間ふさ子訳『満映－国策映画の諸相』パンドラ

貴志俊彦

2010『満洲国のビジュアル・メディア－ポスター・絵はがき・切手』吉川弘文館

2013『東アジア流行歌アワー』岩波書店

菊地杜夫

1943「蒙古の文化運動－特に演劇について－」『蒙古』第 10巻 7号善隣協会 PP.22-35

小長谷有紀

2013年「チンギス・ハーン崇拝の近代的起源－日本とモンゴルの応答関係から－」『国立民

族博物館研究報告』37巻 4号 pp.425-447

小滝透

2008『中国が日本を植民地にする日』飛島新社

田中克彦

1988「監修のことば」モンゴル科学アカデミー歴史研究所 （著）,二木博史, 岡田和行,今泉

博（翻訳）『モンゴル史』恒文社 pp.1-12

デムチュクドンロブ（著）

1991[1994]森久男（翻訳）『徳王自伝―モンゴル再興の夢と挫折』岩波書店

デレングト・アイトル

2016『詩的狂気の想像力と海の系譜－西洋から東洋へ、その伝播、受容と変容』現代図書

内田 孝

2008「『新モンゴル』誌第 2号とモンゴル族留学生による文芸活動」『北東アジア研究』第

14・15合併号 島根県立大学北東アジア地域研究センターPP.225-243

呉明海

2006年《中国少数民族教育史教程》中央民族大学出版社

楊海英

2009『墓標なき草原』（上）岩波書店

2015a『交感するアジアと日本』静岡大学人文社会科学部・アジア研究センター

2015b『日本陸軍とモンゴル－興安軍官学校の知られざる戦い』中央公論新社

− 133 −



－134－ 

Sečenbatu 

2009 Güngsangnorbü,Öbör Mongɤol-un Sinǰilekü Oqagan Têgnig Mergeǰil-un Keblel-un Qoriy-a

（スチンバト 2009『グンサンノルブ』内モンゴル科学技術出版社）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

− 134 −



－135－ 

「書評」 

内内蒙蒙古古民民族族地地区区蒙蒙台台梭梭利利幼幼儿儿数数学学教教育育实实施施现现状状及及对对策策

－以二连浩特市学前教育机构为例－

張格根多仁

［摘要］ 

蒙台梭利幼儿数学教育对幼儿教育有重要作用，促进了幼儿数学教育的发展。在蒙台梭利幼

儿数学教育实施过程中，也发现了一些问题，如本土适应存在困难、教育开展浮于形式、教育实施

规范不健全、教育趋向高收费发展、教师专业性能力不强等。因此，要结合实际情况、把握幼儿的

主体性、进行规范化管理、避免高收费趋势、进行专业化发展等方面采取对策，以促进蒙台梭利幼

儿数学教育更好的发展。

［关键词］蒙台梭利 幼儿教育 幼儿数学教育

前 言

玛利亚·蒙台梭利(Maria Montessori，1870-1952)，是世界教育史上一位十分杰出的幼儿教育家。

她早期致力于智障儿童的治疗和教育并取得了令人惊讶的成果。正是基于此，她后来又致力于研

究正常儿童的教育问题。于是，她建立了“儿童之家”创设促进正常儿童发展的各种环境。为了世界

儿童的教育发展，她不断总结教育方法并形成了独立系统的教育体系，组织教师进行蒙氏教育法

培训并积极在各国进行教育讲座，另外她也撰写了许多幼儿教育著作，比如《蒙台梭利早期教育

法》、《童年的秘密》、《发现孩子》、《有吸收力的心灵》等。在以前的研究中，人们更加关注对蒙台

梭利教育其他方面的研究,例如蒙台梭利感觉教育等方面。但是对于蒙台梭利幼儿数学教育方面却

重视不够。在笔者调查过程中期间发现幼儿天生对数学有一种渴望，但是单一只重视知识传授的

学习方式往往达不到比较好的学习效果。基于此笔者对蒙台梭利幼儿数学教育产生很大的兴趣。

在对蒙台梭利幼儿数学教育的研究学习中也感受到了它独特的教育魅力。同时，蒙台梭利幼儿数

学教育对于幼儿数学教育的发展与进步也有一定的借鉴意义。

一、蒙台梭利幼儿数学教育的概述

近年来人们对于蒙台梭利教育方面比较关注，但是蒙台梭利幼儿数学教育方面相对冷门。蒙

台梭利幼儿数学教育的概述部分主要包括对蒙台梭利幼儿数学教育的基本概念、独特性、原则、意

义以及研究现状的介绍。

『モンゴル文化研究』第 4号（2022）：135-145 
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（一）蒙台梭利幼儿数学教育的基本概念

1.幼儿数学教育

幼儿数学教育是研究幼儿数概念从初步形成到发展的教育规律的科学。中国学者杜林兰在《幼

儿数学教育》书中主张：“具体来说，幼儿数学教育是将幼儿探索周围世界的数量关系、空间形式

等自发需求纳入有目标、有计划的教育程序，通过幼儿自身的操作和建构活动，以促进他们在认

知、情感、态度、习惯等方面整体、和谐发展的教育1。”

2.蒙台梭利幼儿数学教育

蒙台梭利幼儿数学教育是一种蒙台梭利基于幼儿教育经验与教育规律所创设的一种幼儿数学

教育模式。并且以发展幼儿逻辑数理思维能力、提升幼儿科学思考素养这一主要目标为导向，主要

是对幼儿进行算术、代数和几何的教育, 以感官教育为基础教育方法，教育过程系统且有序，注重

材料的应用和幼儿的独立自主操作，创设了系统而又科学的幼儿数学教育体系。

（二）蒙台梭利幼儿数学教育的独特性

1.把感官教育作为基础

蒙台梭利幼儿数学教育特别强调幼儿数学感知经验的积累尤其是在教育 过程中。幼儿认识的

入口是感觉，从感觉开始来进行数学的认知与学习。因此， 在幼儿数学教育过程中就要充分把握

幼儿感觉经验的积累，以此来推动幼儿数概念的形成和发展。

2.系统操作方法与科学教育原理相结合

幼儿数学知识相对而言是抽象的，但是只要把数学知识具象化，转变为具体可操作的数学趣

味探究活动和能够进行实际操作的教具，幼儿就会对数学产生兴趣和探究欲望。比如学习彩色串

珠时，幼儿在掌握了一到十的彩色串珠时，通过数与量的对应自然也就建立了一到十的数概念。

3.重视系统教育与个体发展相结合

蒙台梭利幼儿数学教育不是单个零散的教育，而是具有系统的连贯性并遵循数学发展规律。

另外对幼儿的要求并不在同一个水平线上，要求所有幼儿都达到同一个标准。每个幼儿的敏感期

和个体发展水平不同。因此，蒙台梭利幼儿数学主要以个体学习为主，既满足了发展较快幼儿的学

习需求又不至于使发展较慢的幼儿产生压力。

（三）蒙台梭利幼儿数学教育的原则

1.为幼儿提供数学学习的环境

蒙台梭利幼儿数学教育注重为幼儿的数学学习活动创设能够为其提供发展机会的环境。只有

在一个安静、宽容的环境中，幼儿能够更加认真专注的进行数学学习活动。并且具有可操作性的教

具和丰富多彩的操作材料是必不可少的，帮助幼儿刺激学习数学的兴趣与欲望。

2.注重日常生活中数学感觉经验的积累

1 杜林兰.幼儿数学教育[M].海口：南海出版公司，2009：8. 
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幼儿数学感觉经验的学习与积累与其日常生活息息相关。要重视在日常生活中对幼儿数学感

觉经验的学习与指导。特别是解决日常生活中出现的实际数学问题，在培养幼儿解决问题的能力

的同时也能让幼儿更好的接受数学学习内容。

3.注重科学性与准确性相结合

幼儿数学教育是系统连贯的，讲究科学和准确。只有科学而又准确的数学经验才能帮助幼儿

早日建立数学数理逻辑体系。特别是在教师演示教具的具体操作时要让幼儿认真仔细观察并能够

科学准确操作。

（四）蒙台梭利幼儿数学教育的意义

1.蒙台梭利幼儿数学教育是幼儿学习知识和认识世界的现实需要。

日常生活中处处都离不开数学的影子。客观事物的形状离不开几何知识， 比如长方形的桌子

和正方形的花园。幼儿的日常生活中充斥着数、量、形、几何、空间与时间的数理知识。

2.蒙台梭利幼儿数学教育有利于培养幼儿对数学的好奇心与求知欲。

蒙台梭利幼儿数学教育中包含多种多样的材料和教具。幼儿通过实际操作能够在感知趣味的

基础上产生对数学教育活动的兴趣。在此基础上，不断促进幼儿各方面的不断进步与发展。

3.蒙台梭利幼儿数学教育有利于培养幼儿的逻辑数理思维和科学思考素养。

蒙台梭利幼儿数学教育能够帮助幼儿发散思维并促进思维的积极发展，初步发展幼儿的逻辑

推理能力和抽象思维能力，进一步训练幼儿思维的敏捷性和灵活性。在这个过程中，能够培养幼儿

的科学思考素养。

（五）蒙台梭利幼儿数学教育的研究现状

目前对于国内对于蒙台梭利幼儿数学教育方面的研究主要集中在蒙台梭利教育法以及教育思

想。中国学者谢艳玲和代钦在《蒙台梭利幼儿数学教育思想》中提出:“蒙台梭利认为在数学教育过

程中，遵循儿童形象思维的发展特征，以与日常生活相结合的感官教育为基础，从具体的实物出

发，抽象出数的概念，帮助儿童发展数学逻辑能力。”蒙台梭利幼儿数学教育重视教具与环境的作

用，重视幼儿的关键期，相信幼儿内在的力量。同时，在蒙台梭利幼儿数学教育的研究中大多侧重

对于教具的讲解与操作。让幼儿在具体的实物操作中感受数量关系和空间关系。在这个过程中教

师只是观察者和指导者，给予幼儿充分的主动性。在幼儿数学教育中蒙台梭利以感官教育为基本

的教育方法，通过一系列的感官操作活动来帮助幼儿进行数学方面感觉经验的积累。

2 谢艳玲, 代钦. 蒙台梭利幼儿数学教育思想[J]. 内蒙古师范大学学报(教育科学版), 2016, 第 29 
卷(4):14-16.
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二、蒙台梭利幼儿数学教育的实施现状

A 幼儿园是位于内蒙古二连浩特市的一所公立 幼儿园，成立于 1998年， 至今已走过 25年

的办园历 程，引进蒙台梭利教育理念已 10 余年。幼儿园共有 9 个班级。9 个班级全部在上午 8: 

30—10: 10 进行蒙台梭利教育，也就是给予幼儿 “蒙氏工作”时间，已形成九个班规模的完全的蒙

台梭利幼儿园。为了保证教师专业性，在蒙台梭利教 育基础上，A 园还进行了园本课程的探索，

并将蒙台梭利课程与园本课程相互渗透，以此促进幼儿的全 面发展，也使得蒙台梭利教育适用于

本土。

蒙台梭利幼儿数学教育的实施现状主要是以二连浩特市为调查主体，通过对二连浩特市的五

所幼儿园和两所学前教育机构的调查研究，来对蒙台梭利幼儿数学教育进行分析与研究。

（一）、蒙台梭利幼儿数学教育在二连浩特市幼儿园的实施现状

蒙台梭利幼儿数学教育在二连浩特市幼儿园的实施现状的调查对象为二连浩特市五所幼儿园，

调查结果如下：

表 1 蒙台梭利幼儿数学教育在二连浩特市五所幼儿园的实施现状调查记录表

幼儿园名称 是否了解蒙台梭利

幼儿数学教育的教

育方法和思想

是否组织开展了蒙

台梭利幼儿数学教

育

在幼儿数学教育活动中

是否渗透了蒙台梭利幼

儿数学教育的教育方法

和思想

是否希望组织开

展蒙台梭利幼儿

数学教育

二连浩特市幼儿

园

a 是（√）

b 否（）

a 是（）

b 否（√）

a 是（√）

b 否（）

a 是（√）

b 否（）

二连浩特市蒙古

族幼儿园

a 是（√）

b 否（）

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

二连浩特市第二

幼儿园

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

a 是（√）

b 否（）

二连浩特市乌兰

区幼儿园

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

二连浩特市新星

幼儿园

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

a 是（）

b 否（√）

a 是（√）

b 否（）

总计 a 是 40%

b 否 60%

a 是 0%

b 否 100%

a 是 20%

b 否 80%

a 是 60%

b 否 40%

从调查结果看（表 1），了解蒙台梭利幼儿数学教育的教育方法和思想的幼儿园占 40%，说明

在二连浩特市的幼儿园并不是很重视蒙台梭利幼儿数学教育。其次二连浩特市的五所幼儿园均没
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有开展蒙台梭利幼儿数学教育。并且在进行幼儿数学教育活动中渗透蒙台梭利幼儿数学教育的教

育方法和思想的幼儿园占 20%，表明在进行幼儿数学教育活动时很少使用和渗透蒙台梭利幼儿数

学教育的教育方法和思想。同时多数幼儿园不是特别了解蒙台梭利幼儿数学教育，存在着本土适

应问题。没有意识到蒙台梭利幼儿数学教育对幼儿教育的重要作用。

（二）、蒙台梭利幼儿数学教育在二连浩特市学前教育机构的实施现状

蒙台梭利幼儿数学教育在二连浩特市早教中心的发展现状的调查对象为二连浩特市两所学前

教育机构，调查结果如下：

表 2 蒙台梭利幼儿数学教育在二连浩特市两所学前教育机构的实施现状调查记录表

学前教育机构名称是否了解蒙台梭利幼

儿数学教育的教育方

法和思想

是否组织开展了蒙

台梭利幼儿数学教

育

是否有专门的蒙

氏数学教师

蒙氏数学教师人数

神州智慧星二连

早教亲子园

a 是（√）

b 否（）

a 是（√）

b 否（）

a 是（√）

b 否（）

5

二连浩特市东方

爱婴早教中心

a 是（√）

b 否（）

a 是（√）

b 否（）

a 是（√）

b 否（）

2

总计 a 是 100%

b 否 0%

a 是 100%

b 否 0%

a 是 100%

b 否 0%

7

从调查结果看（表 2），了解蒙台梭利幼儿数学教育的教育方法和思想占 100%，组织开展蒙

台梭利幼儿数学教育占 100%，有专门的蒙氏数学教师占 100%，表明二连浩特市的二所学前教育

机构都相对了解蒙台梭利幼儿数学教育的教育方法和思想并组织开展了蒙台梭利幼儿数学教育，

同时具有专门的蒙氏数学教师。但是二连浩特市两所学前教育机构蒙氏数学教师的总数为 7 人。

蒙氏数学教师的数量有限，相对而言人才匮乏。

表 3 蒙台梭利幼儿数学教育在二连浩特市两所学前教育机构的实施现状调查记录表

学前教育机构名称 教师是否具有蒙

氏教师资格证

教师是否进行过

规范的蒙氏数学教

育培训

教师进行蒙氏培

训时间是否超过一

年

每节蒙氏数学教

育课程是否超过一百

元

神州智慧星二连

早教亲子园

a 是（）

b 否（√）

a 是（√）

b 否（）

a 是（）

b 否（√）

a 是（√）

b 否（）

二连浩特市东方

爱婴早教中心

a 是（）

b 否（√）

a 是（√）

b 否（）

a 是（）

b 否（√）

a 是（√）

b 否（）
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总计 a 是 0%

b 否 100%

a 是 100%

b 否 0%

a 是 0%

b 否 100%

a 是 100%

b 否 0%

从调查结果（表 3）看来，二连浩特市两所学前教育机构的教师都没有蒙氏教师资格证，并且

只是进行过蒙氏数学教育的培训，但培训时间都不足一年。另外，每节蒙氏数学教育课程都超过了

一百元。可以从中发现二连浩特市蒙台梭利幼儿数学教育实施中存在着专业性问题，规范问题以

及高收费问题。

从调查结果（表 1 和表 2 以及表 3）总体看来，二连浩特市蒙台梭利幼儿数学教育的发展现

状相对缓慢。二连浩特市的幼儿园对蒙台梭利幼儿数学教育的重视程度不够，在幼儿数学教育活

动中没有组织渗透蒙台梭利幼儿数学教育的教育方法和思想，存在着本土适应问题。相对而言，二

连浩特市的学前教育机构重视并组织开展蒙台梭利幼儿数学教育。但是也存在着规范问题、高收

费问题、专业性问题。总之，发展二连浩特市蒙台梭利幼儿数学教育是一件任重而道远的事情。

三、蒙台梭利幼儿数学教育实施中存在的主要问题

近些年，蒙台梭利幼儿数学教育发展的十分迅速。结合二连浩特市蒙台梭利幼儿数学教育的

实施现状以及蒙台特梭利幼儿数学教育的研究从中可以发现一些问题。

（一）本土适应存在困难

蒙台梭利幼儿数学教育是由意大利著名教育家玛利亚·蒙台梭利所提出创立的，早期是针对智

障儿童的治疗和发展问题所实施的教育训练模式。21 世纪以来，蒙台梭利幼儿数学教育在笔者国

逐渐热门起来。但是，任何一种教育模式都是受时代和文化的影响。所以说，要充分发挥蒙台梭利

幼儿数学教育在幼儿教育上的价值,就必须考虑到它的本土适应问题。

在对二连浩特市的五所幼儿园蒙台梭利幼儿数学教育的实施现状的调查中可以发现本土适应

存在困难。在调查是否组织开展了蒙台梭利幼儿数学教育的调查结果都为否。说明幼儿园没有将

蒙台梭利幼儿数学教育进行本土适应和融合学习。这里所说的本土适应性问题主要是指蒙台梭利

幼儿数学教育与笔者国幼儿教育中存在的适用性。

不仅仅单纯是指学习蒙台梭利幼儿数学教育的教育理念和思想，而是如何将其内化转变为自

身的教育理念和思想。并在这个过程中考虑到文化差异因素和传统教育因素的制约性。只有充分

理解并掌握蒙台梭利幼儿数学教育的精髓所在并将其结合到笔者国的国情中，才能扬长避短推进

笔者国蒙台梭利幼儿数学教育的本土适应进程。

（二）教育开展浮于形式

蒙台梭利幼儿数学教育在发展过程中存在着很严重的形式化问题。很多幼儿园在开展蒙台梭

利幼儿数学教育时只是走个形式。大多数幼儿园或者学前教育机构在并没有理解蒙台梭利幼儿数

学教育的实质的基础上盲目开展。比如认为只要配备了蒙台梭利幼儿数学教具就是进行了这方面
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的教育。对蒙台梭利幼儿数学教具的关注多于对儿童自身的关注，本末倒置忽略了幼儿的发展需

要。还有教师在进行蒙台梭利幼儿数学教育时并没有认识到教具背后的价值与内涵，反而重视知

识的传授与教具的操作忽视了幼儿的个体发展和内在需要。

案例一：教师在进行十的组成蒙台梭利幼儿数学教育教学时，在操作数棒时反复强调一和九

能合成十，二和八能合成十等，只是反复机械重复知识点，没有让幼儿自主动手操作，让幼儿真正

体验感受数棒一和数棒九能合成数棒十中潜在蕴含的数学奥妙。

通过案例，能分析看到该教师进行开展蒙台梭利幼儿数学教育时只是形式主义，并没有真正

理解蒙台梭利幼儿数学教育的实质。将以幼儿为主体的活动变成了机械的学习活动。在蒙台梭利

幼儿数学教育的教育理念和思想中，教师是幼儿的引导者和观察者并不是主导者。教育的一切都

是为了幼儿的发展而服务，不能凌驾于幼儿之上，否则便失去了教育的意义。教育的主体是幼儿不

是教师，同时在组织教育教学活动时，要把促进幼儿自身的发展放在首位而不是知识学习与掌握。

（三）教育实施规范不健全

近年来，笔者国掀起学习蒙台梭利幼儿数学教育的热潮，人们对于蒙氏教育的认知逐步认可

与提升。但是蒙台梭利幼儿数学教育的规范问题令人担忧。首先是，在这股浪潮中出现了许多蒙台

梭利学校和各种各样的蒙台梭利教育机构。以二连浩特市学前教育机构为例，教师虽然进行了蒙

氏数学教育培训但是培训时间不到一年。这其中就存在着规范问题。

首先，这些学校和机构的规范性没有统一的标准，质量也是参差不齐。很多都是打着蒙氏教育

的旗号，专业性都有待思考。其次，蒙氏教具的生产也没有统一的规范，让人眼花缭乱。最后，专

业蒙氏教师的师资培训也没有规范化的标准，很多教师就是听了几节讲座就开始进行蒙氏教育。

而且，大多教师认为只要掌握了蒙氏教具的操作方法就是掌握了蒙氏教育。大多数教师都处于知

其然但并不知其所以然的状态。因此，蒙台梭利幼儿数学教育的规范问题也十分严峻。

（四）教育趋向高收费发展

蒙台梭利幼儿数学教育最初是蒙台梭利为治疗和促进智障儿童的发展而 创立的，但是现在很

多机构却打着蒙氏教育的名头开展高收费的课程学习。拿二连浩特市为例，幼儿园基本没有开设

蒙台梭利幼儿数学教育课程，但是学前教育机构却开展的如火如荼，并且每节课程的收费都达到

一百元以上。能够享受到蒙台梭利幼儿数学教育的也大多为社会上的高收入家庭的孩子。这不是

说很多家长没有认识到蒙台梭利幼儿数学教育的价值，而是对高昂的蒙氏教育课程收费望而却步。

因此，很多孩子就失去了享受到蒙台梭利幼儿数学教育的机会，其实这是和蒙台梭利的教育观点

相违背的。教育是平等的，而且是每个幼儿应该享有的权利。这使得蒙台梭利幼儿数学教育的发展

呈现高收费趋势，这也是需要思考解决的一大问题。

（五）教师专业性能力不强

蒙台梭利幼儿数学教育对教师的专业性要求很高。这不是说教师去随便参加几个讲座和几次
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培训就能达到的。以二连浩特市学前教育机构为例，教师没有蒙氏数学教师资格证，并且培训时间

不足一年。这就存在着明显的专业性问题。特别是，蒙台梭利幼儿数学教育实施的教育效果主要依

赖于教师的专业水准。教育效果的好坏也是直接取决于教师的专业性水平的高低。

在蒙台梭利幼儿数学教育中，教师有着多重身份，是环境的创设者，教具的示范者，幼儿的观

察者以及指导者。因此，蒙台梭利幼儿数学教育对教师的专业性能力有着严格的要求。教师在了解

幼儿心灵世界的基础上开展有益于幼儿身心发展的教育活动，并且把一颗心专注的放在孩子发展

身上。同时教师为了给孩子提供更好的发展，必须要经常进行专业培训和外出学习。

四、蒙台梭利幼儿数学教育实施的建议与对策

结合笔者国蒙台梭利幼儿数学教育的发展状况以及对蒙台梭利幼儿数学教育实施现状的调查

提出了以下几条建议与对策。

（一）结合实际情况

1.掌握教育的精髓并有所扬弃

针对蒙台梭利幼儿数学教育的本土适应问题，首先要明白蒙台梭利幼儿数学教育的精髓是幼

儿具有“吸收性的心智”和“敏感期”，在“有准备的环境” 中，幼儿具有无限的潜力并渴求探索未知。

中国学者谢艳玲和代钦在《蒙台梭利幼儿数学教育思想》中提出：“蒙台梭利认为儿童是能自主活

动、思考的生命体， 他们存在‘内在潜力’。教育是促进‘内在潜力’外显的重要方式3。”幼儿本身具

有内在生命力，这种力量可以帮助幼儿不断进行发展。另外，蒙台梭利幼儿数学教育也存在不足，

它更加关注幼儿的个体发展忽视了团队合作的发展，在实际操作时也要有所扬弃不能生搬硬套。

2.考虑中西方文化存在的差异

教育是受国家政治、经济以及文化影响的。蒙台梭利幼儿数学教育发源于意大利。意大利属于

西方国家，主张追求自由与解放天性，而且文化氛围各方面相对更加关注个人的发展。但中国是一

个相对传统的国家，有这长达五千年的文化和历史积淀，深受孔子的儒家文化思想影响，更加注重

家国情怀。中国学者杨娟在《蒙台梭利教育本土化的问题与思考》中提出：“若将西方教育理念生

搬硬套至笔者国教学实践中，不仅无法起到正向的推动作用，更可能起到逆向的拉动作用4。”因此，

在学习蒙台梭利幼儿数学教育过程中要结合笔者国的国情和特点， 并进行适当的改造，不能一味

的照搬全抄。

3 谢艳玲, 代钦. 蒙台梭利幼儿数学教育思想[J]. 内蒙古师范大学学报(教育科学版), 2016, 第 29 卷(4):14-16. 
4 杨娟. 蒙台梭利教育本土化的问题与思考[J]. 人间, 2016, 第 211 卷(16)
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（二）把握幼儿的主体性

1.强调教育的实质而非形式

蒙台梭利幼儿数学教育的实质是对幼儿自身发展水平和发展需要的关注，强调幼儿的内在生

命力。并且蒙台梭利幼儿数学教育考虑到幼儿的发展阶段需要和年龄特点规律。只有把握了蒙台

梭利幼儿数学教育的实质并灵活运用到实际的教育教学活动中，才是有效的学习和开展蒙台梭利

幼儿数学教育。中国学者魏中杰在《蒙台梭利数学教育在幼儿园课程实施方面的个案研究》中有一

个例子是：“蒙台梭利数学教师在进行‘认识金色珠、使用金色珠进行量的名称练习’的操作时，只

是按操作流程，把教具操作了一遍，自认为对知识的讲解很到位，便让幼儿自己工作，也不去理会

自己这种单纯的操作是否符合儿童的需求，有的幼儿没有听懂，就会出现数粒珠的时候不是‘从上

到下’数，而是‘从下往上’ 数，并没有针对易出错的问题进行强调5。”就像上面的案例，教师只是

形式上的将教学流程走了一遍，教育教学过程中的关注点不在幼儿身上，也没有针对易错问题尽

行示范和提示。这样的教育教学活动会使幼儿产生厌倦和枯燥感，并很快会对此失去兴趣。

2.尊重幼儿的主体性

蒙台梭利认为，教师是幼儿活动的观察者和引导者。在幼儿教育活动中， 要充分尊重幼儿的

主体性。但是很多教师在真正开展教育教学活动时往往忽略这一点。中国学者刘雨杭在《蒙台梭利

教育思想对幼儿教师角色定位的启示》中提出：“蒙台梭利主张教师要最大限度地减少积极干预。

一切的指导都要建立在支持幼儿自身活动的基础上，否则很容易造成教师指导过度的问题6。”例如，

蒙台梭利数学教师在进行“减法接龙游戏”的操作时，只是按照教学流程，把教具操作了一遍，并告

诉幼儿这个工作就完成了，然后开始让幼儿也这样操作，一旦幼儿操作错误教师就会批评。这就是

教师角色定位失衡的一种表现，教师过度的指导就会变成对幼儿主导。幼儿很快就会失去自笔者

探索的渴求与欲望，只能机械形式化的重复教师的操作，而不能理解掌握其实质和内涵。

（三）进行规范化管理

1.建立标准的蒙台梭利幼儿数学教育的规范化体系

随着社会经济和教育事业的飞速发展，蒙台梭利幼儿数学教育的发展也是日新月异。在中国

各地区发展形式多种多样、丰富多彩。因此，为了推动蒙台梭利幼儿数学教育的规范化发展，就要

建立起标准的蒙台梭利幼儿数学教育的规范 化体系。有了标准和规范才能让社会大众承认并认可。

 
5 魏中杰. 蒙台梭利数学教育在幼儿园课程实施方面的个案研究[J]. 赤峰学院学报(自然科学版), 2015, 第 31

卷(17):262-264.
6 刘雨杭.蒙台梭利教育思想对幼儿教师角色定位的启示[J]. 教育观察, 2019, (12):105-107.
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同时，各种蒙台梭利学校和教育机构也需要对自身进行规范化管理，以此推动蒙台梭利幼儿数学

教育的规范化发展。

2.政府多加扶持进一步完善教育体系的标准与规范

在现代蒙台梭利幼儿数学教育的发展进程中，离不开政府的支持与鼓励。因此，在现代蒙台梭

利幼儿数学教育的教育机构中，越来越关注其管理的规范化发展。通过制定各种各样的法律法规、

政策制度以及各类标准来规范教育机构的工作，以保证蒙台梭利幼儿数学教育的健康发展。

（四）避免高收费趋势 

1.推进蒙台梭利幼儿数学教育的普惠发展

首先要明确一点，蒙台梭利幼儿数学教育不是贵族教育。每个孩子都有平等的享受教育的权

利。为了避免蒙台梭利幼儿数学教育的高收费发展趋势，就需要推动蒙台梭利幼儿数学教育的普

惠发展。让蒙台梭利幼儿数学教育成为平民大众可以接受起的教育，同时也是大多数孩子能够享

受到的教育模式。

2.鼓励幼儿园开展和融合蒙台梭利幼儿数学教育

蒙台梭利幼儿数学教育不是一种特殊的教育模式，这里说的特殊是必须要去专门的教育机构

才可以享受到。以二连浩特市为例，蒙台梭利幼儿数学教育只有在学前教育机构才可以接触和学

习，因为大多数幼儿园并没有开设相关的教育活动。但是对于幼儿来说，平时接受教育最多的地方

就是幼儿园。如果幼儿园开展和融合蒙台梭利幼儿数学教育，那么幼儿平时在幼儿园内就可以接

触和享受到蒙氏数学教育。这就是一个特别有效的避免蒙台梭利幼儿数学教育高收费发展的措施。

让蒙台梭利幼儿数学教育走进幼儿园的数学教育课程与活动，带动幼儿更好更快的发展。

（五）进行专业化发展

1.进行专业师资培养

蒙台梭利幼儿数学教育需要专业的教师来组织与指导。这种专业性要求蒙台梭利数学教师接

受过专业性的师资培养，理解和掌握蒙台梭利幼儿数学教育的理念和思想。同时，能够将蒙氏教育

的理念和思想内化，并贯穿融合到幼儿数学教育活动中。另外蒙台梭利数学教师要具备科学系统

的教育观、儿童观，全身心投入到观察指导幼儿的身心全面发展中。

2.定期进行教育培训

在当今社会，现代教育的理念和方法在飞速发展。因此，这就需要蒙台梭利数学教师与时俱

进。中国学者何春燕在《幼儿园蒙氏数学教育的探讨与尝试》中提出：“教师在蒙氏教学中起着主
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导作用，因此，教师素质的高低直接影响到蒙氏教学的水平7。”蒙台梭利数学教师需要定期进行教

育培训，以此来不断学习和完善自身的教育理念和思想。同时将蒙台梭利幼儿数学教育的理念和

方法不断与现代先进的教育思想与观念进行融合，以推动蒙台梭利幼儿数学教育的不断发展。

结语

蒙台梭利作为世界上十分著名的教育博士，她的幼儿数学教育思想对促进幼儿的全面发展有

着重要的作用。中国学者王金娥在《蒙台梭利教育对幼儿数学思维养成的延续作用》中提出：“蒙

台梭利数学教学法是让幼儿在生活与操作中自然地认知数学，不仅为其奠定稳定的数理基础，且

培养逻辑思维能力。蒙台梭利博士认为，数学应该是一连串的逻辑性思考与串联，经过比较、分类

与归纳，找出其间的相关性，并借助计算方法得到理想的答案。”蒙台梭利幼儿数学教育对于发展

幼儿的逻辑思维能力和科学思考素养都有着不可轻视的作用。但是，蒙台梭利幼儿数学教育在笔

者国还处于发展的初期阶段。在发展过程中不可避免的存在一些问题。但是对于这些问题，笔者们

要积极面对。从而推动蒙台梭利幼儿数学教育的健康快速发展。

（蒙古国立教育大学・博士後期課程）
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民民族族民民间间工工艺艺美美术术非非物物质质文文化化遗遗产产传传承承与与保保护护策策略略

哈斯図力古爾 

摘要

数千年源远流长的历史文化，造就了我国各种珍贵的历史文化遗产，特别是多民族民间工艺美

术作品及技艺，都成为世界非物质文化遗产的重要组成部分。这些民族民间工艺品，不仅凝结了手

工艺人的智慧与匠心，更是各民族和我国悠久文化历史发展的缩影与见证，为国家后续发展做出借

鉴。随着文化强国口号的提出，我国近几年对于民间艺术、民族文化、国学等的重视不断提高，推动

非物质文化遗产的重点保护和传承。但在科技大背景下，非遗文化的保护和传承仍旧是民族文化发

展的重要议题，也存在诸多缺憾。本文通过阐述民族民间工艺美术内涵与特征，针对问题提出相关

解决措施，以期为我国的民族民间工艺美术非遗文化的长远保护提供参考。

关键词：民族民间工艺美术；非物质文化遗产；内涵与特征；优化保护策略

一、民族民间工艺美术品的内涵及特征

（一）内涵

民族民间工艺美术文化遗产是我国少数民族在历史发展和文化生活不断形成的特色技艺、材

料、手工艺品等。这些工艺品的产生，不仅能够满足民族日常生活，在随着历史进步过程中，更见证

和彰显了民族发展过程及精神文化需求，具有强烈的民族色彩和特征，成为民族不可或缺的文化代

表和历史记忆。随着时代发展，在民族文化不断传承的过程中，这些工艺美术品借助先进的材料、

管理，不断改进与完善，逐步形成完整、特色的工艺流程，进而增添商业价值，提高社会普及率。

民族民间工艺美术品具有鲜明的民族特色，它既能反映当地人的社会生活和地域特点，还能体

现出少数民族人民的精神愿望和审美情趣。我国地大物博，民族众多，民族民间工艺美术品是历史

文化最重要的部分之一，其代表性、特征性，都是各个发展阶段最为直接的表现，更表达了当时人

们的精神状态和文化气息，其中饱含了各种各样的精神意义，不会为其他所代替。在历史意义的基

础上，这些工艺品的精神意义更重要，直接影响和促进了我国的文明进步和社会发展。

（二）特征

时代发展促进了科技进步，在不断应用科学技术的基础上，各行各业有了长足发展，但对于民

族民间工艺美术产业而言，却始终以匠人风范和手工技艺为主，鲜有科技含量，更多的是精神的升

级。大量的传统美术作品都依赖于手工，都是需要作者拥有高超的手工技艺，精湛的传承技术，往

往无法量产，从制作时长到最终成型，都具有不可复制性，其价值也就更高，更具收藏意义。对不少
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从事文化研究和金石收藏的爱好者来说，这些难得的工艺美术品不仅是自身价值的代表，更是个人

精神文明的最好体现，是我们大众精神文明的需求之一。因此，以民族民间工艺产品行业的发展来

说，不仅可以促进消费，提高审美，更能成为引导当前社会群众精神文明的主导产业。

在此基础上，根据需求及爱好，不同需求的人群对于民族民间工艺美术品的喜爱及购买热情出

现分类，从价格、样式、用途、来源、所属民族、代表含义等都有不同人群选择。另外，对于部分装饰

性质极强的作品，不仅可以用作“礼物”，还可以作为一种纪念，助推民族艺术品的发展和进步。也

正是如此，民族民间工艺美术作品的消费分层，即体现出消费者的消费层次，也凸显了艺术作品的

层级分化。

二、民族民间工艺美术非物质文化遗产保护存在的问题

（一）艺术审美环境缺失

历史发展进程推动了民族民间工艺美术的不断改革，在顺应社会变化、环境变化、艺术精神变

化的同时，人们的艺术审美水平也发生了变化。特别是在当前互联网大力发展的背景下，自动化、

智能化、科技化、现代化的生活、工作方式，都直接影响人们的审美标准及审美需求，传统的民族民

间工艺美术作品已经不能满足经济发展及生活需求，从而出现被忽略、被漠视情况，越来越淡出大

众视野，无法从根本上实现基础性，而是被推举为曲高和寡的艺术形式。但实际上，任何艺术都来

源于生活，都是某个时期历史、文化、生活的集中代表，其保护过程也是从发源到进步都应该完善。

总的来说，艺术审美环境已经受到多因素影响，对民族民间工艺美术的非物质文化遗产保护工作带

来挑战和难度，使文化遗产丢失了群众基础。

（二）专业高素质人才少

民族民间工艺美术非物质文化遗产在保护和传承的过程中可以分为两部分内容，一种是对工

艺美术作品的保护，另一种是对传统工艺美术作品制作技法的传承。首先，艺术作品，其制作技艺

是最重要和核心的内容，其保护性不言而喻，随之而来的材料、成品、流程也需要作为文化遗产进

行保护。当前的保护情况，则以作品保护为主，对于技术的保护还缺乏重视。其次，非物质文化遗产

的传承是保护的另一种形式，不仅是对于文化遗产的推崇，更是为后续文化发展和民族复兴奠定基

础。但实际中，这样的传承人少之又少，甚至部分文化遗产被不少人诟病，更多的则以价值来衡量，

只看重眼前利益，没有文化属性，这也是造成传承人才断层的原因。

（三）保护方式过于落后

民族民间工艺美术品是民族文化的载体。在具体的非物质文化遗产保护中，作品收藏、电视节

目介绍是常见的保护方式，已经不能适应当前的文化发展需求，其实际保护能力也非常有限。因此，

民族民间工艺美术的文化保护，要建立多方位、全面化的保护体系和制度，在培养和提高人们保护

意识的同时，传颂各种文化理念和文化精神，推动非物质文化遗产的高效保护和传承。

三、民族民间工艺美术非物质文化遗产的保护策略

（一）还俗于民，回归生活
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民族民间艺术、技艺的非物质文化遗产，来源于民间，发展于民间，因此，其保护也应该从民间

兴起，只有将这些艺术品、技艺投放到民间，让其在大众生活中不断吸收文化气息，满足人们日常

欣赏，才能增强其生命力和延续动力。真正的文化匠人往往都藏匿于民间，无论从技艺还是为人、

行事风格中，都凝结了民族文化和民间艺术气息，是真正非物质文化遗产的代表人物。加上他们积

极参与群众生活，对于民族精神更为重视，由此形成的作品更具生活意义、更具人间价值，能够融

入日常，融入大众，引发大量民众的关注和喜爱，提高相关文化人才的重视度，利于后续的发扬和

传承。

以掐丝珐琅画为例。这是一种金属类工艺品，其制作技艺非常特殊，需要的配套工艺也非常多，

于明代发展鼎盛，并出口到世界各地，深受世界皇家、贵族、文化学者的喜爱。其中引起珐琅釉以蓝

色为主，也常被称为景泰蓝。由于景泰蓝的流行和价值越来越高，导致对于普通人而言，景泰蓝作

品只能作为一种收藏品或礼品出现，无法成为普通人的装饰品。基于此，通过技艺传承、创新，传承

人研发出更为平面化的产品展示方案和制作技术，在降低一定难度的同时，将其最终成型作品能够

符合不同人群要求和审美，从而提高了大众对于景泰蓝的喜爱度和关注度，并提高其销售量，让更

多的爱好者可以拥有景泰蓝，直观的感受景泰蓝，从而促进了景泰蓝的保护效果。

（二）注重传统艺术创新

非物质文化遗产拥有“文化活化石”之称。要对这种“活化石”进行保护，离不开重要的传承和创

新。现代生活、工作的节奏快，压力大，在精神追求方面，过多的快餐快感无法形成良好的文艺修养，

这一点都不利于民族文化、艺术的传承和发展，非物质文化保护的前景并不明朗。而对于这些技艺，

需要长期的学习过程，之后的练习更是以十年、几十年来规划，缺乏耐心、认真程度的现代人传承

很难坚持下去，这就需要我们老一辈的匠人依据当前的条件进行科学创新，不仅能够提升新一代传

承人的兴趣，还要从技术难度和文化审美进行培养，适应社会发展，适应历史进步，实现长久的保

护与传承。

（三）创新优化保护方式

应用科学技术及互联网、计算机软件，建立现代化、智能化的非物质文化保护体系及工具，实

现非物质文化遗产的创新保护。民族民间工艺美术技术、作品数量庞大，内容繁杂，在具体的保护

中，可以通过计算机软件数据库形式进行保护和管理，特别是应用现代化的视频监控、三维模型等

方式，将技术流程和艺术遗产进行数据化存储与保护，并在一定的平台进行开放与交流，提高民众

对于艺术品的人事，通过更为便捷的方式，于网络、 、手机等多种新型平台的分享和传播，提升

民众的文化审美，提高大众文化保护意识。另外，还要利用先进的人工智能技术、数字化技术、

技术创建虚拟实操平台，通过互联网平台与虚拟场景进行交互，实现现代化、智能化非物质文化遗

产的保护与传承。

四、结语

综上所述，民族民间工艺美术非物质文化遗产是我国的宝贵历史财富，更是我国文化发展的重

要见证。因此，实现非物质文化遗产科学保护和传承是我国文化发展的重要工作。通过培养优秀的
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专业人才，建立完善的保护制度与体系，结合各种科学技术和先进工艺，开创新型保护模式及传承

方式，能够有效提升非物质文化遗产保护效果，并推动广大民众热与传承、乐于传承，真正传播历

史文化，提高民族精神文明建设，提高非遗文化作品价值，实现非物质文化遗产的保护和传承目标，

进而促进文化强国口号的真正实现。

（内モンゴル大学・研究生）
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「研究論文」

「「書書評評」」《《蒙蒙古古文文 索索勒勒哈哈尔尔奈奈故故事事 的的文文化化背背景景研研究究》》（（宝宝花花 著著））

T.阿拉坦巴杆 

游牧蒙古族自 13 世纪初已采用回鹘体蒙古文1，却保存保留至今的中世纪蒙古文文献少之甚

少。内蒙古科学院双福研究员曾撰文认为《索勒哈尔奈故事》是目前发现的最古老的回鹘体蒙古文

文献，大概在上古蒙古语到中古蒙古语的过度时期被卫拉特人翻译成蒙古文2。

《索勒哈尔奈故事》为 20 世纪初德国探险队在新疆吐鲁番发现、现收藏于德国科学院东方学图

书馆的一部蒙古文文献。它是 14 世纪时期为数不多的蒙古文献之一，它在蒙古古代文学中占有举

足轻重的地位，对它的深入研究对中古蒙古语、蒙古古代文学和蒙古民族思想史等诸多领域的研究

来讲都具有重要的学术意义。目前发现的蒙古文亚历山大传说只有《索勒哈尔奈故事》，它是唯一一

个写本，对它的原文进行深入研究是非常有必要的。

该文本残损严重，原文无标题、佚名。拼凑其能识别的字词，可以得知其记录的大概情节：

有一个名为索勒哈尔奈的人，他活了几千年，却仍寻求上天的恩赐，希望能永远活在世上。他

登上高山、潜入海底、与太阳一起下山去往黑暗世界，寻求生命之水。结果，在黑暗世界的出口，一

个隐身人给了索勒哈尔奈满满一杯生命水，并说喝了之后他将获得永恒的生命。然而，与大臣们商

讨之后，索勒哈尔奈却把生命水洒向了柏树，因为他感悟当世上所有人死去了，永恒的生命反而会

变成一种痛苦。

著名蒙古学家尼古拉·鲍培（Nikolaus Poppe）首先断定上面提及的蒙古文《索勒哈尔奈故事》为

古罗马亚历山大大帝寻找生命水传说的异文，将其转写成拉丁字母并附德文翻译3。呈·达木丁苏荣

院士在其《蒙古古代文学一百篇》4中引用鲍培教授的转写本及相关研究结论，简要介绍历史人物亚

历山大大帝以及 10 世纪以来阿拉伯、印度、突厥文学作品中关于他寻找生命泉水的传说故事。

美国蒙古学家柯立甫（Francis Woodman Cleaves）将蒙古文亚历山大故事与叙利亚、希腊、埃塞

俄比亚流传的异文及阿拉伯文《亚历山大传记》、波斯文《列王纪》中有关亚历山大的传说进行广泛

比较，意图找出蒙古文《索勒哈尔奈故事》翻译的出处，但最终没有得出确切的结论，只是假定曾经

有过突厥文的亚历山大故事，蒙古写本大概译自（现仍未找到的）突厥文传说。其根据有二：首先，

1 参见符拉基米尔佐夫（Борис Яковлевич Владимирцов）之 1929年出版《蒙古书面语与喀尔喀方言比较语
法》（Сравнительная грамматика монгольского письменного языка и халхаского наречия）等。

2 双福：《回鹘体蒙古文文献中哪一个是最古老的——有关〈索勒哈尔奈故事〉的研究》，《蒙古语文》，1985年第 6
期，第 32-43页。 

3 Nikolaus. Poppe,“Eine mongolische Fassung der Alexandersage”，Zeitschrift der Deutschen Morgenlandishchen 
Gesellschaft, 1957，107，pp105-129.

4 呈·达木丁苏荣：《蒙古古代文学一百篇》，内蒙古人民出版社，1982年。
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故事中出现众多突厥语借词；其次，故事写本出土时被夹在大量的突厥文文献中间5。

因上述学者的学术名誉及原文献研究的难度，后期很少有学者研究《索勒哈尔奈故事》，蒙古族

古代文学史、中古蒙古语6等相关教材基本都借鉴、采用鲍培、柯立甫的研究成果，认为蒙古文《索

勒哈尔奈故事》译自阿拉伯、波斯文。

然而，宝花博士的《蒙古文<索勒哈尔奈故事>的文化背景研究》7在前辈学者的研究基础之上，

重新深入研究该写本，用充实可靠的证据提出新的观点，更正了半个多世纪以来普遍被接受的学术

假设。换言之，该力作突破以往研究只专注于字面用语及故事母题的缺点，对蒙古文《索勒哈尔奈

故事》及与该写本内容最为相近的波斯文亚历山大传说的叙事结构进行深层次的比较研究，从生命

水寄存的地方、亚历山大（索勒哈尔奈）本人能否得到生命水、获得生命水的前提条件/象征意义以

及故事书写者对亚历山大（索勒哈尔奈）的认识/态度等方面加以分析；同时比较蒙古文《索勒哈尔奈

故事》与阿卡德语著名史诗《吉尔伽美什》，就带着神性的人物、与时间赛跑的情节以及死亡之海与

生命之水互为表里的特征进行详细阐述；并在上下文的互文性中解读《索勒哈尔奈故事》的中心思

想，从而断定蒙古文《索勒哈尔奈故事》并非翻译作品，而是蒙古人根据佛教思想对中亚地区普遍流

行的亚历山大寻求生命泉水的故事加以改变，以突出生命短暂、一切为空的中心思想。

因此，宝花博士的该研究不仅解决了蒙古文《索勒哈尔奈故事》本人的“来源问题”，而且展示了

蒙古人于 14 世纪初已较广泛地接受佛教思想的又一个佐证。即当时蒙古人对藏传佛教的信奉不仅

仅局限于上层宫廷，而已经开始在民间较广泛流传。

此项研究使我们联想到哈佛大学范德康教授（Prof. Leonard Van Der Kuijp）对西夏政权及藏传佛

教传播的研究，开启了蒙古族古代文学、蒙古族宗教史方面更多重要讨论的题目。本书作者宝花博

士在前人研究的基础上，还对文献原文重新进行拉丁文字母转写，将鲍培（德文）、柯立甫（英文）两

位学者的论文和波斯文亚历山大传说的相关章节翻译成中文，附在了论文的后面，有助于读者全面

了解蒙古文《索勒哈尔奈故事》的整个学术史，是一本严谨、有趣、具有重要学术意义的力作。

（千葉大学人文公共学府・特別研究員）

5 Francis Woodman Cleaves, “An early Mongolian version of the Alexander romance”, Harvard Journal of Asiatic 
Studies, 1959Vol 22.pp.1-99.

6 高校教材《中古蒙古语》，辽宁民族出版社，1997年。
7 宝花：《蒙古文<索勒哈尔奈故事>的文化背景研究》，线装书局，2019 年。
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日日本本モモンンゴゴルル文文化化学学会会収収支支状状況況

日本モンゴル文化学会 2019年度収支決算（2019年 2月 2日～2019年 12月 31日）

収入 支出

学会費 30,000
事業費

雑誌制作費 133,100

寄付金 110,000 会議費 100,000

雑誌売上金 51,000

事務費

印鑑制作費 20,000

懇親会費残額 3,780 横断幕制作費 27,282

学会登録前払い 50,000

合計 194,780 合計 330,382

残高 －135,602円

日本モンゴル文化学会 2020年度収支決算（2020年 1月 1日～2020年 12月 31日）

収入 支出

学会費 53,000 事業費 雑誌制作費 50,000

寄付金 35,000 会議費 0

雑誌売上金 5,000 事務費 － －

懇親会費残額 0 － －

合計 93,000 合計 50,000

残高 +43,000

日本モンゴル文化学会 2021年度収支決算（2021年 1月 1日～2021年 12月 31日）

収入 支出

学会費 33,000 事業費 雑誌制作費 70,000

寄付金 70,000 会議費 0

雑誌売上金 30,000 事務費 － －

懇親会費残額 0 － －

合計 133,000 合計 70,000

残高 +63,000円
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日本モンゴル文化学会 2022年度収支決算（2022年 1月 1日～2022年 12月 31日）

収入 支出

学会費 38,000 事業費 雑誌制作費 62,700

寄付金 25,000 会議費 19,679

雑誌売上金 25,000 事務費 － －

懇親会費残額 0 － －

合計 88,000 合計 82,379

残高 +5,621

日本モンゴル文化学会 2022年度残高（2019年 1月 1日～2022年 12月 31日）

年代 収入 支出 残高

2019 194,780 330,382 －135,602

2020 93,000 50,000 +43,000

2021 133,000 70,000 +63,000

2022
88,000 82,379 +5,621

合計＝508,780 合計＝532,761 －23,981 円

年会費及び寄付は以下の銀行に振り込みお願いします。 

ゆうちょ銀行 
記号：10530 番号：96583831 
他の銀行から振り込みの場合 
店名・店番：0五八（058） 口座番号（普）：9658383 
名前：ニホンモンゴルブンカガッカイ（日本モンゴル文化学会） 
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－155－ 

学学会会写写真真集集

写真 1 日本モンゴル文化学会・第六回冬季学術大会（2022年 12月 10日,オンライン参加者）

写真 2 日本モンゴル文化学会・第六回冬季学術大会（2022年 12月 10日,会場参加者）

『モンゴル文化研究』第 4号（2022）：155-157 
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－156－ 

写真 3 日本モンゴル文化学会・第六回冬季学術大会（オンライン発表者）

写真 4 日本モンゴル文化学会・第六回冬季学術大会（会場発表者）
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－157－ 

写真 5 日本モンゴル文化学会・第五回理事会（オンライン, 2022年 6月 1日）

写真 6 日本モンゴル文化学会・第六回理事会（オンライン, 2023年 4月 14日）
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－159－ 

ああととががきき

日本モンゴル文化学会が創立以来、3年間を経て、国際シンポジウムを含めて 7回の研究会を行っ

た。今年は、日本モンゴル文化学会誌である『モンゴル文化研究』についても第 4 号を刊行する。こう

した中で、大変多くの方に参加して頂き、心から感謝している。

日本モンゴル文化学会の主な活動は学術発表会であり、毎年、冬季と夏季の 2 回行っていたもの

が、2020 年から毎年一回行うことにした。会員はモンゴル文化研究及び文化交流を純然たる目的とす

る人々によって構成され、発表者や投稿者は事前に会員として登録する必要がある。日本における一

般会員の会費は年間 4千円で、学生は 2千円である。内モンゴルから参加する一般会員の会費は年

間 200元で、学生は 100元。日本モンゴル文化学会の雑誌（紀要）である『モンゴル文化研究』を毎年

1 回刊行する（投稿を希望する場合は、本学会で発表した上で、本学会のホームページや公開ウェブ

サイトに掲載の投稿要項に沿って送付。締め切りは 10月１5日）。

2023年の活動は、まずは 6月中旬に日本モンゴル文化学会・第 7回夏季学術大会を開催し、12月

中旬に、「グローバル化とモンゴル文化研究の新たな展開」というテーマで国際シンポジウムを開く予

定である。

日本モンゴル文化学会の趣旨を理解し、発表・投稿したい方は、ぜひご連絡を！

日本モンゴル文化学会 Email：mglculture@yahoo.co.jp
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－160－ 

謝謝辞辞

まず本学会の活動に寄付して頂いた方々に感謝します。2022 年度に学会の活動や出版物の経費

（または会費）として池田健雄さんに 2.5万円の援助を頂きました。池田さんにこの場を借りて感謝の意

を表します。池田さんに頂いた援助を学会のために、大事に使わせていただきます。

次に、本学会の発表会に積極的に参加し、本学会の活動を支えてくれた方々、また、会員として本

学会の活動を応援してくれている皆さんに感謝します。

最後に、本学会の活動を組織し、主催や司会に携わってきた理事の方々、本当にありがとうござい

ました。本学会は理事の方々あればこそ、活動が維持でき、成長しています。理事の皆さま、これまで

大変お疲れさまでした。これからもよろしくお願い致します。

会長：T.アルタンバガナ
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※本学会誌の一部から著者本人以外が引用を行う場合や、本報告書の内容を参照・利用した場

合は、通常の引用・参照方式に則り、必ず出典を明記してください。

日本モンゴル文化学会誌 
Journal of the Mongolian Cultural Society in Japan

『モンゴル文化研究』 
Mongolian Cultural Studies
2022 年 12 月 第四号 
編者 T.アルタンバガナ 

リリ 
令和 4（2022）年 12 月 発行 
発行 日本モンゴル文化学会 

千葉県・船橋市 
印刷・製本 株式会社彩流工房 

神奈川県横浜市中区山手町 −

日本モンゴル文化学会誌

LOGO Taliinhu（Artist） 
カバー モンゴル文字 
表面 バートル（内モンゴル図書館） 
裏側 フスレン（名古屋大学大学院） 



 


